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4月 見えないだけ 

 １時間 

◎語句について理解し、話や文

章の中で使うことを通して、

語感を磨き語彙を豊かにする

ことができる。（知・技(1)エ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1 1 詩を読み取る。 

・好きな言葉や表現をノートに書き写し、その理

由をまとめる。 

◇言葉や表現が生み出している効果についても確

認させる。 

2 好きな言葉や表現を発表する。 

◇共感できた考えや自分にはなかった考えをノー

トにまとめさせる。 

3 詩の特徴を生かして朗読する。 

・友達の発表を聞いて考えたことも踏まえて、詩の

内容が効果的に伝わるように工夫して朗読する。 

【知・技】語句について理解し、話や文章の

中で使うことを通して、語感を磨き語

彙を豊かにしている。（(1)エ） 

→詩の中に出てくる好きな言葉や表現

を、理由とともにまとめている。 

【態】進んで語感を磨き、今までの学習を生

かして朗読しようとしている。 

１ 広がる学びへ 

4月 アイスプラネット 

漢字に親しもう１ 

 ４時間 

◎情報と情報との関係のさまざ

まな表し方を理解し使うこと

ができる。（知・技(2)イ） 

◎文章全体と部分との関係に注

意しながら、登場人物の設定

のしかたなどを捉えることが

できる。（思・判・表C(1)ア） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★小説を読み、引用して解説し

たり、考えたことなどを伝え

合ったりする。（思・判・表C(2)

イ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎第１学年までに学習した常用

漢字に加え、その他の常用漢

字のうち350字程度から450字
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4 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 作品を通読する。 

・注意する語句・新出漢字を調べる。 

→二次元コード「漢字の練習」 

→二次元コード「イヌイット」 

2 登場人物の設定を確かめる。 

・冒頭部から読み取れるぐうちゃんの人物像を捉

える。（課題1-①） 

・人物どうしの関係を図で整理する。（課題1-②） 

・ぐうちゃんに対する「僕」「母」「父」、それぞれ

の思いがわかる言動や表現を挙げて関係を捉

え、図に書き加える。（課題1-③） 

→P27カギ「登場人物の設定を捉える」 

→P276資「『学びのカギ』一覧」（文学） 

→二次元コード「学びの地図」 

3 ぐうちゃんに対する「僕」の思いを読み取る。 

・ぐうちゃんのほら話に対する「僕」の気持ちの

変化を捉える。（課題2-①） 

・「それ以来、僕は二度とぐうちゃんの部屋には行

かなかった。」のはなぜかを考える。（課題2-②） 

・手紙と写真を受け取ったときの「僕」の気持ち

を、ぐうちゃんの考えや思いを踏まえて想像す

る。（課題2-③） 

◇手紙の文面から、ぐうちゃんの考えや思いを踏

まえさせる。 

4 ぐうちゃんに対する自分の考えをまとめる。（課題

3） 

・ぐうちゃんの考え方や生き方について、自分の

生活や経験などと比べながら、考えたことをま

とめる。 

5 学習を振り返る。 

→P27言の葉 

・登場人物の設定を図で整理することには、どん

な効果があったか、自分の言葉でまとめる。 

・どんなところに着目して登場人物の設定を捉え

たか、自分の言葉でまとめる。 

・これまでに読んだ作品を一つ取り上げ、人物の

設定を図で整理する。 

 

6 P28「漢字に親しもう１」に取り組む。 

→二次元コード「漢字一覧表」 

→P260「小学校六年生で学習した漢字一覧」 

【知・技】情報と情報との関係のさまざまな

表し方を理解し使っている。（(2)イ） 

→登場人物どうしの関係や人物像を図

式化して整理している。 

【思・判・表】「読むこと」において、文章全

体と部分との関係に注意しながら、登

場人物の設定のしかたなどを捉えてい

る。（C(1)ア） 

→ぐうちゃんの人物像や、登場人物ど

うしの関係を文章から読み取り、図

にまとめている。 

【態】登場人物の設定のしかたなどを積極的

に捉え、学習課題に沿って考えたこと

を伝え合おうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知・技】第１学年までに学習した常用漢字

に加え、その他の常用漢字のうち350字

程度から450字程度までの漢字を読ん



  

月 教材名・時数・指導目標・言語活動 時 学習活動 評価規準 
 

- 2 - 

 

程度までの漢字を読むことが

できる。また、学年別漢字配

当表に示されている漢字を書

き、文や文章の中で使うこと

ができる。（知・技(1)ウ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

→P308資「二年生で学習した漢字」 

→P321資「二年生で学習した音訓」 

◇言葉の意味がわからないときは、国語辞典等で

調べさせるとよい。 

◇P257「［練習］小学校六年生で学習した漢字」に

併せて取り組み、これまでに学習した漢字の書

き取りをさせてもよい。 

でいる。また、学年別漢字配当表に示

されている漢字を書き、文や文章の中

で使っている。（(1)ウ） 

→文や文章の中で漢字を読んだり書い

たりしている。 

【態】学習課題に沿って、積極的に漢字を読

んだり書いたりしようとしている。 

4月 [聞く] 

意見を聞き、整理して検討する 

 １時間 

◎意見と根拠、具体と抽象など

情報と情報との関係について

理解することができる。（知・

技(2)ア） 

◎目的や場面に応じて、社会生

活の中から話題を決め、異な

る立場や考えを想定しながら

集めた材料を整理し、伝え合

う内容を検討することができ

る。（思・判・表A(1)ア） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★説明や提案など伝えたいこと

を話したり、それらを聞いて

質問や助言などをしたりす

る。（思・判・表A(2)ア） 

1 リード文や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 二次元コードの音声を聞いて、水島さんと今西さ

んの意見と根拠を表で整理し、根拠の適切さを評

価する。 

・根拠の客観性や信頼性を確かめたり、意見と根

拠の結び付き（「理由づけ」）に無理や飛躍がな

いか検討したりする。 

→二次元コード「二人の意見」 

2 整理した表を基に、自分はどちらの意見に納得で

きるか、考える。 

・ペアやグループで意見や根拠の適切さについて

話し合って考えを深める。 

◇自分はどちらの意見に近いか、二人の示したも

のの他に適切な根拠や「理由づけ」のしかたが

ないかを考えさせるとよい。 

3 学習を振り返る。 

・聞き取った意見と根拠を整理し、根拠の適切さ

について検討することができたか、確かめる。 

【知・技】意見と根拠、具体と抽象など情報

と情報との関係について理解してい

る。（(2)ア） 

→意見と根拠を区別して捉え、適切な

根拠の在り方について理解を深めて

いる。 

【思・判・表】「話すこと・聞くこと」におい

て、目的や場面に応じて、社会生活の

中から話題を決め、異なる立場や考え

を想定しながら集めた材料を整理し、

伝え合う内容を検討している。（A(1)

ア） 

→発言者の立場を踏まえ、それぞれの

意見と根拠を整理して考えをまとめ

ている。 

【態】 進んで意見と根拠の関係を整理しなが

ら聞き、今までの学習を生かして根拠

の適切さなどについて検討しようとし

ている。 

4月 文法への扉１ 

単語をどう分ける？ 

文法１ 自立語 

 ２時間 

◎単語の活用、助詞や助動詞など

の働き、文の成分の順序や照応

など文の構成について理解す

ることができる。（知・技(1)オ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1-2 1 P31の導入や解説を読み、単語が幾つかの観点で分

類されることを確かめ、そのうち「自立語」につ

いて学ぶことを理解する。 

→二次元コード「文法ワーク」 

2 P242「文法１ 自立語」を読み、自立語の各品詞

の性質などについて理解する。 

・下段の練習問題に取り組み、理解の程度を確か

める。 

→二次元コード「練習問題」 

・P242下段「話すこと・書くことに生かす」を読

み、ここでの学習を今後の学習に生かせるよう

にする。 

【知・技】単語の活用、助詞や助動詞などの

働き、文の成分の順序や照応など文の

構成について理解している。（(1)オ） 

→自立語にどんな品詞があるかを知

り、それぞれが文の中で果たす役割

について理解を深めている。 

【態】学習課題に沿って、積極的に自立語につ

いて理解を深めようとしている。 

5月 魅力的な提案をしよう 

資料を示してプレゼンテーショ

ンをする 

 ５時間 

◎言葉には、相手の行動を促す

働きがあることに気づくこと

1 

 

 

 

 

 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 提案内容を決める。 

・誰に（相手）、何を（話題）、何のために（目的）

提案するかを確かめる。 

・現状の課題を見つけ、その解決策を基にするな

【知・技】言葉には、相手の行動を促す働き

があることに気づいている。（(1)ア） 

→相手が自ら行動したいと思えるよう

な言葉や表現を用いることを意識し

ている。 

【思・判・表】 
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ができる。（知・技(1)ア） 

◎自分の立場や考えが明確にな

るように、根拠の適切さや論

理の展開などに注意して、話

の構成を工夫することができ

る。（思・判・表A(1)イ） 

◎資料や機器を用いるなどし

て、自分の考えがわかりやす

く伝わるように表現を工夫す

ることができる。（思・判・表

A(1)ウ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★説明や提案など伝えたいこと

を話したり、それらを聞いて

質問や助言などをしたりす

る。（思・判・表A(2)ア） 

 

 

 

2-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-5 

どして、提案内容を決める。 

→二次元コード「表現テーマ例集」 

◇相手が何を知りたいのかを考えさせるとよい。 

2 話の構成や表現を工夫する。 

・グループで進行案を作り、話の構成や提示する

資料、役割分担などを考える。 

→P35言の葉 

→P286資「グラフの見方／引用・出典」 

◇提示資料の情報は必要最低限に絞らせる。 

◇写真などを引用する場合は、出典を明記させる。 

・資料を提示しながら話す練習をする。 

→P33カギ「資料や機器を活用して話す」 

→P280資「『学びのカギ』一覧」（話す・聞く） 

→二次元コード「学びの地図」 

◇資料を提示するタイミングを考えたり、聞き手

を意識して話し方に変化をつけたりさせるとよ

い。 

3 プレゼンテーションをする。 

・クラスの人たちに向け、グループごとにプレゼ

ンテーションをする（録画する）。 

→二次元コード「プレゼンテーションをする」 

→P29「［聞く］意見を聞き、整理して検討する」 

→P35「達人からのひと言」 

→P341資「ICT活用のヒント」 

◇聞き手には、話の構成や話し方に注意させ、質

問を考えながら聞くようにさせる。 

4 学習を振り返る。 

・いちばん心が動かされた提案をクラスで選び、

理由を含めて話し合う。 

・録画したプレゼンテーションを視聴し、よかっ

た点や改善点を話し合う。 

◇話し方や話の構成、資料や機器の使い方など、

振り返りの観点を明確にするとよい。 

・言葉には、相手の心を動かし、行動を促す働き

があることを、学習のどのような場面で実感し

たか、自分の言葉でまとめる。 

・聞き手の印象に残るプレゼンテーションにする

ために、話の構成や資料の作成において、どの

ような工夫をしたか、自分の言葉でまとめる。 

・クラスでの発表を振り返り、次に何かを提案す

るときには、どんな点を工夫したいか考える。 

◇P32「生かす」を読み、学んだことを今後どのよ

うに生かしていきたいかを考えさせるとよい。 

・「話すこと・聞くこと」において、自分

の立場や考えが明確になるように、根

拠の適切さや論理の展開などに注意

して、話の構成を工夫している。（A(1)

イ） 

   →重要なことが効果的に伝わるように

話の構成を工夫している。 

・「話すこと・聞くこと」において、資料

や機器を用いるなどして、自分の考え

がわかりやすく伝わるように表現を

工夫している。（A(1)ウ） 

→プレゼンテーションソフトやフリッ

プなどを用いて、提案内容が視覚的

にもわかりやすくなるよう工夫して

いる。 

【態】自分の考えがわかりやすく伝わるよう

に粘り強く表現を工夫し、学習の見通

しをもってプレゼンテーションをしよ

うとしている。 

5月 枕草子 

［書く］自分流「枕草子」を書こう 

 ３時間（読②書①） 

◎作品の特徴を生かして朗読す

るなどして、古典の世界に親

しむことができる。（知・技(3)

ア） 

◎現代語訳や語注などを手がか

りに作品を読むことを通し

て、古典に表れたものの見方

や考え方を知ることができ

る。（知・技(3)イ） 

◎文章を読んで理解したことや

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1「枕草子」を音読し、古文を読み味わう。 

・新出漢字を調べる。 

→二次元コード「漢字の練習」 

・現代語訳を参考に情景を想像し、古文を音読する。 

→二次元コード「朗読音声」 

◇心に残った季節の一節を暗唱させてもよい。 

◇関連図書などを活用するとよい。 

2 作者のものの見方や感じ方を読み取る。 

・冒頭を読み、作者が四季のどんなところに趣を

感じているのかを整理し、自分が感じる四季の

趣と比べる。 

【知・技】 

・作品の特徴を生かして朗読するなどし

て、古典の世界に親しんでいる。（(3)

ア） 

→古典の文章独特の調子やリズムを意

識して音読している。 

・現代語訳や語注などを手がかりに作品

を読むことを通して、古典に表れたも

のの見方や考え方を知っている。（(3)

イ） 

→現代語訳や語注を手がかりに「枕草

子」を読み、作者のものの見方や考

え方を捉えている。 
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考えたことを知識や経験と結

び付け、自分の考えを広げた

り深めたりすることができ

る。（思・判・表C(1)オ） 

◎目的や意図に応じて、社会生活

の中から題材を決め、伝えたい

ことを明確にすることができ

る。（思・判・表B(1)ア） 

◎表現の効果を考えて描写する

など、自分の考えが伝わる文

章になるように工夫すること

ができる。（思・判・表B(1)ウ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★古典作品などを読み、引用し

て解説したり、考えたことな

どを伝え合ったりする。（思・

判・表C(2)イ） 

★随筆を創作するなど、感じたこ

とや想像したことを書く。（思・

判・表B(2)ウ） 

 

 

 

 

 

 

3 

・P38の章段を読み、作者が「何」の「どんな」様

子を「どう」感じているのかについて整理する。 

◇P39のコラム「枕草子」を参考にしながら、「枕

草子」の特徴を捉えさせる。「徒然草」の学習と

関連させてもよい。 

→P154「仁和寺にある法師」 

3 自分流「枕草子」を書く。 

→P39「自分流『枕草子』を書こう」 

・「枕草子」の形を借りて、自分ならではの季節感

を表す文章を400字程度で書く。 

4 学習を振り返る。 

・作者のものの見方や考え方について、印象に残

っているものを、理由とともに挙げる。 

・書いた「自分流『枕草子』」を、友達と読み合い、

感想をまとめる。 

◇自他の季節の捉え方の共通点や相違点を明らか

にしながら感想をまとめさせる。 

【思・判・表】 

・「読むこと」において、文章を読んで理

解したことや考えたことを知識や経

験と結び付け、自分の考えを広げたり

深めたりしている。（C(1)オ） 

→作者の考えと自分の考えとを比較

し、感じたことをまとめている。 

・「書くこと」において、目的や意図に応

じて、社会生活の中から題材を決め、

伝えたいことを明確にしている。

（B(1)ア） 

→生活を振り返って、自分ならではの

季節感を表すものを見つけている。 

・「書くこと」において、表現の効果を

考えて描写するなど、自分の考えが

伝わる文章になるように工夫してい

る。（B(1)ウ） 

→季節感を表すものについて、その様

子が具体的に想像できるよう、語句

や表現を選んで書いている。 

【態】文章を読んで理解したことや考えたこ

とを進んで知識や経験と結び付け、学

習課題に沿って自分ならではの季節感

を表す文章を書こうとしている。 

5月 季節のしおり 春 

・抽象的な概念を表す語句の量

を増すとともに、語感を磨き

語彙を豊かにすることができ

る。（知・技(1)エ） 

・言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

- ・春の行事・暦に関わる言葉や、春の情景を詠んだ

短歌や俳句を味わい、伝統的な言語文化に親しむ。 

◇P66「短歌の創作教室」、P110「表現を工夫して

書こう」、P224「描写を工夫して書こう」などの

資料として用いてもよい。 

◇春をテーマにした他の詩歌を探し、交流するこ

ともできる。 

【知・技】抽象的な概念を表す語句の量を増

すとともに、語感を磨き語彙を豊かに

している。（(1)エ） 

→作品中の「春」を感じさせる言葉に

着目し、情景を想像している。 

【態】伝統的な言語文化に関するこれまでの

学習を生かして、積極的に語感を磨き、

言語文化を大切にしようとしている。 

2 多様な視点から 

5月 クマゼミ増加の原因を探る 

 ４時間 

◎情報と情報との関係のさまざ

まな表し方を理解し使うこと

ができる。（知・技(2)イ） 

◎文章全体と部分との関係に注

意しながら、主張と例示との

関係などを捉えることができ

る。（思・判・表C(1)ア） 

◎文章と図表などを結び付け、

その関係を踏まえて内容を解

釈することができる。（思・判・

表C(1)ウ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-4 

 

 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 本文を通読する。 

・注意する語句・新出漢字を調べる。 

→二次元コード「漢字の練習」 

→P51言の葉 

2 全体と部分の関係に注意して、構成を捉える。 

・「研究のきっかけ」に示された文章全体に関わる

問題提起と、その問題についての大きな仮説を

確かめる。（課題1-①） 

・線や矢印を使って、文章を構成する六つの部分

の関係を整理する。（課題1-②） 

◇「前提」を受けて「仮説1〜3」があり、それら

の検証によって「まとめ」が導き出されている

ことがわかるように整理できるとよい。 

3 文章と図表の関係に注意して、内容を読み取る。 

・三つの仮説に対する検証の内容とその結果を、

図表や写真との関係に注意し、それぞれ文章中

【知・技】情報と情報との関係のさまざまな

表し方を理解し使っている。（(2)イ） 

→文章を構成する六つの部分の関係を

図式化して整理している。 

【思・判・表】 

・「読むこと」において、文章全体と部分

との関係に注意しながら、主張と例示

との関係などを捉えている。（C(1)ア） 

→筆者の主張を捉え、それと仮説1～3

との関係を理解している。 

・「読むこと」において、文章と図表など

を結び付け、その関係を踏まえて内容

を解釈している。（C(1)ウ） 

→文章中の図表やグラフが何のために

示されているのかを、対応する文章

を基に考えている。 

【態】積極的に文章と図表などを結び付けて

内容を解釈し、学習の見通しをもって
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間性等） 

★報告や解説などの文章を読

み、理解したことや考えたこ

とを説明したり文章にまとめ

たりする。（思・判・表C(2)ア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の言葉を用いて簡潔にまとめる。（課題2-①） 

→P51カギ「文章と図表を結び付けて読む」 

→P278資「『学びのカギ』一覧」（説明文） 

→二次元コード「学びの地図」 

◇図表や写真と結び付いている箇所を本文から探

して線を引かせるとよい。 

◇P49の図が「仮説2」と「仮説3」を整理したもの

であることを確認する。 

・「研究のきっかけ」に示された大きな仮説は証明

されたといえるか、筆者の考えと、自分の考え

を書く。（課題2-②） 

4 考えたことを話し合う。（課題3） 

・筆者は、なぜ結果的に否定された説と、その検

証結果も示したのか、考えたことをグループで

話し合う。 

5 学習を振り返る。 

・図などを用いて情報を整理することには、どん

な効果があったか、自分の言葉でまとめる。 

・文章の内容を読み取るうえで、最も効果的だと

感じた図表や写真はどれか、理由も含めて考え

をまとめる。 

・図表を含む文章の読み方が、日常生活のどんな

場面で活用できるか挙げる。 

考えたことを話し合おうとしている。 

 

6月 情報整理のレッスン 

思考の視覚化 

 １時間 

◎情報と情報との関係のさまざ

まな表し方を理解し使うこと

ができる。（知・技(2)イ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1 1 教材文を読み、情報の関係を整理して、視覚的に

表す方法を理解する。 

→二次元コード「漢字の練習」 

◇「観点」、「階層」、「軸」などの用語を理解させ、

今後の学習に生かせるようにしておくとよい。 

2 問題1～3に取り組む。 

◇文章で書くのではなく、単語や一文など短い表

現を使うように促す。 

◇視覚的にわかりやすくなるように、付箋や色ペ

ンなどを準備して使わせてもよい。 

3 学習を振り返る。 

・情報を書き出して整理し、関係を図で表す四つ

の方法についてポイントを確認する。 

【知・技】情報と情報との関係のさまざまな

表し方を理解し使っている。（(2)イ） 

→問題1～3に取り組み、情報どうしの

関係を図で表している。 

【態】積極的に情報と情報との関係のさまざ

まな表し方を理解し、学習したことを

生かして練習問題に取り組もうとして

いる。 

6月 情報を整理して伝えよう 

職業ガイドを作る 

 ５時間 

◎情報と情報との関係のさまざ

まな表し方を理解し使うこと

ができる。（知・技(2)イ） 

◎目的や意図に応じて、社会生

活の中から題材を決め、多様

な方法で集めた材料を整理

し、伝えたいことを明確にす

ることができる。（思・判・表

B(1)ア） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★多様な考えができる事柄につい

1-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

◇授業の導入として、「書くことのミニレッスン」

に取り組ませるとよい。 

→二次元コード「書くことのミニレッスン」 

1 題材を決め、情報を集める。 

・調べる職業を決め、知りたい項目を挙げる。 

・知りたいことに適した調べ方を考え、多様な方

法で情報を集める。 

→P284資「インタビューをする」 

→P285資「インターネットの活用」 

→二次元コード「表現テーマ例集」（「書くことの

ミニレッスン」内） 

◇図書館や資料館、インターネット、インタビュ

ーなど、多様な情報収集の方法を考えさせる。 

◇複数の情報源で調べる、出典を明らかにするな

ど、既習事項を想起させる。 

2 集めた情報を整理する。 

・集めた情報を、図や記号などを使って整理する。 

【知・技】情報と情報との関係のさまざまな

表し方を理解し使っている。（(2)イ） 

→集めた情報を表や図にまとめ、整理

している。 

【思・判・表】「書くこと」において、目的や

意図に応じて、社会生活の中から題材

を決め、多様な方法で集めた材料を整

理し、伝えたいことを明確にしている。

（B(1)ア） 

→知りたいことに適した方法を考えて

情報を収集し、収集した情報を分類・

整理して自分の目的に合うものを取

捨選択している。 

【態】多様な方法で集めた情報を粘り強く整

理し、学習の見通しをもって職業ガイ

ドを作ろうとしている。 
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て意見を述べるなど、自分の考

えを書く。（思・判・表B(2)ア） 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

5 

・目的に合わせて、情報を取捨選択する。 

→P29「［聞く］意見を聞き、整理して検討する」 

→P52「情報整理のレッスン 思考の視覚化」 

→P55カギ「多様な方法で集めた情報を整理する」 

→P280資「『学びのカギ』一覧」（書く） 

→二次元コード「学びの地図」 

3 紙面構成を考える。 

・見出しや文章、図・表、グラフ、写真などの配

置を考えて、紙面を構成する。 

◇タブレット端末などを用いて、紙面構成を考え

させるとよい。 

→P341資「ICT活用のヒント」 

4 紙面を作成する。 

・簡潔な文章を心がけて書く。 

・推敲し、清書する。 

→P57言の葉 

◇見出しを付け、簡潔な文章にするよう留意させる。 

5 感想を伝え合う。 

・作品を読み合い、感想を伝え合う。 

◇わかりやすかったところや、説明の順序や分量、

紙面の工夫などについて考えさせる。 

6 学習を振り返る。 

・情報を図や記号で整理することには、どのよう

な効果があるか、自分の言葉でまとめる。 

・読み手に何を伝えたいと考え、そのために、集

めた情報をどのように整理したか、自分の言葉

でまとめる。 

・集めた情報を整理するうえで、いちばん役に立

った方法を理由も合わせて書く。 

◇P54「生かす」を読み、学んだことを今後どのよ

うに生かしていきたいかを考えさせるとよい。 

6月 漢字１ 熟語の構成 

漢字に親しもう２ 

 １時間 

◎第１学年までに学習した常用

漢字に加え、その他の常用漢

字のうち350字程度から450字

程度までの漢字を読むことが

できる。また、学年別漢字配

当表に示されている漢字を書

き、文や文章の中で使うこと

ができる。（知・技(1)ウ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1 1 教材文を読み、熟語の構成の種類について理解する。 

◇身の回りにある熟語を挙げさせ、その構成を説

明させてもよい。 

2 練習問題に取り組む。 

→二次元コード「漢字一覧表」 

3 P60「漢字に親しもう２」に取り組む。 

→二次元コード「漢字一覧表」 

→P260「小学校六年生で学習した漢字一覧」 

→P308資「二年生で学習した漢字」 

→P321資「二年生で学習した音訓」 

◇言葉の意味がわからないときは、国語辞典等で

調べさせるとよい。 

◇P257「［練習］小学校六年生で学習した漢字」に

併せて取り組み、これまでに学習した漢字の書

き取りをさせてもよい。 

【知・技】第１学年までに学習した常用漢字

に加え、その他の常用漢字のうち350字

程度から450字程度までの漢字を読ん

でいる。また、学年別漢字配当表に示

されている漢字を書き、文や文章の中

で使っている。（(1)ウ） 

→熟語の構成を意識しながら、漢字を

読んだり書いたりしている。 

【態】学習課題に沿って、積極的に漢字を読

んだり書いたりしようとしている。 

３ 言葉と向き合う 

6月 短歌に親しむ 

［書く］短歌の創作教室 

短歌を味わう 

 ５時間（読②書③） 

◎抽象的な概念を表す語句の量

を増すとともに、話や文章の

1 

 

 

 

 

 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 P62「短歌に親しむ」を通読する。 

・注意する語句・新出漢字を調べる。 

→二次元コード「漢字の練習」 

2 短歌を音読し、解説の内容を捉える。 

【知・技】抽象的な概念を表す語句の量を増

すとともに、話や文章の中で使うこと

を通して、語感を磨き語彙を豊かにし

ている。（(1)エ） 

→情景などを表す語句に着目して作品

を読み深めている。また、情景や心
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中で使うことを通して、語感

を磨き語彙を豊かにすること

ができる。（知・技(1)エ） 

◎観点を明確にして短歌を比較

するなどし、表現の効果につい

て考えることができる。（思・

判・表C(1)エ） 

◎短歌を読んで理解したことや

考えたことを知識や経験と結

び付け、自分の考えを広げた

り深めたりすることができ

る。（思・判・表C(1)オ） 

◎表現の効果を考えて描写する

など、自分の考えが伝わる短歌

になるように工夫することが

できる。（思・判・表B(1)ウ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★短歌などを読み、引用して解

説したり、考えたことなどを

伝え合ったりする。（思・判・

表C(2)イ） 

★短歌を創作するなど、感じたこ

とや想像したことを書く。（思・

判・表B(2)ウ） 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

4-5 

・歌われている情景を想像しながら、短歌を声に

出して読む。（課題1-①） 

・短歌とはどんなものか、筆者がその形式や歴史

について説明している部分に線を引く。（課題1-

②） 

3 短歌に用いられた、表現の効果を考える。 

・それぞれの短歌に描かれた情景や心情と、筆者

が着目した表現、その表現の効果として示され

ていることをまとめる。（課題2） 

◇筆者が着目した表現やその効果の他に、生徒自

身が着目した部分があれば、それを書かせても

よい。 

4 好きな短歌を選び、感想を書く。（課題3） 

・本文やP68「短歌を味わう」から好きな1首を選

び、自分の知識や経験と結び付けて感想を書く。 

◇グループごとに1首ずつ担当したり、グループの

中で各人が1首ずつ担当したりするなど、状況に

合わせて活動させる。 

5 学習を振り返る。 

・情景や心情を描写する語句のうち、感想を書く

ときに特に注目したものはどれか、自分の言葉

でまとめる。 

・筆者の解説を読んで初めて気づいた着眼点や表

現の効果には、どのようなものがあったか、自

分の言葉でまとめる。 

・短歌の創作に生かせそうなことを挙げる。 

6 P66「短歌の創作教室」に取り組む。 

・「準備体操」に取り組み、短歌を作る練習をする。 

・出来事や場面を決めて、短い文章を作る。 

・作った文章を基に、最も伝えたいことを決め、

短歌を作る。 

・言葉の順序を入れ替えたり、比喩や体言止めな

どの表現技法を使ったりして、表現を工夫する。 

◇言葉を集める際、P9「思考の地図」のマッピン

グを活用することもできる。 

→P14「続けてみよう」 

→P268「語彙ブック」（感覚で捉えた言葉） 

・完成した作品を集めて、感想を伝え合う。 

情が生き生きと伝わる言葉を選んで

短歌を創作している。 

【思・判・表】 

・「読むこと」において、観点を明確にし

て短歌を比較するなどし、表現の効果

について考えている。（C(1)エ） 

→複数の短歌を比較し、言葉の選び方

や順序にどのような特徴や効果があ

るかを考えている。 

・「読むこと」において、短歌を読んで理

解したことや考えたことを知識や経

験と結び付け、自分の考えを広げたり

深めたりしている。（C(1)オ） 

→好きな一首を選び、自分の知識や経

験と結び付けて感想を書いている。 

・「書くこと」において、表現の効果を考

えて描写するなど、自分の考えが伝わ

る短歌になるように工夫している。

（B(1)ウ） 

→自分の思いが伝わるように、学習し

た短歌の形式や表現の工夫を参考に

して短歌を作っている。 

【態】表現の効果について進んで考え、学習

の見通しをもって短歌を創作しようと

している。 

6月 言葉の力 

 ２時間 

◎本や文章などには、さまざま

な立場や考え方が書かれてい

ることを知り、自分の考えを

広げたり深めたりする読書に

生かすことができる。（知・技

(3)エ） 

◎文章を読んで理解したことや

考えたことを知識や経験と結

び付け、自分の考えを広げた

り深めたりすることができ

る。（思・判・表C(1)オ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

1 

 

 

 

 

 

 

2 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 全文を通読する。 

・注意する語句・新出漢字を調べる。 

→二次元コード「漢字の練習」 

2 文章の内容を捉える。（課題1） 

・三つのまとまりそれぞれの内容を確認する。 

3 筆者の考え方を読み取る。（課題2） 

・「言葉の世界での出来事と同じこと」とあるが、

筆者は、何と何が、どのように同じだと述べて

いるのかを考える。 

4 筆者の考え方について話し合う。（課題3） 

・美しい言葉、正しい言葉に対する筆者の考え方

について、自分はどのように考えるか、知識や

経験を踏まえて話し合う。 

5 学習を振り返る。 

・この文章を読むことで、どのようなものの見方

や考え方を得ることができたか、自分の言葉で

【知・技】本や文章などには、さまざまな立

場や考え方が書かれていることを知

り、自分の考えを広げたり深めたりす

る読書に生かしている。（(3)エ） 

→言葉に対する筆者の考え方を捉え、

本や文章には、筆者の考え方が書か

れていることや、それに触れること

で自分の考えを広げたり深めたりで

きることを理解している。 

【思・判・表】「読むこと」において、文章を

読んで理解したことや考えたことを知

識や経験と結び付け、自分の考えを広

げたり深めたりしている。（C(1)オ） 

→言葉に対する筆者の考え方について

自分の考えをもち、話し合っている。 

【態】文章を読んで理解したことや考えたこ

とを進んで知識や経験と結び付け、今

までの学習を生かして考えたことを伝
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間性等） 

★随筆を読み、引用して解説し

たり、考えたことなどを伝え

合ったりする。（思・判・表C(2)

イ） 

まとめる。 

・どのような知識や経験と結び付けて、筆者の考

え方を捉えたか、自分の言葉でまとめる。 

・自分の考えが深まるきっかけになった友達の発

言を挙げる。 

え合おうとしている。 

7月 言葉１ 類義語・対義語・多義語 

語彙を豊かに 

抽象的な概念を表す言葉 

 ２時間 

◎抽象的な概念を表す語句の量

を増すとともに、類義語と対

義語、同音異義語や多義的な

意味を表す語句などについて

理解し、話や文章の中で使う

ことを通して、語感を磨き語

彙を豊かにすることができ

る。（知・技(1)エ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

1 P72導入の課題に取り組み、言葉どうしの関係性に

ついて関心をもつ。 

2 教材文を読み、類義語・対義語・多義語について

理解する。 

・例を基にして、それぞれの語がどのような関係

にあるのかを考える。 

→P272「語彙ブック」（抽象的な概念を表す言葉） 

◇類義語には、意味が微妙に違うものや、意味は

同じでも語感が違うものがあることに気づかせ

るとよい。 

・P73「生活に生かす」を読み、言葉の幅を広げる

のに、類義語・対義語に注目するとよいことを

知る。 

→二次元コード「漢字の練習」 

3 P74のリード文を読み、抽象的な概念を表す言葉を

探す。 

→P272「語彙ブック」（抽象的な概念を表す言葉） 

4 3で集めた言葉の類義語や対義語を集める。 

◇国語辞典や類語辞典などを活用させるとよい。 

→P72「言葉１ 類義語・対義語・多義語」 

5 言葉を比べ、用例を考える。 

・集めた言葉を比べ、気づいたことを文章にまと

める。 

◇下段「語感を磨く」を参考にさせるとよい。 

→二次元コード「漢字の練習」 

【知・技】抽象的な概念を表す語句の量を増

すとともに、類義語と対義語、同音異

義語や多義的な意味を表す語句などに

ついて理解し、話や文章の中で使うこ

とを通して、語感を磨き語彙を豊かに

している。（(1)エ） 

→類義語・対義語・多義語の概念につ

いて、具体的な例を当てはめて理解

している。 

→抽象的な概念を表す言葉について理

解し、類義語の微妙な違いを考える

ことを通して語感を磨いている。 

【態】今までの学習を生かして、積極的に類義

語と対義語、多義的な語句、抽象的な概

念を表す語句などについて理解しよう

としている。 

情報×SDGs 

7月 メディアの特徴を生かして情報

を集めよう 

デジタル市民として生きる 

 ２時間 

◎意見と根拠、具体と抽象など

情報と情報との関係について

理解することができる。（知・

技(2)ア） 

◎情報と情報との関係のさまざ

まな表し方を理解し使うこと

ができる。（知・技(2)イ） 

◎目的に応じて複数の情報を整

理しながら適切な情報を得

て、内容を解釈することがで

きる。（思・判・表C(1)イ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★本や新聞、インターネットなど

から集めた情報を活用し、出典

を明らかにしながら、考えたこ

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

1 メディアを比べて、それぞれの特徴を理解する。 

・P76-77に示されたさまざまなメディアを、「速報

性」「詳細さ」「信頼性」の三つの観点で比較し、

評価する。 

◇教科書の例を参考に、メディアによって配信日

時や情報量に違いがあることに気づかせる。 

・メディアの特徴を踏まえて、P76①-③それぞれ

の場合にはどれを選ぶとよいか、考える。 

→P52「情報整理のレッスン 思考の視覚化」 

→P285資「インターネットの活用」 

2 災害時の情報収集・情報の読み取りについて考え

る。 

・P78「やってみよう」に取り組む。 

・災害を想定し、状況に応じてどのようなメディ

アを選ぶとよいか、また、どのように情報を読

み取ればよいかを考える。 

◇「ここをチェック」を参考にして考えるとよい。 

3 情報を受け取るときの留意点を考える。 

・P80「デジタル市民として生きる」を通読する。 

・情報の信頼性を判断するポイントについて考え

る。 

◇「情報の発信源」「発信日時」「情報の根拠」に

ついて考えさせるとよい。 

→二次元コード「漢字の練習」 

【知・技】 

・意見と根拠、具体と抽象など情報と情

報との関係について理解している。

（(2)ア） 

→メディアが伝える情報の内容とその

根拠の適切さに着目している。 

・情報と情報との関係のさまざまな表し

方を理解し使っている。（(2)イ） 

→メディアの特徴を、表や図などにま

とめている。 

【思・判・表】「読むこと」において、目的に

応じて複数の情報を整理しながら適切

な情報を得て、内容を解釈している。

（C(1)イ） 

→メディアの特徴を踏まえ、情報の信頼

性を判断するために必要なことにつ

いてまとめている。 

【態】複数の情報を進んで整理しながら適切

に読み取り、学習課題に沿って目的や

状況に応じた情報収集のしかたについ

て考えをまとめようとしている。 
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となどを説明したり提案した

りする。（思・判・表C(2)ウ） 

4 学習を振り返る。 

・メディアから適切な情報を得るためには、どの

ような方法で、何を確認すべきか、わかったこ

とをまとめる。 

・自分が今後、メディアから情報を得る際に意識

していきたいと思うことを伝え合う。 

いつも本はそばに 

7月 読書を楽しむ 

 １時間 

◎本や文章などには、さまざま

な立場や考え方が書かれてい

ることを知り、自分の考えを

広げたり深めたりする読書に

生かすことができる。（知・技

(3)エ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1 1 教材文を読み、さまざまな読書活動を知る。 

2「ブックトーク」、「読書ポスター」、「読みたい本の

リスト」の中から、取り組む活動を選ぶ。 

◇学校や地域の状況に応じて活動を決めてもよい。

また、夏休みを利用した活動としてもよい。 

3 選んだ活動に沿って、見通しを立てる。 

・ブックトークの場合は、グループごとにテーマを

決め、そのテーマに関するさまざまな本を、魅力

が伝わるように紹介する。 

・読書ポスターの場合は、グループでテーマを決

め、それに合った本を選ぶ。 

・読みたい本のリストの場合は、身の回りの本の

情報などを基に、読書ノートに記録する。 

◇教材文を基に、手順やポイントなどを示した活

動計画書を用意し、配布するとよい。 

4 グループごとに活動を行い、感想を発表し合う。  

◇教室ではなく、学校図書館で授業を展開するこ

とも考えられる。 

◇次の教材「翻訳作品を読み比べよう」と併せて

指導することも考えられる。 

【知・技】本や文章などには、さまざまな立

場や考え方が書かれていることを知

り、自分の考えを広げたり深めたりす

る読書に生かしている。（(3)エ） 

→活動を通して本の魅力を感じ、今後

どんな本を読んでいきたいかを考え

ている。 

【態】本や文章などにはさまざまな立場や考

え方が書かれていることを進んで理解

し、今までの学習を生かして、本の魅

力や感想を共有しようとしている。 

7月 翻訳作品を読み比べよう 

星の王子さま 

コラム 

「わからない」は人生の宝物 

読書案内 本の世界を広げよう 

 １時間 

◎本や文章などには、さまざま

な立場や考え方が書かれてい

ることを知り、自分の考えを

広げたり深めたりする読書に

生かすことができる。（知・技

(3)エ） 

◎観点を明確にして文章を比較

するなどし、文章の構成や表現

の効果について考えることが

できる。（思・判・表C(1)エ） 

◎文章を読んで理解したことや

考えたことを知識や経験と結

び付け、自分の考えを広げた

り深めたりすることができ

る。（思・判・表C(1)オ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★小説などを読み、引用して解

1 リード文や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 二人の翻訳者による「星の王子さま」を読み比べる。 

・翻訳の違いによる作品の印象の違いについて考

え、発表し合う。 

◇人物の言動や様子が描かれた表現を基に、人柄

や心情の違いを捉えさせる。 

→二次元コード「漢字の練習」 

2 翻訳や外国文学について知る。 

・「星の王子さま」やコラム「『わからない』は人

生の宝物」を読み、「翻訳」の意味や、翻訳作品・

外国文学のおもしろさについて理解する。 

◇学校図書館から本を借りてきて、実物を見せる

ことなども考えられる。 

3 P87「本の世界を広げよう」を参考に、今後読みた

い本を考える。 

→P290資「盆土産」 

→P299資「形」 

【知・技】本や文章などには、さまざまな立

場や考え方が書かれていることを知

り、自分の考えを広げたり深めたりす

る読書に生かしている。（(3)エ） 

→これまでの読書生活を振り返り、よ

り豊かにするためにできることを具

体的に考えている。 

【思・判・表】 

・「読むこと」において、観点を明確にし

て文章を比較するなどし、文章の構成

や表現の効果について考えている。

（C(1)エ） 

→二人の翻訳者による「星の王子さま」

を比較し、表現の違いによる作品の

印象の違いについて発表している。 

・「読むこと」において、文章を読んで理

解したことや考えたことを知識や経

験と結び付け、自分の考えを広げたり

深めたりしている。（C(1)オ） 

→翻訳の違いによって作品の印象が異

なることを知り、その違いなどにつ

いて考えをまとめている。 

【態】表現の効果について進んで考え、学習

課題に沿って二つの翻訳を比べて感じ

たことを発表しようとしている。 
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説したり、考えたことなどを

伝え合ったりする。（思・判・

表C(2)イ） 

★本や新聞、インターネットなど

から集めた情報を活用し、出典

を明らかにしながら、考えたこ

となどを説明したり提案した

りする。（思・判・表C(2)ウ） 

7月 季節のしおり 夏 

・抽象的な概念を表す語句の量

を増すとともに、語感を磨き

語彙を豊かにすることができ

る。（知・技(1)エ） 

・言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

- ・夏の行事・暦に関わる言葉や、夏の情景を詠んだ

短歌や俳句などを味わい、伝統的な言語文化に親

しむ。 

◇P66「短歌の創作教室」、P110「表現を工夫して

書こう」、P224「描写を工夫して書こう」などの

資料として用いてもよい。 

◇夏をテーマにした他の詩歌を探し、交流するこ

ともできる。 

【知・技】抽象的な概念を表す語句の量を増

すとともに、語感を磨き語彙を豊かに

している。（(1)エ） 

→作品中の「夏」を感じさせる言葉に

着目し、情景を想像している。 

【態】伝統的な言語文化に関するこれまでの

学習を生かして、積極的に語感を磨き、

言語文化を大切にしようとしている。 
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４ 人間のきずな 

9月 ヒューマノイド 

 ４時間 

◎話や文章の構成や展開につい

て理解を深めることができ

る。（知・技(1)オ） 

◎登場人物の言動の意味などに

ついて考えて、内容を解釈す

ることができる。（思・判・表

C(1)イ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★小説を読み、引用して解説し

たり、考えたことなどを伝え

合ったりする。（思・判・表C(2)

イ） 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 全文を通読する。 

・注意する語句・新出漢字を調べる。 

→二次元コード「漢字の練習」 

→P103言の葉 

2 場面の展開に注意して、人物の設定を捉える。 

・「現在」と「過去」を区別して読み、「僕」にとっ

て、「三十歳の六月十日」がどんな意味をもつの

か、簡潔にまとめる。（課題1-①） 

・中学時代のタクジの言動から、人物像を捉える。

（課題1-②） 

3 過去と現在を結び付けて、登場人物の言動を解釈

する。 

・タクジは、なぜ「転ばない」ロボットを作らなか

ったのか、考える。（課題2-①） 

・「タクジ、聞いていた話と違うじゃないか。」と

あるが、何が違っていて、そのことを「僕」は

どのように感じているか、考える。（課題2-②） 

→P103カギ「登場人物の言動の意味を考える」 

→P276資「『学びのカギ』一覧」（文学） 

→二次元コード「学びの地図」 

◇中学時代のタクジとの会話や、現在のタクジの

言葉に着目して考えるよう促す。 

4 作品を読んで考えたことを語り合う。（課題3） 

・作品の構成や人物の言動の意味などに対する解

釈を基に、この作品のおもしろさや印象に残っ

た点について、語り合う。 

→二次元コード「作者メッセージ」 

5 学習を振り返る。 

・「ヒューマノイド」の場面の展開には、どんな特

徴があったか、自分の言葉でまとめる。 

・作品のどの部分とどの部分を結び付けて、登場

人物の言動の意味を解釈したか、自分の言葉で

まとめる。 

・友達の解釈を聞いて、新たに気づいた言動の意

味や作品のおもしろさを挙げる。 

【知・技】話や文章の構成や展開について理

解を深めている。（(1)オ） 

→登場人物の言動や伏線に着目し、そ

れらが話の展開にどのように関わ

っているのかを考えている。 

【思・判・表】「読むこと」において、登場人

物の言動の意味などについて考えて、

内容を解釈している。（C(1)イ） 

→登場人物の言動から人柄や心情を

読み取り、それらが作品の印象にど

う関わるかを捉えている。 

【態】登場人物の言動の意味について粘り強

く考え、今までの学習を生かして作品

の印象を伝え合おうとしている。 

9月 字のない葉書 

 ３時間 

◎本や文章などには、さまざま

な立場や考え方が書かれてい

ることを知り、自分の考えを

広げたり深めたりする読書に

生かすことができる。（知・技

(3)エ） 

◎観点を明確にして文章を比較

するなどし、文章の構成や表現

の効果について考えることが

できる。（思・判・表C(1)エ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 全文を通読する。 

・注意する語句・新出漢字を調べる。 

→二次元コード「漢字の練習」 

→P109言の葉 

→P274「語彙ブック」（結び付きに着目して言葉を

広げよう） 

2 二つの思い出を整理する。（課題1） 

・前半と後半に書かれた、二つの思い出の内容を

整理する。 

◇必要に応じて、時代状況を解説する。既習の1年

「大人になれなかった弟たちに……」を想起さ

せてもよい。 

3 表現に着目して、人物の人柄や心情を読み取る。 

・前半の思い出から想像される「父」の人柄を、

文章中の表現を踏まえて簡潔にまとめる。（課題

2-①） 

【知・技】本や文章などには、さまざまな立

場や考え方が書かれていることを知

り、自分の考えを広げたり深めたりす

る読書に生かしている。（(3)エ） 

→随筆の味わい方について考え、日常

の読書に生かせそうな点をまとめ

ている。 

【思・判・表】「読むこと」において、観点を

明確にして文章を比較するなどし、文

章の構成や表現の効果について考え

ている。（C(1)エ） 

 →前半部分と後半部分の人柄や心情

の描かれ方を比較し、表現の効果に

ついて考えている。 

【態】文章の構成や表現の効果について進ん

で考え、今までの学習を生かして考え

たことを伝え合おうとしている。 
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★随筆を読み、引用して解説し

たり、考えたことなどを伝え

合ったりする。（思・判・表C(2)

イ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

・「末の妹」に対する家族の心情を、妹の様子の変

化に着目して想像する。（課題2-②） 

・なくなった「父」に対して、今の「私」がどんな

思いを抱いているか、表現に即して考える。（課

題2-③） 

→P109カギ「表現の効果を考える」 

→P276資「『学びのカギ』一覧」（文学） 

→二次元コード「学びの地図」 

◇前半と後半で、心情や人柄の描かれ方にどんな

違いがあるかを考えさせるとよい。 

4 「父」に対する「私」の思いについて考える。（課

題3） 

・自分が共感できることや、共感しにくいと思う

ことを発表する。 

5 学習を振り返る。 

・随筆の味わい方で、日常の読書に生かせそうな

点は何か、自分の言葉でまとめる。 

・「父」という人物を印象深く伝えるために、筆者

はどのような工夫をしていたか、考える。 

・随筆と小説の違いについて、考えを交流する。 

9月 表現を工夫して書こう 

手紙や電子メールを書く 

 ３時間 

◎言葉には、相手の行動を促す

働きがあることに気づくこと

ができる。（知・技(1)ア） 

◎敬語の働きについて理解し、

話や文章の中で使うことがで

きる。（知・技(1)カ） 

◎根拠の適切さを考えて説明や

具体例を加えたり、表現の効

果を考えて描写したりするな

ど、自分の考えが伝わる文章

になるように工夫することが

できる。（思・判・表B(1)ウ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★社会生活に必要な手紙や電子

メールを書くなど、伝えたい

ことを相手や媒体を考慮して

書く。（思・判・表B(2)イ） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

◇授業の導入として、「書くことのミニレッスン」

に取り組ませるとよい。 

→二次元コード「書くことのミニレッスン」 

1 伝える相手や目的、内容を決める。 

2 適切な通信手段を選ぶ。 

◇相手や目的に応じて、手紙とメールのどちらを

選ぶか考えさせるとよい。 

→P288資「いろいろな通信文」 

3 手紙や電子メールを書く。 

・それぞれの形式に沿って書く。 

・自分の思いや用件が伝わるように、効果的な語

句や表現を選んで書く。 

→P110カギ「表現を工夫して思いを伝える」 

→P112「［推敲］表現の効果を考える」 

→P113「言葉２ 敬語」 

→P280資「『学びのカギ』一覧」（書く） 

→二次元コード「学びの地図」 

◇相手や目的に応じて敬語を適切に用いたり、思

いや用件が的確に伝わるように具体例を入れた

りするなど、表現を工夫させるとよい。 

4 学習を振り返る。 

・書いた手紙や電子メールを読み合い、敬語の使

い方や表現の工夫について確認し合う。 

【知・技】 

・言葉には、相手の行動を促す働きがあ

ることに気づいている。（(1)ア） 

→何かをお願いする文面などにおいて、

どのような言葉を選ぶと、相手に引き

受けてもらえるかを考えている。 

・敬語の働きについて理解し、話や文章

の中で使っている。（(1)カ） 

→相手や目的に応じて、敬語を適切に

使って書いている。 

【思・判・表】「書くこと」において、根拠の

適切さを考えて説明や具体例を加え

たり、表現の効果を考えて描写したり

するなど、自分の考えが伝わる文章に

なるように工夫している。（B(1)ウ） 

→自分の思いや考えが伝わるように、

具体的な説明を加えたり、表現の工

夫をしたりしている。 

【態】自分の考えが伝わる文章になるように

積極的に工夫し、学習課題に沿って手

紙や電子メールを書こうとしている。 

9月 [推敲]表現の効果を考える 

 １時間 

◎言葉には、相手の行動を促す

働きがあることに気づくこと

ができる。（知・技(1)ア） 

◎敬語の働きについて理解し、

話や文章の中で使うことがで

きる。（知・技(1)カ） 

◎読み手の立場に立って、表現

の効果などを確かめて、文章

1 リード文や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 遠山さんの手紙の下書きを読み、傍線部①～⑧を

書き改める。 

→二次元コード「書くことのミニレッスン」 

2 点線部㋐㋑について、より効果的な表現を考える。 

3 学習を振り返る。 

・手紙を推敲する際のポイントを確認する。 

◇推敲前後を比べて気づいたことや、今後どんな

ときに生かしていきたいかを交流するとよい。 

【知・技】 

・言葉には、相手の行動を促す働きが

あることに気づいている。（(1)ア） 

→どのような言葉を選ぶと、相手の行

動を促すことができるか考えて推

敲している。 

・敬語の働きについて理解し、話や文

章の中で使っている。（(1)カ） 

→手紙を推敲し、適切な敬語に書き改

めている。 
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を整えることができる。（思・

判・表B(1)エ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★社会生活に必要な手紙や電子

メールを書くなど、伝えたい

ことを相手や媒体を考慮して

書く。（思・判・表B(2)イ） 

【思・判・表】「書くこと」において、読み手

の立場に立って、表現の効果などを確

かめて、文章を整えている。（B(1)エ） 

→読み手の立場に立って手紙を推敲

し、考えや思いがより伝わるような

表現に書き改めている。 

【態】進んで文章を整え、今までの学習を生か

して手紙を推敲しようとしている。 

9月 言葉２ 敬語 

 １時間 

◎敬語の働きについて理解し、

話や文章の中で使うことがで

きる。（知・技(1)カ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1 1 導入の例文を読み、敬語の使い方について考える。 

2 教材文を読み、敬語の働きや種類について理解する。 

3 教材文を読み、敬語の組み合わせについて考える。 

◇P115「生活に生かす」を読み、実際の生活場面

で敬語を使うときの注意点について考えさせる

とよい。 

→二次元コード「漢字の練習」 

【知・技】敬語の働きについて理解し、話や

文章の中で使っている。（(1)カ） 

→敬語を使う生活場面を想定し、敬語

の働きについて理解を深めている。 

【態】今までの学習を生かして、積極的に敬語

の働きについて理解しようとしている。 

9月 聞き上手になろう 

質問で思いや考えを引き出す 

 ２時間 

◎言葉には、相手の行動を促す

働きがあることに気づくこと

ができる。（知・技(1)ア） 

◎論理の展開などに注意して聞

き、話し手の考えと比較しなが

ら、自分の考えをまとめること

ができる。（思・判・表A(1)エ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★説明や提案など伝えたいこと

を話したり、それらを聞いて

質問や助言などをしたりす

る。（思・判・表A(2)ア） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 インタビューの準備をする。 

・教材文を読んで、役割を決める。 

・「今、夢中になっていること」や「最近気になる

ニュース」をテーマに、インタビューの準備を

行う。 

・教科書の例を参考に、思いや考えを引き出すた

めにどのように質問したらよいかを考える。 

→二次元コード「インタビューをする」 

◇「話し手としての準備」、「聞き手としての準備」

の両方をさせる。 

2 インタビューを行う。 

・「話し手」、「聞き手」、「聴衆」の役割を交代しな

がら、一人5分程度でインタビューを行う。 

→P116カギ「質問で思いや考えを引き出す」 

→P280資「『学びのカギ』一覧」（話す・聞く） 

→二次元コード「学びの地図」 

→P284資「インタビューをする」 

◇聞き手と聴衆で話しやすい雰囲気を作り出すよ

うに促す。 

3 学習を振り返る。 

・「話し手」、「聞き手」、「聴衆」それぞれの立場か

ら、気づいたことや考えたことを出し合う。 

【知・技】言葉には、相手の行動を促す働き

があることに気づいている。（(1)ア） 

→どのように質問をすると、相手がさ

らに話したくなるかを考えている。 

【思・判・表】 

・「話すこと・聞くこと」において、論理

の展開などに注意して聞き、話し手の

考えと比較しながら、自分の考えをま

とめている。（A(1)エ） 

→話の要点や全体像を考えながら聞

き、話を広げたり深めたりする質問

をしている。 

【態】論理の展開などに注意して粘り強く聞

き、今までの学習を生かして思いや考

えを引き出すインタビューをしよう

としている。 

10月 漢字２  

同じ訓・同じ音をもつ漢字  

漢字に親しもう３ 

 １時間 

◎第１学年までに学習した常用

漢字に加え、その他の常用漢

字のうち350字程度から450字

1 1 教材文を読み、同じ訓をもつが、意味の異なる漢

字（同訓異字）の使い分けについて理解する。 

2 教材文を読み、同じ音をもつ漢字から成る言葉（同

音異義語）の使い分けについて理解する。 

3 P119の練習問題とP120「漢字に親しもう３」に取

り組む。 

→二次元コード「漢字一覧表」 

【知・技】 

・第１学年までに学習した常用漢字に

加え、その他の常用漢字のうち350字

程度から450字程度までの漢字を読ん

でいる。また、学年別漢字配当表に示

されている漢字を書き、文や文章の中

で使っている。（(1)ウ） 
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程度までの漢字を読むことが

できる。また、学年別漢字配

当表に示されている漢字を書

き、文や文章の中で使うこと

ができる。（知・技(1)ウ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

→P260「小学校六年生で学習した漢字一覧」 

→P308資「二年生で学習した漢字」 

→P321資「二年生で学習した音訓」 

◇言葉の意味がわからないときは、国語辞典等で

調べさせるとよい。 

◇P257「［練習］小学校六年生で学習した漢字」に

併せて取り組み、これまでに学習した漢字の書

き取りをさせてもよい。 

→文脈や言葉の意味に注意して、漢字

を読んだり、書いたりしている。 

【態】積極的に同訓異字や同音異義語を理解

し、学習課題に沿って漢字を読んだり

書いたりしようとしている。 

５ 論理を捉えて 

10月 モアイは語る――地球の未来 

 ５時間 

◎意見と根拠、具体と抽象など

情報と情報との関係について

理解することができる。（知・

技(2)ア） 

◎文章の構成や論理の展開につ

いて考えることができる。

（思・判・表C(1)エ） 

◎文章を読んで理解したことや

考えたことを知識や経験と結

び付け、自分の考えを広げた

り深めたりすることができ

る。（思・判・表C(1)オ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★論説の文章を読み、理解したこ

とや考えたことを説明したり

文章にまとめたりする。（思・

判・表C(2)ア） 

1 

 

 

 

 

2 
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4-5 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 全文を通読する。 

・注意する語句・新出漢字を調べる。  

→二次元コード「漢字の練習」 

2 文章の構成に着目し、内容を捉える。 

・文章全体を序論・本論・結論に分ける。（課題1-①） 

◇筆者の主張が書かれている段落（結論）を見つ

け、その主張を支えるために序論と本論がある

ことを押さえるとよい。 

・問いと答え、その根拠として示された事実を表

にまとめる。（課題1-②） 

3 論理の展開を吟味する。 

・筆者が考えるイースター島と地球との共通点と

は何か、考える。（課題2-①） 

・「モアイの秘密」を解き、それを基に地球の未来

を語る筆者の論理の展開について、「効果」や「説

得力」という観点で吟味し、話し合う。（課題2-

②） 

→P129カギ「論理の展開を吟味する」 

→P130「思考のレッスン1 根拠の吟味」 

→P278資「『学びのカギ』一覧」（説明文） 

→二次元コード「学びの地図」 

◇本論で述べられたイースター島の事例が、地球

の未来を語る上での根拠となっていることに気

づかせる。 

4 筆者の主張に対する意見を文章にまとめる。（課題

3） 

・自分の知識や経験と結び付け、立場を明確にし

て、200字程度でまとめる。 

◇P127「モアイ・イースター島研究について」な

ども参考に、筆者の主張に対する自分の立場を

明確に示させる。 

5 学習を振り返る。 

→P129言の葉 

・筆者は本文の中で、何を根拠に、どのような意

見を述べているかを挙げる。 

・論理の展開について吟味するとき、最も説得力

を感じた友達の意見はどのようなものだった

か、自分の言葉でまとめる。 

・論理の展開を吟味するときに大切だと感じたこ

とを挙げる。 

【知・技】意見と根拠、具体と抽象など情報

と情報との関係について理解してい

る。（(2)ア） 

→筆者の意見（主張）がどのような根拠

によって支えられているかを捉える

とともに、より適切な根拠の在り方を

理解している。 

【思・判・表】 

・「読むこと」において、文章の構成や論

理の展開について考えている。（C(1)

エ） 

→文章全体の構成を捉え、意見と根拠

の結び付きや論の進め方を吟味し

ている。 

・「読むこと」において、文章を読んで理

解したことや考えたことを知識や経

験と結び付け、自分の考えを広げたり

深めたりしている。（C(1)オ） 

→自分の知識や体験と重ね、筆者の主

張に対する自分の考えを文章にま

とめている。 

【態】論理の展開について粘り強く吟味し、

学習の見通しをもって筆者の主張に

対する自分の考えを文章にまとめよ

うとしている。 
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10月 思考のレッスン１ 

根拠の吟味 

 １時間 

◎意見と根拠、具体と抽象など

情報と情報との関係について

理解することができる。（知・

技(2)ア） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1 1 教材文を読み、根拠の適切さの吟味のしかたと、

意見の説得力の高め方について理解する。 

◇P130に示されているような事例が身の回りにな

いか、考えさせるとよい。 

2 問題1、2に取り組む。 

◇P131のチェックポイントで、根拠を吟味する観

点を押さえるとよい。 

3 学習を振り返る。 

・文章を読んだり、話を聞いたりするときには、

根拠を把握し、その根拠や「理由づけ」が適切

かどうかを吟味することが大切だということを

確認する。 

→二次元コード「漢字の練習」 

【知・技】意見と根拠、具体と抽象など情報

と情報との関係について理解してい

る。（(2)ア） 

→適切な根拠の吟味のしかたを理解

して、問題1、2に取り組んでいる。 

【態】今までの学習を生かして、積極的に意

見と根拠の関係について理解しよう

としている。 

10月 適切な根拠を選んで書こう 

意見文を書く 

 ５時間 

◎意見と根拠、具体と抽象など

情報と情報との関係について

理解することができる。（知・

技(2)ア） 

◎伝えたいことがわかりやすく

伝わるように、段落相互の関

係などを明確にし、文章の構

成や展開を工夫することがで

きる。（思・判・表B(1)イ） 

◎根拠の適切さを考えて説明や

具体例を加えたり、表現の効

果を考えて描写したりするな

ど、自分の考えが伝わる文章

になるように工夫することが

できる。（思・判・表B(1)ウ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★多様な考えができる事柄につい

て意見を述べるなど、自分の考

えを書く。（思・判・表B(2)ア） 
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5 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のねら

いを確認し、学習の見通しをもつ。 

◇授業の導入として、「書くことのミニレッスン」

に取り組ませるとよい。 

→二次元コード「書くことのミニレッスン」 

1 課題を決め、調べる。 

・地域や社会で話題や問題になっていることなど

の中から課題を決める。 

→P14「続けてみよう」 

→P282資「発想を広げる」 

→二次元コード「表現テーマ例集」（「書くことの

ミニレッスン」内） 

・課題に関する情報を集めて、自分の意見を決め、

それを支える根拠を探す。 

2 構成を考える。 

・適切な根拠を選び、「理由づけ」を考える。 

→P130「思考のレッスン1 根拠の吟味」 

◇根拠と「理由づけ」についてグループ内で助言

を求める場をもたせてもよい。 

・読み手にとってわかりやすい段落の構成を考

え、全体の構成を決める。 

→P133カギ「適切な根拠を選び、構成を工夫する」 

→P280資「『学びのカギ』一覧」（書く） 

→二次元コード「学びの地図」 

→P341資「ICT活用のヒント」 

◇タブレット端末などを活用して、文章の構成を

検討させてもよい。 

3 意見文を書く。 

・600～800字程度でまとめる。 

・根拠の適切さ、「理由づけ」の説得力などの観点

で推敲する。 

→P134言の葉 

4 交流する。 

・意見文を友達と読み合い、納得できた点や疑問

点、改善点などを伝え合う。 

5 学習を振り返る。 

・どのようなことに注意して、自分の意見を支え

る根拠を選んだか、確かめる。 

・自分の意見を明確に伝えるために、どのような

基準で根拠を選び、どのように構成を工夫した

か、自分の言葉でまとめる。 

・意見をわかりやすく伝える工夫の中で、次に使

ってみたいものを一つ挙げる。 

【知・技】意見と根拠、具体と抽象など情報

と情報との関係について理解してい

る。（(2)ア） 

→自分の意見を支えるための適切な

根拠を選んでいる。 

【思・判・表】 

・「書くこと」において、伝えたいこと

がわかりやすく伝わるように、段落

相互の関係などを明確にし、文章の

構成や展開を工夫している。（B(1)

イ） 

→段落のまとまりを意識して、自分の

意見が明確に伝わるよう文章の構

成を決めたり、段落の順序を検討し

たりしている。 

・「書くこと」において、根拠の適切さ

を考えて説明や具体例を加えたり、

表現の効果を考えて描写したりす

るなど、自分の考えが伝わる文章に

なるように工夫している。（B(1)ウ） 

→根拠となる事実を具体的に示した

り、想定される反論に対する意見を

示したりしている。 

【態】粘り強く根拠の適切さを考え、学習の

見通しをもって意見文を書こうとし

ている。 
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◇P132「生かす」を読み、学んだことを今後どのよ

うに生かしていきたいかを考えさせるとよい。 

10月 聴きひたる 月夜の浜辺 

 １時間 

◎抽象的な概念を表す語句の量

を増すとともに、話や文章の

中で使うことを通して、語感

を磨き語彙を豊かにすること

ができる。（知・技(1)エ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1 リード文や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 朗読音声を聴き、言葉の響きやリズムを味わう。 

→二次元コード「朗読音声」 

・七音の繰り返しのリズムや反復表現に注目する。 

・新出漢字を調べる。 

→二次元コード「漢字の練習」 

・「忍びず」、「袂」、「沁みる」などの語句の意味を

確認する。 

2 表現に着目し、その効果について考える。 

・反復表現や対句表現、反語表現に着目し、詩の

情景や作者の心情を想像する。 

・七音の繰り返しのリズムや反復の効果を味わい、

情景や心情を想像しながら読む。 

【知・技】抽象的な概念を表す語句の量を増

すとともに、話や文章の中で使うこと

を通して、語感を磨き語彙を豊かにし

ている。（(1)エ） 

→詩の中の語句に着目し、詩全体の世

界を豊かに想像している。 

【態】進んで表現の効果について考え、今ま

での学習を生かして詩を味わおうと

している。 

10月 季節のしおり 秋 

・抽象的な概念を表す語句の量

を増すとともに、語感を磨き

語彙を豊かにすることができ

る。（知・技(1)エ） 

・言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

- ・秋の行事・暦に関わる言葉や、秋の情景を詠んだ

短歌や俳句を味わい、伝統的な言語文化に親しむ。 

◇P66「短歌の創作教室」、P110「表現を工夫して

書こう」、P224「描写を工夫して書こう」などの

資料として用いてもよい。 

◇秋をテーマにした他の詩歌を探し、交流するこ

ともできる。 

【知・技】抽象的な概念を表す語句の量を増

すとともに、語感を磨き語彙を豊かに

している。（(1)エ） 

→作品中の「秋」を感じさせる言葉に

着目し、情景を想像している。 

【態】伝統的な言語文化に関するこれまでの

学習を生かして、積極的に語感を磨き、

言語文化を大切にしようとしている。 

６ いにしえの心を訪ねる 

10月 音読を楽しむ 平家物語 

「平家物語」の世界／ 

「平家物語」の主な登場人物たち 

 １時間 

◎作品の特徴を生かして朗読する

などして、古典の世界に親しむ

ことができる。（知・技(3)ア） 

◎現代語訳や語注などを手がか

りに作品を読むことを通し

て、古典に表れたものの見方

や考え方を知ることができ

る。（知・技(3)イ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1 1 「平家物語」の冒頭部分を音読し、独特の調子と

リズム、言葉の響きを味わう。 

→二次元コード「『平家物語』冒頭 朗読音声」 

2「『平家物語』の世界」「『平家物語』の主な登場人

物たち」を読み、「平家物語」の概要や文章の特徴、

主要な登場人物やあらすじについて知る。 

→P304資「敦盛の最期」 

3 冒頭部分の現代語訳を読み、「平家物語」を貫く「無

常観」を知る。 

4 作品を貫く「無常観」と重ねて、再度冒頭部分を朗読

する。 

・歴史的仮名遣いに注意して読む。 

◇漢語を交えた七五調のリズムを意識して暗唱さ

せる。 

【知・技】 

・作品の特徴を生かして朗読するなど

して、古典の世界に親しんでいる。

（(3)ア） 

→漢語を交えた独特の調子とリズム

を捉えて朗読している。 

・現代語訳や語注などを手がかりに作

品を読むことを通して、古典に表れた

ものの見方や考え方を知っている。

（(3)イ） 

→冒頭部分の現代語訳や、「平家物語」

のあらすじを読んで、「無常観」を感

じ取っている。 

【態】進んで古典に表れたものの見方や考え

方を知り、今までの学習を生かして朗

読しようとしている。 

11月 扇の的 ――「平家物語」から 

 ３時間 

◎作品の特徴を生かして朗読す

るなどして、古典の世界に親し

むことができる。（知・技(3)ア） 

◎現代語訳や語注などを手がか

りに作品を読むことを通し

1 

 

 

 

 

 

 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 全文を通読する。 

・注意する語句・新出漢字を調べる。 

→二次元コード「漢字の練習」 

・歴史的仮名遣いの読み方を確認する。 

→二次元コード「『平家物語』朗読音声」 

【知・技】 

・作品の特徴を生かして朗読するなど

して、古典の世界に親しんでいる。

（(3)ア） 

→古典の文章独特の調子やリズムを

意識して朗読している。 

・現代語訳や語注などを手がかりに作
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て、古典に表れたものの見方

や考え方を知ることができ

る。（知・技(3)イ） 

◎登場人物の言動の意味などに

ついて考えて、内容を解釈す

ることができる。（思・判・表

C(1)イ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★古典作品などを読み、引用し

て解説したり、考えたことな

どを伝え合ったりする。（思・

判・表C(2)イ） 

 

 

 

2 

 

 

 

 

3 

2 朗読して古典のリズムを楽しむ。（課題1） 

・「平家物語」の冒頭部分や「扇の的」の原文を繰

り返し朗読し、古文独特の調子やリズムを楽しむ。 

3 登場人物の言動から、心情を考える。 

・与一、見送る源氏の武士たち、義経の思いをそ

れぞれの言動から考える。（課題2-①） 

・「あ、射たり。」と言った人と、「情けなし。」と言っ

た人の気持ちについて話し合う。（課題2-②） 

4 読み取ったことを基に自分の考えを述べる。（課題

3） 

・「平家物語」の登場人物たちの言動から読み取っ

たものの見方や考え方に対する、自分の考えを

述べる。 

◇登場人物の言動を文章から引用して、考えたこ

とを述べさせるとよい。 

◇P141「『平家物語』の世界」、P151「弓流し」の場

面、P304資「敦盛の最期」を読んで、武士の生

き方や価値観などを捉えさせてもよい。 

5 学習を振り返る。 

・朗読を通して、古文の調子やリズムについてど

んなことを感じたか、自分の言葉でまとめる。 

・登場人物の言動を通して、共感できた人物、で

きなかった人物は誰か、自分の言葉でまとめる。 

・作品を読んで、現代に通じる（現代とは違う）

と感じた部分などを挙げる。 

品を読むことを通して、古典に表れた

ものの見方や考え方を知っている。

（(3)イ） 

→与一や義経の言動、扇の的を射落とし

た後の人々の反応に着目し、古人のも

のの見方や考え方を捉えている。 

【思・判・表】「読むこと」において、登場人

物の言動の意味などについて考えて、

内容を解釈している。（C(1)イ） 

→「扇の的」での与一の言動や「弓流

し」の場面での義経の言動の意味に

ついて考え、作品を読み深めてい

る。 

【態】登場人物の言動の意味について進んで

考え、学習課題に沿って考えたことを

伝え合おうとしている。 

11月 仁和寺にある法師 

――「徒然草」から 

［書く］人物の特徴を捉えて論じよう 

 ３時間（読②書①） 

◎作品の特徴を生かして朗読する

などして、古典の世界に親しむ

ことができる。（知・技(3)ア） 

◎現代語訳や語注などを手がか

りに作品を読むことを通し

て、古典に表れたものの見方

や考え方を知ることができ

る。（知・技(3)イ） 

◎文章を読んで理解したことや

考えたことを知識や経験と結

び付け、自分の考えを広げた

り深めたりすることができ

る。（思・判・表C(1)オ） 

◎伝えたいことがわかりやすく

伝わるように、段落相互の関

係などを明確にし、文章の構

成や展開を工夫することがで

きる。（思・判・表B(1)イ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★古典作品などを読み、引用し

て解説したり、考えたことな

どを伝え合ったりする。（思・
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3 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 全文を通読する。 

・注意する語句・新出漢字を調べる。 

→二次元コード「漢字の練習」 

・歴史的仮名遣いの読み方を確認する。 

→二次元コード「『徒然草』朗読音声」 

→P156「係り結び」 

2 現代語訳や注を手がかりにして読み、文章の内容

を捉える。（課題1） 

3 本文を読み、内容をまとめる。 

・仁和寺の法師の勘違いの内容を、P155脚注の絵

を使って説明する。（課題2-①） 

◇仁和寺の法師と同じような経験をしたことがな

いか、考えさせてもよい。 

・作者が仁和寺の法師の勘違いをどのように捉え

ているか、判断できる部分を古文から抜き出す。

（課題2-②）  

4 作者の考え方について話し合う。（課題3） 

・仁和寺の法師の描き方や、「少しのことにも…

…」の一文から、作者のものの見方や考え方、

人物像を想像して話し合う。 

5 学習を振り返る。 

・この作品には、どのような「ものの見方や考え

方」が表れていたか、自分の言葉でまとめる。 

・どの記述を基に、作者のものの見方や考え方、

人物像を想像したか、確かめる。 

・作者のものの見方や考え方は、現代でも通用す

るかどうか考える。 

6 人物の特徴を捉えて、論じる。 

・P157「人物の特徴を捉えて論じよう」を読み、

【知・技】 

・作品の特徴を生かして朗読するなど

して、古典の世界に親しんでいる。

（(3)ア） 

→古典の文章独特の調子やリズムを

意識して朗読している。 

・現代語訳や語注などを手がかりに作

品を読むことを通して、古典に表れた

ものの見方や考え方を知っている。

（(3)イ） 

→現代語訳や語注などを手がかりにし

て、仁和寺の法師の言動やそれに対す

る作者のものの見方、考え方を理解し

ている。  

【思・判・表】 

・「読むこと」において、文章を読んで理

解したことや考えたことを知識や経

験と結び付け、自分の考えを広げたり

深めたりしている。（C(1)オ） 

→作者のものの見方について、仁和寺の

法師の描き方などを踏まえて考えたこ

とを話し合っている。 

・「書くこと」において、伝えたいことが

わかりやすく伝わるように、段落相互

の関係などを明確にし、文章の構成や

展開を工夫している。（B(1)イ） 

→文章の構成を工夫して、古典の登場人

物について論じる文章を書いている。 

【態】積極的に知識や経験と結び付けて考え

を広げたり深めたりし、学習の見通し

をもって登場人物について論じる文
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判・表C(2)イ） 

★多様な考えができる事柄につい

て意見を述べるなど、自分の考

えを書く。（思・判・表B(2)ア） 

手順を確かめる。 

・「扇の的」や「仁和寺にある法師」の登場人物の

中から、論じる人物を決める。 

・選んだ人物の特徴を捉えて、人物像を300字程度

の文章にまとめる。 

→P270「語彙ブック」（人物を表す言葉） 

7 文章を友達と読み合い、感想や意見を述べ合う。 

8 学習を振り返る。 

・原文の内容を踏まえて登場人物の特徴を捉え、わ

かりやすく伝えられるように文章の構成を工夫し

たか、確かめる。 

章を書こうとしている。 

11月 漢詩の風景 

 ３時間 

◎作品の特徴を生かして朗読する

などして、古典の世界に親しむ

ことができる。（知・技(3)ア） 

◎現代語訳や語注などを手がか

りに作品を読むことを通し

て、古典に表れたものの見方

や考え方を知ることができ

る。（知・技(3)イ） 

◎観点を明確にして漢詩を比較

するなどし、漢詩の構成や表

現の効果について考えること

ができる。（思・判・表C(1)エ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★漢詩などを読み、引用して解

説したり、考えたことなどを

伝え合ったりする。（思・判・

表C(2)イ） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

3 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 全文を通読する。 

→二次元コード「漢詩 三編 朗読音声」 

・注意する語句・新出漢字を調べる。 

→二次元コード「漢字の練習」 

◇返り点や訓読のしかたを振り返るとよい。 

2 漢詩に描かれた情景や心情を読み取る。（課題1） 

・漢詩に描かれた季節、情景、作者の心情を、解

説の文章を手がかりにして読み取る。 

3 構成や表現の効果を味わう。 

・それぞれの漢詩について、筆者が注目した構成

や表現とその効果を、簡潔にまとめる。（課題2-

①） 

・漢詩の中から気に入った表現を選び、引用して、

表現の効果やよいと思った理由を伝え合う。（課

題2-②） 

4 漢詩の特徴を生かして朗読する。 

・グループで朗読の会を開き、漢詩に描かれた情

景や心情、構成や表現の効果などが伝わるよう

に工夫して朗読する。（課題3-①） 

◇漢詩特有の言葉遣いや調子に着目させるとよい。 

・何を伝えるために、どんな工夫をしたかを交流

し、互いの朗読の優れたところを伝え合う。（課

題3-②） 

◇P164「律詩について」を読み、絶句と律詩の違

いを理解させる。好きな漢詩を選ぶ際、教材の

三つの漢詩に「春望」を加えることもできる。 

5 学習を振り返る。 

・漢詩のどのような特徴が伝わるように朗読した

か、自分の言葉でまとめる。 

・漢詩に使われている表現の中で特に効果的だと

感じたものは何か、自分の言葉でまとめる。 

・朗読のしかたを工夫したり、友達の朗読を聞い

たりする中で、新たに発見したことや、理解が

深まったことを挙げる。 

【知・技】 

・作品の特徴を生かして朗読するなど

して、古典の世界に親しんでいる。

（(3)ア） 

→漢文特有の言葉遣いや調子を意識

して朗読している。 

・現代語訳や語注などを手がかりに作

品を読むことを通して、古典に表れた

ものの見方や考え方を知っている。

（(3)イ） 

→解説の文章を手がかりにして、詩の

作者の思いを想像し、古人のものの

見方、考え方について考えを深めて

いる。 

【思・判・表】「読むこと」において、観点を

明確にして漢詩を比較するなどし、漢

詩の構成や表現の効果について考え

ている。（C(1)エ） 

→好きな漢詩を選び、気に入った表現

や句を引用しながら、構成や表現の

効果を伝え合っている。 

【態】進んで漢詩の構成や表現の効果を考

え、今までの学習を生かして朗読しよ

うとしている。 

７ 価値を語る 

11月 君は「最後の晩餐」を知っているか 

「最後の晩餐」の新しさ 

 ５時間 

◎情報と情報との関係のさまざ

まな表し方を理解し使うこと

ができる。（知・技(2)イ） 

◎観点を明確にして文章を比較

1-2 

 

 

 

 

 

 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 全文を通読する。 

・注意する語句・新出漢字を調べる。 

→二次元コード「漢字の練習」 

2 二つの文章を比べながら読み、内容を捉える。 

・筆者の着眼点や、筆者が端的に「最後の晩餐」

【知・技】情報と情報との関係のさまざまな

表し方を理解し使っている。（(2)イ） 

→二つの文章を比較し、それぞれの特

徴や共通点・相違点を表に整理して

いる。 

【思・判・表】 

・「読むこと」において、観点を明確にし
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するなどし、文章の構成や論

理の展開、表現の効果につい

て考えることができる。（思・

判・表C(1)エ） 

◎文章を読んで理解したことや

考えたことを知識や経験と結

び付け、自分の考えを広げた

り深めたりすることができ

る。（思・判・表C(1)オ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★評論や解説の文章を読み、理解

したことや考えたことを説明

したり文章にまとめたりする。

（思・判・表C(2)ア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

を評した言葉に、印を付ける。（課題1-①） 

→P179言の葉 

・「君は『最後の晩餐』を知っているか」の筆者が、

「最後の晩餐」を「かっこいい」と思った理由

を、本文中の言葉を使って説明する。（課題1-②） 

・「『最後の晩餐』の新しさ」で筆者が指摘する「新

しさ」について、本文で取り上げられている「新

しさ」の要素を挙げる。（課題1-③） 

3 文章を比較し、気づいたことを話し合う。（課題2） 

・「最後の晩餐」の魅力を説明する方法（説明のし

かた）や、文章の書き方、表現の特徴といった

観点で二つの文章を比較し、気づいたことやそ

の効果について考えたことを話し合う。 

→P179カギ「観点を明確にして文章を比較する」 

→P278資「『学びのカギ』一覧」（説明文） 

→二次元コード「学びの地図」 

◇二つの文章を表に整理して観点ごとに比較させ

る。P179に示されている観点を参考にしてまと

めるとよい。 

4 筆者の意図や目的を考える。（課題3） 

・筆者はそれぞれ、読者に何を伝えるためにこの

ような書き方を選んだのか、文章を書いた目的

と書き方の特徴を結び付けて考える。 

→二次元コード「筆者インタビュー」 

5 学習を振り返る。 

・文章に含まれる情報を表で整理することには、

どんな効果があるか、自分の言葉でまとめる。 

・同じ題材について述べた二つの文章には、どんな

違いがあったか、自分の言葉でまとめる。 

・文章の比較を通して気づいたことの中で、次に論説

や評論を読むときに生かせそうなことを挙げる。 

て文章を比較するなどし、文章の構成

や論理の展開、表現の効果について考

えている。（C(1)エ） 

→文章の構成や表現の特徴などにつ

いて、二つの文章を比較して発見し

たことを話し合っている。 

・「読むこと」において、文章を読んで理

解したことや考えたことを知識や経

験と結び付け、自分の考えを広げたり

深めたりしている。（C(1)オ） 

→二つの文章を比較したり、書き方の

特徴を捉えたりすることで、筆者が

文章を書いた意図や目的について

の自分の考えを深めている。 

【態】進んで観点を明確にして文章を比較

し、学習の見通しをもって考えたこと

を文章にまとめようとしている。 

11月 思考のレッスン２ 

具体と抽象 

 １時間 

◎意見と根拠、具体と抽象など

情報と情報との関係について

理解することができる。（知・

技(2)ア） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1 1 教材文を読み、具体と抽象について理解する。 

◇「具体」、「具体化」、「抽象」、「抽象化」などの

用語を理解させ、今後の学習に生かせるように

しておくとよい。 

2 問題1、2に取り組む。 

3 学習を振り返る。 

・考えを伝え合うときに、具体と抽象の観点を意

識しながら話し合うと理解が深まることを確認

する。 

→二次元コード「漢字の練習」 

【知・技】意見と根拠、具体と抽象など情報

と情報との関係について理解してい

る。（(2)ア） 

→複数の情報をまとめて抽象化した

り、言葉の意味を具体例を挙げて説

明したりしている。 

【態】学習課題に沿って、積極的に具体と抽

象の関係について理解しようとして

いる。 

12月 季節のしおり 冬 

・抽象的な概念を表す語句の量

を増すとともに、語感を磨き

語彙を豊かにすることができ

る。（知・技(1)エ） 

・言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

- ・冬の行事・暦に関わる言葉や、冬の情景を詠んだ

短歌や俳句を味わい、伝統的な言語文化に親しむ。 

◇P66「短歌の創作教室」、P110「表現を工夫して

書こう」、P224「描写を工夫して書こう」などの

資料として用いてもよい。 

◇冬をテーマにした他の詩歌を探し、交流するこ

ともできる。 

【知・技】抽象的な概念を表す語句の量を増

すとともに、語感を磨き語彙を豊かに

している。（(1)エ） 

→作品中の「冬」を感じさせる言葉に

着目し、情景を想像している。 

【態】伝統的な言語文化に関するこれまでの

学習を生かして、積極的に語感を磨き、

言語文化を大切にしようとしている。 
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12月 ［話し合い（進行）］ 

話し合いの流れを整理しよう 

 １時間 

◎意見と根拠、具体と抽象など

情報と情報との関係について

理解することができる。（知・

技(2)ア） 

◎互いの立場や考えを尊重しな

がら話し合い、結論を導くた

めに考えをまとめることがで

きる。（思・判・表A(1)オ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★それぞれの立場から考えを伝

えるなどして、議論や討論を

する。（思・判・表A(2)イ） 

1 リード文や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 進行役になったつもりで話し合いの様子を視聴す

る。 

→二次元コード「話し合いの様子」 

2 進行役の最後の発言に続く形で、参加者から出た

意見をまとめる。 

◇要点を絞ってメモを取るように促す。 

3 P184下段の「話し合いの流れを整理するために」

を参考に、まとめた意見を見直す。 

◇単なる意見の羅列ではなく、意見どうしの関係

や、意見に対する評価も合わせてまとめるよう

促す。 

4 見直して気づいたことを手がかりに、話し合いの

流れを整理するときに必要なことをグループで話

し合う。 

5 学習を振り返る。 

・話し合いの流れを整理する際のポイントを確か

める。 

【知・技】意見と根拠、具体と抽象など情報

と情報との関係について理解してい

る。（(2)ア） 

→話し合いで出た意見と意見の間に、

どのような関係があるか、整理して

いる。 

【思・判・表】「話すこと・聞くこと」におい

て、互いの立場や考えを尊重しながら

話し合い、結論を導くために考えをま

とめている。（A(1)オ） 

→意見の内容や意見どうしの関係に

気をつけて、話し合いの流れを整理

している。 

【態】話し合いの流れを整理するときに必要

なことを進んで考え、今までの学習を

生かして話し合おうとしている。 

12月 文法への扉２ 

走る。走らない。走ろうよ。 

文法２ 用言の活用 

 ２時間 

◎単語の活用、助詞や助動詞な

どの働き、文の成分の順序や

照応など文の構成について理

解することができる。（知・技

(1)オ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1-2 1 P185の導入や解説を読み、動詞の語の形の変化の

しかたに規則性がありそうなことを知る。 

→二次元コード「文法ワーク」 

2 P246「文法２ 用言の活用」を読み、「活用」の意

味や活用形などの用語、動詞・形容詞・形容動詞

の活用について理解する。 

 ・下段の練習問題に取り組み、理解の程度を確か

める。 

→二次元コード「練習問題」 

◇必要に応じて、P250の活用表を参照し、表の見

方や語の変化の規則性を確認するとよい。 

【知・技】単語の活用、助詞や助動詞などの

働き、文の成分の順序や照応など文の

構成について理解している。（(1)オ） 

→用言の活用形と活用の種類について、

語例を基に理解している。 

【態】今までの学習を生かして、積極的に単語

の活用について理解しようとしている。 

12月 立場を尊重して話し合おう 

討論で視野を広げる 

 ４時間 

◎意見と根拠、具体と抽象など

情報と情報との関係について

理解することができる。（知・

技(2)ア） 

◎互いの立場や考えを尊重しな

がら話し合い、結論を導くた

めに考えをまとめることがで

きる。（思・判・表A(1)オ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★それぞれの立場から考えを伝

えるなどして、議論や討論を

する。（思・判・表A(2)イ） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

3-4 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 テーマについて情報を集める。 

・テーマと用語の定義を全体で確認する。 

・各自、現状やメリット・デメリットを調べ、根

拠となる情報を集める。 

→P14「続けてみよう」 

→P282資「発想を広げる」 

→二次元コード「表現テーマ例集」 

◇賛否や是非の分かれるものを選ばせるとよい。 

2 立場に分かれ、考えをまとめる。 

・立場（肯定側・否定側）を決め、意見と根拠、理

由づけを整理する。 

→P130「思考のレッスン1 根拠の吟味」 

→P132「適切な根拠を選んで書こう」 

3 グループで討論する。 

・司会1名を決め、肯定側2名・否定側2名で討論す

る。 

◇グループの中で役割を交代しながら討論を行う

とよい。 

【知・技】意見と根拠、具体と抽象など情報

と情報との関係について理解してい

る。（(2)ア） 

→適切な根拠となる情報を集め、意見

と根拠、理由づけを整理している。 

【思・判・表】「話すこと・聞くこと」におい

て、互いの立場や考えを尊重しなが

ら話し合い、結論を導くために考え

をまとめている。（A(1)オ） 

→互いの意見の共通点や相違点、話し

合いの論点を踏まえて質問したり

反論したりし、振り返りにおいて自

分の考えをまとめている。 

【態】進んで互いの立場や考えを尊重し、学

習の見通しをもって討論しようとし

ている。 
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→P116「聞き上手になろう」 

→P183「［話し合い（進行）］話し合いの流れを整

理しよう」 

→P187カギ「互いの立場や意見を尊重する」 

→P280資「『学びのカギ』一覧」（話す・聞く） 

→二次元コード「学びの地図」 

→二次元コード「討論をする」 

◇タブレット端末などを用いて、討論の様子を録

画させておくとよい。 

→P341資「ICT活用のヒント」 

4 討論を振り返る。 

・相手側の意見や質問などを通して得られた新た

な気づきを報告し合う。 

・司会は、肯定側・否定側のよかった点を伝え、

共有する。 

◇録画を見て振り返るようにするとよい。 

5 学習を振り返る。 

・意見を裏づける適切な根拠を示すために、どん

なことに気をつけたか、自分の言葉でまとめる。 

・異なる立場や意見を尊重しながら話し合ううえ

で、どのような発言が効果的だったか、確かめ

る。 

・実際に体験してわかったことを基に、討論が役

立ちそうな場面を挙げる。 

◇P186「生かす」を読み、学んだことを今後どのよう

に生かしていきたいかを考えさせるとよい。 

12月 漢字に親しもう４ 

 １時間 

◎第１学年までに学習した常用

漢字に加え、その他の常用漢

字のうち350字程度から450字

程度までの漢字を読むことが

できる。また、学年別漢字配

当表に示されている漢字を書

き、文や文章の中で使うこと

ができる。（知・技(1)ウ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1 1 P190「漢字に親しもう4」に取り組む。 

→二次元コード「漢字一覧表」 

→P260「小学校六年生で学習した漢字一覧」 

→P308資「二年生で学習した漢字」 

→P321資「二年生で学習した音訓」 

◇言葉の意味がわからないときは、国語辞典等で

調べさせるとよい。 

◇P257「［練習］小学校六年生で学習した漢字」に

併せて取り組み、これまでに学習した漢字の書

き取りをさせてもよい。 

【知・技】第１学年までに学習した常用漢字

に加え、その他の常用漢字のうち350

字程度から450字程度までの漢字を読

んでいる。また、学年別漢字配当表に

示されている漢字を書き、文や文章の

中で使っている。（(1)ウ） 

→文や文章の中で漢字を読んだり書

いたりしている。 

【態】学習課題に沿って、積極的に漢字を読

んだり書いたりしようとしている。 

いつも本はそばに 

12月 「自分らしさ」を認め合う社会へ 

父と話せば／ 

六千回のトライの先に 

読書案内 本の世界を広げよう 

 １時間 

◎本や文章などには、さまざま

な立場や考え方が書かれてい

ることを知り、自分の考えを

広げたり深めたりする読書に

生かすことができる。（知・技

(3)エ） 

◎文章を読んで理解したことや

1 リード文や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 P192「父と話せば」を通読する。 

◇筆者の著書を紹介するとよい。 

2 P195「六千回のトライの先に」を通読する。 

◇原典の本を紹介するとよい。 

3 感想を伝え合う。 

・教材文を自分の知識や経験と結び付けて読み、

初めて知ったこと、興味をもったこと、疑問に

思ったことなどを伝え合う。 

4 P200「本の世界を広げよう」を参考に、今後読み

たい本を考える。 

【知・技】本や文章などには、さまざまな立

場や考え方が書かれていることを知

り、自分の考えを広げたり深めたりす

る読書に生かしている。（(3)エ） 

→実体験を基に書かれた作品の魅力

に触れ、今後読みたい本を選んでい

る。 

【思・判・表】「読むこと」において、文章を

読んで理解したことや考えたことを

知識や経験と結び付け、自分の考えを

広げたり深めたりしている。（C(1)オ） 

→教材文を自分の知識や経験と結び
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考えたことを知識や経験と結

び付け、自分の考えを広げた

り深めたりすることができ

る。（思・判・表C(1)オ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★本や新聞、インターネットな

どから集めた情報を活用し、

出典を明らかにしながら、考

えたことなどを説明したり提

案したりする。（思・判・表C(2)

ウ） 

→P290資「盆土産」 

→P299資「形」 

→二次元コード「漢字の練習」 

付けて読み、感想を伝え合ってい

る。 

【態】本や文章などには、さまざまな立場や

考え方が書かれていることを進んで

知り、今までの学習を生かして感想を

伝え合おうとしている。 
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８ 表現を見つめる 

1月 走れメロス 

［書く］作品の魅力をまとめ、語

り合おう 

漢字に親しもう５ 

 ８時間（読⑥書②） 

◎抽象的な概念を表す語句の量

を増すとともに、類義語と対

義語、同音異義語や多義的な

意味を表す語句などについて

理解し、話や文章の中で使う

ことを通して、語感を磨き語

彙を豊かにすることができ

る。（知・技(1)エ） 

◎登場人物の言動の意味などにつ

いて考えて、内容を解釈すること

ができる。（思・判・表C(1)イ） 

◎文章を読んで理解したことや

考えたことを知識や経験と結

び付け、自分の考えを広げた

り深めたりすることができ

る。（思・判・表C(1)オ） 

◎根拠の適切さを考えて説明や

具体例を加えたり、表現の効

果を考えて描写したりするな

ど、自分の考えが伝わる文章

になるように工夫することが

できる。（思・判・表B(1)ウ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★小説を読み、引用して解説し

たり、考えたことなどを伝え

合ったりする。（思・判・表C(2)

イ） 

★多様な考えができる事柄につ

いて意見を述べるなど、自分

の考えを書く。（思・判・表B(2)

ア） 

 

 

 

◎第１学年までに学習した常用

漢字に加え、その他の常用漢

字のうち350字程度から450字

程度までの漢字を読むことが

できる。また、学年別漢字配

当表に示されている漢字を書

き、文や文章の中で使うこと

ができる。（知・技(1)ウ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

1-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-8 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 全文を通読する。 

・注意する語句・新出漢字を調べる。 

→二次元コード「漢字の練習」 

◇初読の感想を書かせておくと、課題3で作品の魅

力を語る際に、学習の初めと終わりで作品の印

象や自分の考えがどのように変わったかを振り

返ることもできる。 

2 作品の設定と場面の展開を押さえる。（課題1） 

・作品の設定を確かめ、人物、時、場所、出来事

などに着目して幾つかの場面に分ける。 

3 場面の展開に即して人物像を読み取る。 

・冒頭からメロスが王城を出発するまでの場面

で、メロスと王はどんな人物として描かれてい

るかを考える。（課題2-①） 

・村から刑場に向かう途中、メロスの考え方や心

情は、どんな出来事をきっかけに、どのように

変化したかを考える。（課題2-②） 

・王の考え方や心情は、何をきっかけにどう変化

したかを考える。（課題2-③） 

→P221カギ「人物像に着目する」 

→P276資「『学びのカギ』一覧」（文学） 

→二次元コード「学びの地図」 

◇場面の展開と人物像の変化を結び付けて読み取

らせるとよい。 

4 作品の魅力をまとめ、語り合う。（課題3） 

・自分が感じた作品の魅力を文章にまとめる。 

・まとめた文章を基に、作品の魅力をグループで

語り合う。 

→P221言の葉 

◇原作（詩「人質」シラー作）を合わせて読み、

構成や表現の特徴について、共通点・相違点を

整理し、「走れメロス」の魅力を考える学習も考

えられる。 

→P179カギ「観点を明確にして文章を比較する」 

5 学習を振り返る。 

・どの語句に着目して、作品の魅力を語ったか、

自分の言葉でまとめる。 

・友達との交流で新しく気づいた作品の魅力にはど

んなものがあるか、自分の言葉でまとめる。 

・他の文学作品を読むときに生かせそうな、分析の観

点を挙げる。 

 

6 P222「漢字に親しもう５」に取り組む。 

→二次元コード「漢字一覧表」 

→P260「小学校六年生で学習した漢字一覧」 

→P308資「二年生で学習した漢字」 

→P321資「二年生で学習した音訓」 

◇言葉の意味がわからないときは、国語辞典等で

調べさせるとよい。 

◇P257「［練習］小学校六年生で学習した漢字」に

併せて取り組み、これまでに学習した漢字の書

き取りをさせてもよい。 

【知・技】抽象的な概念を表す語句の量を増

すとともに、類義語と対義語、同音異

義語や多義的な意味を表す語句などに

ついて理解し、話や文章の中で使うこ

とを通して、語感を磨き語彙を豊かに

している。（(1)エ） 

→作品中の漢語を和語に置き換える

と、印象がどのように変わるかを考

えている。 

【思・判・表】 

・「読むこと」において、登場人物の言動

の意味などについて考えて、内容を解

釈している。（C(1)イ） 

→メロスや王の言動に着目して、考え

方や心情の変化を読み取っている。 

・「読むこと」において、文章を読んで理

解したことや考えたことを知識や経

験と結び付け、自分の考えを広げたり

深めたりしている。（C(1)オ） 

→メロスの行動や考え方で共感できた

ところ・できなかったところを、自

分の知識や経験と結び付けて考えて

いる。 

・「書くこと」において、根拠の適切さを

考えて説明や具体例を加えたり、表現

の効果を考えて描写したりするなど、

自分の考えが伝わる文章になるよう

に工夫している。（B(1)ウ） 

→登場人物の人物像や表現のしかたな

ど、観点を明確にして作品の魅力を

文章にまとめている。 

【態】登場人物の言動の意味などについて粘り

強く考え、学習の見通しをもって作品の

魅力を文章にまとめようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知・技】第１学年までに学習した常用漢字

に加え、その他の常用漢字のうち350字

程度から450字程度までの漢字を読ん

でいる。また、学年別漢字配当表に示

されている漢字を書き、文や文章の中

で使っている。（(1)ウ） 

→文や文章の中で漢字を読んだり書い

たりしている。 

【態】学習課題に沿って、積極的に漢字を読

んだり書いたりしようとしている。 
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て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1月 文法への扉３ 一字違いで大違い 

文法３ 付属語 

 ２時間 

◎単語の活用、助詞や助動詞な

どの働き、文の成分の順序や

照応など文の構成について理

解することができる。（知・技

(1)オ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1-2 1 P223の導入や解説を読み、付属語を使い分けるこ

とで内容を的確に伝えられることを知り、その働

きや種類について学ぶことを理解する。 

→二次元コード「文法ワーク」 

2 P251「文法３ 付属語」を読み、助動詞や助詞の

種類や働きについて理解する。 

・下段の練習問題に取り組み、理解の程度を確か

める。 

→二次元コード「練習問題」 

◇必要に応じて、P256「口語助動詞活用表」を参

照し、活用形や接続のしかたについて確認する

とよい。 

【知・技】単語の活用、助詞や助動詞などの

働き、文の成分の順序や照応など文の

構成について理解する。（(1)オ） 

→助詞・助動詞の働きや種類について

理解し、文や文章で使われている助

詞や助動詞の意味・用法を判別して

いる。 

【態】今までの学習を生かして、積極的に助

詞や助動詞の働きについて理解しよう

としている。 

1月 描写を工夫して書こう 

心の動きが伝わるように物語を

書く 

 ５時間 

◎抽象的な概念を表す語句の量

を増すとともに、話や文章の

中で使うことを通して、語感

を磨き語彙を豊かにすること

ができる。（知・技(1)エ） 

◎表現の効果を考えて描写する

など、自分の考えが伝わる文

章になるように工夫すること

ができる。（思・判・表B(1)ウ） 

◎表現の工夫とその効果などに

ついて、読み手からの助言など

を踏まえ、自分の文章のよい点

や改善点を見いだすことがで

きる。（思・判・表B(1)オ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★物語を創作するなど、感じたこ

とや想像したことを書く。（思・

判・表B(2)ウ） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

◇授業の導入として、「書くことのミニレッスン」

に取り組ませるとよい。 

→二次元コード「書くことのミニレッスン」 

1 題材を決める。 

・日常生活を振り返り、「心が動いた瞬間」を書き出

し、整理する。 

→P14「続けてみよう」 

→P66「短歌の創作教室」 

→P282資「発想を広げる」 

→二次元コード「表現テーマ例集」（「書くことの

ミニレッスン」内） 

2 設定や構成を考える。 

・設定（時、場所、登場人物）を考える。 

・自分の心情や考えが変化した場面を中心に、あ

らすじを考える。 

・状況設定・発端、展開、山場、結末の流れで構

成を考える。 

3 物語を書く。 

・描写を工夫して物語を書く。 

・書きあがったら、推敲する。 

◇これまでに学習してきた物語や小説の表現を振

り返らせ、どんな点を生かしたいかを考えさせ

るとよい。 

◇登場人物の呼称を一人称、三人称のどちらかに

決め、書き手の視点を貫かせる。 

→P204「走れメロス」 

→P225カギ「表現の効果を考えて描写する」 

→P227言の葉 

→P227「達人からのひと言」 

→P268「語彙ブック」（感覚で捉えた言葉） 

→P280資「『学びのカギ』一覧」（書く） 

→二次元コード「学びの地図」 

4 作品を読み合う。 

・作品を読み合い、表現の工夫とその効果につい

て、感想や助言を伝え合う。 

・友達の感想や助言などを踏まえ、自分の作品の

【知・技】抽象的な概念を表す語句の量を増

すとともに、話や文章の中で使うこと

を通して、語感を磨き語彙を豊かにし

ている。（(1)エ） 

→これまでに読んだ物語や小説の表現

を参考にして、場面の様子や人物の

心情を表す表現を使って書いてい

る。 

【思・判・表】 

・「書くこと」において、表現の効果を考

えて描写するなど、自分の考えが伝わ

る文章になるように工夫している。

（B(1)ウ） 

→読み手が場面の様子や人物の心情を

具体的に想像できるように、表現の

効果を考えながら描写を工夫してい

る。 

・「書くこと」において、表現の工夫とそ

の効果などについて、読み手からの助

言などを踏まえ、自分の文章のよい点

や改善点を見いだしている。（B(1)オ） 

→書いた物語を友達と読み合い、よい

点や改善点を伝え合っている。 

【態】粘り強く描写を工夫し、学習の見通し

をもって物語を創作しようとしてい

る。 
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よい点や改善点を見いだす。 

◇作品評価の観点を示したワークシートなどを用

意し、それに基づいて交流させるとよい。 

◇タブレット端末などの書き込み機能を活用し

て、助言させ合ってもよい。 

→P341資「ICT活用のヒント」 

5 学習を振り返る。 

・新たに使えるようになった言葉や表現には、ど

んなものがあるか、挙げる。 

・心が動いた瞬間を読み手に伝えるために、表現

においてどのような工夫をしたか、自分の言葉

でまとめる。 

・物語を書いたり作品を読み合ったりする中で気

づいた、描写を工夫することのよさや効果につ

いて、話し合う。 

◇P224「生かす」を読み、学んだことを今後どのよう

に生かしていきたいかを考えさせるとよい。 

2月 言葉３ 話し言葉と書き言葉 

 ２時間 

◎話し言葉と書き言葉の特徴に

ついて理解することができ

る。（知・技(1)イ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1-2 

 

 

 

 

1 導入の例文から、話し言葉と書き言葉の違いにつ

いて考える。 

◇学校生活の話題を、簡単な話し言葉と書き言葉

で表現してその違いに気づかせるとよい。 

2 音声の性質から話し言葉の特徴を、文字の性質か

ら書き言葉の特徴を捉え、それぞれの伝え方の注

意点や工夫について理解する。 

・同音異義語の伝え方を理解する。（話し言葉） 

・漢字、平仮名、片仮名、句読点、常体・敬体の

使い方に注意する。（書き言葉） 

◇P229「生活に生かす」を用いて、SNSでのコミュ

ニケーションを考える学習につなげることもで

きる。 

【知・技】話し言葉と書き言葉の特徴につい

て理解している。（(1)イ） 

→話し言葉と書き言葉について、それぞ

れの特徴を理解し、表現する際にどの

ような注意が必要かを考えている。 

【態】今までの学習を生かして、積極的に話

し言葉と書き言葉の特徴について理解

しようとしている。 

2月 漢字３ 送り仮名 

 ２時間 

◎第１学年までに学習した常用

漢字に加え、その他の常用漢

字のうち350字程度から450字

程度までの漢字を読むことが

できる。また、学年別漢字配

当表に示されている漢字を書

き、文や文章の中で使うこと

ができる。（知・技(1)ウ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

2 

1 導入の例から、送り仮名が漢字の読みを明らかに

示すために付けられていることを確認する。 

2 教材文を読み、送り仮名の付け方の主な原則と例

外について理解する。 

◇P230下段「活用のある語」では、表中の［ ］  

に活用語尾を直接書き込んでもよい。 

◇活用語尾などについて、P246文法2「用言の活用」

で確認させる。 

3 P231の練習問題に取り組む。 

◇教材の語以外に、間違えやすい送り仮名にはど

のようなものがあるかを考えさせるとよい。 

→P321資「二年生で学習した音訓」 

→二次元コード「漢字一覧表」 

【知・技】第１学年までに学習した常用漢字

に加え、その他の常用漢字のうち350字

程度から450字程度までの漢字を読ん

でいる。また、学年別漢字配当表に示

されている漢字を書き、文や文章の中

で使っている。（(1)ウ） 

→送り仮名に注意して、漢字を読んだ

り書いたりしている。 

【態】学習課題に沿って、積極的に漢字を読

んだり書いたりしようとしている。 

2月 国語の学びを振り返ろう 

「国語を学ぶ意義」を考え、コピ

ーを作る 

 ４時間（話聞①書③） 

◎意見と根拠、具体と抽象など

情報と情報との関係について

理解することができる。（知・

技(2)ア） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 対話を通して考える。 

・1年間の学習を振り返り、できるようになったこ

とや、自分が変わったと思うことを語り合う。 

・「国語を学ぶ意義」を考える。 

◇P6「学習の見通しをもとう」を開いて学習した

内容を振り返らせるとよい。 

【知・技】意見と根拠、具体と抽象など情報

と情報との関係について理解してい

る。（(2)ア） 

→これまでの学習活動における具体的

な変化を抽象化してまとめている。 

【思・判・表】 

・「話すこと・聞くこと」において、互い

の立場や考えを尊重しながら話し合
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◎互いの立場や考えを尊重しな

がら話し合い、結論を導くた

めに考えをまとめることがで

きる。（思・判・表A(1)オ） 

◎表現の工夫とその効果などに

ついて、読み手からの助言な

どを踏まえ、自分の文章のよ

い点や改善点を見いだすこと

ができる。（思・判・表B(1)オ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★それぞれの立場から考えを伝

えるなどして、議論や討論を

する。（思・判・表A(2)イ） 

★多様な考えができる事柄につい

て意見を述べるなど、自分の考

えを書く。（思・判・表B(2)ア） 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3-4 

→P233カギ「これまでの学びを価値づける」 

→P234言の葉 

→P280資「『学びのカギ』一覧」（話す・聞く／書

く） 

→二次元コード「学びの地図」 

2 コピーにまとめる。 

・自分が考える「国語を学ぶ意義」を、コピーに

まとめる。 

3 コピーの説明を書く。 

・そのコピーを付けた意図や理由を、200～300字

程度で説明する。 

4 クラスで共有し、交流する。 

・作品を読み合い、学びの価値づけ方や解説のし

かたについて、よいと思った点やもっと知りた

い点などを伝え合う。 

◇タブレット端末などのコメント機能を活用し

て、交流させてもよい。 

→P341資「ICT活用のヒント」 

5 学習を振り返る。 

・1年間の学びを振り返る際に、具体的な変化をど

のように抽象化してまとめたか、確かめる。 

・対話の際に、互いの考えを尊重しながら、さら

に考えを深めるために、どのような点を心がけ

たか、自分の言葉でまとめる。 

・作品に付いたコメントから見いだした、自分の

文章のよい点や改善点は何か、挙げる。 

・友達の作品を読み、さらに考えが深まったこと

や新しく気づいたことを挙げる。 

◇P232「生かす」を読み、学んだことを今後どのよう

に生かしていきたいかを考えさせるとよい。 

い、結論を導くために考えをまとめて

いる。（A(1)オ） 

→互いの考えを尊重しながら対話し、

それを通して自分の考えを整理した

り、価値づけたりしてまとめている。 

・「書くこと」において、表現の工夫とそ

の効果などについて、読み手からの助

言などを踏まえ、自分の文章のよい点

や改善点を見いだしている。（B(1)オ） 

→自分の作品の読み手からのコメント

を通して、自分の文章のよい点や改

善点を見いだしている。 

【態】粘り強く国語を学ぶ意義を考え、今ま

での学習を生かしてコピーにまとめて

クラスで交流しようとしている。 

3月 鍵 

２時間 

◎抽象的な概念を表す語句の量

を増すとともに、話や文章の

中で使うことを通して、語感

を磨き語彙を豊かにすること

ができる。（知・技(1)エ） 

◎詩を読んで理解したことや考

えたことを知識や経験と結び

付け、自分の考えを広げたり

深めたりすることができる。

（思・判・表C(1)オ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★詩歌を読み、引用して解説し

たり、考えたことなどを伝え

合ったりする。（思・判・表C(2)

イ） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

「目標」や「学習の見通しをもとう」で本教材のね

らいを確認し、学習の見通しをもつ。 

1 詩を音読する。 

2 印象に残った語句や表現を話し合う。（課題1） 

・詩の中の印象に残った語句や表現を挙げ、感想

や疑問を出し合う。 

3 表現の意味を考える。 

・詩の中に書かれた「鍵」の特徴を発表する。（課

題2-①） 

・「鍵」によって「ひらかれる」「扉」の向こうに

は、どんなものがあるか考える。（課題2-②） 

4 作者のものの見方について語り合う。（課題3） 

・「私」は「この世」をどんな世界と捉えているの

か、自分が考える「この世」との共通点や相違

点を基に、作者のものの見方について考え、友

達と語り合う。 

◇詩から読み取った作者のものの見方について、

自分のこれまでの知識や経験と結び付けて考え

させるとよい。 

5 学習を振り返る。 

・詩の中で使われているどのような語句に着目し

たか、挙げる。 

・作者のものの見方を考える手がかりとなった友

達の発言にはどんなものがあったか、振り返る。 

・「鍵」という作品との出会いで自分の考えがどう

変化したか、ひと言で表す。 

【知・技】抽象的な概念を表す語句の量を増

すとともに、話や文章の中で使うこと

を通して、語感を磨き語彙を豊かにし

ている。（(1)エ） 

→抽象的な概念を表す言葉に着目し、

詩の中での意味を考えている。 

【思・判・表】「読むこと」において、詩を読

んで理解したことや考えたことを知識

や経験と結び付け、自分の考えを広げ

たり深めたりしている。（C(1)オ） 

→自分の知識や経験と結び付けて、作

者のものの見方について考えてい

る。 

【態】詩を読んで理解したことや考えたこと

を進んで知識や経験と結び付け、学習

課題に沿って作者のものの見方につい

て話し合おうとしている。 



  

月 教材名・時数・指導目標・言語活動 時 学習活動 評価規準 
 

- 27 - 

 

 

国語の力試し 

3月 国語の力試し 

 ３時間 

◎類義語と対義語、同音異義語

や多義的な意味を表す語句な

どについて理解することがで

きる。（知・技(1)エ） 

◎敬語の働きについて理解し、

話や文章の中で使うことがで

きる。（知・技(1)カ） 

◎文章全体と部分との関係に注

意しながら、登場人物の設定

のしかたなどを捉えることが

できる。（思・判・表C(1)ア） 

◎観点を明確にして文章を比較

するなどし、表現の効果につ

いて考えることができる。

（思・判・表C(1)エ） 

◎論理の展開などに注意して聞

き、話し手の考えと比較しなが

ら、自分の考えをまとめること

ができる。（思・判・表A(1)エ） 

◎根拠の適切さを考えて説明や

具体例を加えたり、表現の効

果を考えて描写したりするな

ど、自分の考えが伝わる文章

になるように工夫することが

できる。（思・判・表B(1)ウ） 

◎読み手の立場に立って、表現

の効果などを確かめて、文章

を整えることができる。（思・

判・表B(1)エ） 

◎言葉がもつ価値を認識すると

ともに、読書を生活に役立て、

我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おう

とする。（学びに向かう力、人

間性等） 

★古典作品などを読み、引用し

て解説したり、考えたことな

どを伝え合ったりする。（思・

判・表C(2)イ） 

★説明や提案など伝えたいこと

を話したり、それらを聞いて

質問や助言などをしたりす

る。（思・判・表A(2)ア） 

★社会生活に必要な手紙や電子

メールを書くなど、伝えたい

ことを相手や媒体を考慮して

書く。（思・判・表B(2)イ） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

1 P263-266の問題に取り組む。 

・40分を目安に問題を解く。 

・解き終わったら、解答と採点基準を確認し、自

己採点をする。 

◇タブレットやパソコンで問題に取り組んだり、

解答を確認したりさせるとよい。 

→二次元コード「タブレットやパソコンで問題に

取り組もう」 

◇「話す力・聞く力」の問題を解くときには、教

科書の文章を読ませてもよいが、二次元コード

から音声を聞かせ、メモを取らせるほうが望ま

しい。 

→二次元コード「話す力・聞く力」 

2 P262の二次元コードから、発展問題に取り組む。 

→二次元コード「タブレットやパソコンで問題に

取り組もう」 

・40分を目安に問題を解く。 

・解き終わったら、解答と採点基準を確認し、自

己採点をする。 

3 振り返る。 

・間違ったところを改めて見直したり、それぞれ

の設問に関連する教材に立ち戻って、学習の要

点を確認したりする。 

→P36「枕草子」 

→P109カギ「表現の効果を考える」 

→P29「［聞く］意見を聞き、整理して検討する」 

→P112「［推敲］表現の効果を考える」 

→P110カギ「表現を工夫して思いを伝える」 

→P113「言葉２ 敬語」 

→P72「言葉１ 類義語・対義語・多義語」 

【知・技】 

・類義語と対義語、同音異義語や多義的

な意味を表す語句などについて理解

している。（(1)エ） 

→類義語の意味や用法を比較し、文脈

に応じてより適した語を選んでい

る。 

・敬語の働きについて理解し、話や文章

の中で使っている。（(1)カ）  

→敬語の働きや種類を理解し、電子メ

ールの下書きを推敲したり、文面を

書いたりしている。 

【思・判・表】 

・「読むこと」において、文章全体と部分

との関係に注意しながら、登場人物の

設定のしかたなどを捉えている。

（C(1)ア） 

→「枕草子」の原文と、二つの現代語

訳を比較して読み、文章の中心的な

部分を捉えている。 

・「読むこと」において、観点を明確にし

て文章を比較するなどし、表現の効果

について考えている。（C(1)エ） 

→「枕草子」の二つの現代語訳を比較

して読み、表現の効果について考え

ている。 

・「話すこと・聞くこと」において、論理

の展開などに注意して聞き、話し手の

考えと比較しながら、自分の考えをま

とめている。（A(1)エ） 

→「卒業生に贈る言葉」についての野

口さんの提案を論理の展開に注意し

て聞き、伝えたいことを捉えるとと

もに、自分の考えをまとめている。 

・「書くこと」において、根拠の適切さを

考えて説明や具体例を加えたり、表現

の効果を考えて描写したりするなど、

自分の考えが伝わる文章になるよう

に工夫している。（B(1)ウ） 

→気持ちや用件が的確に伝わるように

電子メールを書いている。 

・「書くこと」において、読み手の立場に

立って、表現の効果などを確かめて、

文章を整えている。（B(1)エ） 

→読み手の立場に立ち、表現の効果を

考えて電子メールを推敲している。 

【態】今までの学習を生かして、それぞれの

学習課題に粘り強く取り組もうとして

いる。 



学
期

教
科
書

ペ
ー

ジ

項目
(◎ 学習課題）

学習内容・
学習活動

指導上の留意点
評価規準の具体例

　①＝知識・技能　②＝思考・判断・表現
③＝主体的に学習に取り組む態度

＜第3部第1章の評価規準＞
①観察や野外調査，文献調査を行う際の視点や方法，地理的な
まとめ方の基礎を理解している。
①地形図や主題図の読図，目的や用途に適した地図の作成など
の地理的技能を身に付けている。

②地域調査において，対象となる場所の特徴などに着目して，
適切な主題や調査，まとめとなるように，調査の手法やその結
果を多面的・多角的に考察し，表現している。

③地域調査の手法について，よりよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追究しようとしている。

２
年
１
学
期

130
｜
131

１　調査テーマを決めよう

◎調査テーマは，どのように決めるとよ
いのだろうか。

地域に対する疑問を整理して，調査す
るテーマを設定し仮説を立てる。

日頃から感じている疑問や写真や資料を
見て抱いた疑問を，日本の諸地域で学ん
だ五つの視点で整理・分類させる。

①地図や景観写真，統計資料などを活用し，対象地域に関する
疑問をとらえ、対象地域を調べる視点や調査テーマを決める手
順を理解している。
②対象地域に関する疑問や調査するテーマを多面的・多角的に
考察している。

２
年
１
学
期

132
｜
133

２　調査方法を考えよう

◎調査テーマを追究するためには，ど
のようなことを，どのように調べればよい
のだろうか。

調査を進めるための調査項目や調査方
法を考え、野外調査の準備をする。

教室内でできる調査方法と野外調査を組
み合わせた計画的な準備を進めさせる。

①査テーマに対する予想が正しいかどうかを確かめる調査方法
に活用できる適切な地図や景観写真，統計資料を収集し、調査
テーマに対する予想が正しいかどうかを確かめる調査項目や調
査方法について理解している。
②調査テーマに対する予想やその予想が正しいかどうかを確か
める調査項目や調査方法を多面的・多角的に考察している。

２
年
１
学
期

138
｜
139

３　野外調査を実行しよう

◎野外観察や聞き取り調査は，どのよう
に行うとよいのだろうか。

野外調査と聞き取り調査を実施する。 調査ノートを作成し，ルートマップや聞
き取り調査の結果，景観のスケッチなど
を記録させる。

①調査した結果を適切に記録・活用し、聞き取り調査の方法を
理解している。
②より有効かつ効率的に野外調査が進むような工夫を多面的・
多角的に考察している。

２
年
１
学
期 140

｜
141

４　調査を深めて結果を発表しよう

◎調査を深め，分析するには，どのよう
な方法があるのだろうか。また，調査結
果はどのようにまとめ，発表すればよい
のだろうか。

調査した結果をまとめたり，資料を関
連させたりして野外調査でわからな
かったことを確かめ，地域の特色や課
題をとらえる。

調査のテーマや目的、調査方法、調査結
果、結論などについて簡潔に記述させた
り、視覚的にわかりやすくさせたりす
る。

①文献などの調査結果から，地域の変容を適切に読み取り、調
査のまとめから対象地域の特色や課題を理解している。
①調査結果を適切にわかりやすくレポートなどにまとめ、より
よい調査結果のまとめ方を理解している。
②文献資料などを活用して野外調査で見つかった発見や疑問を
多面的・多角的に考察している。

＜第3部第2章の評価規準＞
①日本の地形や気候の特色，海洋に囲まれた日本の国土の特
色，自然災害と防災への取組などを基に，日本の自然環境に関
する特色を理解している。
①少子高齢化の課題，国内の人口分布や過疎・過密問題などを
基に，日本の人口に関する特色を理解している。
①日本の資源・エネルギー利用の現状，国内の産業の動向，環
境やエネルギーに関する課題などを基に，日本の資源・エネル
ギーと産業に関する特色を理解している。
①国内や日本と世界との交通・通信網の整備状況，これを活用
した陸上，海上輸送などの物流や人の往来などを基に，国内各
地の結び付きや日本と世界との結び付きの特色を理解してい
る。
①「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「交通・
通信」の項目に基づく地域区分を踏まえ，我が国の国土の特色
を大観し理解している。
①日本や国内地域に関する各種の主題図や資料を基に，地域区
分をする技能を身に付けている。

②「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「交通・
通信」の項目について，それぞれの地域区分を，地域の共通点
や差異，分布などに着目して，多面的・多角的に考察し，表現
している。
②日本の地域的特色を，「自然環境」「人口」「資源・エネル
ギーと産業」「交通・通信」の項目に基づく地域区分などに着
目して，それらを関連付けて多面的・多角的に考察し，表現し
ている。

③日本の地域的特色と地域区分について，よりよい社会の実現
を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしてい
る。

２
年
１
学
期

142
｜
143

１　山がちな日本の地形

◎日本の国土には，どのような地形的
な特色があるのだろうか。

日本の山地や造山帯の特色を理解す
る。

世界の火山の分布と日本列島の位置との
関係に着目させる。

地図を活用して，世界の火山の分布を適切に読み取り、我が国
が山がちな国土となっていることを理解している。
②世界や日本の産地の分布を基にして、我が国の地形的な特色
を多面的・多角的に考察させる。

２
年
１
学
期

144
｜
145

２　川がつくる地形と海岸や海洋の特
色

◎日本の平野や海岸，日本を取り巻く
海には，どのような特色があるのだろう
か。

日本の川と平野との関係や特色を理解
する。

世界の川や平野の特色と比較し、その違
いに気付かせる。

①資料から世界と日本の川や平野の違いを比較しながらそれぞ
れの特色を読み取り、日本の川や平野の地形的な特色を理解し
ている。
②日本の川や平野の特色を，世界の川や平野の特色と比較して
多面的・多角的に考察している。

令和7年度　中学部2年　社会科(地理)　年間指導計画 (時数：10５)

第３部　日本のさまざまな地域

第１章　身近な地域の調査

■章の問い■　身近な地域の様子を調べるには，どのような方法があるのだ
ろうか。

＜第3部第1章のねらい＞
　場所などに着目して，課題を追究したり解決したりする活動を通して，次の資
質・能力を身に付けることができるようにさせる。

①観察や野外調査，文献調査を行う際の視点や方法，地理的なまとめ方の基礎を
理解させる。
①地形図や主題図の読図，目的や用途に適した地図の作成などの地理的技能を身
に付けさせる。

②地域調査において，対象となる場所の特徴などに着目して， 適切な主題や調
査，まとめとなるように，調査の手法やその結果を多面的・多角的に考察し，表
現させる。

③地域調査の手法について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を
主体的に追究させる。

第２章　日本の地域的特色

■章の問い■　日本の自然環境や人口，産業には，どのような特色があるの
だろうか。

＜第3部第2章のねらい＞
　「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「交通・通信」の項目を取
り上げ，分布や地域などに着目して，課題を追究したり解決したりする活動を通
して，次の資質・能力を身に付けることができるようにさせる。
①日本の地形や気候の特色，海洋に囲まれた日本の国土の特色，自然災害と防災
への取組などを基に，日本の自然環境に関する特色を理解させる。
①少子高齢化の課題，国内の人口分布や過疎・過密問題などを基に，日本の人口
に関する特色を理解させる。
①日本の資源・エネルギー利用の現状，国内の産業の動向，環境やエネルギーに
関する課題などを基に，日本の資源・エネルギーと産業に関する特色を理解させ
る。
①国内や日本と世界との交通・通信網の整備状況，これを活用した陸上，海上輸
送などの物流や人の往来などを基に，国内各地の結び付きや日本と世界との結び
付きの特色を理解させる。
①「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「交通・通信」の項目に基
づく地域区分を踏まえ，我が国の国土の特色を大観し理解させる。
①日本や国内地域に関する各種の主題図や資料を基に，地域区分をする技能を身
に付けさせる。

②「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「交通・通信」の項目につ
いて，それぞれの地域区分を，地域の共通点や差異，分布などに着目して，多面
的・多角的に考察し，表現させる。
②日本の地域的特色を，「自然環境」「人口」「資源・エネルギーと産業」「交
通・通信」の項目に基づく地域区分などに着目して，それらを関連付けて多面
的・多角的に考察し，表現させる。

③日本の地域的特色と地域区分について，よりよい社会の実現を視野にそこで見
られる課題を主体的に追究させる。
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２
年
１
学
期

146
｜
147

３　日本の気候

◎日本各地の気候を比較すると，地域
によってどのような違いがあるのだろう
か。

日本の気候の特色や地域による違いを
理解する。

景観写真や雨温図から日本の気候が大き
く六つに分けられることに気付かせる。

①雨温図から日本の六つの気候の違いを適切に読み取り、日本
の六つの気候の特色を理解している。
②太平洋側と日本海側で降水量の多い時期が異なる理由を，季
節風や地形と関連付けて多面的・多角的に考察している。

２
年
１
学
期

148
｜
149

４　日本のさまざまな自然災害

◎日本で発生する自然災害は，地形や
気候とどのような関係があるのだろう
か。

日本で発生する自然災害の特色を理解
し，地形や気候など自然環境との関連
や課題を考える。

これまで発生した自然災害の具体的な事
例を活用させる。

①さまざまな資料から，日本の災害の分布を適切に読み取り、
日本で発生する自然災害の特色や課題を理解している。
②さまざまな自然災害が起こる理由を地形や気候など自然環境
と関連付けて多面的・多角的に考察している。

２
年
１
学
期 150

｜
151

５　自然災害に対する備え

◎国や地域は，自然災害を防いだり，被
害を少なくしたりするために，どのような
工夫をしているのだろうか。

日本で取り組まれている防災や減災の
取り組みを理解し，自然災害に対する
備えを考える。

具体的に行われている取り組みをもと
に，これからの自然災害への備えを主体
的に考えさせる。

①ハザードマップを活用し，自然災害の情報を適切に読み取
り、日本で取り組まれている防災や減災の取り組みの特色を理
解している。
②日本で取り組まれている防災や減災の取り組みをもとに，自
然災害に対する備えを多面的・多角的に考察している。

２
年
１
学
期

154
｜
155

６　日本の人口

◎日本の人口分布や人口構成は，どの
ように変化してきたのだろうか。

日本の人口分布や年齢別人口構成の特
色を理解し，人々の生活に及ぼす影響
を考える。

人口ピラミッドの変化から日本が少子高
齢社会になったことや人々の生活に及ぼ
す影響について考えさせる。

①分布図や人口ピラミッドを活用して，日本の人口分布や年齢
別人口構成の特色を適切に読み取り、日本の人口分布や年齢別
人口構成の特色や課題を理解している。
②日本が少子高齢社会になったことが人々の生活に及ぼす影響
について多面的・多角的に考察している。

２
年
１
学
期 156

｜
157

７　日本の資源･エネルギーと電力

◎日本では，資源を有効に活用するた
めに，どのような取り組みが行われてい
るのだろうか。

日本における資源の有効活用や持続可
能な社会の実現に向けてのエネルギー
活用について考える。

東日本大震災での原子力発電所の事故以
来，変化してきている日本の資源やエネ
ルギーに関する考え方に着目させる。

①さまざまな資料から，東日本大震災での原子力発電所の事故
以来，変化してきている日本の資源やエネルギーに関する考え
方を適切に読み取り、日本の資源・エネルギーと電力の現状や
課題を理解している。
②日本における資源の有効活用や持続可能な社会の実現に向け
てのエネルギー活用について多面的・多角的に考察している。

２
年
１
学
期

158
｜
159

８　日本の農業・林業・漁業とその変化

◎日本の農業・林業・漁業には，どのよ
うな特色や課題があるだろうか。

日本の農業・林業・漁業の特色や課
題，変化を理解する。

海外との競争や従事者の高齢化や後継者
不足などが大きな課題となっていること
に気付かせる。

①さまざまな資料から日本の農業地域の分布や各地方の農業生
産の特色や課題を適切に読み取り日本の農業・林業・漁業の特
色を理解している。
②海外との競争や従事者の高齢化や後継者不足などの課題解決
を多面的・多角的に考察している。

２
年
１
学
期 160

｜
161

９　日本の工業とその変化

◎日本の工業にはどのような特色があ
り，工場の立地はどのように変化してき
たのだろうか。

日本の工業地域の分布や工業出荷額を
もとに，日本の工業の特色と変化、課
題を理解する。

日本の工場の立地が変化する理由や日本
の企業が海外に進出する理由を考えさせ
る。

①工業出荷額の内訳を示す統計資料から日本のおもな工業地
帯・工業地域の特色を適切に読み取り、日本の工業の変化や課
題を理解している。
②日本の工場の立地が変化する理由や日本の企業が海外に進出
する理由を多面的・多角的に考察している。

２
年
１
学
期 162

｜
163

１０　日本の商業・サービス業

◎日本の産業の中心である商業やサー
ビス業には，どのような特色や変化がみ
られるのだろうか。

日本の商業・サービス業の現状と課題
を理解する。

産業の高度化が進む中で，特に近年，
サービス業の中でも情報通信技術（ICT）
関連産業が急速に拡大していることに着
目させる。

①さまざまな資料から，商業やサービス業での成長分野を適切
に読み取り、日本の商業・サービス業の現状と課題を理解して
いる。
②テレビやインターネットを利用した無店舗販売や情報通信技
術（ICT）関連産業が急速に拡大しすることによっておこる社会
の変化や影響について多面的・多角的に考察している。

２
年
１
学
期 164

｜
165

１１　日本の交通網・通信網

◎交通網や通信網が発達したことで，日
本と世界や国内の地域間の結びつきは
どのように変化したのだろうか。

交通網や通信網が発達することによっ
ておこった，世界や日本の地域間の結
びつきの変化を理解する。

世界や日本の地域間の結びつきが強まっ
たことによって利点や問題点に気付かせ
る。。

①さまざまな資料から，交通網や通信網が発達することによっ
ておこった，世界や日本の地域間の結びつきの変化を適切に読
み取り、世界や日本の地域間の結びつきの変化や特色を理解し
ている。
②世界や日本の地域間の結びつきが強まったことによる利点や
問題点をそれぞれ多面的・多角的に考察している。

２
年
１
学
期

166
｜
167

１２　さまざまな地域区分

◎日本をいくつかの地域に区分する場
合，どのような分け方ができるのだろう
か。

日本を区分するさまざまな視点を知
り，さまざまな地域区分があることを
理解する。

形式地域による区分であるのか，実質地
域による区分であるのかに留意しながら
区分の仕方を理解させる。

①さまざまな地域区分を分類し，表などに整理し、さまざまな
地域区分の仕方や目的について理解している。
②７地方区分以外の地域区分がある理由を，区分の目的や基準
などから多面的・多角的に考察している。

２
年
１
学
期 168

｜
169

章の学習を振り返ろう

■章の問い■　日本の自然環境や人
口，産業には，どのような特色があるの
だろうか。

「自然環境」「人口」「資源・エネル
ギーと産業」「地域間の結びつき」な
ど日本の地域的特色の基本的事項を確
認するとともに、地理的な見方・考え
方を働かせて学習の成果を表現する。

分布や地域などに着目しながら、「自然
環境」「人口」「資源・エネルギーと産
業」「地域間の結びつき」など日本の地
域的特色やそこで生ずる課題に気を付け
させる。

①分布や地域などに着目して、「自然環境」「人口」「資源・
エネルギーと産業」「地域間の結びつき」など日本の地域的特
色を整理している。
②第１章の問いを、単元の学習の成果を生かして多面的・多角
的に考察し、表現することができる。
③単元の学習を振り返り、系統的に見た日本の地域的特色や課
題、これからの日本の在り方について主体的に追究し、解決し
ようとしている。
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＜第3部第3章の評価規準＞
①幾つかに区分した日本のそれぞれの地域について，その地域
的特色や地域の課題を理解している。
①左の(1)から(5)までの考察の仕方で取り上げた特色ある事象
と，それに関連する他の事象や，そこで生ずる課題を理解して
いる。

②日本の諸地域において，それぞれ左の(1)から(5)までで扱う
中核となる事象の成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付
き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生ずる課題
と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現するこ
と。

③日本の諸地域について，よりよい社会の実現を視野にそこで
見られる課題を主体的に追究しようとしている。

＜この節の評価基準＞
①地図や資料から，九州地方の自然環境の特色やそれを生かし
た産業，自然災害や防災への取り組みを読み取り、九州地方の
地形や気候などの自然環境に関する特色や，人々の生活や産業
と自然環境とのかかわりについて理解している。
②自然環境に注目しながら，九州地方に暮らす人々の生活と産
業との関係について多面的・多角的に考察している。
③九州地方の自然環境と生活，産業との関係について関心をも
ち，九州地方の特色を主体的に追究しようとしている。

２
年
２
学
期 174

｜
175

１　九州地方の自然環境

◎九州地方では，地形や気候にどのよ
うな特色がみられるのだろうか。

九州地方を概観し，自然や人々の生活
の特色を理解する。

現在も活動する火山が多く自然災害が多
いという地域の特色に注目させる。

①地図や雨温図などから，自然環境を視点とした九州地方の特
色を大まかに読み取り、九州地方の都道府県や地形の位置と名
称を理解している。
②温暖な気候や火山が多い地形，アジアに近いという位置の特
色から，九州地方の人々の生活を大まかに考察している。

２
年
１
学
期 176

｜
177

２　火山と共にある九州の人々の生活

◎火山は人々の生活や産業にどのよう
な影響を与えているのだろうか。

火山の恵みと被害の両面を理解し，そ
の利点の生かし方や防災への取り組み
を考える。

火山が多いという自然環境の中で恵みと
被害に直面する人々の生活のようすをと
らえさせる。

①さまざまな資料から九州地方における火山の恵みや被害の実
態について適切に読み取り、九州地方の自然環境を生かした産
業や，災害，防災への取り組みなどを理解している。
②火山のめぐみや被害の実態をもとに，九州地方の人々の生活
向上について多面的・多角的に考察している。

２
年
１
学
期 178

｜
179

３　自然を生かした九州地方の農業

◎火山活動の影響を受けた土地や温暖
な気候を生かして，九州地方ではどのよ
うな農業が行われているのだろうか。

温暖な気候や火山活動の影響を受けた
土地を生かした農業の実態をとらえ，
その特色を理解する。

温暖な気候や火山灰地層という地域的特
色が特色ある農業を生み出していること
に気づかせる。

①さまざまな資料から九州地方の自然環境と農業との関連につ
いて適切に読み取り、九州南部の畜産やシラス台地での畑作，
北部での稲作の実態を理解している。
②温暖な気候や火山との関連などの自然環境を生かした農業の
特色について，多面的・多角的に考察している。

２
年
１
学
期 180

｜
181

４　都市や産業の発展と自然環境

◎アジアの国々に近いということが，都
市や地域の産業の発展にどのような影
響を与えているのだろうか。

アジアに近いという特色を生かして発
展してきた都市や工業の歴史をとら
え，その特色を理解する。

アジアに近いという特色から福岡市や北
九州工業地帯の発展と役割について考え
させる。

①地図やその他の資料からアジアに近いことで都市や工業が発
達してきた実態を適切に読み取り、アジアに近いという立地か
ら原燃料が調達しやすいことで発達した九州の工業について理
解している。
②アジアに近いという自然環境を生かした都市の発達や工業の
特色について，多面的・多角的に考察している。

２
年
１
学
期 182

｜
183

５　南西諸島の自然環境と人々の生活
や産業

◎南西諸島の自然環境は，人々の生
活・文化や歴史，産業とどのように関
わっているのだろうか。

温暖な気候やアジアとの交流の歴史な
どに着目しながら，特色のある南西諸
島での人々の暮らしについて理解す
る。

南西諸島の独特の文化や生活を世界やア
ジアにおける南西諸島の位置や歴史に着
目しながら考えさせる。

①さまざまな資料からアジアに近いという位置と独自の文化や
生活の発展との関連を適切に読み取り、アジアとの交流の歴史
や軍事基地のある地域での生活について理解している。
②世界やアジアにおける南西諸島の位置や歴史が独特の文化や
生活をつくりだしていることについて多面的・多角的に考察し
ている。

２
年
１
学
期

184
｜
185

節の学習を振り返ろう

■節の問い■　九州地方の自然環境
は，人々の生活や産業にどのような影
響を与えているのだろうか。

九州地方の基本的事項を確認するとと
もに、地理的な見方・考え方を働かせ
て学習の成果を表現する。

アジア地域との結びつきや自然災害の多
発に着目しながら、九州地方の地域的特
色やそこで生ずる課題に気を付けさせ
る。

①九州地方の自然環境や社会環境に着目して、九州地方の地域
的特色を整理している。
②第１節の問いを、単元の学習の成果を生かして多面的・多角
的に考察し、表現することができる。
③単元の学習を振り返り、九州地方の地域的特色や九州地方の
課題、これからの九州地方の在り方について主体的に追究し、
解決しようとしている。

第３章　日本の諸地域

＜第3部第3章のねらい＞
　下の(1)から(5)までの考察の仕方を基にして，空間的相互依存作用や地域など
に着目して，主題を設けて課題を追究したり解決したりする活動を通して，次の
資質・能力を身に付けることができるようにさせる。
(1)自然環境を中核とした考察の仕方
(2)人口や都市・村落を中核とした考察の仕方
(3)産業を中核とした考察の仕方
(4)交通や通信を中核とした考察の仕方
(5)その他の事象を中核とした考察の仕方

①幾つかに区分した日本のそれぞれの地域について，その地域的特色や地域の課
題を理解させる。
①上の(1)から(5)までの考察の仕方で取り上げた特色ある事象と，それに関連す
る他の事象や，そこで生ずる課題を理解させる。

②日本の諸地域において，それぞれ左の(1)から(5)までで扱う中核となる事象の
成立条件を，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他
の事象やそこで生ずる課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現
させる。

③日本の諸地域について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主
体的に追究させる。

第１節　九州地方

■節の問い■　九州地方の自然環境は，人々の生活や産業にどのような影
響を与えているのだろうか。

＜この節のねらい＞
他地域との結びつきや地域などに関わる視点に着目して、九州地方の特色ある地
理的事象を他の事象と関連づけて多面的・多角的に考察し、表現する力を育成す
る。
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＜この節の評価基準＞
①地図や資料から，中国・四国地方の交通・通信網による結び
つきを具体的にとらえ、他地域との結びつきに注目した視点で
産業や生活の変化を理解している。
②他地域との結びつきや産業の変容を，人や物の移動の量や方
向から多面的・多角的に考察している。
③中国・四国地方の歴史や地形，他地域との結びつきに関心を
もち，それを主体的に追究している。

２
年
２
学
期

190
｜
191

１　中国・四国地方の自然環境

◎中国・四国地方では，地形や気候に
どのような特色がみられるのだろうか。

中国・四国地方を概観し，自然や人々
の生活の特色を理解する。

地域を山陰，瀬戸内，南四国の三つに分
けて，気候の特色と地域の特色を関連付
けてとらえさせる。

①雨温図を活用して，山陰，瀬戸内，南四国の気候の特色を適
切に読み取り、中国・四国地方の地形や気候の特色を理解して
いる。
②瀬戸内が温暖で降水量が少ない理由を地形の特色と関連付け
て多面的・多角的に考察している。

２
年
２
学
期 192

｜
193

２　交通網の整備と人々の生活の変化

◎本州四国連絡橋や高速道路の開通
は，人々の生活をどのように変化させた
のだろうか。

本州四国連絡橋や高速道路の整備によ
る地域の人々の生活の変化について考
える。

交通網の整備によって他地域と結びつい
たことによる利点や問題点に気付かせ
る。

①さまざまな資料を活用して交通網の整備によって他地域と結
びついたことによる地域の変化を適切に読み取り、本州四国連
絡橋や高速道路の整備による地域の人々の生活の変化を理解し
ている。
②交通網の整備によって他地域と結びついたことによる利点や
問題点を多面的・多角的に考察している。

２
年
２
学
期 194

｜
195

３　瀬戸内海の海運と工業の発展

◎瀬戸内海に面した地域では，船を
使った輸送を利用して，どのように工業
を発展させてきたのだろうか。

海上交通の利点を生かした瀬戸内地域
の工業の特色について考える。

海外とつながることによる利点や課題に
気付かせる。

①さまざまな資料から，海上交通の利点を生かした瀬戸内地域
の工業の特色を適切に読み取り、海上交通の利点を生かした瀬
戸内地域の工業の特色を理解している。
②海外とつながることによる瀬戸内地域の工業の利点や課題を
多面的・多角的に考察している。

２
年
２
学
期

196
｜
197

４　交通網を生かして発展する農業

◎瀬戸内や南四国で生産される農産物
は，どのようにして競争力を高め，市場
を広げてきたのだろうか。

他地域との結びつきを生かして全国展
開を進めている瀬戸内や南四国の農業
の特色について考える。

気候の特色を生かして特色ある農業が営
まれていることに気付かせる。

①さまざなな資料から，他地域との結びつきを生かして全国展
開を進めている瀬戸内や南四国の農業の実態を適切に読み取
り、瀬戸内や南四国の農業の特色を理解している。
②海外や他地域との競争が激しくなる中で行われる地域の努力
や工夫を多面的・多角的に考察している。

２
年
２
学
期 198

｜
199

５　人々を呼び寄せる地域の取り組み

◎過疎化や高齢化が進むなかで，交通
網が整備されたことにより，地域にどの
ような変化が生じたのだろうか。

過疎化が進む山陰地域の，交通網の整
備による変化について考える。

地域の持続発展に向けて，さまざまな努
力がなされていることに気付かせる。

①さまざまな資料から山陰地域のさまざまな地域おこしの実態
を適切に読み取り、山陰地域で行われている観光を中心とした
取り組みを理解している。
②過疎化が進む山陰地域の持続発展について，交通網の整備と
観光業を中心に多面的・多角的に考察している。

２
年
２
学
期 200

｜
201

節の学習を振り返ろう

■節の問い■　中国･四国地方におけ
る交通網や通信網の整備は，人々の生
活や産業にどのような影響を与えている
のだろうか。

中国・四国地方の基本的事項を確認す
るとともに、地理的な見方・考え方を
働かせて学習の成果を表現する。

地形や気候との関連や他地域との結びつ
きに着目しながら、中国・四国地方の地
域的特色やそこで生ずる課題に気を付け
させる。

①中国・四国地方の自然環境や社会環境に着目して、中国・四
国地方の地域的特色を整理している。
②第２節の問いを、単元の学習の成果を生かして多面的・多角
的に考察し、表現することができる。
③単元の学習を振り返り、中国・四国地方の地域的特色や中
国・四国地方の課題、これからの中国・四国地方の在り方につ
いて主体的に追究し、解決しようとしている。

＜この節の評価基準＞
①地図や資料から，近畿地方の自然環境や歴史的景観の保全に
ついて読み取り、環境保全に注目した視点から，近畿地方の地
域的特色を理解している。
②自然環境や歴史的景観の保全に注目しながら，そこに住む
人々の生活や産業の変化などとの関係について，原因と対策，
目的の面から多面的・多角的に考察している。
③自然環境や歴史的景観の保全の視点からみた近畿地方の地域
的特色に関心をもち，自然環境や人々の生活，産業などと関連
させながら，主体的に追究している。

２
年
２
学
期

206
｜
207

１　近畿地方の自然環境

◎近畿地方では，地形や気候にどのよ
うな特色がみられるのだろうか。

近畿地方を概観し，自然環境や人々の
生活の特色を理解する。

南北の山地に着目して地形や気候の特色
をとらえさせる。

①地図や雨温図から近畿地方の地形や気候の特色を適切に読み
取り、近畿地方の地形や気候の特色を理解している。
②南部，中央部，北部の特色を地形や気候の特色と関連付けて
多面的・多角的に考察している。

２
年
２
学
期 208

｜
209

２　琵琶湖の水が支える京阪神大都市
圏

◎京阪神大都市圏の水源である琵琶湖
とその周辺では，環境保全のために，ど
のような取り組みが行われてきたのだろ
うか。

京阪神大都市圏の水源である琵琶湖の
環境保全の重要性について考える。

琵琶湖から淀川を通って瀬戸内海に至る
水運を生かして商業を発達させた大阪に
も着目させる。

①さまざまな資料から琵琶湖の水質汚濁の状況や環境保全の取
り組みなどを適切に読み取り、京阪神大都市圏の生活を支える
水源としての琵琶湖の重要性について理解している。
②琵琶湖の水質汚濁に対する原因や影響、対策などについて多
面的・多角的に考察している。

第３節　近畿地方

■節の問い■　近畿地方における自然環境や歴史的景観の保全は，人口の
増加や産業の発展のなかで，どのように取り組まれてきたのだろうか。

＜この節のねらい＞
他地域との結びつきや地域などに関わる視点に着目して、近畿地方の特色ある地
理的事象を他の事象と関連づけて多面的・多角的に考察し、表現する力を育成さ
せる。

第２節　中国･四国地方

■節の問い■　中国･四国地方における交通網や通信網の整備は，人々の
生活や産業にどのような影響を与えているのだろうか。

＜この節のねらい＞
他地域との結びつきや地域などに関わる視点に着目して、中国・四国地方の特色
ある地理的事象を他の事象と関連づけて多面的・多角的に考察し、表現する力を
育成させる。
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２
年
２
学
期 210

｜
211

３　阪神工業地帯と環境問題への取り
組み

◎阪神工業地帯では，工業の発展と共
に生じた環境問題に対して，どのように
取り組んできたのだろうか。

阪神工業地帯の現状や課題を追究し，
環境保全の取り組みについて考える。

内陸部に中小企業が多いことにも着目さ
せる。

①さまざまな資料から阪神工業地帯の現状や課題を適切に読み
取り、阪神工業地帯の環境問題や環境保全の取り組みを理解し
ている。
②大企業や中小企業に関する環境保全んみついての課題やその
解決を多面的・多角的に考察している。

２
年
２
学
期 212

｜
213

４　古都京都・奈良と歴史的景観の保
全

◎京都と奈良では，歴史的景観を保全
していくために，どのような取り組みが
行われているのだろうか。

京都や奈良の町なみの変化や歴史的景
観を守る取り組みについて考える。

地域で生活する人々の利便性を守りなが
ら歴史と伝統を守っていくという視点に
着目させる。

①さまざまな景観写真から歴史的景観を守るための工夫や努力
を適切に読み取り、京都や奈良の歴史的景観を守るさまざまな
取り組みを理解している。
②地域で生活する人々の利便性を守りながら歴史と伝統を守る
という地域の持続発展について多面的・多角的に考察してい
る。

２
年
２
学
期 214

｜
215

５　環境に配慮した林業と漁業

◎近畿地方で行われている林業・漁業
では，観光を保全するために，どのよう
な取り組みを行っているのだろうか。

近畿地方の林業や漁業の特色と環境保
全の取り組みについて考える。

森林がもつ環境保全の役割に着目し，林
業の大切さに気付かせる。

①さまざまな資料から林業や漁業がかかえる現状と課題を適切
に読み取り、近畿地方の林業や漁業の特色と環境保全の取り組
みを理解している。
②林業や漁業と環境保全との関連や持続発展に向けての取り組
みについて多面的・多角的に考察している。

２
年
２
学
期 216

｜
217

節の学習を振り返ろう

■節の問い■　近畿地方における自然
環境や歴史的景観の保全は，人口の増
加や産業の発展のなかで，どのように
取り組まれてきたのだろうか。

近畿地方の基本的事項を確認するとと
もに、地理的な見方・考え方を働かせ
て学習の成果を表現する。

自然環境や歴史的景観の保全に着目しな
がら、近畿地方の地域的特色やそこで生
ずる課題に気を付けさせる。

①近畿地方の自然環境や社会環境に着目して、近畿地方の地域
的特色を整理している。
②第３節の問いを、単元の学習の成果を生かして多面的・多角
的に考察し、表現することができる。
③単元の学習を振り返り、近畿地方の地域的特色や近畿地方の
課題、これからの近畿地方の在り方について主体的に追究し、
解決しようとしている。

＜この節の評価基準＞
①さまざまな資料を活用して，中部地方の三つの地域の産業の
特色と変化を読み取り、その地形や自然環境などにより異なる
産業が発達したことを理解している。
②中部地方の三つの地域において，さかんな産業に違いがある
理由や，それぞれの産業が発達した理由について多面的・多角
的に考察している。
③産業の視点からみた中部地方の特色に関心をもち，自然環境
や人々の生活と関連させながら，主体的に追究している。

２
年
２
学
期 222

｜
223

１　中部地方の自然環境

◎日本の中央部に位置する中部地方で
は，地形や気候にどのような特色がみら
れるのだろうか。

中部地方を概観し，自然環境や人々の
生活の特色を理解する。

地域を東海，中央高地，北陸に三つに分
けて，気候の特色と地域の特色を関連付
けてとらえさせる。

①雨温図を活用して，東海，中央高地，北陸の気候の特色を適
切に読み取り、中部地方の地形や気候の特色を理解している。
②東海，中央高地，北陸の生活のようすを地形や気候の特色や
違いと関連づけて多面的・多角的に考察している。

２
年
２
学
期 224

｜
225

２　中京工業地帯の発展と名古屋大都
市圏

◎名古屋を中心とする地域では，どのよ
うにして自動車などの輸送機械工業が
盛んになたのだろうか。

中京工業地帯や東海工業地域の特色を
とらえ，輸送機械工業がさかんな理由
を考える。

歴史的背景や大手企業の工場立地に着目
させる。

①さまざまな資料から中京工業地帯や東海工業地域の特色を適
切に読み取り、中京工業地帯や東海工業地域の特色を理解して
いる。
②歴史的背景や大手企業の立地に着目しながら東海で輸送機械
工業がさかんな理由を多面的・多角的に考察している。

２
年
２
学
期 226

｜
227

３　東海で発達するさまざまな産業

◎東海の産業は，自然環境や交通網な
どの条件を生かして，どのように発達し
てきたのだろうか。

都市向けの農業が発達した理由を考え
る。

気候や交通網の発達，大都市との位置関
係などに着目させる。

①さまざまな資料から都市向けの農業が発達してきたことを適
切に読み取り、抑制栽培や園芸農業について理解している。
②気候や交通網の発達，大都市との位置関係などに着目しなが
ら都市向けの農業が発達した理由を多面的・多角的に考察して
いる。

２
年
２
学
期 228

｜
229

４　内陸にある中央高地の産業の移り
変わり

◎内陸で山あいの環境にある中央高地
では，時代の変化とともに，どのような
産業が発展したのだろうか。

時代の変化とともに移り変わってきた
中央高地の産業の実態をとらえる。

社会の変化や自然環境の特色と関連付け
て考えさせる。

①さまざまな資料から中央高地の産業の変化を適切に読み取
り、中央高地の産業の特色を理解している。
②中央高地の産業の変化を，社会の変化や自然環境の特色と関
連付けて多面的・多角的に考察している。

２
年
２
学
期

230
｜
231

５　雪を生かした北陸の産業

◎雪が多い北陸では，どのような産業
が発達してきたのだろうか。

北陸で稲作や地場産業がさかんな理由
を考える。

日本有数の豪雪地帯であるという特色に
着目しながら地場産業の発達に気付かせ
る。

①さまざまな資料から北陸で稲作や地場産業がさかんな実態を
適切に読み取り、豪雪と北陸の産業とのかかわりを理解してい
る。
②日本有数の豪雪地帯であるという特色に着目しながら，北陸
で稲作や地場産業がさかんな理由を多面的・多角的に考察して
いる。

第４節　中部地方

■節の問い■　中部地方における産業の発展に，自然環境や交通網の整備
はどのような影響を与えているのだろうか。

＜この節のねらい＞
他地域との結びつきや地域などに関わる視点に着目して、中部地方の特色ある地
理的事象を他の事象と関連づけて多面的・多角的に考察し、表現する力を育成さ
せる。
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ー
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学習内容・
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令和7年度　中学部2年　社会科(地理)　年間指導計画 (時数：10５)

２
年
２
学
期 232

｜233

節の学習を振り返ろう

■節の問い■　中部地方における産業
の発展に，自然環境や交通網の整備は
どのような影響を与えているのだろう
か。

中部地方の基本的事項を確認するとと
もに、地理的な見方・考え方を働かせ
て学習の成果を表現する。

自然環境と産業の発達との関連に着目し
ながら、中部地方の地域的特色やそこで
生ずる課題に気を付けさせる。

①中部地方の自然環境と産業の発達との関連に着目して、中部
地方の地域的特色を整理している。
②第４節の問いを、単元の学習の成果を生かして多面的・多角
的に考察し、表現することができる。
③単元の学習を振り返り、中部地方の地域的特色や中部地方の
課題、これからの中部地方の在り方について主体的に追究し、
解決しようとしている。

＜この節の評価基準＞
①関東地方の地域的特色やそれと関連する事象とそこに生ずる
課題について理解している。
②関東地方における人口の集中が成立する条件を、地域の広が
りや他地域との結びつき、人々の対応などに着目して、他の事
象やそこで生ずる課題と関連づけて、多面的・多角的に考察
し、表現している。
③地域の広がりや他地域との結びつき、人々の対応などに着目
しながら、関東地方に暮らす人々の生活に監視をもち、地域的
特色や地域の課題を意欲的に追求しようとしている。

２
年
２
学
期

238
｜
239

１　関東地方の自然環境

◎関東地方では，地形や気候にどのよ
うな特色がみられるのだろうか。

地図や景観写真、雨温図などを活用し
て関東地方を概観し，自然環境や人々
の生活の基本的な特色を理解する。

関東地方への人口集中の大きさに着目さ
せる。内陸と沿岸とで違いがあることに
気付かせる。

①地図や景観写真、雨温図などを活用して、関東地方の地形や
気候の特色を調べ、まとめている。
②内陸と沿岸とに分けて異なる地形や気候の特色について、多
面的・多角的に考察し、表現することができる。

２
年
２
学
期

240
｜
241

２　多くの人々が集まる首都，東京

◎首都であり，多くの人々が集まる東京
には，どのような役割があるのだろう
か。

さまざまな資料を活用して日本や世界
における，東京の役割を考える。

東京は人口やさまざまな機能が集中し、
日本だけでなく世界にも大きな影響を与
えていることに気付かせる。

①首都であり，多くの人が集まる東京の特色を調べ、まとめて
いる。
②昼夜間人口の違いに着目し、特に東京の中心部が果たす役割
について多面的・多角的に考察し、表現している。

２
年
２
学
期

242
｜
243

３　東京大都市圏の過密問題とその対
策

◎拡大する東京大都市圏では，どのよ
うな課題が生じてきたのだろうか。

人口が集中することによって発展した
産業の特色を考えるとともに、サービ
ス業や商業がさかんな理由を，人口や
交通網とのかかわりから考える。

東京大都市圏の中心部と周辺部では，役
割が大きく異なるとともに都市部ならで
はの課題も生じていることに気付かせ
る。

①東京大都市圏の拡大の特色や課題を調べ、まとめている。
②人口が集中することで発生した都市問題とその解決について
多面的・多角的に考察し，表現している。

２
年
２
学
期

244
｜
245

４　人口の集中と第3次産業の発展

◎人口が集中する地域で発達する産業
には，どのような特色があるのだろう
か。

人口が集中することによって発展した
産業の特色を考える。

人口集中と第3次産業の発達との関連に着
目させる。

①人口が集中することによって発展した産業の特色や課題を調
べ、まとめている。
②人口が集中する地域で第3次産業がさかんになる理由や課題の
解決を多面的・多角的に考察し，表現している。

２
年
２
学
期 246

｜
247

５　臨海部から内陸部へ移りゆく工場

◎京浜工業地帯や北関東工業地域の
形成は，関東地方の人口の変化とどの
ように関係しているのだろうか。

関東地方の工業の発展や移り変わり
を，人口の特色に着目して考える。

東京で出版・印刷業が多い理由を，人口
集中と関連付けながら考えさせる。

①京浜工業地帯，京葉工業地域，北関東工業地域の特色を調
べ、まとめている。
②関東地方の工業の発展や移り変わりとその課題を人口の変化
や市街地の拡大に着目しながら多面的・多角的に考察し，表現
している。

２
年
２
学
期

248
｜
249

６　大都市周辺の農業と山間部の過疎
問題

◎東京大都市圏の周辺の農業地域や
山間部は，人口の多い東京大都市圏
と，どのように結びついているのだろう
か。

大消費地と深く関連する関東地方の農
業の特色や山間部での過疎問題につい
て考える。

UターンやIターンなどの近年みられる新
しい動向にも着目させる。

①近郊農業の発達や利点について調べ、まとめている。
②UターンやIターンなどの近年みられる新しい動向に着目しな
がら、山間部で深刻化する過疎問題の改善について多面的・多
角的に考察し，表現している。

２
年
２
学
期 250

｜
251

節の学習を振り返ろう

■節の問い■　関東地方における人口
の集中は，人々の生活や産業にどのよ
うな影響を与えているのだろうか。

関東地方の基本的事項を確認するとと
もに、地理的な見方・考え方を働かせ
て学習の成果を表現する。

関東地方の中心部と周辺部や他地域との
結びつきに着目しながら、関東地方の地
域的特色やそこで生ずる課題に気を付け
させる。

①関東地方の自然環境や社会環境に着目して、関東地方の地域
的特色を整理している。
②第５節の問いを、単元の学習の成果を生かして多面的・多角
的に考察し、表現することができる。
③単元の学習を振り返り、関東地方の地域的特色や関東地方の
課題、これからの関東地方の在り方について主体的に追究し、
解決しようとしている。

＜この節の評価基準＞
①地図や写真・雨温図などから，東北地方の自然環境の特色
や，伝統的な祭りや工芸品の特色を読み取り、東北地方の地域
的特色について理解している。
②東北地方の産業の発達を写真や地図・グラフなどを活用して
とらえ、人々の生活の変化と，それにともなう東北地方の産業
の課題を多面的・多角的に考察している。
③東北地方を伝統的な祭りや工芸品，町なみの特色など生活・
文化の視点から、関心をもって主体的に追究している。

第６節　東北地方

■節の問い■　東北地方における人々の生活や文化に，自然環境や交通網
の整備はどのような影響を与えているのだろうか。

＜この節のねらい＞
他地域との結びつきや地域などに関わる視点に着目して、東北地方の特色ある地
理的事象を他の事象と関連づけて多面的・多角的に考察し、表現する力を育成さ
せる。

第５節　関東地方

■節の問い■　関東地方における人口の集中は，人々の生活や産業にどの
ような影響を与えているのだろうか。

＜この節のねらい＞
他地域との結びつきや地域などに関わる視点に着目して、関東地方の特色ある地
理的事象を他の事象と関連づけて多面的・多角的に考察し、表現する力を育成さ
せる。



学
期

教
科
書

ペ
ー

ジ
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(◎ 学習課題）

学習内容・
学習活動

指導上の留意点
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　①＝知識・技能　②＝思考・判断・表現
③＝主体的に学習に取り組む態度

令和7年度　中学部2年　社会科(地理)　年間指導計画 (時数：10５)

２
年
３
学
期

256
｜
257

１　東北地方の自然環境

◎南北に長い東北地方では，地形や気
候にどのような特色がみられるのだろう
か。

東北地方を概観し，自然環境や人々の
生活の特色を理解する。

豪雪や厳しい寒さなど，厳しい自然環境
の中で，人々が生活していることに気付
かせる。

①地図や雨温図から東北地方の地形や気候の特色を適切に読み
取り、東北地方の地形や気候の特色を理解している。
②地形や気候などに着目し、東北地方の自然環境の特色を多面
的・多角的に考察している。

２
年
３
学
期 258

｜
259

２　伝統行事と生活・文化の変化

◎東北地方の伝統的な祭りや人々の生
活は，どのように変化してきたのだろう
か。

祭りをはじめとする東北地方の伝統文
化を生かした観光業の発展とこれから
を考える。

観光業の発展が，これからの東北地方の
発展や復興に大きく影響することに気付
かせる。

①さまざまな資料から，農業と祭りや交通網と観光業とのかか
わりを適切に読み取り、東北地方の祭りや観光業の特色につい
て理解している。
②観光業を活用した東北地方の発展や復興について多面的・多
角的に考察している。

２
年
３
学
期 260

｜
261

３　稲作と畑作に対する人々の工夫や
努力

◎東北地方の人々は，冷涼な気候の下
で農業を発展させるために，どのような
工夫や努力を行ってきたのだろうか。

冷夏などの厳しい自然環境を克服し発
展させてきた東北地方の稲作や畑作の
努力について考える。

厳しい自然環境を克服するだけでなく，
冷涼な気候を生かした農業の工夫につい
ても着目させる。

①さまざまな資料から，東北地方の農業の特色を適切に読み取
り、東北地方の稲作や畑作の実態や工夫を理解している。
②厳しい自然環境を克服し，発展させていくための努力を多面
的・多角的に考察している。

２
年
３
学
期 262

｜
263

４　果樹栽培と水産業における人々の
工夫や努力

◎東北地方で盛んに行われている果樹
栽培や水産業には，どのような工夫や
努力がみられるのだろうか。

果樹栽培や漁業の発展がもたらした地
域の人々の生活の変化について考え
る。

東日本大震災による漁業への被害や復興
についても着目させる。

①さまざまな資料から，果樹栽培や漁業と人々の生活とのかか
わりについて適切に読み取り、④東北地方での果樹栽培や漁業
の特色について理解している。
②果樹栽培や漁業の発展がもたらした地域の人々の生活の変化
について多面的・多角的に考察している。

２
年
３
学
期 264

｜
265

５　工業の発展と人々の生活の変化

◎東北地方の工業は，交通網の整備や
人々の生活の変化とともに，どのように
発展してきたのだろうか。

工業の発達がもたらした人々の生活の
変化について考える。

震災による原子力発電所の事故をきっか
けにして原子力発電にかわる新しいエネ
ルギー源として再生可能エネルギーを活
用する動きが活発化していることに気付
かせる。

①さまざまな資料を関連付けて，交通網の発達と工業の発達と
の関連を適切に読み取り、工業の発達がもたらした人々の生活
の変化について理解している。
②工業の発達が東北地方の人々の生活をどのように変化させた
かを多面的・多角的に考察している。

２
年
３
学
期 266

｜
267

節の学習を振り返ろう

■節の問い■　東北地方における人々
の生活や文化に，自然環境や交通網の
整備はどのような影響を与えているのだ
ろうか。

東北地方の基本的事項を確認するとと
もに、地理的な見方・考え方を働かせ
て学習の成果を表現する。

東北地方の人々の生活や文化と自然環境
や交通網の発達との関連に着目しなが
ら、東北地方の地域的特色やそこで生ず
る課題に気を付けさせる。

①東北地方の自然環境や社会環境に着目して、東北地方の地域
的特色を整理している。
②この節の問いを、単元の学習の成果を生かして多面的・多角
的に考察し、表現することができる。
③単元の学習を振り返り、東北地方の地域的特色や東北地方の
課題、これからの東北地方の在り方について主体的に追究し、
解決しようとしている。

＜この節の評価基準＞
①地図や雨温図，統計資料などから北海道地方の地域的特色に
関する情報を読み取り、北海道地方について，自然環境に注目
した視点から地域的特色を理解している。
②産業や開発の歴史に関する特色あることがらに注目して，自
然環境や外国とのかかわりなどと関連づけて多面的・多角的に
考察している。
③自然環境に注目した視点から，自然環境・産業や都市の発展
と変化などに関心をもち，北海道地方の特色を主体的に追究し
ている。

２
年
３
学
期

272
｜
273

１　北海道地方の自然環境

◎北海道では，地形や気候にどのよう
な特色がみられるのだろうか。

北海道地方を概観し，自然や人々の生
活の特色を理解する。

厳しい北海道の自然環境に合うように考
えられたさまざまな工夫に着目させる。

①地図や雨温図から北海道地方の地形や気候の特色を適切に読
み取り、北海道地方の地形や気候の特色を理解している。
②自然環境に注目した視点から北海道地方の自然環境の特色を
多面的・多角的に考察している。

２
年
３
学
期

274
｜
275

２　雪と共にある北海道の人々の生活

◎北海道の人々は，雪をどのように克
服したり，利用したりしているのだろう
か。

北海道の人々の雪と関わる取り組みや
工夫を理解する。

雪による地域の人々の苦労だけでなく、
雪の恵みや雪に備える工夫など、地域の
人々の努力に気付かせる。

①景観写真などから北海道地方の人々の雪との関わりを読み取
り、雪に対する工夫や生かす試みなどについて理解している。
②北海道地方における雪に対する課題の克服や雪の利用などに
ついて多面的・多角的に考察している。

２
年
３
学
期 276

｜
277

３　厳しい自然環境を克服してきた稲作

◎温暖な気候の下で行われる米作り
が，寒冷な北海道で盛んに行われてい
るのはなぜだろうか。

厳しい寒さや農業に適さない土地とい
う悪条件を乗り越えてきた稲作の歴史
を考える。

厳しい自然条件を乗り越えてきた人々の
努力に着目させる。

①さまざまな資料から，開拓によって農地を拡大してきた実態
を読み取り、泥炭地の土地改良や稲の品種改良について理解し
ている。
②石狩平野が全国有数の米の生産地になった理由を，開拓の歴
史に着目しながら多面的・多角的に考察している。

２
年
３
学
期

278
｜
279

４　自然の恵みを生かす畑作や酪農，
漁業

◎北海道で，畑作や酪農，漁業が盛ん
になったのはなぜだろうか。

大規模に展開する北海道の畑作や酪
農，漁業の特色を考える。

厳しい自然条件に対して適切に対応して
きた地域の人々の努力に着目させる。

①さまざまな資料から，北海道の畑作や酪農，漁業が大規模で
あることを読み取り、北海道の畑作や酪農，漁業の特色を理理
解している。
②畑作や酪農，漁業の規模が大きく変化した理由を，厳しい自
然環境との関わりに着目しながら多面的・多角的に考察してい
る。

第７節　北海道地方

■節の問い■　北海道地方の自然環境は，人々の生活や産業にどのような
影響を与えているのだろうか。

＜この節のねらい＞
他地域との結びつきや地域などに関わる視点に着目して、北海道地方の特色ある
地理的事象を他の事象と関連づけて多面的・多角的に考察し、表現する力を育成
させる。



学
期

教
科
書

ペ
ー

ジ

項目
(◎ 学習課題）

学習内容・
学習活動

指導上の留意点
評価規準の具体例

　①＝知識・技能　②＝思考・判断・表現
③＝主体的に学習に取り組む態度

令和7年度　中学部2年　社会科(地理)　年間指導計画 (時数：10５)

２
年
３
学
期

280
｜
281

５　北国の自然を生かした観光業

◎北海道では，観光業をどのように発
展させてきたのだろうか。

北海道の豊かで特色ある自然環境を生
かして発達した観光業の特色を考え
る。

自然環境の保全と観光業の発達の両立を
目指したエコツーリズムの在り方につい
て具体的に考えさせる。

①さまざまな資料から，北海道における観光業の発展と観光客
の増加を読み取り、北国の自然を生かした観光業の特色を理解
している。
②観光客の増加に伴う自然破壊の対策とエコツーリズムについ
て多面的・多角的に考察している。

２
年
３
学
期

282
｜
283

節の学習を振り返ろう

■節の問い■　北海道地方の自然環境
は，人々の生活や産業にどのような影
響を与えているのだろうか。

北海道地方の基本的事項を確認すると
ともに、地理的な見方・考え方を働か
せて学習の成果を表現する。

北海道地方の厳しい自然環境やそれを克
服してきた人々の努力に着目しながら、
北海道地方の地域的特色やそこで生ずる
課題に気を付けさせる。

①北海道地方の自然環境や社会環境に着目して、北海道地方の
地域的特色を整理している。
②第７節の問いを、単元の学習の成果を生かして多面的・多角
的に考察し、表現することができる。
③単元の学習を振り返り、北海道地方の地域的特色や北海道地
方の課題、これからの北海道地方の在り方について主体的に追
究し、解決しようとしている。

＜第4部第1章の評価規準＞
①地域の実態や課題解決のための取組を理解している。
①地域的な課題の解決に向けて考察，構想したことを適切に説
明，議論しまとめる手法について理解している。

②地域の在り方を，地域の結び付きや地域の変容，持続可能性
などに着目し，そこで見られる地理的な課題について多面的・
多角的に考察，構想し，表現している。

③地域の在り方について，よりよい社会の実現を視野にそこで
見られる課題を主体的に追究，解決しようとしている。

２
年
３
学
期 286

｜
287

１　課題を把握しよう

◎地域が抱えている課題は何だろう
か。その課題を発見し，追究する
テーマを設定しよう。

持続可能な地域の在り方を構想するた
めに、地域の地理的な課題を把握し、
その解決に向けた追究の問い（テー
マ）を設定する。

これまでの学習を通して身に付けてきた
地理的な視点（注目する視点）を生か
し、対象地域の課題を見出し、追究する
問い（テーマ）を設定させる。
単元を通して主体的に課題を追究、解決
するための見通しを持たせる。

②地域の在り方を考える際に追究する問いを，地理的な見方・
考え方や注目する視点を生かしながら設定することができる。
③地域の在り方について，課題を主体的に追究，解決するため
の見通しを持つことができている。

２
年
３
学
期 288

｜
289

２　地域をとらえよう

◎地域の実態を把握するためには，
どのような手順で進めるとよいのだ
ろうか。

追究のテーマに基づいた調査計画を立
てるとともに、諸資料から地域の実態
を把握する。

地図や統計などの諸資料を積極的に収集
させたり、必要な情報をグラフや主題図
にまとめるなど、収集した資料を適切に
活用させる。

①課題解決に向けて計画を立てるとともに、地域の実態につい
て諸資料からさまざまな情報を効果的に調べ，まとめる技能を
身に付けている。
③よりよい社会の実現を視野に、地域の特色や課題などの実態
を把握しようと，主体的に資料を収集しようとしている。

２
年
３
学
期 290

｜
291

３　課題の要因を考察しよう

◎地域が抱える課題の要因を考察す
るには，どのようなことに着目する
とよいのだとうか。

調査結果を分析したり、他地域の状況
と比較したりすることを通して、地域
の課題の要因を考察する。

構想している地域独自の要因（地方的特
殊性の視点）及び、類似の課題を抱える
他地域における課題の要因（一般的共通
性の視点）の両方の視点から、課題の要
因を多面的・多角的に考察させる。

①地域の課題の要因を、他地域の状況などとも比較・関連付け
ながら理解している。
②地域の課題の要因について，他地域の状況や地域内独自の要
素に着目し，多面的・多角的に考察している。

２
年
３
学
期

292
｜
293

４　課題の解決に向けて構想しよう

◎課題の解決に向けて構想するに
は，どのような点に気をつけるとよ
いのだろうか。

地域の課題を解決するために必要な取
り組みを考え、よりよい地域の在り方
を主体的に考察・構想したり、議論し
たりする。

持続可能な社会をめざすことを意識させ
るとともに、中間発表などの形で考察・
構想したことを交流させ、実現可能性や
持続可能性について議論させる。

①地域の課題を解決するために必要で、持続可能性のある取り
組みは何か、他地域の事例と比較・関連付けたり、すでに行わ
れている取組を参考に整理したり、議論を通したりして見出し
ている。
②地域の課題を解決するために必要な取り組みを多面的・多角
的に考察するとともに、よりよい地域の在り方を主体的に考
察・構想し、表現している。
③持続可能な社会をめざす一員であるという自覚をもち、持続
可能な地域の在り方を主体的に追究・解決しようとしている。

２
年
３
学
期

294
｜
295

５　課題の成果を発信しよう

◎構想した成果を分かりやすく伝え
るためには，どのようにするとよい
のだろうか。

構想の成果を分かりやすく説得力ある
伝え方でまとめ、発表会や提言などの
形で発信する。

ポスターやプレゼンテーションソフトを
活用した発表の仕方について身に付けさ
せる。

①発表会での他の生徒の発表などを通して、地域の実態におけ
る他のさまざまな側面や、それに対する課題解決のための取組
を理解している。
①発表会で他の生徒の発表からよりよい発信の方法を読み取る
とともに、プレゼンテーションソフトを活用した発表の仕方な
どについても理解している。
③「地域の在り方」の学習について、粘り強く考察・構想した
り、学習の見通しを基に、自ら工夫・調整しながら主体的に学
習に取り組むことができたかを振り返っている。

第４部　地域の在り方

第１章　地域の在り方

■章の問い■　地域をよりよくするためには，どのようなことに取り組
むとよいのだろうか。

＜第4部第1章のねらい＞
　空間的相互依存作用や地域などに着目して，課題を追究したり解決したりする
活動を通して，次の資質・能力を身に付けることができるようにさせる。

①地域の実態や課題解決のための取組を理解させる。
①地域的な課題の解決に向けて考察，構想したことを適切に説明，議論しまとめ
る手法について理解させる。

②地域の在り方を，地域の結び付きや地域の変容，持続可能性などに着目し，そ
こで見られる地理的な課題について多面的・多角的に考察，構想し，表現させ
る。

③地域の在り方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主
体的に追究，解決させる。

※第3部第3章 日本の諸地域 の「学習を振り返ろう」は7つの地方のうち1つを選択して行うよう想定している。



学
期

教
科
書

ペ
ー

ジ

項目
(◎ 学習課題）

学習内容・
学習活動

指導上の留意点
評価規準の具体例

　①＝知識・技能　②＝思考・判断・表現
③＝主体的に学習に取り組む態度

＜「江戸幕府の成立と対外関係」を扱うこの単元の評価規
準＞
①江戸幕府の成立と大名統制，鎖国などの幕府の対外政策と
対外関係をもとに，幕府と藩による支配が確立したことを理
解しているとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を
効果的に調べまとめている。
②統一政権の諸政策の目的に着目して，江戸幕府により全国
を支配するしくみが作られ，安定した社会が構築されたこと
を考察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近世の
社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
③江戸幕府の成立と対外関係について，よりよい社会の実現
を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしてい
る。

２
年
１
学
期 112

|
113

１ 幕藩体制の始まり

◎江戸幕府は大名や朝廷を
統制するために，どのようなし
くみをつくったのだろうか。

江戸幕府は大名や朝廷を統制
するために，どのようなしく
みをつくったのか，文章や資
料から読み取る。

・大名配置図から，幕府が親藩・譜代
大名・外様大名をどのように配置した
かを読み取らせ，そのねらいを考えさ
せる。
・参勤交代は，藩から江戸まで移動す
るのにかかる人件費などだけでなく，
江戸で生活するための費用の負担が重
かったことにも気づかせる。

①江戸幕府が大名や朝廷を統制するために行ったおもな政策
（武家諸法度や禁中並公家諸法度の制定，参勤交代制度の整
備，御手伝普請，京都所司代の設置）を三つあげ，それぞれ
のねらいと効果にもふれながら，適切にまとめ，理解してい
る。
②幕藩体制とはどのような体制か，武家諸法度などに基づく
将軍と大名の関係や,幕府が藩に独自の統治を認めたことな
どをふまえてさまざまな面から考察し，適切に表現してい
る。

２
年
１
学
期

114
|

115

２ 朱印船貿易から貿易統制
へ

◎江戸幕府は，盛んになって
いた貿易やキリスト教の布教
に，どのように対処していった
のだろうか。

江戸幕府の外交・貿易政策
は，国内政策との関係で，ど
のように変化したのか，年表
などから読み取ったり考えた
りする。

・ポルトガル船の来航を禁止できたの
は，オランダによるアジアでの貿易が
活発になり，ポルトガルにたよらなく
ても利益が上げられるようになったこ
とが背景にあることも予想させられる
とよい。

①キリスト教の禁止と貿易統制までの流れについて，教科書
の年表や本文からおもなことがらを読み取り，流れ図などで
適切にまとめ，理解している。
②大きな利益が得られる朱印船貿易が停止された理由を，キ
リスト教の禁止の徹底などの面から考察し，適切に表現して
いる。

２
年
１
学
期 116

|
117

３ 四つに絞られた貿易の窓
口

◎幕府は，貿易についてどの
ような政策をとり，どこを窓口
としたのだろうか。

幕府は，四つの窓口を通して
世界とどのようにつながって
いたのか，地図でそれぞれの
窓口を確認しながらまとめ
る。

・次時の学習と合わせて，「四つの窓
口」の場所，貿易を行っていた藩，貿
易の相手，おもな貿易品がまとめられ
るような表または図をつくらせる。

①貿易の四つの窓口を表や図でまとめ，オランダと清，朝
鮮，蝦夷地への窓口の場所と貿易などの関係を理解してい
る。
②日本と貿易するヨーロッパの国がオランダだけとなった理
由を，キリスト教の禁止の面から考察し，適切に表現してい
る。
②幕府が世界とつながる窓口を限定したことにはどのような
利点があるかを考察し，利益や情報の独占という点に注目し
て，適切に表現している。

２
年
１
学
期

118
|

121

４ 琉球王国とアイヌの人々へ
の支配

◎琉球王国とアイヌの人々
は，薩摩藩や松前藩とどのよ
うな関係にあっただろうか。

◇節の問いを振り返ろう◇
江戸幕府が安定した全国支配
ができた理由を，統治のしくみ
と関係させて説明してみよう。

歴史を探ろう
琉球とアイヌの人々の暮らし

琉球王国とアイヌの人々は，
薩摩藩や松前藩とどのような
関係にあったのか，絵画資料
などから読み取り，江戸時代
になってどのように変化した
のかを説明する。

◇江戸幕府が行った国内と国
外の政策をそれぞれ確認させ
る。

・琉球とアイヌの人々の独自の文化に
気づかせる。
・昆布や蝦夷錦が伝わった経路などを
確認させ，琉球とアイヌの人々が，東
アジア一帯の交易ネットワークで大き
な役割を担っていたことに気づかせ
る。

◇外国や琉球とアイヌの人々とどのよ
うな関係をもったのかに着目して考え
させる。

①琉球王国と薩摩藩，アイヌの人々と松前藩の交易品を，図
を用いて適切にまとめ，理解している。
②琉球王国とアイヌの人々の生活が，江戸時代になってどの
ように変化したのか，薩摩藩や松前藩との関係にふれながら
考察し，適切に表現している。

＜「産業の発達と町人文化」などを扱うこの単元の評価規
準＞
①身分制と農村のようすをもとに，幕府と藩による支配が確
立したこと，産業や交通の発達，教育の普及と文化の広がり
をもとに，町人文化が都市を中心に形成されたことや，各地
方の生活文化が生まれたことを理解しているとともに，諸資
料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめてい
る。
②統一政権の諸政策の目的に着目して，江戸幕府により全国
を支配するしくみが作られ，都市や農村における生活や変化
し，安定した社会が構築されたことを考察したり，産業の発
達と文化の担い手の変化に着目して，都市を中心とした経済
が形成されていく中で，日本の文化の空間的な広がりが生み
出され，それを背景として各地方の生活文化が生まれたこと
や，生産技術の向上や交通の整備と町人文化の特徴を考察し
たりするなど，事象を相互に関連付けるなどして，近世の社
会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現している。
③産業の発達と町人文化などについて，よりよい社会の実現
を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしてい
る。

第３節　武士による全国支配の完成
◇節の問い◇　江戸幕府はどのようにして全国を支配したの
だろう。

＜「江戸幕府の成立と対外関係」を扱うこの単元のねらい＞
○江戸幕府の支配の下に大きな戦乱のない時期を迎えたことなど，中
世から近世への転換のようすを，中世の武家政治との違いに着目して
考察させ，自分の言葉で表現させる。
○江戸幕府の成立と大名統制については，幕府が大名を統制するとと
もに，その領内の政治の責任を大名に負わせたことに気づかせる。

第４節　天下泰平の世の中
◇節の問い◇　江戸時代の社会は，どのような社会だった
のだろうか。

＜「産業の発達と町人文化」などを扱うこの単元のねらい＞
○身分制のもとで，人々はそれぞれの身分の中で職分を果たしたこ
と，農村が幕府や藩の経済を支えていたことなどに気づかせる。
○農林水産業や手工業，商業などの産業や河川・海上交通，街道が発
達したことについて，身近な地域の特徴を生かした事例を選んで理解
させる。
○藩校や寺子屋などの普及に着目して，人々の教育への関心の高まり
に気づかせるとともに，学問・芸術・芸能などの地域的な広まりに着
目して，文化の社会的な基盤が拡大したことを理解させる。
○近世の文化について，大阪・京都・江戸などの都市を舞台に，経済
力を高めた町人を担い手とする文化が形成されたことなどを理解させ
る。

令和7年度　中学部2年　社会科(歴史)　年間指導計画(時数：１０５)
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タイムトラベル⑧
江戸時代を眺めてみよう
１７～１８世紀ごろのある場面

江戸時代のある街道沿いの農
村のようすをえがいた想像図
を見て，安土桃山時代と比べ
て，どのような点が変化し，
どのような共通点があったの
かを読み取り，疑問があれば
追究すべき課題（生徒自身の
「単元を貫く問い」）を設定
する。

・「次の場面を探してみよう！」の課
題の他，武士の屋敷の周辺の様子に注
目させ，平安時代の貴族の屋敷との共
通点（農地に囲まれていること）にも
気づかせる。
・「武士の屋敷に運ばれる品物はどこ
から来るのか」「武士の屋敷で子ども
が読んでいる本はどんな内容なのか」
「僧侶はどんな教えを説いているの
か」「神社をつくったのはだれか」な
どの追究課題が考えられる。

①江戸時代と安土桃山時代の農村の違いについて，田畑のよ
うすや人々の役割などに注目し，適切なことがらを読み取っ
ている。
②碁盤目状の道路という平城京や平安京などの都に共通する
特色，日本風で色彩が豊かになっている貴族などの服装の変
化など，奈良時代と平安時代の共通点や相違点を考察し，写
真資料などをもとに適切に表現している。

【章の学習を振り返ろう】(58時限)の「タイムトラベルを眺
め直そう！」の場面で
①百姓の成長を示していると考えられる場面を適切に読み
取っている。
②『タイムトラベル⑦』なども参考にしながら，想像図にえ
がかれているさまざまなことがらをもとにして，近世の時代
の特色を自分の言葉で適切に表現している。
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１ 身分制の下での暮らし

◎江戸時代の身分制とは，ど
のようなしくみなのだろうか。

江戸時代の人々は，身分制社
会の下でどのような暮らしを
していたのか，文章や資料な
どから読み取ってまとめる。

・身分上の差別は非合理なものであ
り，支配者に都合よく利用されたもの
であることに気づかせる。また，身分
間の違いだけでなく，同じ身分の中に
も大きな格差があったことにも気づか
せる。
・朱子学の考え方のもとで，男尊女卑
の風潮が社会に根づいていったことに
気づかせる。

①武士，百姓，町人の暮らし，自治に携わった役職，権利な
どについて，表などで適切にまとめ，理解している。
①朱子学とはどのような考えを基本とするもので，徳川綱吉
がなぜこれを重視したのかを，綱吉がめざした政治（武力で
はなく学問や礼節を重んじる文治政治）との関係から理解し
ている。
②江戸幕府の政治が文治政治へと転換した理由とその影響に
ついて，社会の変化に着目して考察し，適切に表現してい
る。
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２ 安定する社会と諸産業の
発達

◎江戸時代の国内産業は，ど
のように発達していったのだろ
うか。

江戸時代の国内産業は，どの
ように発達していったのか，
絵画資料や地図などから読み
取ってまとめる。

・身近な地域で行われた新田開発や代
表的な特産物を取りあげ，関心を高め
させる。

①幕府・大名や農民が米の生産量を増やすために行ったこと
（新田開発，効率のよい農具の使用や栄養価の高い肥料の使
用など）を，適切に読み取り，理解している。
②江戸時代に各地で特産物の生産がさかんになった理由につ
いて，貿易統制と関連づけて考察し，日用品の国産化の動き
などについて適切に表現している。
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３ 各地を結ぶ陸の道・海の道

◎交通網の整備は，都市や産
業の発達にどのような影響を
与えただろうか。

歴史を探ろう
昆布ロードと北前船

交通網の整備は，都市や産業
の発達にどのような影響を与
えたのか，三都を中心とした
都市の成長などをふまえなが
ら考える。

・陸路の街道に橋がかけられていな
かったことなどから，商品の輸送に陸
上交通は不向きであること，船の輸送
は海上だけでなく河川も使われていた
ことに気づかせる。
・経済面で武士を圧倒する商人が現れ
た理由を考えさせる。

①江戸時代のおもな街道と航路の名称とルート，「三都」の
名称とそれぞれの特色を理解している。
②大阪が商業の中心として発達した理由を，交通網の整備や
江戸との関係，諸藩の蔵屋敷がおかれたことなどにふれて考
察し，適切に表現している。
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４ 上方で栄えた町人の元禄
文化

◎江戸時代前半にはどのよう
な特色をもった文化が展開し
たのだろうか。

◇節の問いを振り返ろう◇
社会が安定した結果，人々の
生活や産業はどのように変化
したか，説明する。

江戸時代前半にはどのような
特色をもった文化が展開した
のか，文化を生み出した担い
手の考えを中心に調べてまと
める。

◇産業の発達と都市の繁栄が
与えた影響を確認させる。

・現代に続く年中行事が生まれた背景
に気づかせるとともに，身近な地域で
行われている年中行事の起源や行事の
具体的な内容を調べさせる。

◇文化の担い手に着目させる。

①江戸時代前半のころに庶民が親しんだ文化を二つ以上あ
げ，それぞれ表などで適切にまとめ，理解している。
②上方の町人が文化の担い手になった理由を，商業の発達や
都市の繁栄などの面から考察し，適切に表現している。

＜「幕府の政治の展開」を扱うこの単元の評価規準＞
①社会の変動や欧米諸国の接近，幕府の政治改革，新しい学
問・思想の動きなどをもとに，幕府の政治が次第に行き詰ま
りをみせたことを理解しているとともに，諸資料から歴史に
関する様々な情報を効果的に調べまとめている。
②社会の変化と幕府の政策の変化に着目して，貨幣経済が農
村に広がる中で経済的な格差が生み出され，それらの背景と
して百姓一揆がおこったことや，社会や経済の変化への対応
としての諸改革の展開を考察するなど，事象を相互に関連付
けるなどして，近世の社会の変化の様子を多面的・多角的に
考察し，表現している。
③幕府政治の展開について，よりよい社会の実現を視野にそ
こで見られる課題を主体的に追究しようとしている。
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１ 貨幣経済の広まり

◎徳川吉宗はどのような改革
を行ったのだろうか。

徳川吉宗はどのような改革を
行ったのか，また，貨幣を使
う機会が増え，農村ではどの
ような変化があったのか，文
章やグラフなどの資料から読
み取ったり，考えたりする。

・商業や手工業の発達が，農民の生活
をどのように変えたか，農民の収入や
支出の品目など具体的な生活をイメー
ジさせながら考えさせる。

①徳川吉宗が財政の立て直しのために行った政策を文章から
読み取り，成果や課題についても表などで適切にまとめ，理
解している。
②農村において格差が生まれるなどの変化が見られるように
なった理由を，商品作物の生産がさかんになったことをふま
えて考察し，「商品作物」「貨幣」の語を用いて適切に表現
している。

第５節　社会の変化と幕府の対策
◇節の問い◇　なぜ幕府は改革が必要だったのだろうか。

＜「幕府の政治の展開」を扱うこの単元のねらい＞
○貨幣経済の農村への広がりや自然災害などによる都市や農村の変化
などをふまえ，近世社会の基礎が動揺していったことに気づかせる。
○外国船の接近とそれに対応した幕府による北方の調査や打払令など
を取り上げる。
○財政の悪化などを背景とした幕府の政治改革を取り上げ，百姓一揆
などに結びつく農村の変化や商業の発達などへの対応というねらいが
あったことに気づかせる。
○蘭学や国学などの中に新しい時代を切り開く動きがみられたことに
気づかせる。
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２ 繰り返される要求と改革

◎百姓の要求と財政難に対し
て，幕府はどのような対応を
行ったのだろうか。

百姓の要求と財政難に対し
て，幕府はどのような対応を
行ったのか，田沼意次と松平
定信の政策のちがいに着目さ
せて，表にまとめる。

・財政再建策を大きく二つに分ける
と，収入増と支出削減を進める方法が
あることに気づかせ，さまざまな政策
はどちらにかかわりが深いかを考えな
がらまとめさせる。

①百姓一揆や打ちこわしがどのようなことを背景として起こ
り，何を要求した運動だったのかを理解している。
②田沼意次と松平定信の政策の違いについて，田沼意次は商
品の流通や生産活動から得られる利益を重視し，一方の松平
定信は農村の立て直しを重視したことなどに着目して考察
し，適切に表現している。

２
年
１
学
期

138
|

143

３ 江戸の庶民が担った化政
文化

◎江戸時代後半には，どのよ
うな特色を持った文化が展開
したのだろうか。

◇節の問いを振り返ろう◇
江戸時代後期に行われた幕
府の諸改革は，どのような結
果であったか，社会の変化と
関連づけてそれぞれ説明して
みよう。

歴史を探ろう
世界有数の百万都市 江戸

江戸時代後半には，どのよう
な特色をもった文化が展開し
たのか，文化を生み出した担
い手の考えを中心に調べてま
とめる。

◇幕府の改革はどのような内
容だったか，確認させる。

・文化の中心が上方から江戸に移った
ことに気づかせ，その理由を考えさせ
る。
・庶民の教育がさかんになり，高い識
字率を実現したことが，その後の近代
産業が発展する原因の一つになったこ
とに気づかせる。

◇「質素や倹約」がねらい通りにいか
なかったことに着目して考えさせる。

①小学校の学習をふまえて，国学や蘭学など，新しい学問の
発達が社会に与えた影響について，表などで適切にまとめ，
理解している。
①幕末には文字を読める人の割合が高かった理由を，寺子屋
などの普及をもとに理解している。
②印刷技術が人々に与えた影響について，浮世絵の流行や地
方にも文化が伝わったことなどに着目して考察し，適切に表
現している。
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多面的・多角的に考えてみよ
う
赤穂事件を考察する
－旧赤穂藩の浪士たちの処
罰の行方

赤穂事件の概要と武家諸法度
の方針が変更されていたこと
をふまえ，主君の仇討ちを果
たした赤穂浪士を「忠義の義
士」として許すか，「徒党」
を組んだ罪で厳罰にするべき
かを考える。

・助命する意見と厳罰にする意見とそ
の根拠を整理し，当時の江戸の人々が
赤穂浪士をたたえた理由を自分なりに
考えた上で，将軍としてどのような判
断を下すか考え，当時の資料に基づい
た判断の根拠を明確にして説明する。
・処罰には「打ち首」と「切腹」とい
う方法があったことに気づかせる。

①資料をもとにして，旧赤穂藩の浪士たちが仇討ちを実行し
た理由や経緯，幕府が赤穂浪士に対して「切腹」という処罰
を決定した理由を理解している。
②赤穂浪士を助命すべきという主張と処罰すべきという主張
の根拠をふまえ，当時の資料に基づいて将軍としてどのよう
な判断を下すべきか考察し，根拠を明確にして適切に説明し
ている。
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章の学習を振り返ろう

武家政権の展開と世界の動き
■章の問い■　全国を統一す
る安定した政権を成立させた
ものは何か。

全国を統一するために織田・
豊臣・江戸幕府が行った政策
で共通する点に着目し，安定
した政権が成立するために必
要なことを考えて発表し，意
見交換を行う。
近世とはどのような時代か，
自分の言葉で表現したり，意
見交換を行ったりする。

・中世の幕府政治との違い（比較），
全国を統一するしくみの展開（推
移），安定した支配と外国との関係を
歴史的な見方・考え方として働かせる
ようにする。
・政治が行きづまりを見せた理由にも
着目させる。
・近世とはどのような時代か，まずは
短い言葉で特色を表現させ，歴史的な
見方・考え方（時代や年代，推移，比
較，相互の関連）を働かせて，そのよ
うに表現できる理由を説明させる。

①章の学習を振り返り，歴史的な見方・考え方を働かせて，
安定した政権が成立するために必要なことを効果的にまとめ
ている。
②安定した政権が成立する条件に着目するなどして，近世の
日本を大観し，時代の特色を多面的・多角的に考察し，適切
に表現している。
③近世の安定した政権に見られた諸問題について，現代のあ
り方と比較するなどして，よりよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追究しようとしている。

＜第2部第4章の評価規準＞
①欧米諸国における産業革命や市民革命，アジア諸国の動き
などを基に，欧米諸国が近代社会を成立させてアジアへ進出
したことを理解している。
①開国とその影響，富国強兵・殖産興業政策，文明開化の風
潮などを基に，明治維新によって近代国家の基礎が整えられ
て，人々の生活が大きく変化したことを理解している。
①自由民権運動，大日本帝国憲法の制定，日清・日露戦争，
条約改正などを基に，立憲制の国家が成立して議会政治が始
まるとともに，我が国の国際的な地位が向上したことを理解
している。
①我が国の産業革命，この時期の国民生活の変化，学問・教
育・科学・芸術の発展などを基に，我が国で近代産業が発展
し，近代文化が形成されたことを理解している。
②工業化の進展と政治や社会の変化，明治政府の諸改革の目
的，議会政治や外交の展開，近代化がもたらした文化への影
響，経済の変化の政治への影響，世界の動きと我が国との関
連などに着目して，事象を相互に関連付けるなどして，近代
の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
②近代前半の日本と世界を大観して，時代の特色を多面的・
多角的に考察し，表現している。
③近代前半の日本と世界について，よりよい社会の実現を視
野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。

第４章　近代（前半）　近代国家の歩みと国際社会
■章の問い■　「近代化」による，政治や社会の大きな変化
とは何か。

＜第2部第4章のねらい＞
①欧米諸国における産業革命や市民革命，アジア諸国の動きなどを基
に，欧米諸国が近代社会を成立させてアジアへ進出したことを理解さ
せる。
①開国とその影響，富国強兵・殖産興業政策，文明開化の風潮などを
基に，明治維新によって近代国家の基礎が整えられて，人々の生活が
大きく変化したことを理解させる。
①自由民権運動，大日本帝国憲法の制定，日清・日露戦争，条約改正
などを基に，立憲制の国家が成立して議会政治が始まるとともに，我
が国の国際的な地位が向上したことを理解させる。
①我が国の産業革命，この時期の国民生活の変化，学問・教育・科
学・芸術の発展などを基に，我が国で近代産業が発展し，近代文化が
形成されたことを理解させる。
②工業化の進展と政治や社会の変化，明治政府の諸改革の目的，議会
政治や外交の展開，近代化がもたらした文化への影響，経済の変化の
政治への影響，戦争に向かう時期の社会や生活の変化，世界の動きと
我が国との関連などに着目して，事象を相互に関連付けるなどして，
近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現させる。
②近代前半の日本と世界を大観して，時代の特色を多面的・多角的に
考察し，表現させる。
③近代前半の日本と世界について，よりよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追究させる。



＜「欧米における近代社会の成立とアジア諸国の動き」を
扱うこの単元の評価規準＞
①欧米諸国における市民革命や産業革命をもとに，欧米諸国
が近代社会を成立させてアジアへの進出したことを理解して
いるとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的
に調べまとめている。
②工業化の進展と政治や社会の変化に着目して，近代化の進
展により欧米諸国の政治や社会がどのように変化したかを考
察するなど，事象を相互に関連付けるなどして，近代の社会
の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現している。
③欧米における近代社会の成立について，よりよい社会の実
現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとして
いる。
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１ 市民革命の始まり

◎イギリスでの革命や，アメリ
カでの独立運動によって，政
治のあり方はどのように変化
したのだろうか。

イギリスでの革命や，アメリ
カの独立戦争によって成立し
た政治体制とはどのようなも
のか，資料などから読み取
り，表にまとめる。

・「市民革命」の「市民」とは，王な
どによって支配される側にいた人々の
ことを指すことを確認しておく。
・「国王」「市民」「法」「主権者」
「議会」などのキーワードを用いて，
「近代化」の意味を説明できるように
させる。
・イギリスでのピューリタン革命やア
メリカ独立戦争が起こった共通のきっ
かけとして，税に対する反発があった
ことに気づかせる。

①イギリスとアメリカに成立した政治体制を，成立までの経
緯をふまえて，表などで適切にまとめ，理解している。
①君主政治と民主政治の違いを文章や図をもとに読み取り，
立憲君主政の特色について理解している。
②「近代化」とはどのような変化のことか，政治の面から考
察し，「法」という言葉を用いて適切に表現している。
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２ 人権思想からフランス革命
へ

◎フランス革命によって，政治
や社会はどのように変化した
のだろうか。

フランス革命によって，社会
はどのように変化したのか，
啓蒙思想を示す資料や『人権
宣言』などから読み取る。

・18世紀におけるフランス社会が，三
つの身分で構成される社会であったこ
と，人口の９割以上をしめた第三身分
（平民）は，免税特権のある第一身分
（聖職者），第二身分（貴族）を支え
るための重税に苦しんでいたことを，
風刺画も活用して確認しておく。

①『人権宣言』で主張されたことを確認したうえで，フラン
ス革命前後の税の負担を表した風刺画を適切に読み取り，社
会がどのように変化したのかを理解している。
②フランス革命がその後のヨーロッパに与えた影響や，18世
紀のフランスが当時の日本と同じような身分制社会であり，
アメリカの独立からフランス革命に受け継がれた自由・平等
の考え方が，明治以後の日本にも大きな影響を与えるように
なったことについて考察し，適切に表現している。

２
年
２
学
期 152

|
153

３ 産業革命と資本主義の成
立

◎産業革命によって，社会は
どのように変化し，また，どの
ような考え方が生まれたのだ
ろうか。

産業革命によって，社会はど
のように変化し，またどのよ
うな考え方が生まれたのか，
絵画資料などをもとに読み取
る。

・産業革命によって生まれた工業中心
の社会の良い面と課題の両面に気づか
せる。
・資本主義と社会主義の違いを表など
でまとめて理解させておき，世界恐慌
時や第二次世界大戦後の世界の動きを
説明させるときに知識が活用できるよ
うにする。

①産業革命のときに利用されるようなった蒸気機関によっ
て，生産力や輸送能力が大きく向上し，人と物の動きが活発
となり，資本主義の成立や発展を支えていたことを理解して
いる。
②社会主義の考え方が生まれた理由について，資本主義社会
における資本家と労働者の関係に着目して考察し，適切に表
現している。
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４ 欧米諸国の近代国家建設

◎アメリカ・ドイツ・ロシアで
は，それぞれどのように近代
国家の建設を進めたのだろう
か。

産業革命やフランス革命の影
響を受けて，アメリカやドイ
ツ，ロシアではどのような国
づくりが行われたか，地図や
絵画資料などをもとに読み取
る。

・アメリカでは，領土の拡大ととも
に，東部と西部を結ぶ鉄道が発達し，
工業がめざましく発展していったこと
に気づかせる。
・明治維新のころ，ヨーロッパではド
イツが統一され，立憲君主政のもとで
工業化を進め，世界進出を目指すよう
になった一方，ロシアではまだ皇帝に
よる専制政治のもとでの近代化が行わ
れていたことに気づかせる。

①南北戦争期のアメリカ南部と北部の産業の特色の違いを表
などにまとめ，お互いが争うようになった理由を読み取って
適切に理解している。
②アメリカ，ドイツ，ロシアで近代国家が建設されるなか
で，それぞれどのような課題が残されたか，人種差別や政治
の体制などに着目して考察し，適切に表現している。
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5 世界進出を目指す欧米諸
国

◎欧米諸国は，なぜ世界各地
に植民地を広げていったのだ
ろうか。

◇節の問いを振り返ろう◇
各地域で「近代化」はどのよう
に展開したのか，イギリス・フ
ランス・アメリカのそれぞれの
地域ごとに説明してみよう。

欧米諸国は，どのようにして
世界へ進出したいったのか，
イギリスとインドなどの関係
を事例として，地図や資料か
ら読み取ったり考えたりす
る。

◇市民革命と産業革命による
社会の変化，市場や植民地を
求めての世界進出に着目して
考えさせる。

・地図をもとにして，イギリスがアジ
ア進出を進めるうえで，インドを拠点
としていたこと，南下政策をとるロシ
アとの争いが激しくなっていくこと，
日本は両者の勢力がぶつかり合う位置
にあったことに気づかせる。

①工業化を進める欧米諸国が世界各地へ進出した理由と，イ
ギリスが「世界の工場」とよばれ，ほかのヨーロッパ諸国と
比べて優位にたった理由を理解している。
②欧米諸国がつくった経済のしくみや植民地支配が，アジ
ア・アフリカに与えた影響について考察し，当時だけでなく
現在まで続く問題にもつながっていることを適切に表現して
いる。

第１節　欧米諸国における「近代化」
◇節の問い◇　「近代化」の進展で，欧米諸国の政治や社
会はどのように変化したのだろうか。

＜「欧米における近代社会の成立とアジア諸国の動き」を扱うこの
単元のねらい＞
○政治体制の変化や人権思想の発達や広がり，現代の政治とのつなが
りなどと関連づけて，アメリカの独立やフランス革命を取り上げ，政
治的な対立と社会の混乱，そこで生じた犠牲などを経て近代民主政治
への動きが生まれたことに気づかせる。
○工業化による社会の変化という観点から，イギリスなどにおける産
業革命を取りあげ，資本主義社会が成立したことや労働問題・社会問
題が発生したことに気づかせる。
○産業革命の進展にともなって，欧米諸国が新たな工業製品の市場や
工業原料の供給地を求めてアジアへの進出を強めたことを理解させ
る。



＜「欧米における近代社会の成立とアジア諸国の動き」を
扱うこの単元の評価規準＞
①欧米諸国のアジア進出による中国の動き，日本の開国と貿
易の開始による政治的，経済的，社会的な影響を理解してい
るとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に
調べまとめている。
②工業化の進展と政治や社会の変化に着目して，欧米諸国の
市場や原料供給地を求めたアジアへの進出が，日本の政治や
社会に与えた影響を考察するなど，事象を相互に関連付ける
などして，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察
し，表現している。
③欧米における近代社会の成立とアジア諸国の動きについ
て，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体
的に追究しようとしている。

２
年
２
学
期

160
|

161

１ 日本を取り巻く世界情勢の
変化

◎「近代化」を進める欧米諸国
の来航は，東アジアにどのよ
うな影響を与えたのだろうか。

世界情勢の変化は，江戸時代
の日本にどのような影響を与
えたのか，外国船の来航と幕
府の対応，アヘン戦争とその
影響などを法令や地図などの
資料をもとに考える｡

・外国船が来航した背景について，前
節で学んだことを復習しておく。
・異国船打払令を批判した蘭学者を幕
府が処罰していたことに気づかせる。
・幕府の命による蝦夷地の調査や高杉
晋作による奇兵隊の創設など，外国の
侵略に備える動きが広がっていたこと
に気づかせる。

①植民地を求めてアジアやアフリカなどに進出する欧米諸国
の動きが，やがて江戸時代の日本にも及び，幕府が許可して
いるオランダ以外の国々の船が日本の周辺に現われるように
なっても，引き続き外国船を追い払う方針を変えなかったこ
とを理解している。
①南京条約で決まったことがらをまとめて，小学校のときに
学んだ，日本が開国してアメリカと結んだ条約との共通点に
気づき，南京条約の意味を理解している。
②異国船打払令から薪水給与令へと幕府の政策が変化した理
由について，アヘン戦争の影響をふまえて考察し，適切に表
現している。
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２ 諸藩の改革と幕府の衰退

◎飢きんや財政の悪化に対し
て，諸藩や幕府はどのような
改革を行ったのだろうか。

飢きんや財政の悪化に対し
て，諸藩や幕府は，どのよう
な改革を行ったのか，資料な
どから読み取り，表などにま
とめる。

・当時，身近な地域を支配していた領
主は，どのような政治改革を行ったの
か，調べさせておき，簡単に説明させ
る。
・新しい生産のしくみや専売制など，
藩による財政立て直しの方法に着目さ
せる。
・諸藩の改革が，幕末の政治や明治期
に日本で近代産業が発展する基盤に
なったことに気づかせる。

①大塩平八郎は幕府のどのような態度を批判したのか，幕府
は大塩平八郎が起こした反乱になぜ大きな衝撃を受けたのか
を文章から読み取って理解している。
②藩や幕府の改革の内容をふまえ，改革に成功した藩の政策
の共通点と幕府の政策が失敗した理由について考察し，適切
に表現している。
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３ 黒船来航の衝撃と開国

◎ペリーらの来航は，日本に
どのような影響を与えたのだ
ろうか。

ペリーらの来航により，日本
ではどのような変化が起こっ
たのか，資料などから読み取
り，経緯を流れ図にまとめ
る。

・幕府の威信（権威）が大きく揺らい
だきっかけとして，天保の改革の失
敗，開国の決定に際し，初めて諸大名
や下級の幕臣などに意見を求めたこ
と，朝廷に報告したこと，大老の井伊
直弼が暗殺されたことなどがあること
に気づかせる。

①日本とアメリカとの間で結ばれた条約とその内容を表にま
とめ，それぞれの課題についても理解している。
②関税自主権と領事裁判権の意味と日本が抱えた問題点をふ
まえ，この時期に始まった外国との貿易が日本の経済や社会
に与えた影響を考察し，適切に表現している。

２
年
２
学
期

166
|

167

４ 江戸幕府の滅亡

◎江戸幕府はどのようにして
倒れていったのだろうか。

◇節の問いを振り返ろう◇
武士の政権である江戸幕府が
倒れた理由について，社会の
変化・諸藩の動き・対外関係
の三つの面から説明してみよ
う。

武士による政治は，どのよう
に終わりを迎えたのか，戊辰
戦争にいたるまでの経緯を資
料などから読み取り，流れ図
や年表にまとめる。

◇工場制手工業，諸藩の改
革，アヘン戦争前後から開国
にいたるまでの動きと幕府の
権威の低下に着目して考えさ
せる。

・長州藩や薩摩藩の動きだけでなく，
幕府が低下した権威や威信をどのよう
にして回復しようとしたのか，幕府の
「近代化」政策とは何かという点にも
着目させる。

①倒幕を進めた勢力と，その中心となった人物について，流
れ図や年表を用いて適切にまとめ，理解している。
①長州藩と薩摩藩が攘夷から考えを変えた理由について，両
者の藩が共通して経験したことなどをもとに理解している。
②徳川慶喜が大政奉還をしたねらいに注目し，どのような動
きによって幕府が倒れていったのかを考察して，適切に表現
している。

＜「明治維新と近代国家の形成」を扱うこの単元の評価規
準＞
①富国強兵・殖産興業政策，文明開化の風潮などをもとに，
明治維新によって近代国家の基礎が整えられて，人々の生活
が大きく変化したことを理解しているとともに，諸資料から
歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめている。
②明治政府の諸改革の目的に着目して，諸改革が政治や文化
や人々の生活に与えた影響を考察したり，明治維新につい
て，近世の政治や社会との違いに着目して，近世から近代へ
の転換のようすを考察したりするなど，事象を相互に関連付
けるなどして，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に
考察し，表現している。
③明治維新と近代国家の形成について，よりよい社会の実現
を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしてい
る。

第２節　開国と幕府の終わり
◇節の問い◇　欧米諸国が来航するなかで，人々はどのよ
うな対応をしていったのだろうか。

＜「欧米における近代社会の成立とアジア諸国の動き」を扱うこの
単元のねらい＞
○欧米諸国のアジア進出と関連づけて取り扱い，アヘン戦争後に幕府
が対外政策を転換して開国したことと，その政治的および社会的な影
響を理解させ，それが明治維新の動きを生み出したことに気づかせ
る。

第３節　明治政府による「近代化」の始まり
◇節の問い◇　明治政府はどのような国づくりを行っ
たのだろうか。

＜「明治維新と近代国家の形成」を扱うこの単元のねらい＞
○明治維新について，複雑な国際情勢の中で独立を保ち，近代国家を
形成していった政府や人々の努力に気づかせる。
○富国強兵・殖産興業政策の下に新政府が行った，廃藩置県，学制・
兵制・税制の改革，身分制度の廃止，領土の画定を取りあげ，学制な
ど今日につながる諸制度がつくられたことや，身分制度の廃止にもか
かわらず現実には差別が残ったことに気づかせる。
○欧米諸国から取り入れた制度や文化の影響で，社会のようすや人々
の生活が大きく変化したことに気づかせる。
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タイムトラベル⑨
明治時代を眺めてみよう
1880～90年代ごろのある場面

明治時代のある地方都市のよ
うすをえがいた想像図を見
て，江戸時代と比べて，どの
ような点が変化し，どのよう
な共通点があったのかを読み
取り，疑問があれば追究すべ
き課題（生徒自身の「単元を
貫く問い」）を設定する。

・「次の場面を探してみよう！」の課
題をもとに，近代化政策によって生ま
れた大きな社会の変化に着目させる。
・「集会所に参加した多くの人が求め
ていたことは何か」「生糸はどこへ運
ばれるのか」「農村で見られた変化
（桑畑の増加）とは何か」「教会をつ
くったのはだれか」などの追究課題が
考えられる。

①小学校で学んだことをふまえて，明治時代の地方都市と江
戸時代までの町との違いについて，建築物や人々の役割，子
どもの生活の変化などから適切なことがらを読み取ってい
る。
②学校教育や徴兵制の導入，近代建築，鉄道の開通，製糸工
業による生糸の輸出など，近代化の政策によって見られるよ
うになったさまざまな面の変化や人々の服装・住居などにつ
いて，江戸時代と明治時代の共通点や相違点を考察し，写真
資料などをもとに適切に表現している。

【章の学習を振り返ろう】(84時限)の「タイムトラベルを眺
め直そう！」の活動場面で
②想像図にえがかれているさまざまなことがらとともに，近
代前半の時代の特色を自分の言葉で適切に表現している。
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１ 新政府による改革

◎この時期には，どのような
政治のしくみや社会の変化が
あったのだろうか。

明治維新とは，どのような改
革・変化だったのか，新政府
がどのような国家をめざした
のかを資料などを読み取りな
がら考える。

・廃藩置県によって，藩の名称がその
まま県の名称になったところと，それ
が認められなかったところがあること
に気づかせる。
・近代化を目指す動きと古代の時代の
特色との共通点（天皇中心の国づく
り）に気づかせる。

①版籍奉還と廃藩置県の内容とそのねらい，廃藩置県を行う
ことでなぜ中央集権国家とよべるようになるのかを理解して
いる。
②新政府はなぜ廃藩置県や古い身分制度の廃止を必要とした
のか，江戸時代の幕藩体制との違いに着目して考察し，「欧
米諸国」「中央集権」などの語を用いて適切に表現してい
る。
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２ 富国強兵を目指して

◎日本を欧米諸国に劣らない
強い国にするため，どのような
政策が行われたのだろうか。

日本を欧米諸国に劣らない強
い国にするために，どのよう
な政策が行われたのか，新政
府が行った殖産興業政策，兵
制・税制の改革を中心に資料
などから読み取る。

・それぞれ基本的な絵画資料や統計資
料，さらに地券については実物資料や
写真を見せて，具体的に理解できるよ
うにする。
・徴兵令に反対する人々や地租改正後
にも負担が変わず不満が残った農民が
いたことなど，改革は順調に進んで
いったわけではないことに気づかせ
る。

①「富国」のために行われた政策（殖産興業，地租改正，学
制）と，「強兵」（殖産興業，徴兵令，学制）のために行わ
れた政策を表に整理するなど適切にまとめ，理解している。
②富国強兵の政策（殖産興業，徴兵令，地租改正，学制）の
中から一つ選び，その政策が社会に与えた影響について具体
的な資料などにもとづいて考察し，適切に表現している。
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３ 文明開化と新政府の政策

◎新政府が進めた新しい政策
や欧米の文化を，人々はどの
ように受け止めたのだろうか。

◇節の問いを振り返ろう◇
日本の「近代国家」の建設に
向けて，明治政府はどのよう
な政策を行ったのか，欧米の
近代化の推移を踏まえて説明
してみよう。
歴史を探ろう
世界に開かれた港　横浜

新しい政策や欧米の文化は，
人々の生活にどのような影響
を与えたのか，絵画資料など
から読み取ったり考えたりす
る。

◇「富国強兵」をスローガン
として実施された諸政策の意
味や意義に着目して考えさせ
る。

・絵画資料をもとにして，文明開化に
よって人々の生活がどのように変化し
たか，具体的に考えさせる。
・都市と農村を比べると，農村では文
明開化の文化や生活スタイルがすぐに
は変化しなかった理由があることに気
づかせる。

①日本に取り入れられた欧米の文化や生活様式を，絵画資料
や文章をもとに具体的に理解している。
②政府の新しい政策のうち，学制，徴兵令，地租改正につい
て，国民から強い抵抗があった理由を考察し，適切に表現し
ている。

＜「議会政治の始まりと国際社会との関わり」を扱うこの
単元の評価規準＞
①自由民権運動，大日本帝国憲法の制定をもとに，立憲制の
国家が成立して議会政治が始まるとともに，日本の国際的な
地位が向上したことを理解しているとともに，諸資料から歴
史に関する様々な情報を効果的に調べまとめている。
②議会政治や政治の展開に着目して，世界との関係や，現代
の政治とのつながりを考察するなど，事象を相互に関連付け
るなどして，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考
察し，表現している。
③議会政治の始まりについて，よりよい社会の実現を視野に
そこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。
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１ 新たな外交と国境の画定

◎新政府はどのような外交政
策を進めていったのだろうか。

新政府は，どのような外交政
策を進めたのか，欧米諸国と
アジアに対する方針の違いに
も着目しながら，地図や資料
などから読み取ったり考えた
りする。

・欧米諸国，中国，朝鮮，ロシアとの
関係性にそれぞれどのような違いがあ
るかに注目させ，それがなぜかを考え
させる。
・西郷隆盛と大久保利通の考え方の違
いに気づかせる。

①新政府が1870年代に結んだ条約とその内容について，表な
どにまとめて整理し，新政府が国境を画定していった理由を
近代国家の特徴をふまえて理解している。
①日本地図の上に明治時代の国境を書き入れて，現在の国境
とどこが違っているかを適切に示している。
②新政府が中国・朝鮮と結んだ条約の違いについて，欧米諸
国と日本の関係との共通点にふれながら考察し，「領事裁判
権」という語を用いて適切に表現している。
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２ 沖縄・北海道と「近代化」の
波

◎新政府は沖縄や北海道に
対してどのような政策を進め
ていったのだろうか。
　

歴史を探ろう
移住と開拓が進む北海道

新政府は沖縄や北海道に対し
てどのような政策を進めて
いったのか，地図や資料など
から読み取ったり考えたりす
る。

・琉球が日本領に組み入れられる経緯
の中に，新政府による台湾や琉球への
軍事的な圧力があったことに気づかせ
る。
・沖縄やアイヌの人々の立場から，新
政府の政策の問題点を指摘させる。

①新政府が北海道の本格的な統治と開拓を進めた理由を，具
体的な政策の内容とともに理解している。
②新政府が行った政策によって，琉球とアイヌの人々の生活
がどのように変化したかを考察し，「日本国民」などの語を
用いて適切に表現している。

第４節　近代国家への歩み
◇節の問い◇　日本の「近代国家」の建設は，どのようにな
されたのだろうか。

＜「議会政治の始まりと国際社会との関わり」を扱うこの単元のね
らい＞
○自由民権運動の全国的な広まり，政党の結成，憲法の制定過程とそ
の内容の特徴を取り上げ，大日本帝国憲法の制定によって当時アジア
で唯一の立憲制の国家が成立したことをふまえ，立憲制の国家が成立
して議会政治が始まったことの歴史上の意義や現代の政治とのつなが
りに気づかせる。
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３ 自由と民権を求めて

◎新政府の政策を批判してい
た人々は，どのような活動を
行ったのだろうか。

人々は意見を政治に反映させ
るために，どのような活動を
展開したのか，地図や地域史
の資料などから読み取る。

・植木枝盛や中江兆民によるフランス
の人権思想の紹介が，自由民権運動に
大きな影響を与えていたことに気づか
せる。
・政府と自由民権運動の対立の結果，
国会開設や憲法制定が約束された経緯
に気づかせる。

①自由民権運動で要求されたことを読み取り，自由と民権を
獲得するためには，どのような準備が必要であったか（国会
開設，政党の活動）を理解している。
①板垣退助など自由民権運動の活動家たちが，国会開設の過
程においてそれぞれどのような行動をとったのかを読み取
り，理解している。
②藩閥政府と自由民権運動の目標が共通していた（立憲政治
を行うこと）にもかかわらず，対立する関係になった理由
（政府は急進的な国会開設を望まなかった）を考察して，適
切に表現している。
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４ 帝国憲法の成果と課題

◎大日本帝国憲法はどのよう
な特色があり，その下でどの
ような国のしくみが作られたの
だろうか。

◇節の問いを振り返ろう◇
なぜ明治政府は，国境を画定
し，憲法を作ったのか，欧米の
近代国家の建設の過程も踏ま
えて説明してみよう。

大日本帝国憲法や帝国議会に
はどのような特色があるの
か，条文を読んだり選挙のよ
うすを調べたりしながら，そ
の特色を考える。

◇不平等条約の改正を欧米諸
国に認めさせるという目標を
明治政府がもっていたことを
ふまえ，近代国家を成立させ
るためのさまざまな条件に着
目して考えさせる。

・主権者教育の観点から，詳細な知識
は求めないものの，大日本帝国憲法や
帝国議会，選挙が現在の憲法や国会，
選挙とどのような点で違っているかに
も着目させる。

①大日本帝国憲法における天皇・国民についてのあり方を，
条文などから適切に読み取り，理解している。
①帝国議会や選挙のしくみの主な点（主権が天皇にあるこ
と，男性の一部にしか選挙権がなかったことなど）につい
て，現在との違いを理解している。
②大日本帝国憲法の制定によって，国民にどのような成果と
課題（さまざまな自由が認められ，国民の政治参加も可能に
なったが，制限があったこと）があったかを考察し，具体的
な内容をふまえて適切に表現している。
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多面的・多角的に考えてみよ
う
 『三酔人経綸問答』を考察する

1880年代までの世界情勢をふ
まえて，日本が他国とどのよ
うに付き合うべきかを考え，
さまざまな主張に対する自分
なりの意見を発表する。

・『三酔人経綸問答』に登場する三人
の主張を「アジア寄りか欧米寄りか」
「武力を放棄するか重視するか」とい
う観点で整理した上で，それぞれの内
容と主張の根拠を表にまとめる。
・三人の主張に対して，当時の視点か
らか，現在の視点からかを明確にし
て，自分なりの批判を発表させる。

①資料をもとにして，当時の世界各地の様子をふまえ，ヨー
ロッパの国々の侵略を受けない国にするために，日本はどの
ような手段をとることができるか，それはなぜかを理解して
いる。
②日本がとるべき外国との関係の主張とその根拠を参考にし
て，当時の視点に立って，日本がとるべき立場を選択したり
新たな主張を考えたりし，根拠を明確にして適切に説明して
いる。

＜「議会政治の始まりと国際社会との関わり」を扱うこの
単元の評価規準＞
①条約改正，日清・日露戦争などをもとに，日本の国際的な
地位が向上したことを理解しているとともに，諸資料から歴
史に関する様々な情報を効果的に調べまとめている。
②外交や戦争の展開に着目して，世界との関係や現代の政治
とのつながりを考察するなど，事象を相互に関連付けるなど
して，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，
表現している。
③国際社会との関わりについて，よりよい社会の実現を視野
にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。
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１ アジアの列強を目指して

◎明治政府は条約改正に向け
て，どのような取り組みを行った
のだろうか。

帝国主義とはどのような動き
や考え方か，長年の条約改正
への努力のねらいとは何か，
なぜ条約改正の一部が実現し
たのかについて，当時の国際
関係などをふまえながら，地
図や資料から読み取る。

・地図や風刺絵を活用して，イギリス
が日本とどのような関係を結ぼうとし
たかに気づかせる。
・欧米諸国との対等な関係を求めるた
めの政策の中には，国民からの批判を
受けるようなものもあったことに気づ
かせる。

①帝国主義とはどのような動きや考え方かを文章から読み取
り，理解している。
②領事裁判権の撤廃に成功した理由について，明治政府の国
内での取り組みと世界情勢をふまえて考察し，条約改正に向
けての外交努力や世論の高まり，ロシアの南下を警戒するイ
ギリスとの関係をもとにして，適切に表現している。
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２ 朝鮮をめぐる対立　日清戦
争

◎日本と中国との間でどのよ
うな対立があり，その結果は
どのようになったのだろうか。

日本と中国との間でどのよう
な対立があり，戦争の結果，
日本と中国はそれぞれどのよ
うになったのか，風刺絵の資
料や地図などを活用しながら
流れ図でまとめる。

・地図をもとに日清戦争の主な戦いは
朝鮮半島と遼東半島で起こっていたこ
と，戦争後，欧米列強が清に進出して
いったことに気づかせる。
・三国干渉が，日露戦争が起こる背景
の一つになっていたことに気づかせ
る。

①日清戦争開始のきっかけとなったできごと，戦争の結果
（下関条約の内容）や三国干渉後の朝鮮の状況までを，流れ
図を用いて適切にまとめ，理解している。
②日清戦争によって，日本・中国・朝鮮のアジアでの立場が
どのように変わったのかをさまざまな面から考察し，欧米列
強との関係もふまえて適切に表現している。
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３ 世界が注目した日露戦争

◎日本とロシアとの間でどの
ような対立があり，その結果
はどのようになったのだろう
か。

日本とロシアとの間でどのよ
うな対立があり，その結果は
どうなったのか，風刺絵の資
料や地図などを活用しながら
関係図でまとめる。

・戦争の背景や経過，結果をまとめる
ときに，日本とロシアだけでなく，イ
ギリスやアメリカ，清や韓国との関係
もふくめて考えやすくするため，関係
図で示す方法が有効的であることを示
す。
・日露戦争後に日本が関税自主権を完
全に回復し，条約改正がすべて達成さ
れたことの意味を考えさせる。

①日本とロシアが対立した背景について，「満州」（中国東
北部）やイギリスもふくめた関係図を用いて，適切にまと
め，理解している。
①ポーツマス条約で決まったことによって，日比谷焼き打ち
事件などの暴動が起こった理由（賠償金が得られなかったこ
と）を理解している。
②日露戦争によって，日本と外国との関係がどのように変
わったのかをさまざまな面から考察し，アメリカとロシア，
韓国との関係について適切に表現している。

第５節　帝国主義と日本
◇節の問い◇　「近代国家」日本は，世界でどのような動き
をしていったのだろうか。

＜「議会政治の始まりと国際社会との関わり」を扱うこの単元のね
らい＞
○国内の社会状況や国際情勢とのかかわりなどの背景をふまえて，欧
米諸国と対等の外交関係を樹立するための長年の努力の過程で条約改
正が実現したことを理解させる。
○大陸との関係をふまえて，日清・日露戦争にいたるまでの日本の動
き，戦争のあらましと国内外の反応，韓国の植民地化などを取り上
げ，日本の国際的地位が向上したことを理解させる。
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４ 塗り替えられたアジアの地
図

◎日清・日露戦争の後，朝鮮・
中国ではどのような変化が見
られたのだろうか。

◇節の問いを振り返ろう◇
日清・日露戦争前後の日本
の，中国・朝鮮との関わりの推
移をまとめ，日本のアジアで
の立場はどのように変化した
か説明してみよう。

日清・日露戦争後のアジアの
人々の意識の変化，韓国や満
洲における日本の政策，中華
民国の成立の経緯について，
資料などから読み取る。

◇条約の具体的な内容やアジ
アの人々からの視点に着目さ
せて，日本の立場の変化を考
えさせる。

・韓国をはじめたとしたアジアの人々
が日本に対してどのような感情をいだ
くようになったかについて，資料を読
ませて自由に予想を述べさせる。
・地図帳で長春，旅順，大連，武漢，
南京などの都市の位置を地図帳で確認
させる。

①日本と韓国の関係の変化について，日露戦争後から韓国併
合とその後の日本の植民地政策までを整理し，流れ図などを
用いて適切にまとめ，理解している。
①日露戦争後に中国で起こった辛亥革命によって皇帝による
政治が終わったことや，アジア初の共和国である中華民国が
成立したことを文章から読み取り，理解している。
②日本でのアジアでの立場が日清・日露戦争後にどのように
変わったのかをさまざまな面から考察し，アジア諸国の立場
から考えられること（日本が帝国主義国としての動きを活発
にしたこと）にもふれて，適切に表現している。

＜「近代産業の発達と近代文化の形成」を扱うこの単元の
評価規準＞
①日本の産業革命とこの時期の国民生活の変化，学問・教
育・科学・芸術の発展などをもとに，日本で近代産業が発達
し，近代文化が形成されたことを理解しているとともに，諸
資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめてい
る。
②近代化がもたらした文化への影響に着目して，産業の発展
が国民生活や文化に与えた影響を考察するなど，事象を相互
に関連付けるなどして，近代の社会の変化の様子を多面的・
多角的に考察し，表現している。
③近代産業の発達と近代文化の形成について，よりよい社会
の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようと
している。

２
年
３
学
期 198

|
201

１ 近代日本を支えた糸と鉄

◎日本の軽工業や重工業は，
どのように発展していったのだ
ろうか。

歴史を探ろう
｢絹の道」と日本の製糸業

日本の軽工業や重工業はどの
ように発展していったのか，
地図やグラフなどの資料から
読み取る。

・「糸で軍艦を買う」というはどうい
う意味かを考えさせる。
・鉄道と工場の位置との関係に注目さ
せ，教科書p.201の②「日本の製糸業
はどのように発展したのかな？」を読
ませて，現在と当時の鉄道の主な役割
の違い（貨物輸送がさかんだったこ
と）に気づかせる。

①近代日本の工業化について，軽工業と重工業に分け，それ
ぞれの工業製品を示しながら，表などで適切にまとめ，理解
している。
②軽工業と重工業の発展によって，日本の経済と産業はどの
ように変わったか，貿易上の地位の向上や軍需産業に力が入
れられたこと，財閥の登場などに着目して考察し，適切に表
現している。

２
年
３
学
期 202

|
203

２ 変わる都市と農村

◎工業化の進展は，人々の生
活にどのような影響を与えた
のだろうか。

工業化が進むなかで，農村や
都市での人々の生活はどのよ
うに変化したのか，資料など
から読み取り，その理由を考
える。

・日本の工業化にともなう社会の変化
を農村の状況や労働問題をもとに考え
させる。
・足尾銅山の鉱毒事件を例に，環境問
題が起こったことにも気づかせる。

①農村で小作人になる農民が増えた理由や，海外に移住する
人々が増えた理由について，当時の社会的な背景をもとに理
解している。
①社会問題が起こった背景として労働者の労働条件に関する
問題があったことや，社会主義の運動が始まったことを理解
している。
②工業化の進展によって農村の生活がどのように変化した
か，イラストの資料などをもとに「光」と「陰」の両面から
考察し，適切に表現している。

２
年
３
学
期

204
|

207

３ 欧米の影響を受けた近代
文化

◎明治時代には，どのような
特色を持った文化が展開した
のだろうか。

◇節の問いを振り返ろう◇
産業革命によって，日本の産
業や社会はどのように変化し
たか，軽工業の発達と農村の
変化を例にして説明してみよ
う。

明治時代になって，人々の生
活や文化はどのように変化し
たのか，文化を生み出した担
い手の考えを中心に調べてま
とめる。

◇歴史を探ろう（「絹の道」
と日本の製糸業）を参考に，
重要な輸出品であった生糸の
生産を農村が支えたり，輸送
のために鉄道が敷設されたり
したことに着目して考えさせ
る。

・新しい日本画を西洋画と比べさせ，
絵画の世界でも欧米文化が受け入れら
れていったことに気づかせる。

①日本の伝統文化や欧米文化に関わった人物に着目し，美術
などの発展において，どのような動きがあったかを調べて適
切にまとめ，理解している。
②学校生活で身につけられる能力や習慣などに着目して，
「近代化」のために学校教育が果たした役割を考察し，「国
民」「標準語」という語を用いて適切に表現している。

２
年
３
学
期

208
|

209

章の学習を振り返ろう

近代国家の歩みと国際社会
■章の問い■　「近代化」によ
る，政治や社会の大きな変化
とは何か。

日本の「近代化」を経済や産
業，政治や制度，文化や生
活，国際社会という４つの観
点ごとに評価し，最も重視し
たい観点を選んでその理由を
説明する。
近代前半とはどのような時代
か，自分の言葉で表現した
り，意見交換を行ったりす
る。

・総合判定をその理由とともに発表し
合った後，評価が異なる人との意見交
換を重視させ，自分の理由に追加させ
たり修正させたりする。
・近代後半とはどのような時代か，ま
ずは短い言葉で特色を表現させ，歴史
的な見方・考え方（時代や年代，推
移，比較，相互の関連）を働かせて，
そのように表現できる理由を説明させ
る。

①章の学習を振り返り，日本の近代化を観点ごとに評価し，
歴史的な見方・考え方を働かせて，重視する観点を選んで総
合判定を行い，効果的にまとめている。
②「近代化」を観点ごとに評価する活動などを通して，近代
前半の日本と世界を大観し，時代の特色を多面的・多角的に
考察し，適切に表現している。
③近代の国家づくりについて，現代のあり方と比較するなど
して，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主
体的に追究しようとしている。

第６節　アジアの強国の光と影
◇節の問い◇　「近代化」によって，日本の産業や社会はど
のように変化したのだろうか。

＜「近代産業の発達と近代文化の形成」を扱うこの単元のねらい＞
○富国強兵・殖産興業政策の下，製糸業，紡績業や鉄鋼業などの近代
産業が日清戦争前後から飛躍的に発展して，資本主義経済の基礎がか
たまったこと，都市や農山漁村の生活に大きな変化が生じたことに気
づかせる。
○近代化遺産を取り上げるなど，身近な地域を例としながら，鉄道網
の広がりや工業の発達などによって人々の生活の変化がみられた一方
で，労働問題や社会問題が発生したことに気づかせる。
○伝統的な文化の上に欧米文化を受容して，日本の近代文化が形成さ
れたことに気づかせる。



＜第2部第5章の評価規準＞
①第一次世界大戦の背景とその影響，民族運動の高まりと国
際協調の動き，我が国の国民の政治的自覚の高まりと文化の
大衆化などを基に，第一次世界大戦前後の国際情勢及び我が
国の動きと，大戦後に国際平和への努力がなされたことを理
解している。
①経済の世界的な混乱と社会問題の発生，昭和初期から第二
次世界大戦の終結までの我が国の政治・外交の動き，中国な
どアジア諸国との関係，欧米諸国の動き，戦時下の国民の生
活などを基に，軍部の台頭から戦争までの経過と，大戦が人
類全体に惨禍を及ぼしたことを理解している。
②戦争に向かう時期の社会や生活の変化，世界の動きと我が
国との関連などに着目して，事象を相互に関連付けるなどし
て，近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表
現している。
②近代後半の日本と世界を大観して，時代の特色を多面的・
多角的に考察し，表現している。
③近代後半の日本と世界について，よりよい社会の実現を視
野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。

第５章　近代(後半)　二度の世界大戦と日本
■章の問い■　「近代化」が進展した日本で，世論が求めた
ものは何か。

＜第2部第5章のねらい＞
①第一次世界大戦の背景とその影響，民族運動の高まりと国際協調の
動き，我が国の国民の政治的自覚の高まりと文化の大衆化などを基
に，第一次世界大戦前後の国際情勢及び我が国の動きと，大戦後に国
際平和への努力がなされたことを理解させる。
①経済の世界的な混乱と社会問題の発生，昭和初期から第二次世界大
戦
の終結までの我が国の政治・外交の動き，中国などアジア諸国との関
係，欧米諸国の動き，戦時下の国民の生活などを基に，軍部の台頭か
ら戦争までの経過と，大戦が人類全体に惨禍を及ぼしたことを理解さ
せる。
②戦争に向かう時期の社会や生活の変化，世界の動きと我が国との関
連などに着目して，事象を相互に関連付けるなどして，近代の社会の
変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現させる。
②近代後半の日本と世界を大観して，時代の特色を多面的・多角的に
考察し表現させる。
③近代後半の日本と世界について，よりよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追究させる。
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令和７年度 沖縄県八重山特別支援学校 中学部Ⅰ課程 ２学年 数学 年間指導計画 

時数 ：１０５時間  

1 章 文字式を使って説明しよう [式の計算] （15 時間） 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法

の計算をすることができる。 
・具体的な事象の中の数量の関係を文字を使った式

で表したり、式の意味を読みとったりすることが

できる。 
・文字を使った式で数量及び数量の関係を捉え説明

できることを理解している。 
・目的に応じて、簡単な式を変形することができる。 

・具体的な数の計算や既に学習した計算の方法と関

連づけて、整式の加法と減法及び単項式の乗法と

除法の計算の方法を考察し表現することができ

る。 
・文字を使った式を活用して具体的な場面を考察し

表現することができる。 

・文字を使った式のよさに気づき粘り強く考えよう

としている。 
・文字を使った式について学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 
・文字を使った式を活用した問題解決の過程を振り

返って検討しようとしている。 

 
毎時の評価規準例 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

式
の
計
算 

 

マジックシートのしく

みは？（教科書 p.11

～13） 

１ 

マジックシートの仕組みを

見いだし、その仕組みの説

明に文字を使う必要がある

ことを理解する。 

・マジックシートをいろいろな数で計算

し、その仕組みを見いだす。 

・文字を使ってマジックシートの仕組みを

説明する。 

○文字を使うと、数量を一般的に

表すことができることを理解し

ている。 

○マジックシートの仕組みが成

り立つことを、具体的な数や文

字を使って説明することができ

る。 

○文字を使った式の必要性と意味

を考えようとしている。 

１ 多項式の計算 

（教科書 p.14～18） 

２ 

単項式と多項式、次数の意

味を理解する。 

・文字式を項の数やかけられている文字の

個数で分類する。 

・単項式と多項式、次数の意味を知る。 

［用語・記号］単項式、多項式、項、(単項

式の)次数、(多項式の)次数、1 次式 

○単項式と多項式、次数の意味を

理解している。 

 ○既習の計算方法と関連づけて、

多項式の計算方法を考えようと

している。 

３ 

同類項の意味を理解し、同

類項をまとめる計算や、多

項式の加法や減法の計算が

できる。 

・1 年で学習した同類項をまとめる計算を

振り返って、2 つの文字をふくむ計算に

ついて考える。 

・同類項の意味を知る。 

・同類項をまとめる計算や多項式の加法や

減法の計算をする。 

［用語・記号］同類項 

○同類項の意味を理解し、同類項

をまとめる計算ができる。 

○多項式の加法や減法の計算方法

を理解し、計算ができる。 

○既習の計算方法と関連づけて、2

つの文字をふくむ同類項をまと

める計算を考え、説明すること

ができる。 

○マジックシートの仕組みが成り

立つことを、文字を使って説明

することができる。 

４ 

多項式と数の乗法や除法の

計算ができる。 

・1 年で学習した多項式と数の乗法の計算

を振り返って、2 つの文字をふくむ計算

について考える。 

・多項式と数の乗法や除法の計算をする。 

○多項式と数の乗法や除法の計算

方法を理解し、計算ができる。 

○既習の計算方法と関連づけて、2

つの文字をふくむ多項式と数の

乗法や除法の計算を考え、説明

することができる。 



５ 

いろいろな多項式の計算が

できる。 

・いろいろな多項式の計算をする。 ○いろいろな多項式の計算ができ

る。 

  

２ 単項式の乗法と除

法 

（教科書 p.19～21） 

 

６ 

単項式どうしの乗法や除法

の計算ができる。 

・単項式の乗法や除法の計算方法を、面積

図を使って考える。 

・単項式どうしの乗法や除法の計算をす

る。 

○単項式どうしの乗法や除法の計

算方法を理解し、計算ができる。 

○単項式の乗法や除法の計算方法

を、面積図を用いて考え、説明す

ることができる。 

○誤りのありのある単項式どうし

の除法について、誤りを指摘す

ることができる。 

○単項式の乗法や除法の意味を考

えようとしている。 

７ 

単項式どうしの乗法と除法

の混じった計算ができる。

また、式の値をくふうして

求めることができる。 

・単項式どうしの乗法と除法の混じった式

を計算する。 

・式の値をくふうして求める方法を考え、 

その方法で式の値を求める。 

○単項式どうしの乗法と除法の混

じった計算ができる。 

○式の値をくふうして求めること

ができる。 

○式の値をくふうして求める方法

を考え、説明することができる。 

○誤りのある単項式どうしの乗法

と除法の混じった計算につい

て、誤りを指摘することができ

る。 

○式の値をくふうして求める方法

を考えようとしている。 

基本の問題 

（教科書 p.22） 
８ 

 

２ 

文
字
式
の
利
用 

数の性質を説明するに

は？ 

（教科書 p.23） ９ 

具体的な数の計算をもとに

数の性質を見いだし、その

性質が成り立つことを、文

字を使って一般的に説明で

きることを理解する。 

・3 つの続いた整数の和の性質を、具体的

な数の計算をもとに予想し、その予想が

いつでも成り立つことを説明するには

文字を使えばよいことを知る。 

○文字を使うと、数の性質を一般

的に説明することができること

を理解している。 

 

 ○文字を使った式について学んだ

ことを生活や学習に生かそうと

している。 

○文字を使った式を活用した問題

解決の過程を振り返って検討し

ようとしている。 

１ 式による説明 

（教科書 p.24～26） 

10 

数の性質が成り立つこと

を、文字を使って説明する

ことができる。 

・3 つの続いた整数の和は 3 の倍数である

ことを、文字を使って説明する。 

・3 つの続いた整数の和が 3 の倍数である

ことの説明を読んで、新たな性質を見い

だしたり、問題の条件の「3つ」を「5つ」

に変えて考えたりする。 

○文字を使って数量を表したり、

説明することがらに合わせて文

字式を変形したりすることがで

きる。 

○数の性質が成り立つことを、文

字を使って説明することができ

る。 

○文字を使った説明を読んで新た

な性質を見いだしたり、問題の

条件を変えて統合的・発展的に

考え説明したりすることができ

る。 

11 

数の性質が成り立つこと

を、文字を使って説明する

ことができる。 

・2 けたの自然数と、その数の一の位と十

の位を入れかえた数との和の性質を予

想し、その予想がいつでも成り立つこと

を、文字を使って説明する。 

・問題の条件の「和」を「差」に変えて考

える 

○文字を使って数量を表したり、

説明することがらに合わせて文

字式を変形したりすることがで

きる。 

○数の性質が成り立つことを、文

字を使って説明することができ

る。 

○問題の条件を変えて統合的・発

展的に考え、説明することがで

きる。 



スタート地点を決めよ

う 

（教科書 p.27～28） 

12 

身のまわりの場面におい

て、文字を使って数量の関

係を見いだし、説明するこ

とができる。 

・となり合うレーンの 1 周の長さの差を求

め、どのとなり合うレーンでも、1 周の

長さの差は等しいことを見いだす。 

○文字を使って数量の関係を表す

ことができる。 

 

○身のまわりの場面において、文

字を使って数量の関係を見いだ

し、説明することができる。 

○身のまわりの場面において、文

字を使って数量の関係を見いだ

そうとしている。 

２ 等式の変形 

（教科書 p.29～31） 

13 

目的に応じて等式を変形す

ることの必要性を理解し、

等式を変形して、ある文字

について解くことができ

る。 

・具体的な問題の中の数量の間の関係を等

式で表し、その等式を成り立たせる文字

の値を求める。 

・等式を変形して、ある文字について解く。 

○目的に応じて等式を変形するこ

との必要性を理解している。 

○等式を変形して、ある文字につ

いて解くことができる。 

○等式の性質を利用して、変形し

た式の意味を考えたり、具体的

な問題を解決したりすることが

できる。 

 

○目的に応じて等式を変形するこ

との必要性を考えようとしてい

る。 

14 

基本の問題 

（教科書 p.31） 

 

章の問題Ａ 

（教科書 p.32） 
15 

 

 
  



2 章 方程式を利用して問題を解決しよう [連立方程式] （12 時間） 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・2元 1次方程式とその解の意味を理解している。 

・連立 2 元 1 次方程式の必要性と意味及びその解の

意味を理解している。 

・簡単な連立 2 元 1次方程式を解くことができる。 

・1元 1次方程式と関連づけて、連立 2元 1次方程式

を解く方法を考察し表現することができる。 

・連立 2 元 1 次方程式を活用して具体的な場面を考

察し表現することができる。 

・連立 2 元 1 次方程式のよさに気づき粘り強く考え

ようとしている。 

・連立 2 元 1 次方程式について学んだことを生活や

学習に生かそうとしている。 

・連立 2 元 1 次方程式を活用した問題解決の過程を

振り返って検討しようとしている。 

 
毎時の評価規準例 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

連
立
方
程
式
と
そ
の
解
き
方 

3 点シュートと 2点シ

ュートの本数は？ 

（教科書 p.35～37） 

１ 

求めたい数量が 2 つある問

題を、既習の 1 元 1 次方程

式などを活用して解決する

ことができる。 

・3 点シュートと 2 点シュートの本数を、

すべての組み合わせを調べたり、1 次方

程式をつくったりして求める。 

 ○求めたい数量が2つある問題を、

既習の 1 元 1 次方程式などを活

用して解決することができる。 

○1 元 1 次方程式を活用した問題

解決の過程を振り返って、2 元 1

次方程式の必要性と意味を考え

ようとしている。 

１ 連立方程式とその

解 

（教科書 p.38～39） 

２ 

2元1次方程式とその解の意

味、連立方程式とその解の

意味を理解する。 

・2元１次方程式とその解の意味を知る。 

・連立方程式とその解の意味を知る。 

［用語・記号］2元１次方程式、（2元１次

方程式の）解、連立方程式、（連立方程

式の）解、（連立方程式を）解く 

○2 元１次方程式とその解の意味

を理解している。 

○連立方程式とその解の意味を理

解している。 

 ○連立 2 元 1 次方程式の必要性と

意味を考えようとしている。 

２ 連立方程式の解き

方 

（教科書 p.40～45） 

３ 

連立方程式では、1 つの文字

を消去して 1 次方程式をつ

くれば解けることを理解す

る。 

・具体的な問題で、2 つの式を比べて 1 つ

の文字を消去する方法を考える。 

・文字の係数の絶対値が等しい場合の連立

方程式を解く。 

［用語・記号］消去する 

○連立方程式では、1 つの文字を消

去して 1 次方程式をつくれば解

けることを理解している。 

○文字の係数の絶対値が等しい場

合の連立方程式を解くことがで

きる。 

○文字の係数の絶対値が等しい場

合の連立方程式で、1つの文字を

消去する方法を考え、説明する

ことができる。 

○1元 1次方程式と関連づけて、連

立方程式を解く方法を考えようと

している。 

４ 

加減法を理解し、それを用

いて連立方程式を解くこと

ができる。 

・文字の係数の絶対値が等しくない場合の

連立方程式を解く。 

［用語・記号］加減法 

○加減法を理解し、それを用いて

連立方程式を解くことができ

る。 

○文字の係数の絶対値が等しくな

い場合の連立方程式で、1つの文

字を消去する方法を考え、説明

することができる。 

５ 

代入法を理解し、それを用

いて連立方程式を解くこと

ができる。 

・求めたい数量が 2つある問題で、連立方

程式と 1 次方程式を関連づけて、文字を

消去する方法を考える。 

・連立方程式を代入法で解く。 

・連立方程式を適当な方法で解く。 

［用語・記号］代入法 

○代入法を理解し、それを用いて

連立方程式を解くことができ

る。 

○問題の連立方程式に応じて適切

な解法を選ぶことができる。 

○一方の式を他方の式に代入し、

文字を消去する方法を考え、説

明することができる。 

○連立方程式の解き方を振り返っ

て、加減法と代入法を統合的に

捉えることができる。 



３ いろいろな連立方

程式 

（教科書 p.46～47） 

６ 

かっこをふくむ連立方程式

や、係数に小数や分数をふ

くむ連立方程式を解くこと

ができる。 

・かっこをふくむ連立方程式を解く。 

・係数に小数や分数をふくむ連立方程式を

解く。 

○かっこをふくむ連立方程式の解

き方を理解し、解くことができ

る。 

○係数に小数や分数をふくむ連立

方程式の解き方を理解し、解く

ことができる。 

○いろいろな連立方程式を、既知

の連立方程式になおして解く方

法を考え、説明することができ

る。 

○いろいろな連立方程式を、既知

の連立方程式になおして解く方

法を考えようとしている。 
 

７ 

A＝B＝C の形をした連立方

程式を解くことができる。 

・A＝B＝C の形をした連立方程式を解く。 

 

○A＝B＝C の形をした連立方程式

の解き方を理解し、解くことが

できる。 

基本の問題 

（教科書 p.48） 

 

２ 

連
立
方
程
式
の
利
用 

プリンとケーキを何個

買う？ 

（教科書 p.49～50） 

８ 

具体的な問題を、連立方程

式を利用して解決するとき

の考え方や手順を理解す

る。 

・プリンとケーキの個数を、連立方程式を

利用して求めることについて考える。 

・連立方程式を利用して問題を解決すると

きの手順を確認する。 

○具体的な問題の中の数量やその

関係に着目し、連立方程式をつ

くることができる。 
○連立 2 元１次方程式を利用して

問題を解決するときの手順を理

解している。 

○連立2元１次方程式を利用して、

具体的な問題を解決することが

できる。 

○求めた解が問題に適しているか

どうかを、問題の場面に戻って

考え、説明することができる。 

○連立 2 元１方程式を具体的な問

題の解決に利用しようとしてい

る。 

○連立 2 元１方程式を活用した問

題解決の過程を振り返って、そ

の手順を検討しようとしてい

る。 

１ 連立方程式の利用 

（教科書 p.51～53） 

９ 

個数と代金に関する問題

を、連立方程式を利用して

解決することができる。 

・個数と代金に関する問題を、連立方程式

を利用して解決する。 

10 

速さ・時間・道のりに関する

問題を、連立方程式を利用

して解決することができ

る。 

・速さ・時間・道のりに関する問題を、連

立方程式を利用して解決する。 

11 

割合に関する問題を、連立

方程式を利用して解決する

ことができる。 

・割合に関する問題を、連立方程式を利用

して解決する。 

章の問題Ａ 

（教科書 p.54） 
12 

 

 
 
  



3 章 関数を利用して問題を解決しよう [1 次関数] （19 時間） 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・1次関数について理解している。 

・事象の中には 1 次関数として捉えられるものがあ

ることを知っている。 

・2 元 1 次方程式を関数を表す式とみることができ

る。 

・1次関数の変化の割合やグラフの切片と傾きの意味

を理解している。 

・1次関数の関係を表、式、グラフを用いて表現した

り、処理したりすることができる。 

・1次関数として捉えられる 2つの数量について、変

化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラフを相互

に関連づけて考察し表現することができる。 

・1次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現す

ることができる。 

・１次関数のよさに気づき粘り強く考えようとして

いる。 

・１次関数について学んだことを生活や学習に生か

そうとしている。 

・１次関数を活用した問題解決の過程を振り返って

検討しようとしている。 

 
毎時の評価規準例 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

１
次
関
数 

80℃になるまでの時間

は？ 

（教科書 p.57～59） 

１ 

具体的な事象の中の 2 つの

数量の間の関係を調べ、一

定の割合で変化しているこ

とを見いだす。 

・水が 80℃になるまでの時間を調べるた

めに、水の温度の上がり方を、表やグラ

フを用いて調べる。 

 

 ○具体的な事象の中の 2つの数量

の間の関係について、表やグラ

フを用いて調べ、一定の割合で

変化していることを見いだし、

説明することができる。 

○１次関数の必要性と意味を考え

ようとしている。 

１ １次関数 

（教科書 p.60～61） 
２ 

1 次関数の意味を理解し、 
y＝ax＋b の式に表すことが

できる。 

・1次関数の意味を知る。 

・y を x の式で表して、y は x の 1 次関数 

であるかどうかを調べる。 

・比例や反比例は、1 次関数であるといえ

るかどうかを考える。 

［用語・記号］y は x の 1次関数である 

○1次関数の意味を理解し、 

y＝ax＋b の式に表すことができ

る。 

○比例 y＝ax は、1次関数 

y＝ax＋b で b＝0 の特別な場合

であることを理解している。 

○y を x の式で表して、y は x の 1

次関数であるかどうかを考察

し、説明することができる。 

２ 

１
次
関
数
の
性
質
と
調
べ
方 

1 次関数の性質を調べ

てみよう 

（教科書 p.62） 

３ 

1 次関数 y＝ax＋b では、変

化の割合は一定で、a に等し

いことを理解する。 

・1 次関数の値の変化を調べ、比例との共

通点やちがいについて話し合う。 

・1次関数の変化の割合について調べる。 

・具体的な事象において、1 次関数の変化

の割合が何を意味しているかを読みと

る。 

・反比例の変化の割合について調べる。 

［用語・記号］変化の割合 

○1 次関数 y＝ax＋b では、変化の

割合は一定で、a に等しいことを

理解している。 

○1 次関数 y＝ax＋b で、x の増加

量から y の増加量を求めること

ができる。 

○具体的な事象において、1 次関数

の変化の割合が何を意味してい

るかを読みとることができる。 

○1 次関数の値の変化の特徴を見

いだし、説明することができる。 

 

○1 次関数の値の変化の特徴を捉

えようとしている。 

１ １次関数の値の変

化 

（教科書 p.63～64） 



２ １次関数のグラフ 

（教科書 p.65～70） 

４ 

1 次関数のグラフは、その式

をみたす点の集合で、1つの

直線であることを理解す

る。また、1 次関数のグラフ

の切片の意味を理解する。 

・1 次関数のグラフがどのようになるか

を、点を細かくとって調べる。 

・1 次関数 y＝ax＋b のグラフと比例 y＝ax
のグラフの関係について調べる。 

［用語・記号］切片 

○1次関数のグラフは、その式をみ

たす点の集合で、1つの直線であ

ることを理解している。 

○1 次関数のグラフの切片の意味

を理解している。 

○1 次関数のグラフの特徴を見い

だし、説明することができる。 

○比例のグラフと対比させて、1 次

関数のグラフの特徴を捉えよう

としている。 

○1 次関数の式とグラフを関連づ

けて、1次関数の特徴を捉えよう

としている。 

５ 

1 次関数のグラフの傾きの

意味を理解する。 

・1 次関数の変化の割合は、グラフではど

のようなことを表しているかを調べる。 

・1 次関数について、グラフの傾きと切片

をいう。 

・1 次関数の増減とグラフの特徴について

まとめる。 

［用語・記号］傾き 

○1 次関数のグラフの傾きの意味

を理解している。 

○1 次関数の値の増減とグラフの

特徴を理解している。 

○グラフの傾きと切片から、その

グラフが表す式を考察すること

ができる。 

６ 

1 次関数のグラフを、切片と

傾きをもとにかくことがで

きる。また、1次関数につい

て、グラフをもとに x の変域

に対応する y の変域を求め

ることができる。 

・1 次関数のグラフを、切片と傾きをもと

にかく。 

・1 次関数の表、式、グラフの関係につい

てまとめる。 

・1 次関数について、グラフを使って x の

変域に対応する y の変域を求める。 

○1次関数のグラフを、切片と傾き

をもとにかくことができる。 

○1次関数について、グラフをもと

に x の変域に対応する y の変域

を求めることができる。 

○1次関数の表、式、グラフを、相

互に関連づけて考え、説明する

ことができる。 

 

３ １次関数の式を求

める方法 

（教科書 p.71～73） 

７ 

グラフの傾きと切片を読み

とって、1次関数の式を求め

ることができる。 

・グラフの傾きと切片を読みとって、1 次

関数の式を求める。 

○グラフの傾きと切片を読みとっ

て、1次関数を求めることができ

る。 

 ○1 次関数の式を求める条件や求

める方法を考えようとしてい

る。 

８ 

グラフの傾きと通る 1 点か

ら、1 次関数の式を求めるこ

とができる。 

・グラフの傾きとグラフが通る 1点の座標

から、1次関数の式を求める。 

○グラフの傾きと通る 1 点の座標

から、1 次関数の式を求めること

ができる。 

 

９ 

グラフが通る 2 点から、1次

関数の式を求めることがで

きる。 

・グラフが通る 2 点の座標から、1 次関数

の式を求める。 

○グラフが通る 2点の座標から、1

次関数の式を求めることができ

る。 

 

基本の問題 

（教科書 p.74） 
10 

 

３ 

２
元
１
次
方
程
式
と
１
次
関
数 

連立方程式の解はどう

なるかな？ 

（教科書 p.75） 
11 

2 元 1 次方程式のグラフは、

その解を座標とする点の集

合で、式を変形してできる 1

次関数のグラフになってい

ることを理解する。 

・連立方程式の解について調べるために、

2 元 1 次方程式の解を座標とする点をと

って、どのようなグラフになるかを調べ

る。 

・2 元 1 次方程式のグラフは、式を変形し

てできる1次関数のグラフになっている

ことを知る。 

・2 元 1 次方程式のグラフを、式を変形し

て 1次関数の傾きと切片を求めてかく。 

［用語・記号］方程式のグラフ 

○2元 1次方程式のグラフは、その

解を座標とする点の集合で、式

を変形してできる 1 次関数のグ

ラフになっていることを理解し

ている。 

 ○2 元 1 次方程式や連立方程式の

解の意味を、グラフを用いて捉

えようとしている。 

１ ２元１次方程式の

グラフ 

（教科書 p.76～79） 



12 

2元1次方程式のグラフをか

くことができる。また、2元

1 次方程式 ax＋by＝c で、 

a＝0や b＝0の場合のグラフ

の特徴を理解し、グラフを

かくことができる。 

・2 元 1 次方程式のグラフを、グラフが通

る 2点の座標を求めてかく。 

・2元 1次方程式 ax＋by＝c で、a＝0 や 

 b＝0 の場合のグラフをかいて、その特徴

を調べる。 

○2 元 1 次方程式のグラフをかく

ことができる。 

○2元 1次方程式 ax＋by＝c で、 

a＝0 や b＝0 の場合のグラフの

特徴を理解し、グラフをかくこ

とができる。 

 

２ 連立方程式とグラ

フ 

（教科書 p.80～81） 

13 

連立方程式の解が、2 つの 2

元 1 次方程式のグラフの交

点の座標であることを理解

し、連立方程式の解をグラ

フをかいて求めたり、2直線

の交点の座標を連立方程式

を解いて求めたりすること

ができる。 

・連立方程式の解が、2 つの 2 元 1 次方程

式のグラフの交点の座標であることを

確かめる。 

・連立方程式の解をグラフをかいて求めた

り、2 直線の交点の座標を連立方程式を

解いて求めたりする。 

○連立方程式の解が、2 つの 2元 1

次方程式のグラフの交点の座標

であることを理解し、連立方程

式の解をグラフをかいて求めた

り、2直線の交点の座標を連立方

程式を解いて求めたりすること

ができる。 

○連立方程式の解の意味を、2つの

2 元 1 次方程式のグラフを用いて

捉え、説明することができる。 

基本の問題 

（教科書 p.82） 
14 

 

４ 

１
次
関
数
の
利
用 

飲み物はいつまで冷た

く保てる？ 

（教科書 p.83～84） 

15 

具体的な事象の中の 2 つの

数量の間の関係を１次関数

とみなして、問題を解決す

る方法を説明することがで

きる。 

・飲み物がいつまで冷たく保てるかを、測

定した時間と温度をもとにして予想し、

その方法を説明する。 

○身のまわりには、2 つの数量の間

の関係を 1 次関数とみなして問

題を解決できる場面があること

を理解している。 

○具体的な事象の中の 2 つの数量

の間の関係を 1 次関数とみなし

て、問題を解決する方法を説明

することができる。 

○１次関数について学んだことを

生活や学習に生かそうとしてい

る。 
○１次関数を活用した問題解決の

過程を振り返って検討しようと

している。 

１ １次関数とみなす

こと 

（教科書 p.85） 

16 

具体的な事象の中の 2 つの

数量の間の関係を１次関数

とみなして、問題を解決す

ることができる。 

・具体的な事象の中の 2 つの数量の間の関

係を 1次関数とみなして、問題を解決す

る。 

○具体的な事象の中の 2 つの数量

の間の関係を 1 次関数とみなし

て、問題を解決する方法を説明

することができる。 

２ １次関数のグラフ

の利用 

（教科書 p.86～87） 

17 

具体的な事象の中の 2 つの

数量の間の関係を 1 次関数

とみなして、そのグラフを

利用して問題を解決するこ

とができる。 

・具体的な事象の中の 2 つの数量の間の関

係を 1次関数とみなして、そのグラフを

利用して問題を解決する。 

○1 次関数のグラフを利用して問

題を解決できることや、グラフ

のよさを理解している。 

○具体的な事象の中の 2 つの数量

の間の関係を 1 次関数とみなし

て、そのグラフを利用して問題

を解決することができる。 

３ １次関数と図形 

（教科書 p.88） 
18 

図形の辺上を動く点によっ

てできる図形の面積の変化

を、1 次関数の式やグラフで

表すことができる。 

・図形の辺上を動く点によってできる図形

について、面積の変化を調べる。 

○1次関数の関係を、変域ごとに式

やグラフで表すことができる。 

○具体的な事象の中の 2 つの数量

の間の関係を、変域によって場

合分けをして考え、説明するこ

とができる。 

章の問題Ａ 

（教科書 p.92） 
19 

 

  



4 章 図形の性質の調べ方を考えよう [平行と合同] （15 時間） 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・多角形の角についての性質が見いだせることを知

っている。 
・平行線や角の性質を理解している。 
・平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件につ

いて理解している。 
・証明の必要性と意味及びその方法について理解し

ている。 

・基本的な平面図形の性質を見いだし、平行線や角の

性質をもとにしてそれらを確かめ、説明すること

ができる。 

・証明のよさに気づき、その証明の方法を粘り強く考

えようとしている。 
・平面図形の性質について学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 
・平面図形の性質を活用した問題解決の過程を振り

返って検討しようとしている。 

 
毎時の評価規準例 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

説
明
の
し
く
み 

角の性質の説明では何

をもとにしているか

な？ 

（教科書 p.95～97） 

１ 

多角形の内角の和の求め方

を説明することができる。 

・算数で学習した三角形の角の和が 180°

であることをもとにして、四角形、五角

形、…などの多角形の角の和の求め方を

説明する。 

 ○多角形の内角の和の求め方を説

明することができる。 

○多角形の角についての性質の説

明で、もとにしていることがら

を考えようとしている。 

１ 多角形の角の和の

説明 

（教科書 p.98～100） 

２ 

n 角形の内角の和の求め方

を、もとにしていることが

らを明らかにして説明する

ことができる。 

・n 角形の内角の和の求め方を、多角形を

どのように三角形に分けるか、また、い

くつの三角形に分かれるかをもとにし

て説明する。 

［用語・記号］外角、内角 

○多角形の内角、外角の意味を理

解している。 

○多角形の内角の和の性質は、三

角形の内角の和をもとにして見

いだせることを理解している。 

○n 角形の内角の和の求め方を、も

とにしていることがらを明らか

にして説明することができる。 

 

３ 

n 角形の外角の和の求め方

を、もとにしていることが

らを明らかにして説明する

ことができる。 

・n 角形の外角の和の求め方を、n 角形の

内角の和をもとにして説明する。 

○多角形の外角の和の性質は、多

角形の内角の和をもとにして見

いだせることを理解している。 

○n 角形の外角の和の求め方を、も

とにしていることがらを明らか

にして説明することができる。 

 

２ 

平
行
線
と
角 

説明でもとにしている

ことがらを調べてみよ

う 

（教科書 p.101） 
４ 

対頂角の意味を理解し、対

頂角は等しいことを、論理

的に筋道を立てて説明する

ことができる。 

・算数で学習した三角形の内角の和が

180°であることの説明を振り返り、何

を根拠にしているかを考える。 

・対頂角の意味を知る。 

・対頂角は等しいことを、論理的に筋道を

立てて説明する。 

・同位角、錯角の意味を知る。 

［用語・記号］対頂角、同位角、錯角 

○対頂角の意味と性質を理解して

いる。 

 

○角について、成り立つことがら

を見いだし、説明することがで

きる。 

○対頂角が等しいことを、論理的

に筋道を立てて説明することが

できる。 

○証明の必要性と意味を考えよう

としている。 

１ 平行線と角 

（教科書 p.102～106） 

５ 

同位角、錯角の意味を理解

し、平行線と錯角の関係を、

論理的に筋道を立てて説明

することができる。 

・平行線と同位角の関係を、基本性質とし

て確認する。 

・平行線と錯角の関係を、平行線と同位角

の関係をもとにして説明する。 

○同位角、錯角の意味を理解して

いる。 

○平行線の性質、平行線になるた

めの条件を理解している。 

○平行線と錯角の関係を、論理的

に筋道を立てて説明することが

できる。 



６ 

三角形の内角の和が 180゜

であることを、論理的に筋

道を立てて説明することが

できる。 

・三角形の内角の和が 180゜であること

を、平行線の性質をもとにして説明す

る。 

・証明の意味を知る。 

・三角形の外角は、となり合わない 2つの

内角の和に等しいことを見いだす。 

・三角形の内角、外角の性質や多角形の内

角の和、外角の和の性質を利用して、角

の大きさを求める。 

［用語・記号］証明 

○証明の意味を理解している。 

○三角形の内角、外角の性質を理

解し、角の大きさを求めること

ができる。 

○多角形の内角の和、外角の和の

性質を理解し、角の大きさを求

めることができる。 

○三角形の内角の和が 180°であ

ることを、論理的に筋道を立て

て説明することができる。 

角の大きさを求める方

法を考えてみよう 

（教科書 p.107～109） 

７ 

角の大きさの求め方を、補

助線や根拠となる図形の性

質を明らかにして説明する

ことができる。 

・平行線と折れ線の角の大きさの求め方を

考え、図にかき加えた線や、根拠となる

図形の性質を明らかにして説明する。 

 ○角の大きさの求め方を、補助線

や根拠となる図形の性質を明ら

かにして説明することができ

る。 

○平面図形の性質について学んだ

ことを学習に生かそうとしてい

る。 
 

基本の問題 

（教科書 p.110） 
８ 

 

３ 

合
同
な
図
形 

図形の合同を調べるに

は？ 

（教科書 p.111） 

９ 

平面図形の合同の意味と合

同な図形の性質を理解す

る。 

・三角形が合同になる条件を考える。 

・平面図形の合同の意味と表し方を知る。 

・合同な図形の性質を確認する。 

［用語・記号］合同、≡ 

○平面図形の合同の意味と表し方

を理解している。 

○合同な図形の性質を理解してい

る。 

 ○三角形が合同になる条件を考え

ようとしている。 
○平面図形の合同の意味を考えよ

うとしている。 
１ 合同な図形の性質

と表し方 

（教科書 p.112） 

２ 三角形の合同条件 

（教科書 p.113～115） 

10 

三角形の合同条件を理解す

る。 

・ある三角形と合同な三角形をかくために

は、何がわかればよいかを考える。 

・三角形の合同条件を確認する。 

○三角形の合同条件を理解してい

る。 

○三角形の合同条件を、三角形の

決定条件をもとにして考え、説

明することができる。 

○三角形の合同条件を、三角形の

決定条件をもとにして考えよう

としている。 

11 

2 つの三角形が合同かどう

かを、三角形の合同条件を

使って判断することができ

る。 

・2 つの三角形が合同かどうかを、三角形

の合同条件を使って判断する。 

 

○三角形の合同条件を利用して、2

つの三角形が合同かどうかを判

断することができる。 

 ○三角形の合同条件を学習に生か

そうとしている。 

 



３ 証明のすすめ方 

（教科書 p.116～121） 

12 

ことがらの仮定と結論の意

味を理解する。 

・角の二等分線の作図の方法が正しいこと

を、三角形の合同条件を利用して証明す

ることについて考える。 

・ことがらの仮定と結論の意味を知る。 

［用語・記号］仮定、結論 

○ことがらの仮定と結論の意味を

理解している。 

 ○証明の必要性と意味及びその方

法を考えようとしている。 

13 

根拠となることがらを明ら

かにして、簡単な図形の性

質を証明することができ

る。 

・根拠となることがらを明らかにして、簡

単な図形の性質を証明する。 

・証明の書き方を確認する。 

・証明のためにかいた図と、仮定が同じで

異なる図をかいた場合、その証明がどう

なるかを考える。 

○証明の進め方を理解している。 

○証明のためにかいた図は、すべ

ての代表として示されているこ

とを理解している。 

○証明の根拠となることがらを明

らかにして、簡単な図形の性質

を証明することができる。 

基本の問題 

（教科書 p.121） 
14 

 

章の問題Ａ 

（教科書 p.122） 
15 

 

 
 
  



5 章 図形の性質を見つけて証明しよう [三角形と四角形] （21 時間） 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・証明の必要性と意味及びその方法について理解し

ている。 
・定義やことがらの仮定と結論、逆の意味を理解して

いる。 
・反例の意味を理解している。 
・正方形、ひし形、長方形が平行四辺形の特別な形で

あることを理解している。 

・三角形の合同条件などをもとにして三角形や平行

四辺形の基本的な性質を論理的に確かめることが

できる。 
・証明を読んで新たな性質を見いだし、表現すること

ができる。 
・三角形や平行四辺形の基本的な性質などを活用し

て具体的な事象を考察し、表現することができる。 
・ことがらが正しくないことを証明するために、反例

をあげることができる。 

・証明のよさに気づき、その方法を粘り強く考えよう

としている。 
・平面図形の性質や図形の合同について学んだこと

を生活や学習に生かそうとしている。 
・平面図形の性質を活用した問題解決の過程を振り

返って検討しようとしている。 

 
毎時の評価規準例 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

三
角
形 

直角ができるのは 

なぜ？ 

（教科書 p.125～127） 

１ 

あたえられた手順で、いつ

でも直角ができる理由を考

え、説明することができる。 

・あたえられた手順でひもを操作し、直角

ができることを確認する。 

・ひもの操作を図に表し、2 つの三角形に 

着目して、いつでも直角ができるわけを

考える。 

・二等辺三角形の定義を確認する。 

［用語・記号］定義  

○二等辺三角形の定義を理解して

いる。 

○あたえられた手順で、いつでも

直角ができる理由を考え、説明

することができる。 

○平面図形の性質について学んだ

ことを生活に生かそうとしてい

る。 

１ 二等辺三角形の性

質 

（教科書 p.128～132） 

２ 

二等辺三角形の底角の性質

を証明することができる。 

・二等辺三角形の 2つの角は等しいことを

証明する。 

・二等辺三角形の底角の性質を利用して、

角の大きさを求める。 

［用語・記号］頂角、底辺、底角、定理 

○二等辺三角形の頂角、底辺、底角

の意味を理解している。 

○二等辺三角形の底角の性質を理

解し、角の大きさを求めること

ができる。 

○二等辺三角形の底角の性質を証

明することができる。 

○二等辺三角形の性質を証明する

方法を考えようとしている。 

３ 

二等辺三角形の頂角の二等

分線の性質を見いだすこと

ができる。また、正三角形の

性質を証明することができ

る。 

・二等辺三角形の底角の性質の証明を読ん

で、頂角の二等分線の性質を見いだし、

証明する。 

・正三角形の定義を確認する。 

・正三角形の 3つの角は等しいことを証明

する。 

○二等辺三角形の頂角の二等分線

の性質を理解している。 

○正三角形の定義と性質を理解し

ている。 

○二等辺三角形の底角の性質の証

明を読んで頂角の二等分線の性

質を見いだし、証明することが

できる。 

○正三角形の性質を証明すること

ができる。 

２ 二等辺三角形にな

るための条件 

（教科書 p.133～135） 

４ 

二等辺三角形になるための

条件を論理的に確かめるこ

とができる。また、二等辺三

角形になるための条件を利

用して、図形の性質を証明

することができる。 

・紙テープを折って重なる部分の三角形は

どんな三角形かを調べる。 

・2 つの角が等しい三角形の 2 辺は等しい

ことを証明する。 

・二等辺三角形になるための条件を利用し

て、図形の性質を証明する。 

○二等辺三角形になるための条件

を理解している。 

○二等辺三角形になるための条件

の証明において、辺や角の関係

などを読みとることができる。 

○2 つの角が等しい三角形の 2 辺

は等しいことの証明について考

察することができる。 

○二等辺三角形になるための条件

を利用して、図形の性質を証明

することができる。 

○二等辺三角形になるための条件

を証明する方法を考えようとし

ている。 



５ 

ことがらの逆と反例の意味

を理解する。 

・二等辺三角形の底角の性質と二等辺三角

形になるための条件を比べる。 

・ことがらの逆と反例の意味を知る。 

［用語・記号］逆、反例 

○ことがらの逆と反例の意味を理

解している。 

  

３ 直角三角形の合同 

（教科書 p.136～138） 

６ 

直角三角形の合同条件を、

三角形の合同条件をもとに

して考え、説明することが

できる。 

・2 つの直角三角形はどんなときに合同で

あるかを考え、説明する。 

・2 つの直角三角形が合同かどうかを、直

角三角形の合同条件を使って判断する。 

［用語・記号］斜辺 

○直角三角形の合同条件を理解し

ている。 

○直角三角形の合同条件を、三角

形の合同条件をもとにして考

え、説明することができる。  

○直角三角形の合同条件を、三角

形の合同条件をもとにして考え

ようとしている。 

７ 

直角三角形の合同条件を利

用して、図形の性質を証明

することができる。 

・直角三角形の合同条件を利用して、図形

の性質を証明する。 

・証明を振り返って、さらにわかることを

考え、説明する。 

○直角三角形の合同条件を利用し

て、図形の性質を証明すること

ができる。 

○証明を振り返って、新たな性質

を見いだすことができる。 

○直角三角形の合同条件を学習に

生かそうとしている。 

基本の問題 

（教科書 p.138） 
８ 

 

２ 

平
行
四
辺
形 

テープを重ねてできる

図形は？ 

（教科書 p.139） 
９ 

平行四辺形の定義と性質を

理解する。 

・2 つのテープが重なる部分の四角形は、

どんな四角形になるかを調べる。 

・平行四辺形の定義と性質を確認する。 

［用語・記号］対辺、対角、□ABCD 

○平行四辺形の定義と性質を理解

している。 

 ○平行四辺形の性質を証明する方

法を考えようとしている。 

１ 平行四辺形の性質 

（教科書 p.140～142） 

10 

平行四辺形の性質を証明す

ることができる。 

・平行四辺形の性質を証明する。  ○平行四辺形の性質を証明するこ

とができる。 

11 

平行四辺形の性質を利用し

て、図形の性質を証明する

ことができる。 

・平行四辺形の性質を利用して、図形の性

質を証明する。 

・証明のための図をかいて、どんな図でも

証明できていることを確認する。 

○証明のためにかいた図は、すべ

ての代表として示されているこ

とを理解している。 

○平行四辺形の性質を利用して、

図形の性質を証明することがで

きる。 

○平行四辺形の性質を学習に生か

そうとしている。 

２ 平行四辺形になる

ための条件 

（教科書 p.143～147） 

12 

具体的な事象を考察するこ

とを通して、平行四辺形に

なるための条件□2 を証明

することができる。 

・ロボットが動くようすから、その仕組み

について考察する。 

・2 組の対辺がそれぞれ等しい四角形は、

平行四辺形であることを証明する。 

 ○具体的な事象を考察することを

通して、平行四辺形になるため

の条件□2 を証明することがで

きる。 

○平行四辺形になるための条件を

証明する方法を考えようとして

いる。 

13 

平行四辺形の性質の逆を証

明することを通して、平行

四辺形になるための条件

□3 、□4 を見いだすことが

できる。 

・2 組の対角がそれぞれ等しい四角形は、

平行四辺形であることを証明する。 

・対角線がそれぞれの中点で交わる四角形

は、平行四辺形であることを証明する。 

○平行四辺形になるための条件の

証明において、辺や角の関係な

どを読みとることができる。 

○平行四辺形の性質の逆を証明す

ることを通して、平行四辺形に

なるための条件□3 、□4 を見い

だすことができる。 

 



14 

平行四辺形になるための条

件□5 を証明することがで

きる。 

・あたえられた手順でノートに図をかく

と、どんな四角形になるかを考える。 

・1 組の対辺が平行でその長さが等しい四

角形は、平行四辺形であることを証明す

る。 

・平行四辺形になるための条件を確認す

る。 

○平行四辺形になるための条件を

理解している。 

○平行四辺形になるための条件

□5 を証明することができる。 

15 

平行四辺形になるための条

件を利用して図形の性質を

証明したり、その証明を振

り返って統合的・発展的に

考えたりすることができ

る。 

・平行四辺形になるための条件を利用し

て、図形の性質を証明する。 

・平行四辺形になるための条件を利用した

証明を振り返って、統合的・発展的に考

える。 

 ○平行四辺形になるための条件を

利用して図形の性質を証明した

り、その証明を振り返って統合

的・発展的に考えたりすること

ができる。 

○平行四辺形になるための条件を

学習に生かそうとしている。 

３ 特別な平行四辺形 

（教科書 p.148～150） 

16 

長方形、ひし形、正方形の定

義やそれらと平行四辺形と

の相互関係を理解する。 

・2 つのテープの重なる部分が長方形やひ

し形、正方形になるのはどんなときかを

考える。 

・長方形、ひし形、正方形の定義をもとに

して、それらが平行四辺形であることを

証明する。 

○長方形、ひし形、正方形の定義や

それらと平行四辺形との相互関

係を理解している。 

○長方形、ひし形、正方形の定義を

もとにして、それらが平行四辺

形であることを証明することが

できる。 

○長方形、ひし形、正方形と平行四

辺形との相互関係を捉えようと

している。 

17 

長方形やひし形の対角線の

性質を証明することができ

る。また、その性質の逆が正

しくないことを、反例をあ

げて示すことができる。 

・長方形やひし形の対角線の性質を証明す

る。 

・長方形の対角線の性質をもとにして、直

角三角形の斜辺の中点の性質を証明す

る。 

・長方形やひし形の対角線の性質につい

て、その逆が正しいかどうかを調べる。 

○長方形やひし形の対角線の性質

を理解している。 

○長方形やひし形の対角線の性質

を証明することができる。 

○長方形やひし形の対角線の性質

の逆が正しくないことを、反例

をあげて証明することができ

る。 

２つの正三角形の性質

は？ 

（教科書 p.151～152） 

18 

既習の内容を活用して、図

形の性質を見いだし証明し

たり、問題の条件を変えて

統合的・発展的に考えたり

することができる。 

・1 点を共有する 2 つの正三角形の頂点に

ついて成り立つ性質を予想し、その性質

を証明する。 

・一方の正三角形を回転させても、同じ性

質が成り立つことを証明する。 

 ○既習を活用して、図形の性質を

見いだし証明したり、統合的・発

展的に考えたりすることができ

る。 

○平面図形の性質や図形の合同に

ついて学んだことを学習に生か

そうとしている。 
○平面図形の性質を活用した問題

解決の過程を振り返って検討し

ようとしている。 

４ 平行線と面積 

（教科書 p.153～154） 
19 

平行線の性質を利用して、

図形を等積変形することが

できる。 

・台形に対角線をひいた図の中にある面積

の等しい三角形を見つける。 

・底辺を共有し、その辺に平行な直線上に

頂点をもつ三角形の面積は等しい理由

を考える。 

・多角形を、面積を変えずに変形する方法

を考える。 

○底辺が同じで高さが等しい三角

形の面積は等しいことを理解し

ている。 

○平行線の性質を利用して、図形

を等積変形することができる。 

○平行線の性質を利用して、図形

を等積変形する方法を考え、そ

の方法や手順を説明することが

できる。 

○平行線の性質を学習に生かそう

としている。 

基本の問題 

（教科書 p.155） 
20 

 

章の問題Ａ 

（教科書 p.158） 
21 

 

 



6 章 起こりやすさをとらえて説明しよう [確率] （9 時間） 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・多数回の試行によって得られる確率と関連づけて、

場合の数をもとにして得られる確率の必要性と意

味を理解している。 
・簡単な場合について確率を求めることができる。 

・同様に確からしいことに着目し、場合の数をもとに

して得られる確率の求め方を考察し表現すること

ができる。 
・確率を用いて不確定な事象を捉え、考察し表現する

ことができる。 

・場合の数をもとにして得られる確率のよさに気づ

き粘り強く考えようとしている。 
・不確定な事象の起こりやすさについて学んだこと

を生活や学習に生かそうとしている。 
・確率を活用した問題解決の過程を振り返って検討

しようとしている。 
 
毎時の評価規準例 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

確
率 

くじを先にひく？あと

にひく？ 

（教科書 p.161～163） 

１ 

多数回の実験の結果をもと

にして、あたりやすさの傾

向を読みとり、説明するこ

とができる。 

・3 枚のうち 1 枚があたりであるくじをひ

くとき、何番目にひくとあたりやすいか

を予想し、多数回の実験によって確かめ

る。 

 ○多数回の実験の結果をもとにし

て、あたりやすさの傾向を読み

とり、説明することができる。 

○場合の数をもとにして得られる

確率の必要性と意味を考えよう

としている。 

１ 同様に確からしい

こと 

（教科書 p.164～168） 

２ 

多数回の試行によって得ら

れる確率と関連づけて、場

合の数をもとにして得られ

る確率の必要性と意味及び

確率の求め方を理解する。 

・1 つのさいころを投げるとき、1 の目が

出る確率を、実験によらずに求める方法

を考える。 

・どの場合が起こることも同様に確からし

いときは、場合の数をもとにして確率を

求めることができることを知る。 

・確率 p の値の範囲が、0≦p≦1 であるこ

とを確認する。 

［用語・記号］同様に確からしい 

○多数回の試行によって得られる

確率と関連づけて、場合の数を

もとにして得られる確率の必要

性と意味及び確率の求め方を理

解している。 

○確率 p の値の範囲が、0≦p≦1 で

あることを理解している。 

○実験によらずに確率を求める方

法を、場合の数に着目して考え、

説明することができる。 

○確率の意味をもとにして、誤り

があることがらを指摘すること

ができる。 

 

３ 

起こりうる場合を、樹形図

や表を使って全部あげ、確

率を求めることができる。 

・2 枚の硬貨を投げるとき、表と裏の出方

を 3通りとして求めた確率と、実験結果

が異なった理由を考える。 

・起こりうる場合を、樹形図や表を使って

全部あげ、確率を求める。 

［用語・記号］樹形図 

○起こりうる場合を、樹形図や表

を使って全部あげ、確率を求め

ることができる。 

○同様に確からしいことに着目

し、場合の数をもとにして得ら

れる確率の求め方を考え、説明

することができる。 

○確率をもとにして、ことがらの

起こりやすさを比較し、説明す

ることができる。 

○同様に確からしいことに着目

し、場合の数をもとにして得ら

れる確率の求め方を考えようと

している。 



２ いろいろな確率 

（教科書 p.169～171） 

  

 

４ 

起こりうる場合の組み合わ

せを考えて、確率を求める

ことができる。また、起こり

うる場合を 2 次元の表に整

理し、確率を求めることが

できる。 

・起こりうる場合の組み合わせを考えて、

確率を求める。 

・起こりうる場合を 2 次元の表に整理し、

確率を求める。 

○起こりうる場合の組み合わせを

考えて、確率を求めることがで

きる。 

○起こりうる場合を 2 次元の表に

整理し、確率を求めることがで

きる。 

 

５ 

あることがらの起こらない

確率の求め方を理解し、そ

の確率を求めることができ

る。 

・あることがらの起こらない確率の求め方

を考える。 

・あることがらの起こらない確率を求め

る。 

○あることがらの起こらない確率

の求め方を理解している。 

○あることがらの起こらない確率

を、場合の数について成り立つ

関係に着目して考え、説明する

ことができる。 

○あることがらの起こらない確率

に着目して、確率を求めること

ができる。 

基本の問題 

（教科書 p.172） 
６ 

 

２ 

確
率
に
よ
る
説
明 

出やすい組み合わせ

は？  

（教科書 p.173～174） 

７ 

身のまわりの事象の起こり

やすさを、確率をもとにし

て考え、説明することがで

きる。 

・2 枚のスクラッチカードを削るとき、ど

の組み合わせが出やすいかを、確率をも

とにして考え、説明する。 

 ○身のまわりの事象の起こりやす

さを、確率をもとにして考え、説

明することができる。 

○同様に確からしいことに着目

し、起こりうる場合の数え方の

誤りを指摘することができる。 

○不確定な事象の起こりやすさに

ついて学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 
○確率を活用した問題解決の過程

を振り返って検討しようとして

いる。 

１ 確率による説明 

（教科書 p.175） 
８ 

身のまわりの事象の起こり

やすさを、確率をもとにし

て考え、説明することがで

きる。 

・くじびきの順番とあたりやすさの関係

を、確率をもとにして考え、説明する。 

 

 ○身のまわりの事象の起こりやす

さを、確率をもとにして考え、説

明することができる。 

章の問題Ａ 

（教科書 p.176） 
９ 

 

 
  



７章 データを比較して判断しよう [データの比較] （5 時間） 

 

単元の評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解して

いる。 
・コンピュータなどの情報手段を用いるなどしてデ

ータを整理し箱ひげ図で表すことができる。 

・四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾

向を比較して読みとり、批判的に考察し判断する

ことができる。 

・四分位範囲や箱ひげ図のよさに気づき粘り強く考

えようとしている。 
・データの分布について学んだことを生活や学習に

生かそうとしている。 
・四分位範囲や箱ひげ図を活用した問題解決の過程

を振り返って検討しようとしている。 
 
毎時の評価規準例 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

四
分
位
範
囲
と
箱
ひ
げ
図 

牛乳の販売数の傾向

は？ 

（教科書 p.179～181） 

１ 

複数のデータの分布の傾向

を比較するとき、ヒストグ

ラムでは比較しにくいこと

を知る。 

・牛乳の１日ごとの販売数の傾向を、デー

タを用いて調べる方法について話し合う。 

 ○2つのヒストグラムから、データ

の分布の傾向を比較して読みと

り、説明することができる。 

○既習のデータの整理や分析の方

法を、問題解決に生かそうとし

ている。 

１ 四分位数と箱ひげ

図 

（教科書 p.182～187） 

２ 

箱ひげ図と四分位範囲の意

味を理解し、データを整理

して箱ひげ図に表すことが

できる。また、箱ひげ図と四

分位範囲の特徴を理解す

る。 

・牛乳の販売数のデータを整理し、箱ひげ

図に表す方法を知る。 

・四分位範囲の意味を知る。 

［用語・記号］箱ひげ図、四分位数、第１

四分位数、第２四分位数、第３四分位数、

四分位範囲 

○箱ひげ図と四分位範囲の意味を

理解し、データを整理して箱ひ

げ図に表すことができる。 

○箱ひげ図と四分位範囲の特徴を

理解している。 

○箱ひげ図からデータの分布の傾

向を読みとる方法を理解してい

る。 

○箱ひげ図とヒストグラムの対応

を理解している。 

○箱ひげ図からヒストグラムのお

およその形を考察し、説明する

ことができる。 

○四分位範囲や箱ひげ図の必要性

と意味を考えようとしている。 
 

３ 

・牛乳の販売数のデータを整理し、箱ひげ

図に表す。 

・ヒストグラムと箱ひげ図を対応させて、

箱ひげ図からデータの分布の傾向や特

徴を読みとる方法を考える。 

・箱ひげ図とヒストグラムの対応について

知る。 

４ 

四分位範囲や箱ひげ図を用

いてデータの分布の傾向を

比較して読みとり、批判的

に考察し判断することがで

きる。 

・箱ひげ図を用いて、牛乳の販売数の傾向

を調べる。 

・牛乳の販売数の傾向を読みとり、批判的

に考察し判断する。 

○箱ひげ図と四分位範囲の必要性

を理解している。 

○四分位範囲や箱ひげ図を用いて

データの分布の傾向を読みと

り、批判的に考察し判断するこ

とができる。 

○データの分布について学んだこ

とを生活や学習に生かそうとし

ている。 
○四分位範囲や箱ひげ図を活用し

た問題解決の過程を振り返って

検討しようとしている。 

章の問題Ａ 

（教科書 p.190） 
５ 

 

 



令和７年度 沖縄県八重山特別支援学校 中学部Ⅰ課程 ２学年 理科 年間指導計画 
 配当時数 ：140 時間  

【単元 1】第 1章 物質のなり立ち （教科書 p.15～34） 

章の目標 
章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・物質を分解する実験を通して、分解して生成した物質はもとの物質とは異なることを見いだして

理解する。また、物質は原子や分子からできていることを理解するとともに、物質を構成する原

子の種類は記号で表されることを知る。あわせて、それらの観察、実験などに関する技能を身に

つける。（知識・技能） 
・物質のなり立ちについて、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、原子

や分子と関連づけてその結果を分析して解釈し、化学変化における物質の変化やその量的な関係

を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 
・物質のなり立ちに関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うと

ともに、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

化学変化を原子や分子のモデル

と関連づけながら、物質の分

解、原子・分子についての基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに、科学的に

探究するために必要な観察、実

験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけ

ている。 

物質のなり立ちについて、見

通しをもって解決する方法を

立案して観察、実験などを行

い、原子や分子と関連づけて

その結果を分析して解釈し、

化学変化における物質の変化

を見いだして表現しているな

ど、科学的に探究している。 

物質のなり立ちに関する事物・

現象に進んでかかわり、見通し

をもったりふり返ったりするな

ど、科学的に探究しようとして

いる。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し、話し合う。 

第1節 ホットケーキの秘密 

・「レッツ スタート！」イラストを見ながら、ホットケーキのや

わらかさを生む原因について話し合う。 

・ホットケーキのやわらかさを生む原因を、根拠をもって説明で

きるよう、調査方法を見いだす。  

・ベーキングパウダーの主成分は炭酸水素ナトリウム（別名：重

そう）であることの説明を聞く。 

・「？課題」炭酸水素ナトリウムを加熱すると、どのような変化

が起こってホットケーキがふっくらするのか。 

15～16 思  

今までの経験と照らし合わせな

がら、ホットケーキのやわらか

さを生む原因を調べる方法を見

いだしている。 

［発言分析・行動観察］ 

炭酸水素ナトリウムを加熱す

る実験を行うことが、ホット

ケーキのやわらかさを生む原

因をさぐることになること

を、論理的に表現している。 

ホットケーキの断面がスポンジ

状になることで、やわらかくな

ることを気づかせ、材料を調整

したホットケーキの写真を手が

かりに、その原因について考え

る際に、ベーキングパウダーの

主成分である炭酸水素ナトリウ

ムであることに気づくよう助

言・指導する。 

2 

【実験1】炭酸水素ナトリウムを加熱したときの変化 

・実験1を行い、発生した気体や加熱後に残った物質の性質を調

べ、炭酸水素ナトリウムにどのような変化が起こったのかを考

える。 

・「基礎操作」レポートの書き方を確認する。 

・実験結果やp.19図1、図2、表1を参考にして、炭酸水素ナトリウ

ムを熱すると、炭酸ナトリウム、二酸化炭素、水に分かれるこ

との説明を聞く。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

17～19 思 ○ 

実験結果を根拠として、ホット

ケーキのやわらかさを生む原因

について、自分の考えを論理立

てて表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

炭酸水素ナトリウムを加熱し

たときの変化を適切に記録

し、その実験結果を根拠とし

て、ホットケーキのやわらか

さを生む原因がベーキングパ

ウダーにあることを論理立て

て表現している。 

炭酸水素ナトリウムを加熱する

ことで起こったことをていねい

に説明する。ホットケーキのや

わらかさを生む原因（断面がス

ポンジ状になる理由）につい

て、実験結果を用いて説明でき

るよう助言・指導する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

3 

・「調べよう」酸化銀を加熱して、どのような変化が起こるか調

べる。 

・化学変化と分解についての説明を聞く。 

・化学変化と状態変化のちがいについて考える。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「探究をふり返ろう」イラストを見ながら、この節の探究活動をふり返っ

て、活動の適否や改善点を書き出し、話し合う。 
19～21 

知 〇 

化学変化、分解、化学変化と状

態変化のちがいについて理解し

ている。 

［行動観察・記述分析］ 

炭酸水素ナトリウムや酸化銀

の実験結果を例に、化学変

化、分解について説明してい

る。また、状態変化と比較し

ながら、化学変化について説

明している。 

炭酸水素ナトリウムと酸化銀の

分解を例に、化学変化を考える

ことができるよう助言・指導す

る。また、水の状態変化の例を

あげ、炭酸水素ナトリウムや酸

化銀の分解と同じ変化であるか

どうかを問うなどの助言・指導

を行う。 

態 〇 

探究の過程をふり返ろうとして

いる。 

［行動観察・記述分析］ 

疑問から、疑問を解決するた

めに実験を行い、実験結果か

ら、疑問に対して自分の考え

を整理して述べることができ

たか、探究の過程をふり返ろ

うとしている。 

何のために実験を行ったか、得

た結果から、どのようなことを

考えたか、探究の過程をふり返

ることができるよう助言・指導

する。 

4 

第2節 水の分解 

・「導入」図1を見ながら、水をさらに分解できるかどうかを話し

合う。 

・水は、熱しても分解しないが、電流を流すと気体が発生するこ

との説明を聞く。 

・「基礎操作」簡易型電気分解装置の使い方、電源装置の使い方

を確認する。 

・「？課題」水に電流を流すと、どのような変化が起こるだろう

か。 

22～23 知  

電気分解装置の操作方法や、水

の電気分解によって生じた気体

を調べる方法を理解している。 

［発言分析・行動観察］ 

電気分解装置を正しく操作し

ている。また、水の電気分解

によって生じた気体を調べる

方法を、自分で考え、説明し

ている。 

電源装置と電気分解装置との接

続方法、電流の流し方、発生し

た気体の性質の調べ方など、内

容ごとに分けてていねいに助

言・指導を行う。 

5 

【実験2】水に電流を流したときの変化 

・実験2を行い、電極付近に発生する気体のようすや性質を調べ、

水に電流を流したときにどのような変化が起こるのか調べる。 

・電気分解についての説明を聞く。 

・水素、酸素などは、それ以上ほかの物質に分解できないことの

説明を聞く。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「なるほどね！」イラストを見ながら、燃料電池に興味や関心

をもつ。 

23～25 思 ○ 

水に電流を流したときに起こっ

た変化や発生した物質が何であ

るかを判断して、論理立てて表

現している。 

［行動観察・記述分析］ 

水に電流を流したときに起こ

った変化や発生した物質につ

いて、実験結果と第1学年で学

んだ気体の性質をもとに、根

拠をもって何であるかを判断

して、表現している。 

実験で発生した気体を確認する

操作によって、どのようなこと

がわかるのかを問いかけ、第 1
学年で学んだ気体の性質をふり

返りながら助言・指導を行う。 

6 

第3節 物質をつくっているもの 

・「導入」図1を見ながら、物質を細かくしていくとどうなるかを

話し合う。 

・「？課題」どのような物質も小さい粒子からできているだろう

か。 

・「予想しよう」その粒子はどのくらいの大きさなのか予想す

る。 

・「ここがポイント」原子の性質についての説明を聞き、理解す

26～29 知  

物質を構成しているものとその

性質について理解している。ま

た、元素を理解し、代表的な元

素記号を書くことができる。 

 [行動観察・記述分析] 

物質が粒子で構成されている

ことや、物質を構成する原子

の性質について説明してい

る。また、原子の種類が元素

であることを理解し、代表的

な元素記号を書くことができ

る。 

原子の性質は、電子顕微鏡の画

像を見せるなど、具体例を用い

て説明する。また、元素記号

は、アルファベットの書き方を

ていねいに説明する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

る。 
・教科書のモデルをもとに、実際の原子の大きさ、質量、種類に

ついて説明を聞く。 
・原子の種類が元素であり、元素は記号（元素記号）で表すこと

ができることについて説明を聞く。具体的な元素記号として、

p.28表1の説明を聞く。 

・原子と元素のちがいの説明を聞く。 

・周期表についての説明を聞く。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

態  

代表的な元素以外にも、ほかの

元素を知ろうとして進んで学ぼ

うとしている。 

[発言分析・ペーパーテスト] 

代表的な元素を理解すること

で、もっとほかの元素を知ろ

うとして進んで学ぼうとして

いる。 

元素の説明の際には、周期表を

活用しながら、何に使われてい

るかなどのエピソードを交え

て、いろいろな元素を示す。 

7 

第4節 分子と化学式 

・「導入」イラストを見ながら、水の分子の構造について話し合

う。 

・分子について説明を聞く。 

・「？課題」分子は、原子がどのように結びついてできているだ

ろうか。 

・「考察しよう」分子についてモデルで考える。 

・「ここがポイント」分子をつくる物質を化学式で表す方法につ

いての説明を聞き、理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「なるほどね！」元素や化学式に親しむカードゲームなどで遊

ぶ。 

30～31 知  

分子とその構成について理解し

ている。また、化学式とその表

し方を理解している。 

[発言分析・ペーパーテスト] 

分子が物質の性質を示す最小

単位の粒子であることや、原

子がどのように結びついて分

子を構成しているかを説明し

ている。また、元素記号を用

いて物質を表したものが化学

式であることを説明し、これ

までに学んだ物質について、

化学式を用いて表している。 

原子の粒子モデルを用いて、分

子の構造を説明する。水を電気

分解して、酸素と水素ができる

反応を、原子の粒子モデルを用

いて理解できるよう助言・指導

を行う。 

8 

第5節 単体と化合物・物質の分類 

・「導入」図1を見ながら、物質は全て分子として存在しているか

を話し合う。 

・分子をつくらない物質もあることを理解する。 
・「ここがポイント」分子をつくらない物質を化学式で表す方法

についての説明を聞き、理解する。 
・「？課題」化学式からわかることは何だろうか。 
・p.33 図 2 を見ながら、混合物と純粋な物質、単体と化合物、分

子をつくる物質と分子をつくらない物質のちがいについて説明

を聞く。 

・化学式から単体と化合物のちがいを見いだし、物質の分類につ

いて理解する。 
・単体と元素のちがいについての説明を聞く。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結びつけて考える。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

32～34 態  

それぞれの物質の構成を理解

し、見通しを立てて、物質を分

類しようとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

それぞれの物質について、ど

のような粒子が結合して物質

を構成しているか、どのよう

にして存在しているかを理解

し、粒子の構成のしかたを手

がかりに、見通しを立てて、

物質を分類しようとしてい

る。 

今までに学んだ物質について、

元素記号と粒子モデルを用い

て、それぞれの物質がどのよう

に存在しているかを示す。そし

て、粒子モデルから物質を分類

する活動をゲーム形式で示すこ

とで、見通しを立てられるよう

支援する。 
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【単元 1】第 2章 物質どうしの化学変化 （教科書 p.35～48） 

章の目標 
章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・2 種類の物質を反応させる実験を通して、反応前とは異なる物質が生成することを見いだして理解

するとともに、化学変化は原子や分子のモデルで説明できること、化合物の組成は化学式で表さ

れること、化学変化は化学反応式で表されることを理解する。あわせて、それらの観察、実験な

どに関する技能を身につける。（知識・技能） 
・化学変化について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、原子や分子

と関連づけてその結果を分析して解釈し、化学変化における物質の変化やその量的な関係を見い

だして表現する。（思考・判断・表現） 
・化学変化に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うととも

に、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

化学変化を原子や分子のモデル

と関連づけながら、化学変化に

ついての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているととも

に、科学的に探究するために必

要な観察、実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技

能を身につけている。 

化学変化について、見通しを

もって解決する方法を立案し

て観察、実験などを行い、原

子や分子と関連づけてその結

果を分析して解釈し、化学変

化における物質の変化を見い

だして表現しているなど、科

学的に探究している。 

化学変化に関する事物・現象に

進んでかかわり、見通しをもっ

たりふり返ったりするなど、科

学的に探究しようとしている。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し、話し合う。 
第1節 異なる物質の結びつき 
・「導入」図 1、図 2 を見ながら、水素と酸素を結びつけられるか

話し合う。 
・「？課題」物質と物質が結びつく化学変化とは、どのような変

化だろうか。 
・「課題に対する自分の考えは？」粒子モデルをもとに、異なる2
つの物質が結びついたとき、できた物質の性質がどうなるか予

想し、話し合う。 
・鉄と硫黄が結びつくときについても同様の予想を行う。 

35～37 思  

水素と酸素とが結びつくことを

理解し、その結びつき方につい

て、自分の考えを表現してい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

酸素と水素とが結びついて水

ができることを説明し、それ

らがどのように結びつくか

を、今までに学んだ知識を用

いながら考えて表現してい

る。 

水素分子、酸素分子、水分子の

粒子モデルを示すなど、思考の

きっかけとなるような助言・指

導を行う。 

2 

【実験 3】鉄と硫黄が結びつく変化 
・実験 3 を行い、熱した後の物質の性質を調べて、性質がどのよ

うに変化するのかを調べる。 
・実験結果から、鉄と硫黄を熱することで、別の物質ができたと

いえるか考え、話し合う。 

38～39 思 〇 

硫黄と鉄が結びついてできた物

質が、鉄や硫黄と異なる物質で

あることを科学的に考察して判

断している。 

［行動観察・記述分析］ 

硫黄と鉄が結びついてできた

物質と鉄や硫黄との性質を比

較することで、できた物質が

鉄や硫黄と異なる物質である

ことを科学的に考察して判断

している。 

硫黄と鉄の混合物と加熱後にで

きた物質を、見た目や磁石につ

くかどうかなどの項目ごとに比

較したようすを表にまとめさせ

るなどして、判断できるよう支

援する。 

3 

・p.40図1～4やp.41図5、図6を参考に、物質どうしが結びつく化

学変化について説明を聞く。 
・化合物について説明を聞く。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

40～41 知  

物質どうしが結びつく化学変化

を理解している。 

［発言分析・行動観察］ 

物質どうしが結びつく化学変

化について、鉄と硫黄が結び

つく実験結果や炭の燃焼など

を例にあげ、具体的に説明し

ている。 

鉄と硫黄の実験のほかに、炭の

燃焼などの写真を活用するなど

して、いくつかの例を示しなが

ら、物質どうしが結びつく化学

変化について理解できるよう助

言・指導を行う。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

4 

第2節 化学変化を化学式で表す 
・「導入」図 1を見ながら、鉄と硫黄が結びつく化学変化を粒子モ

デルを使って表し、話し合う。 

・「？課題」化学式を使って化学変化を表すには、どのような決

まりがあるだろうか。 
・化学反応式についての説明を聞き、粒子モデルと化学反応式を

使った化学変化の表し方について理解する。 
・炭素と酸素が結びつく化学変化についての説明を聞く。 

42 知  

化学反応式について理解してい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

鉄と硫黄が結びつく化学変化

を手がかりにして、化学反応

式が化学式を組み合わせて化

学変化を表していることを説

明している。 

鉄と硫黄の粒子モデルを用い

て、鉄と硫黄が結びつく反応を

図示しながら、各モデルを化学

式に直し、化学反応式をつくる

ことができるよう助言・指導を

行う。 

5 

【実習1】化学変化のモデル 
・実習1を行い、物質の粒子モデルを使って、化学変化を表す。 
・モデルの作成を通して、注意点をまとめる。 

43 態  

いろいろな化学変化を矛盾なく

説明するために、自らの学びを

調整しようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

粒子モデルを用いて化学変化

を表すときのルールを説明し

ている。また、この実習を通

じて、化学変化を表すときの

ルールを見つけた過程を説明

することができる。 

化学変化を粒子モデルで表した

後、今までに学習した原子の性

質とひとつひとつ照らし合わせ

ながら、成立するかをふり返る

ことで、実習の中で学んだ化学

変化のルールを理解させ、化学

変化のルールと理解できた過程

を自らの言葉で説明できるよう

に助言・指導を行う。 

6 

・「ここがポイント」化学反応式のつくり方についての説明を聞

き、理解する。 
・化学反応式からわかることについての説明を聞く。 
・「ここがポイント」H2と 2H と 2H2とのちがいについての説明

を聞き、理解する。 
 

44～45 知 ○ 

化学式・化学反応式にまつわる

数字の意味を理解して、正しく

化学反応式をつくることができ

る。また、化学反応式を見て、

どのような反応であるかを理解

している。 

[ペーパ－テスト] 

H2 と 2H と 2H2 とのちがいを

理解したうえで、正しく化学

反応式をつくることができ

る。また、化学反応式を見

て、どのような反応であるか

を説明している。 

化学反応式をつくるためのステ

ップをていねいに設定して、粒

子モデルを用いた助言・指導を

行う。 

7 

・p.45の「例題」の考え方を参考にして、「練習」を行う。 
・いろいろな化学反応式について説明を聞き、p.46 の「例題」の

考え方の空らんを埋める。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 
・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結びつけて考える。 
・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

45～48 態 ○ 

さまざまな化学変化を化学反応

式で表そうとしている。また、

化学反応式から、化学変化につ

いて考えようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

今までに学習した化学反応式

のつくり方を使って、さまざ

まな化学変化を化学反応式で

表そうとしている。また、化

学反応式から、化学変化につ

いて考えようとしている。 

複雑な化学反応式でも、今まで

に学習した化学式や化学反応式

のつくり方をヒントに、小さな

ステップで考えていくことで理

解できることを実感できるよう

助言・指導を行う。 
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【単元 1】第 3章 酸素がかかわる化学変化 （教科書 p.49～62） 

章の目標 
章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・酸化や還元の実験を通して、酸化や還元は酸素が関係する反応であることを見いだして理解する

とともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 
・化学変化について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、原子や分子

と関連づけてその結果を分析して解釈し、化学変化における物質の変化やその量的な関係を見い

だして表現する。（思考・判断・表現） 
・化学変化に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うととも

に、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

化学変化を原子や分子のモデル

と関連づけながら、化学変化に

おける酸化と還元についての基

本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに、科学的

に探究するために必要な観察、

実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身につ

けている。 

化学変化について、見通しを

もって解決する方法を立案し

て観察、実験などを行い、原

子や分子と関連づけてその結

果を分析して解釈し、化学変

化における物質の変化を見い

だして表現しているなど、科

学的に探究している。 

化学変化に関する事物・現象に

進んでかかわり、見通しをもっ

たりふり返ったりするなど、科

学的に探究しようとしている。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し、話し合う。 
第 1 節 物質が燃える変化 
・「レッツ スタート！」鉄くぎは燃えないがスチールウールは燃

えることと、木片はかたまりでも燃えることについて話し合

う。 
・「？課題」物質が燃えるとき、どのような変化が起こっている

だろうか。 
・「課題に対する自分の考えは？」物質が燃えるという現象を、

ろうそくや木などが燃えたときのようすをもとに考える。 

49～50 思  

物質が燃えるとき、どのような

変化が起こっているか予想でき

る。 

［発言分析・記述分析］ 

ろうそくや木などが燃えたと

きのようすをもとに、物質が

燃えるときにどのような変化

が起こっているか予想でき

る。 

ものが燃える様子を観察させ、

どのような変化が起こっている

か、再度考えさせる。 

2 

【実験 4】鉄を燃やしたときの変化 
・実験 4 を行い、スチールウールを燃やすときに酸素が使われて

いるか、反応前後の物質の性質や質量の変化を調べる。 
・「解決方法を考えよう」実験 4 ステップ 1 で、集気びんの中の

水面が上がった理由を考える。 
・自分の考えを班内で発表し、異なる考えが出たとき、自分やほ

かの生徒の考えを比べて検討・改善する。 

50～52 態  

集気びんの中の水面が上がった

理由について、自分の考えをも

ち、異なる考えが出た場合、自

分やほかの生徒の考えを比べて

検討し、改善しようとしてい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

集気びんの中の水面が上がっ

た理由について、自分の考え

をもち、異なる考えが出た場

合、話し合いを行いながら、

自分やほかの生徒の考えを十

分に検討して改善しようとし

ている。 

集気びんの中の水面が上がった

ことに注目させ、どうして水面

が上がったのか考えるよう促

す。 

3 

・酸化、酸化物、燃焼についての説明を聞く。 
・金属の酸化や燃焼についての説明を聞く。 
・金属以外の物質の酸化についての説明を聞く。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 53～55 知 〇 

酸化、酸化物、燃焼、金属以外

の物質の酸化について、理解し

ている。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

酸化、酸化物、燃焼、金属以

外の物質の酸化について、具

体的な例をあげながら説明し

ている。 

酸化、酸化物、燃焼、金属以外

の物質の酸化についての説明

を、再度行うなど個別に指導を

行い、知識を身につけることが

できるよう支援する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

4 

第 2 節 酸化物から酸素をとる化学変化 
・「レッツ スタート！」身のまわりに単体の金属が多いことにつ

いて話し合う。 
・「？課題」金属の酸化物から酸素をとって、金属のみにするに

は、どうすればよいだろうか。 
・「調べ方を考えよう」酸化銅から酸素をうばいとる方法を考

え、話し合う。 

56 態 ○ 

酸化銅から酸素をうばいとる方

法について考えようとしてい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

酸化銅から酸素をうばいとる

方法について、話し合いなが

らねばり強く考えようとして

いる。 

これまでの学習内容を想起さ

せ、酸化銅から酸素をうばえそ

うな物質はないか、考えるよう

助言・指導する。 

5 

【実験 5】酸化銅から酸素をとる化学変化 
・実験 5 を行い、加熱後に残った物質の性質を調べ、どのような

変化が起きているかを考える。 
・「考察しよう」粒子のモデルを活用しながら、実験 5 の結果に

ついて考える。 
・酸化銅と炭素を混ぜ合わせて熱すると、炭素が酸化銅から酸素

をうばい、二酸化炭素が発生して銅ができることを粒子のモデ

ルを用いて説明する。 
・酸化物から酸素をうばう化学変化を化学反応式で表し、還元に

ついての説明と、酸化と還元は同時に起こることについての説

明を聞く。 
・「探究をふり返ろう」炭素のほかにも、酸化銅から酸素をうば

う物質はあるかを考える。 

57～58 思 ○ 

酸化物から酸素をとる化学変化

について、粒子のモデルを用い

て表現している。 

[記述分析] 

実験結果をもとに、炭素が酸

化銅から酸素をうばい、二酸

化炭素が発生して銅ができる

ことについて、粒子のモデル

を用いて表現している。 

実験結果から、反応した物質、

できた物質はそれぞれ何かを考

え、粒子のモデルで表すようう

ながす。 

6 

・水素にも酸化物から酸素をうばうはたらきがあることについて

の説明を聞く。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「ここがポイント」酸化と還元について学んだことを整理して

理解する。 

・「まちなか科学」についての説明を聞く。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 
・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 
・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結びつけて考える。 
・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し、話し合う。 

59～62 知  

酸化銅と水素の化学変化ではど

のようになるか、理解してい

る。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

酸化銅と水素の化学変化につ

いて、水素が酸化銅から酸素

をうばい、水が発生して銅が

できることを粒子のモデルを

用いて説明している。 

酸化銅と炭素の化学変化と比較

して説明を再度行うなど、個別

に指導を行い、知識を身につけ

ることができるよう支援する。 
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【単元 1】第 4章 化学変化と物質の質量 （教科書 p.63～72） 

章の目標 
章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・化学変化の前後における物質の質量を測定する実験を通して、反応物の質量の総和と生成物の質

量の総和が等しいことを見いだして理解する。また、化学変化に関係する物質の質量を測定する

実験を通して、反応する物質の質量の間には一定の関係があることを見いだして理解する。あわ

せて、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 
・化学変化と物質の質量について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行

い、原子や分子と関連づけてその結果を分析して解釈し、化学変化における物質の変化やその量

的な関係を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 
・化学変化と物質の質量に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を

養うとともに、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

化学変化を原子や分子のモデル

と関連づけながら、化学変化と

質量の保存、質量変化の規則性

についての基本的な概念や原

理・法則などを理解していると

ともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的

な技能を身につけている。 

化学変化と物質の質量につい

て、見通しをもって解決する

方法を立案して観察、実験な

どを行い、原子や分子と関連

づけてその結果を分析して解

釈し、化学変化における物質

の変化やその量的な関係を見

いだして表現しているなど、

科学的に探究している。 

化学変化と物質の質量に関する

事物・現象に進んでかかわり、

見通しをもったりふり返ったり

するなど、科学的に探究しよう

としている。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し、話し合う。 
第 1 節 化学変化と質量の変化 
・「導入」フラスコの中にスチールウールを閉じこめて燃やした

とき、フラスコ全体の質量はどうなるか話し合う。 
・「？課題」化学変化が起こる前と後では、物質全体の質量はど

うなるだろうか。 
・「課題に対する自分の考えは？」化学変化の前後で、物質をつ

くる原子はどうなるか、原子・分子のモデルで考える。 

63～64 思  

化学変化によって質量はどのよ

うに変化するかを予想すること

ができる。 

［発言分析・記述分析］ 

化学変化によって質量はどの

ように変化するか、原子・分

子のモデルを用いて根拠を示

しながら自分の考えを表現し

ている。 

フラスコの中にスチールウール

を閉じこめて燃焼させる実験を

もとに、質量がどう変化するか

考えるよう助言・指導する。 

2 

【実験 6】化学変化の前と後の質量の変化 
・実験 6 を行い、化学変化が起こるとき、化学反応の前と後で

は、物質全体の質量が変化するかどうかを調べる。 65 思 〇 

化学変化が起こるとき、反応の

前と後では、物質全体の質量が

変わらないことを見いだし、そ

のしくみを原子や分子に関連づ

けて表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

実験結果を原子や分子と関連

づけて分析して解釈し、化学

変化が起こるとき、反応の前

と後では、物質全体の質量が

変わらないことを見いだして

表現している。 

反応の前と後の物質全体の質量

を比較し、どうなっているか考

えるよう助言・指導する。 

3 

・実験 6 の化学変化と、閉鎖系では反応の前後で物質全体の質量

に変化がないことの説明を聞く。 
・質量保存の法則から、化学変化の前後では、反応に関係する物

質の原子の種類と数に変化がないことについての説明を聞く。 
・「考察しよう」実験 6 の実験 B④で化学反応が起こった後、容

器のふたをあけてから質量を測定すると、質量が小さくなった

理由を考える。 
・質量保存の考え方は、物質の変化のほぼ全てについてなり立つ

ことについての説明を聞く。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

66～67 知 〇 

化学変化によって物質全体の質

量が変わらないことについて理

解している。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

化学変化の前と後では、反応

に関係する物質の原子の種類

と数に変化がないことから、

化学変化によって、物質全体

の質量が変わらないことにつ

いて、説明している。 

実験 6 の結果を再確認して質量

が変化していないことを確かめ

させるなど、個別に指導を行

い、知識を身につけることがで

きるよう支援する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

4 

第 2 節 化学変化する物質どうしの質量の関係 
・「導入」同じ質量の鉄とマグネシウムを酸化させたのに、それ

ぞれの酸化物の質量がちがう理由について話し合う。 
・「？課題」2 種類の物質が結びつくとき、それぞれの物質の質

量には、どのような関係があるだろうか。 
【実験 7】金属を熱したときの質量の変化 
・実験 7 を行い、金属と酸素が結びつくとき、それぞれの質量に

はどのような関係があるかを見いだす。 

68～69 思 ○ 

金属と酸素が結びつくとき、そ

れぞれの質量にはどのような関

係があるかを見いだして表現し

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

実験結果を具体的に示しなが

ら、反応する金属の質量と結

びつく酸素の質量の関係を量

的に見いだして表現してい

る。 

反応する金属の質量と結びつく

酸素の質量の関係をグラフに示

し、そこからどのような関係が

あるか、再度考えるよう助言・

指導する。 

5 

・実験結果や p.70 図 1 から、ある質量の金属と結びつく酸素の質

量に限度があることを確認する。 
・「データを読みとろう」実験結果の表から、金属の質量と、で

きた酸化物の質量や結びつく酸素の質量の間には、何か決まり

があるか考え、話し合う。 70 態 ○ 

金属の質量と、できた酸化物の

質量や結びつく酸素の質量の間

の関係について考えようとして

いる。 

［発言分析・行動観察］ 

金属の質量と、できた酸化物

の質量や結びつく酸素の質量

の間の関係について、話し合

いながらねばり強く考えよう

としている。 

金属の質量と、できた酸化物の

質量や結びつく酸素の質量のグ

ラフを示し、どのような関係が

あるか考えるよう助言・指導す

る。 

6 

・化学変化する物質どうしの質量の割合についての説明を聞く。 
・「探究をふり返ろう」p.71 図 2 のグラフではなく、p.71 図 3 の

グラフをもとに考察したのはなぜか考える。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 
・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 
・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結びつけて考える。 
・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

71～72 知  

物質と物質が結びつくとき、そ

れぞれの物質が一定の割合で結

びつくことについて、理解して

いる。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

物質と物質が結びつくとき、

それぞれの物質が一定の割合

で結びつくことについて、銅

と酸素、マグネシウムと酸素

などの具体的な例をあげて説

明している。 

実験結果を示しながら、物質と

物質が結びつくとき、それぞれ

の物質が一定の割合で結びつく

ことについて、説明をもう一度

行うなど、個別に指導を行い、

知識を身につけることができる

よう支援する。 
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【単元 1】第 5章 化学変化とその利用 （教科書 p.73～79） 

章の目標 
章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・化学変化によって熱をとり出す実験を通して、化学変化には熱の出入りがともなうことを見いだ

して理解するとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 
・化学変化について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、原子や分子

と関連づけてその結果を分析して解釈し、化学変化における物質の変化やその量的な関係を見い

だして表現する。（思考・判断・表現） 
・化学変化に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うととも

に、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

化学変化を原子や分子のモデル

と関連づけながら、化学変化と

熱についての基本的な概念や原

理・法則などを理解していると

ともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的

な技能を身につけている。 

化学変化について、見通しを

もって解決する方法を立案し

て観察、実験などを行い、原

子や分子と関連づけてその結

果を分析して解釈し、化学変

化における物質の変化を見い

だして表現しているなど、科

学的に探究している。 

化学変化に関する事物・現象に

進んでかかわり、見通しをもっ

たりふり返ったりするなど、科

学的に探究しようとしている。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、発表する。 
第 1 節 化学変化と熱 
・「レッツ スタート！」日常生活で熱が発生する化学変化には何

があるか話し合う。 
・「？課題」どのような化学変化でも、周囲に熱を出すだろう

か。 
・「課題に対する自分の考えは？」燃焼以外の化学変化で熱が発

生するかどうか考え、話し合う。 

73～74 態  

燃焼以外の化学変化で熱が発生

するかどうか考えようとしてい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

燃焼以外の化学変化で熱が発

生するか、話し合いながらね

ばり強く考えようとしてい

る。 

これまでの学習内容から、燃焼

以外の化学変化を想起させ、熱

が発生しているか考えるよう助

言・指導する。 

2 

【実験 8】化学変化による温度変化 
・実験 8 を行い、どのような化学変化でも周囲に熱を出すかどう

か調べる。 75 思 〇 

化学変化には熱の出入りがとも

なうことを見いだして表現して

いる。 

［記述分析］ 

実験結果をもとに、化学変化

には熱の出入りがともなうこ

とを見いだして適切に表現し

ている。 

実験で化学変化によって温度が

変わったことから熱がどのよう

になったかを考えるよう促す。 

3 

・実験結果から、化学変化では温度が上がる場合と温度が下がる

場合があることを見いだす。 
・発熱反応、吸熱反応、化学エネルギーについての説明を聞く。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「まちなか科学」についての説明を聞く。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

76～77 知 〇 

熱を発生する化学変化について

理解している。 

［行動観察・記述分析］ 

熱を発生する化学変化につい

て、鉄と硫黄の反応などの具

体例をあげながら、説明して

いる。 

発熱反応、吸熱反応、化学エネ

ルギーについての説明を、再

度、行うなど、個別に指導を行

い、知識を身につけることがで

きるよう支援する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

4 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認する。 
・化学変化が日常生活のなかで役に立つ例にどのようなものがあ

るか話し合う。 
・化学変化が日常生活のなかで役に立つ例を調べ、紹介文をカードや

ポスターにまとめる。 
・ほかの生徒が書いた紹介文を読み、感想や疑問をふせん紙に書いて

はりつける。 
・「学びを生活や社会に広げよう」で紹介されている、化学変化が日

常生活のなかで役に立つ例を確認する。 
・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し、話し合う。 

78~79 態 ○ 

化学変化が日常生活のなかで役に

立つ例を、関心をもって調べ、紹

介文をカードやポスターにまとめ

ようとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

化学変化が日常生活のなかで役

に立つ例を、関心をもってねば

り強く調べ、複数の紹介文をカ

ードやポスターにまとめようと

している。 

化学変化が日常生活のなかで役に

立つ例を一つ紹介し、興味をもた

せることによって主体的に学習に

とり組めるよう支援する。 
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【単元 2】プロローグ ミクロの世界をのぞいてみよう （教科書 p.88～89） 

章の目標 
章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・生物のからだのつくりとはたらきとの関係に着目しながら、生物と細胞について理解するととも

に、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 
・生物と細胞について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、その結果

を分析して解釈し、生物のからだのつくりとはたらきについての規則性や関係性を見いだして表

現する。（思考・判断・表現） 
・生物と細胞に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度と、生命を尊

重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができるように

する。（主体的に学習に取り組む態度） 

生物のからだのつくりとはたら

きとの関係に着目しながら、生

物と細胞についての基本的な概

念や原理・法則などを理解して

いるとともに、科学的に探究す

るために必要な観察、実験など

に関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけてい

る。 

生物と細胞について、見通し

をもって解決する方法を立案

して観察、実験などを行い、

その結果を分析して解釈し、

生物のからだのつくりとはた

らきについての規則性や関係

性を見いだして表現している

など、科学的に探究してい

る。 

生物と細胞に関する事物・現象

に進んでかかわり、見通しをも

ったりふり返ったりするなど、

科学的に探究しようとしてい

る。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・p.89 の写真をもとに、「身近な野菜であるタマネギを、顕微鏡

観察すると小さな部屋のようなものが見えてくる」を見なが

ら、顕微鏡の経験などについて話し合う。 
・基礎操作「顕微鏡の使い方」を確認する。 

88～90 知  

顕微鏡で観察するために必要な

操作の意味を理解し、その技能

を身につける。また、スライド

ガラスやカバーガラスなど、観

察に必要な器具を扱う上での注

意点についても理解する。 

［発言分析・行動分析］ 

顕微鏡で観察するために必要

な操作の意味を理解し、倍率

など顕微鏡操作に必要な知識

について、説明することがで

きる。スライドガラスやカバ

ーガラスなど、観察に必要な

器具を扱う上での注意点につ

いても理解し、行動してい

る。 

顕微鏡の操作に慣れていない、

経験がない生徒に対し、顕微鏡

の正しい使い方や扱い方を丁寧

に説明する。スライドガラスや

カバーガラスなど、顕微鏡を使

用する際に必要な器具について

も実物を見せながら具体的に助

言・指導する。 
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【単元 2】第 1章 生物と細胞 （教科書 p.91～104） 

章の目標 
章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・生物のからだのつくりとはたらきとの関係に着目しながら、生物と細胞について理解するととも

に、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 
・生物と細胞について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、その結果

を分析して解釈し、生物のからだのつくりとはたらきについての規則性や関係性を見いだして表

現する。（思考・判断・表現） 
・生物と細胞に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度と、生命を尊

重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができるように

する。（主体的に学習に取り組む態度） 

生物のからだのつくりとはたら

きとの関係に着目しながら、生

物と細胞についての基本的な概

念や原理・法則などを理解して

いるとともに、科学的に探究す

るために必要な観察、実験など

に関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけてい

る。 

生物と細胞について、見通し

をもって解決する方法を立案

して観察、実験などを行い、

その結果を分析して解釈し、

生物のからだのつくりとはた

らきについての規則性や関係

性を見いだして表現している

など、科学的に探究してい

る。 

生物と細胞に関する事物・現象

に進んでかかわり、見通しをも

ったりふり返ったりするなど、

科学的に探究しようとしてい

る。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 
第 1 節 植物の細胞 
・p.92 図 1 の写真を見て、身近な植物のからだが、葉、茎、根か

らなることについてふり返る。 
・「？課題」植物のからだを顕微鏡で観察すると、どのようなつ

くりが見えるだろうか。 
・「調べ方を考えよう」植物を顕微鏡で観察する方法について考

え、どのような材料が適しているか話し合う。 
【観察 1】植物のからだの顕微鏡観察 
・観察 1 を行い、植物のからだのつくりを顕微鏡で観察し、スケ

ッチする。 
・観察できた試料もしくは、p.89 の写真を参考にして、植物のか

らだのつくりに見られた共通点や相違点について話し合い、ま

とめる。 

91～93 知 ◯ 

植物を顕微鏡で観察するために

必要な操作の意味を理解し、そ

の技能を身につけている。ま

た、観察できたものを正しくス

ケッチしている。 

［行動観察・記述分析］ 

プレパラートを作成し、それ

ぞれの特徴がわかりやすい部

分（例えば、サンプルの重な

りがない部分）を選び、観察

している。また、染色液の有

無による、見え方のちがいを

適切に表現している。 

プレパラートの作成がうまくい

かない生徒については、書画カ

メラやデジタル教材などを用い

て、手元をわかりやすく演示す

るなどして、安全に作業が行え

るよう助言・指導する。視野の

中で、資料が見つからない生徒

には、顕微鏡の倍率のちがいに

よる見え方のちがいがわかるよ

うな写真や映像を示しながら指

導する。 

2 

・p.94 図 1～図 3 をもとに、植物のからだが細胞からできている

ことの説明を聞く。 
・p.95 図 4 をもとに、葉の表皮や中に見られるさまざまな細胞の

形を確認する。 
・p.95 図 5 をもとに、植物の細胞の基本的なつくりを確認し、

核、細胞膜、細胞壁、葉緑体、液胞などに関する説明を聞く。 
・葉の表皮や中に見られるさまざまな細胞の形を確認する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

94〜95 思 〇 

前時に行った観察結果をもとに

して、それぞれの特徴を、言葉

や図を用いてまとめ、さまざま

な植物の細胞に見られる共通点

を表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

いくつかの試料を観察した記

録として、大きさなど細胞の

特徴や、酢酸カーミンなどの

染色液を用いると核が見やす

くなること、核がさまざまな

サンプルで確認できることを

スケッチや文章で適切に表現

している。 

それぞれの試料で観察したもの

のどこが細胞なのかを理解でき

ていない場合、教科書などの写

真を見せながら、スケッチの内

容を確認し、細胞の見え方につ

いて助言・指導する。共通の構

造としての核を見つけることが

できなかった場合、染色方法な

ど、実験手順について再度確認

するよう助言・指導する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

3 

第 2 節 動物の細胞 
・動物のからだについて、これまで学習したことについて話し合

う。 
・前時に観察した植物の細胞についてふり返り、植物細胞に見ら

れた共通の特徴について確認する。 
・「？課題」動物のからだを顕微鏡で観察すると、どのような特

徴が見られるだろうか。 
・「調べ方を考えよう」植物の細胞を観察したときの経験をもと

にして、動物の細胞を観察する際の材料や観察方法について話

し合う。 
・材料として用いる口の内部をおおう粘膜に関する説明を聞く。 
【観察 2 】動物の細胞の観察 
・観察 2 を行い、動物の細胞を観察し、スケッチを行う。 
・植物の細胞と比較し、観察できたものをもとに、動物のつくり

について、共通点や相違点があるか考える。 

96～97 知 〇 

植物を顕微鏡で観察した際の実

験操作をもとに、動物の細胞を

観察するために必要な操作の意

味を理解し、その技能を身につ

けている。また、観察できたも

のを正しく記録している。 

［行動観察・記述分析］ 

正しくプレパラートを作成

し、植物に比べて小さい動物

の細胞を見つけてスケッチし

ている。また、染色液の有無

による見え方のちがいや、大

きさなど植物細胞とのちがい

を適切に記録している。 

ほおの内側の細胞の観察におけ

る実験操作自体は植物のときよ

りも簡単だが、作成したプレパ

ラート上で細胞を見つけること

が難しいため、倍率による見え

方のちがいなどを、巡回しなが

ら助言・指導する。 

4 

・観察結果および p.98の私のレポートおよび図 1を参考にして、

染色の有無によって、細胞の見え方にどのようなちがいがあっ

たかを確認する。 
・p.98 図 2 をもとに、動物の細胞と植物の細胞のつくりの共通

点、細胞質に関する説明を聞く。 
・p.99 図 3 を参考にして、小腸の細胞と、ヒトのほおの内側の細

胞を比較し共通点について話し合う。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

98〜99 思 〇 

観察結果をもとに、動物の細胞

の特徴をまとめ、細胞内に核が

存在することなどについて、細

胞の共通点を、植物の細胞と比

較しながら表現している。ま

た、大きさや形など、植物の細

胞との相違点をまとめている。 

［発言分析・記述分析］ 

細胞の大きさなどの特徴をス

ケッチや文章で適切に表現し

ている。また、核などの観察

した細胞に共通に見られる構

造について表現している。さ

らに、図や表などを用いて、

動物の細胞と植物の細胞の違

いを、わかりやすくまとめて

いる。 

ここで観察した動物の細胞は、

植物に比べて小さく見つけにく

いため、教科書 p.98 図 1 のよう

な像が、どれくらいの倍率で観

察できるかについて助言・指導

する。植物の観察により得た細

胞のイメージをもとに観察をは

じめた生徒は、その先入観で動

物の細胞を見つけられなくなる

ことがあるため、適宜見え方に

関する助言・指導する。 

5 

第 3 節 生物のからだと細胞 
・「レッツ スタート！」p.100 池や水槽の中など水中の小さな生

物に関連したことについて、知っていることや気づいたことを

話し合う。 
・これまでに観察した細胞について、大きさなどのちがいについ

てふり返る。また、それぞれの細胞の共通点と相違点について

話し合う。 
・「？課題」生物のからだは、どのようにつくられているだろう

か。 
・「調べよう」小さな生物のおおよその大きさを知るための方法

について説明を聞き、調べる。 
・単細胞生物と多細胞生物がいることを理解する。 
・p.101 図 2、図 3 をもとに、単細胞生物の細胞に関する説明を

聞く。 

100〜101 知 〇 

これまでの学習をもとに、水中

の小さな生物の観察を行う際の

大きさを比較するための工夫な

どについて、説明している。 

また、水中の小さな生物にはさ

まざまなものが見られ、大きく

単細胞生物と多細胞生物に分け

られることについて説明してい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

水中の小さな生物の観察もし

くは写真をもとに、単細胞生

物にもさまざまな特徴がある

ことを説明している。植物・

動物の細胞の観察をふり返

り、多細胞生物の組織と器官

の関係について説明してい

る。 

「水中の小さな生物＝単細胞生

物」だと生徒が思いこんでいる

場合があるので、ミジンコなど

の多細胞生物の例を示す。単細

胞生物と多細胞生物のちがい

は、単に細胞数だけではないこ

とについて助言・指導する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

6
・ 
7 

・p.102 図 1 をもとに、単細胞生物にもさまざまなものが見ら

れ、それぞれの細胞には個々の生命活動に必要なしくみが全て

備わっていることについて説明を聞く。 
・p.102 図 2 をもとに、多細胞生物のからだを構成する細胞が組

織をつくり、いくつかの組織が集まって器官をつくり、さらに

器官が集まり個体となることについて説明を聞く。 
・p.103 図 3 をもとに、単細胞生物の細胞と多細胞生物の細胞の

共通点と相違点について説明を聞く。 
・p.103 図 4 をもとに、ここまでの内容をふり返り、細胞ひとつ

ひとつが、生命活動を行っていることに関する説明を聞き、さ

らに細胞の呼吸についての説明を聞いてまとめる。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 
・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 
・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結び付けて考える。 
・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

102～104 

思  

単細胞生物の特徴（例「泳

ぐ」）が細胞のつくり（例「細

かい毛のようなつくり」）と深

く関係していることについてま

とめている。また、多細胞生物

における組織と器官について説

明している。単細胞生物と多細

胞生物を比較し、多細胞生物で

は細胞の役割分担が見られるこ

とを見いだしている。また、多

細胞生物のからだの大きさと細

胞の数のちがいについて説明し

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

多細胞生物に見られる、細胞

の役割分担について、例をあ

げて説明している。また、単

細胞生物の1つの細胞中に存在

するさまざまな構造について

例をあげて説明している。 
細胞の呼吸について、エネル

ギーや酸素という言葉を使っ

て説明している。 

細胞が生きて活動するために必

要な基本的なものや事柄を説明

し、単細胞生物の細胞のつくり

と、多細胞生物の細胞の役割分

担（組織）について、例をあげ

ながら助言・指導する。 

態 〇 

ここまでの観察等をふり返り、

ほかの生徒との話し合いを通じ

て理解を深め、「多様な生物の

間に見られる共通点は何だろう

か」という問いかけへの答えを

もとに、自己の成長や変容を表

現しようとしている。 

［発言分析・記述分析］ 

章全体をふり返り、生物のか

らだが細胞からできているこ

とについて、多様な生物の例

について調べ、自身の理解の

深まりを自覚している。 

ヒトのからだや身近な植物など

が細胞からできていることを例

に話し合いをうながし、生物に

とって（呼吸、成長などの生命

現象における）基本単位となる

細胞ついて、興味を深めるきっ

かけとなるように助言・指導す

る。 
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【単元 2】第 2章 植物のからだのつくりとはたらき （教科書 p.105～126） 

章の目標 
章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・植物のからだのつくりとはたらきとの関係に着目しながら、葉・茎・根のつくりとはたらきにつ

いて理解するとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 
・植物のからだのつくりとはたらきについて、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験

などを行い、その結果を分析して解釈し、植物のからだのつくりとはたらきについての規則性や

関係性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 
・植物のからだのつくりとはたらきに関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようと

する態度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見

ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

植物のからだのつくりとはたら

きとの関係に着目しながら、

葉・茎・根の つくりとはたらき

についての基本的な概念や原

理・法則などを理解していると

ともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的

な技能を身につけている。 

植物のからだのつくりとはた

らきについて、見通しをもっ

て解決する方法を立案して観

察、実験などを行い、その結

果を分析して解釈し、植物の

からだのつくりとはたらきに

ついての規則性や関係性を見

いだして表現しているなど、

科学的に探究している。 

植物のからだのつくりとはたら

きに関する事物・現象に進んで

かかわり、見通しをもったりふ

り返ったりするなど、科学的に

探究しようとしている。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 
第 1 節 葉と光合成 
・p.106 図 1 を見て、ふ入りの葉でデンプンがつくられるのかど

うか考えて、話し合う。 
・p.106 図 2 などから、小学校の学習を想起し、植物の葉に光が

当たるとデンプンがつくられること、光合成は葉の緑色の部分

で行われていることを確認する。 

105～106 思  

葉の緑色の部分とふの部分それ

ぞれに光を当てた場合と当てて

いない場合のデンプンの生成に

ついて、ヨウ素液の反応をふま

えて自分の考えをまとめて表現

している。 

［行動観察・記述分析］ 

 

葉の緑色の部分に光を当てた

ものはヨウ素液が反応してい

ることからデンプンがつくら

れており、光が当たっていな

いものはヨウ素液が反応して

いないので、デンプンはつく

られていないことを関連づけ

て表現している。 

ヨウ素液はデンプンがあると青

紫色に変化し、デンプンがない

と変化しないことを確認し、生

徒が思考できるよう助言・指導

する。 

2 

・「？課題」光合成は葉の細胞の中のどこで行われているだろう

か。 
・「課題に対する自分の考えは？」葉の細胞のどの部分で光合成

が行われているのか考える。 
【実験 1】葉の細胞の中で光合成が行われている部分 
・実験 1 を行い、光を当てたものと当てていないオオカナダモを

用意し、脱色してヨウ素液をたらして、細胞のようすを比較し

て、光合成が行われた場所を調べる。 
・葉のどの部分で光合成が行われたか考察する。 

107 態  

葉の細胞の中で光合成が行われ

ている部分についての実験に進

んでかかわり、ほかの生徒と協

力しながら、ねばり強く課題を

解決しようとしている。 

[発言分析・行動観察] 

顕微鏡で観察を行い、光を当

てた葉と光を当てていない葉

を比較して、その結果のちが

いを確認し、課題に対する自

分の考えがどう変わったかふ

り返ろうとしている。 

ヨウ素液で染まった細胞を顕微

鏡で観察することは難しいの

で、顕微鏡の使い方について助

言・指導する。葉の比較をする

際に、黒っぽい粒（デンプンが

ある場所）をさがすように伝

え、生徒が実験にかかわりやす

いよう助言・指導する。 

3 

・前時の実験結果を整理し、葉の細胞にある葉緑体で光合成が行

われていることを説明する。 
・「ここがポイント」を確認する。 
・p.109 図 3 を見て、光合成で発生した気体が酸素であることを

確認する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

108～109 思 〇 

葉の細胞の中で光合成が行われ

ている部分の実験結果をもと

に、自らの考えを文章としてま

とめて表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

実験結果をもとにして、葉の

細胞の葉緑体で光合成が行わ

れていることについて、自分

の考えを論理的にまとめて表

現している。 

実験結果を比較し、葉に光が当

たると緑色の部分がヨウ素デン

プン反応で黒っぽく変色してい

ること、そこにデンプンができ

ていることを説明し、生徒が思

考できるよう助言・指導する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

4 

第 2 節 光合成に必要なもの 

・図 1 を見て、植物が光合成を行うのに必要なものについて考

え、話し合う。 

・「？課題」光合成でデンプンがつくられるとき、何が材料にな

るだろうか。 

・「調べ方を考えよう」について考える。 

【実験 2】光合成と二酸化炭素の関係 
・実験 2 を行い、光合成と二酸化炭素の関係を調べる。 

・結果の表を作成・比較し、二酸化炭素が光合成によって使われ

たことを考察する。 

・陸上植物では気孔から二酸化炭素がとりこまれていることを理

解する。 

・「調べよう」光合成と二酸化炭素の関係を石灰水を使って調べ

ることができることを理解する。 

・光合成では材料として水も使われていることを理解する。 

・「！結論」自分で考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

110～113 思 〇 

光合成と二酸化炭素の関係の実

験結果を正しく記録し、結果の

表を用いて考察している。 

［発言分析・記述分析］ 

光の有無、植物の有無などそ

れぞれの条件での結果を表に

まとめて記録している。ま

た、対照実験について理解

し、結果を適切に考察してい

る。 

実験の条件の確認を行い、光の

有無、植物の有無についての表

をつくり、その表に結果をまと

めるよう助言・指導する。 

5 

第 3 節 植物と呼吸 
・「レッツ スタート！」p.114 図 1 の植物が呼吸を行っているの

かを確かめる実験の結果について考え、話し合う。 
・実験結果から、光が当たっていない植物は呼吸によって二酸化

炭素を放出することを理解する。 
・「？課題」植物はいつ呼吸や光合成をしているだろうか。 
・昼と夜での植物の気体の出入りについて理解する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

114～115 思  

植物が呼吸をしていることを確

認し、光合成や呼吸がいつ行わ

れているか、自らの考えを文章

にまとめて表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

昼には呼吸と光合成が、夜に

は呼吸のみが行われているこ

とについて、自分で考えて文

章に適切にまとめている。 

昼間は見かけ上、二酸化炭素が

放出されないという点の理解が

難しいので、具体的な数値を出

して、生徒が理解できるよう助

言・指導する。 

6 

第 4 節 植物と水 
・「レッツ スタート！」p.116 図 1 の水面が下がった原因につい

て考え、話し合う。 
・植物の吸水と蒸散について理解する。 
・「？課題」植物の吸水は、蒸散とどのような関係があるだろう

か。 
・「調べ方を考えよう」蒸散と吸水の関係を調べるため、植物の

からだのどの部分で蒸散をしているのかについてどのように調

べればよいか考える。 

116 思 〇 

吸水と蒸散の関係を調べる実験

の方法について、自分たちでど

のような条件を用意すればよい

か、またそう決めた理由を科学

的に考えている。 

［発言分析・記述分析］ 

グループで話し合い、自分た

ちの方法を考えている。ま

た、その方法を考えた理由に

ついて説明している。 

葉の表や裏、茎など、具体的な

部位を例に出して、その部分の

蒸散をおさえたとき、吸水がど

のようになるかを問いかけて、

生徒が思考できるよう助言・指

導する。 

7 

【実験 3】吸水と蒸散の関係 
・実験 3 を行い、吸水と蒸散の関係を調べる。 117 態  

吸水と蒸散の関係の実験につい

て進んでかかわり、ねばり強く

取り組もうとしている。 

［行動観察・発言分析］ 

条件が異なる枝について、結

果のちがいを確認し、正しく

記録することができる。 

水中での操作は難しいため、実

際に演示するなどして、実験を

やりきるよう助言・指導する。 

8 

・「解決方法を考えよう」実験結果を整理し、仮説が正しかった

かどうかを考察し、実験の改善点についてグループごとに話し

合う。 
・蒸散と吸水のしくみについて理解する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

118～119 知 〇 

吸水と蒸散の関係の実験結果を

ふまえて、葉で蒸散が生じるこ

とで吸水が生じることを理解し

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

自分の考えをまとめ、葉が蒸

散をすることで吸水が生じる

ことを理解している。 

吸水が先か蒸散が先かがわかり

にくいことをふまえて、吸水と

蒸散の実験では、吸水は制御で

きないが、蒸散を制御すること

で吸水量にちがいが出ることを
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 助言・指導する。 

思  

実験結果を整理し、仮説や方法

などを検証し、実験の妥当性に

ついて考えている。 

［発言分析・記述分析］ 

自分たちの立てた仮説につい

て、話し合いを通してふり返

り、仮説や計画が正しかった

かを論理的に説明している。 

どのような実験を行ったかを確

認させ、行った実験の妥当性を

検証するよう助言・指導する。 

9 

第 5 節 水の通り道 
・「レッツ スタート！」p.120 図 1 から、花の色が変わった原因

について考える。 
・「？課題」水は根・茎・葉のどの部分を通っているだろうか。 
・「調べよう」葉の断面を観察し、どの部分が水の通り道か考え

る。 
【観察 3】水の通り道 
・観察 3 を行い、植物の根の表面のつくりと、色水を吸わせた葉

と茎の断面の観察を行い、吸水された水が茎のどこを通るのか

を調べる。 

120～123 思 〇 

水の通り道の実験において、結

果を正しく記録し、吸水された

水が葉や茎のどこを通るのか考

察する。 

［行動分析・記述分析］ 

葉や茎をスケッチして、色水

が通ったところを正しく記録

し、吸水された水が葉や茎の

どこを通っているか説明して

いる。 

なぜ色水を使用したのかを確認

させ、色水が通ったところを正

確にかくよう助言・指導する。 

10 

・観察で見られた根の細かいつくりや根毛が、根の表面積を広

げ、効率よく水や水にとけた肥料分をとりこんでいることを理

解する。 
・維管束のはたらき、および維管束の並び方が、単子葉類と双子

葉類で異なることを理解する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 
・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結び付けて考える。 
・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

124～126 態 〇 

葉や茎の水の通り道について、

探究した過程をふり返ろうとし

ている。 

［行動観察・記述分析］ 

葉や茎の水の通り道につい

て、実験結果を参考にして、

以前に学んだ葉や茎の構造に

ついてふり返りながら自分の

考えをまとめている。 

前時でとり組んだ実験結果を明

示し、水がどこを通るのか、学

習内容をふり返り、自らの考え

をまとめるよう助言・指導す

る。 
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【単元 2】第 3章 動物のからだのつくりとはたらき （教科書 p.127～146） 

章の目標 
章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・動物のからだのつくりとはたらきとの関係に着目しながら、動物が生命を維持するはたらきにつ

いて理解するとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 
・動物が生命を維持するはたらきについて、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験な

どを行い、その結果を分析して解釈し、動物のからだのつくりとはたらきについての規則性や関

係性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 
・生命を維持するはたらきに関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度

と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ることが

できるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

動物のからだのつくりとはたら

きとの関係に着目しながら、動

物が生命を維持するはたらきに

ついての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているととも

に、科学的に探究するために必

要な観察、実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技

能を身につけている。 

動物が生命を維持するはたら

きについて、見通しをもって

解決する方法を立案して観

察、実験などを行い、その結

果を分析して解釈し、 動物の

体のつくりとはたらきについ

ての規則性や関係性を見いだ

して表現しているなど、科学

的に探究している。 

動物が生命を維持するはたらき

に関する事物・現象に進んでか

かわり、見通しをもったりふり

返ったりするなど、科学的に探

究しようとしている。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに

自分の考えを記述し、話し合う。 
第 1 節 消化のしくみ 
・「レッツ スタート！」p.128 図 1 を参考にして、ヒトをふくめ

た動物が何を食べているか（食材）などについて話し合う。 
・「？課題」食物は、消化される過程で、どのように変化してい

くのだろうか。 
・主食とよばれるものの多くがデンプンをふくんでいることの説

明を聞く。 
・だ液によりデンプンが甘い物質（麦芽糖）に変化すると考えら

れることについて説明を聞く。 
・「調べ方を考えよう」確かめること（デンプンが麦芽糖に変化

する）を確認し、どのような実験をしたらよいかを話し合う。 
・ヨウ素液、ベネジクト液について、それぞれの性質（色の変

化）などについての説明を聞く。 
・p.130図 1、図 2を参考にして、実験の方法について話し合い、

その結果を発表する。 

127～130 思  

食物に関して気づいたことや疑

問に思ったことから、消化につ

いての問題（食物の変化）を見

いだしている。デンプンが消化

によって糖（麦芽糖）に変化す

ることを確かめる実験方法につ

いて話し合い、表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

食物に関する知識や経験か

ら、消化に関する課題を見い

だそうとしている。特に、消

化が食物を吸収されやすい養

分に変化させることを確かめ

る実験について、ヨウ素液や

ベネジクト液を使う意味を理

解し、実験方法や手順を適切

にまとめている。ヨウ素液、

ベネジクト液、どちらか一方

のみでは不十分であることを

まとめている。 

消化に対して興味をもたせるた

めに、食物の種類や、それらが

からだの中でどのように変化し

ていくかについて、話し合いを

うながす。色の変化によって、

物質の有無（量）を調べる方法

についての理解を深めるため、

さまざまな濃度のデンプン液を

つくり、これにヨウ素液を加え

させるなどの実験を演示する。 

2 

・前時の話し合いの内容をふり返り、だ液のはたらきを調べる実

験方法に関する説明を聞く。だ液の採取方法や対照実験につい

て確認する。 
・だ液のはたらきを調べる実験方法の具体的な手順などについて

話し合う。 
【実験 4】だ液によるデンプンの変化 
・実験 4 を行い、だ液によるデンプンの変化を調べる。 
・実験後、結果の見方を参考に、結果をまとめるための方法につ

いて話し合う。 

130～131 思 〇 

前時の話し合いをもとにして、

具体的な手順を確認し、正しい

実験操作をしている。また、実

験結果の記録方法について話し

合い、表をつくるなどのくふう

をして、適切にまとめている。 

［行動観察・記述分析］ 

必要な試験管の準備など、実

験方法や手順を正しく理解し

ている。また、対照実験の意

味を正しく理解し、実験結果

（特に色の変化について）を

言葉や表によって、わかりや

すく記録している。  

実験操作の意味を理解させ、ス

ポイトの使い分けなど、だ液が

対照実験に混ざらないようにす

る配慮が必要なことなどを、重

ねて助言する。どの実験結果を

比較するのかをしっかりと理解

させられるように、試験管にラ

ベルをはり、中に入っているも

のを示すよう助言・指導する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

・実験結果をまとめる。 

3 

・前時の実験をふり返り、対照実験の意味について再び話し合

う。 
・実験操作の意味（反応の温度、反応の時間）などについて話し

合う。 
・「考察しよう」結果をまとめた表をもとにして、何と何を比較

すればよいかについて話し合い、考察する。 
・p.132図 1、図 2をもとに、実験 4の試験管内で起こったことに

ついて話し合う。デンプンと麦芽糖に関して説明する。 
・だ液のはたらきと性質について話し合う。 
 

132 思 〇 

実験結果をもとに、だ液のはた

らきについて、対照実験の意味

をよく理解しているかなど、実

験結果をもとに考察した内容を

適切に表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

色の変化とデンプン、麦芽糖

の有無（量の変化）を結びつ

けて考察し、適切に表現して

いる。 

考察が進まない場合などは、

p.132 「考察しよう」をもと

に、何と何を比較すればよいの

かを、p.130 の実験方法を考え

る場面までもどって考えるよう

助言・指導する。 

4 

・消化液と消化酵素に関する説明を聞く。 
・p.133 図 3 を参考にして、ヒトの消化系のつくりとはたらきに

関する説明を聞く。 
・p.133 表 1 をもとに、食物にふくまれる栄養分に関する説明を

聞く。 
・p.133 表 2 をもとに、さまざまな消化酵素のはたらきに関する

説明を聞く。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

133 知 〇 

消化にかかわる器官について、

消化管とそれにつく器官のつな

がりを理解している。食物にさ

まざまな成分がふくまれている

こと、消化酵素には、さまざま

なはたらきをもつものが存在す

ることを理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

食物にふくまれる成分と、こ

れらの消化にかかわる消化酵

素について、話し合いを通じ

て適切な表を作成し、まとめ

ている。また、消化にかかわ

る器官の位置やつながり方を

理解するために、模式図など

を作成している。 

食物にさまざまな成分がふくま

れていることを、p.128図1をふ

り返るなどして助言する。消化

にさまざまな器官がかかわる理

由について話し合わせて、消化

酵素にも多様なものがあること

について助言・指導する。 

5 

第 2 節 吸収のしくみ 
・「レッツ スタート！」p.134 図 1 のイラストを参考に、消化管

の内側が、からだの外側とつながっていることについて話し合

う。 
・からだの内側とはどこか（血管のある場所）について確認し、

消化される場所と吸収される場所、吸収された後の行き先につ

いて確認する。 
・「？課題」消化された食物は、体内にどのように吸収されてい

くだろうか。 
・p.134 図 2 を見て、デンプン、タンパク質、脂肪の消化の流れ

とそれぞれの消化酵素の役割についての説明を聞く。 
・p.135 図 3 を見て、小腸のつくり（柔毛）とそのはたらきにつ

いての説明を聞き、小腸の表面積が大きいことの利点について

理解する。 
・p.135 図 4 を参考にして、ブドウ糖、アミノ酸、脂肪酸とモノ

グリセリドの吸収、および、小腸で吸収されたブドウ糖とアミ

ノ酸が肝臓に送られたり、脂肪酸とモノグリセリドがリンパ管

を通って血管に送られたりすることについての説明を聞く。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

134～135 思 〇 

デンプン、タンパク質、脂肪が

消化されていく過程を理解して

いる。吸収がおもに小腸のかべ

で行われることを理解し、柔毛

の構造と吸収のようすを表現し

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

デンプン、タンパク質、脂肪

が消化されていく過程を、図

などを用いて説明している。

小腸のかべの表面積が広いこ

となど、吸収に適した構造に

なっていることを説明してい

る。吸収されたものが全身に

運ばれることを説明してい

る。 

口→食道→胃→小腸→大腸→肛

門というつながりを確認しなが

ら、各部分で食物にふくまれる

成分がどのように変化するか

（しないか）を、ひとつひとつ

確認するよう助言する。消化前

の成分と消化されてできた物質

をわかりやすく対応させ、

p.134図 2を必要に応じて、デン

プンだけ、タンパク質だけ、脂

肪だけに注目したものに分解す

るなどのくふうをし、確認でき

るよう助言・指導する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

6 

第 3 節 呼吸のはたらき 
・「レッツ スタート！」p.136 図 1 を参考に、吸気と呼気の成分

のちがいについて話し合う。 
・前時に学習した消化・吸収された養分が全身の細胞に運ばれる

ことについて思い出し、これを全身の細胞が、何のために、ど

のように利用しているのかについて話し合う。 
・p.136 図 2 を参考に、有機物を利用してエネルギーをうみ出す

際に、酸素が必要であることの説明を聞く。 
・「？課題」細胞の呼吸に必要な酸素は、どのようにからだにと

り入れられ、細胞に届けられるのだろうか。 
・p.137 図 4 を参考に、鼻、口、気管、肺、肺胞に関する説明を

聞く。肺呼吸により、肺胞と毛細血管の間で、酸素と二酸化炭

素のやりとりが起こることについて確認する。 
・p.136 図 3 を見て、ヒトの肺に空気が入るしくみについて理解

する。 
・p.137 図 5 より、動脈血と静脈血にふくまれる酸素、二酸化炭

素の量のちがいについて確認し、動脈血→静脈血、静脈血→動

脈血という変化が、どこで起きるか話し合う。 
・細胞による呼吸についての説明を聞き、肺呼吸とのちがいを確

認する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

136～137 知 〇 

細胞の呼吸について理解してい

る。また、肺が酸素をとりこ

み、二酸化炭素を排出するため

の器官であることを理解してい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

細胞において、養分からエネ

ルギーをとり出すときに、酸

素が必要であること、およ

び、その際に二酸化炭素が生

じることについて理解してい

る。細胞の呼吸に必要なもの

を、血液循環と関連づけて理

解している。肺の構造につい

て、酸素と二酸化炭素の交換

を行ううえで都合のよい点を

説明している。 

細胞による呼吸と肺呼吸のちが

いがわかりにくく、p.137図 5の

意味がとらえにくい場合は、か

らだが細胞からできていること

を話し合いのなかで確認し、ひ

とつひとつの細胞が呼吸を行っ

ていることを助言する。 
激しい運動をして筋肉を使う

と呼吸数が多くなる理由などに

ついて話し合うよう助言・指導

する。 

7 

第 4 節 血液のはたらき 
・「レッツ スタート！」p.138 図 1 を参考に、心臓につながる血

管が、どこにつながっているかについて話し合う。 
・「？課題」養分や酸素、二酸化炭素は、心臓、血管、血液のは

たらきによってどのように運ばれるのだろうか。 
・p.138 図 2 を用いて、心臓の４つの部屋の位置関係（つながり

など）、血液の流れ方を確認する。 
・p.139図 3、図 4をもとに、動脈と静脈の区別および毛細血管と

の関係について説明を聞く。また、動脈→毛細血管→静脈とい

う流れについて話し合いを通して確認する。 
・動脈、静脈の血管のかべの厚さ、弁の有無に関する解説を聞

く。 
・p.139 図 5 をもとに、体循環と肺循環について確認する。 
・血液がからだのすみずみまで流れることを理解する。 

138～139 思  

心臓に 4 つの部屋があることの

意味を理解し、動脈、毛細血

管、静脈、心臓、肺のつながり

を表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

心臓につながる静脈、動脈と

心房、心室の関係を理解し、

つながる血管（血液の流れ）

がわかるような図で表現して

いる。また、動脈、毛細血

管、静脈のつながりを、自分

のからだを想定しながら説明

している。これに加えて、肺

循環と肺循環について説明し

ている。 

血管が枝分かれしているようす

を p.139 図 4 を使って示した後

に、毛細血管は非常に細いもの

であることを助言・指導する。

また、皮下の毛細血管のうすい

かべが壊れると内出血とよばれ

る状態になることなど、血液が

血管の中を流れていることを身

近に感じられるような例をあ

げ、説明する。 



21 
 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

8 

・p.140 図 1 を参考に、肺循環と体循環について確認し、酸素を

多くふくむ血液と、酸素の少ない血液の流れを確認する。 
・肺の中で静脈血が動脈血に、全身の細胞で動脈血が静脈血にな

ることを確認する。 
・肺動脈には静脈血が、肺静脈には動脈血が流れることを確認す

る。 
・「説明しよう」について考え、説明する。 
・p.140 表 1 を参考に、血球と血しょう、および赤血球、白血

球、血小板のはたらきについて説明を聞く。 
・動脈血と静脈血の色のちがいについて確認し、ヘモグロビンの

はたらきについて説明を聞く。 
・血液と細胞での物質の交換について理解する。とくに、組織液

と血液（血しょう）の関係について、p.141 図 4 をもとに確認

する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

140～141 知 〇 

肺循環と体循環のちがいを心臓

の構造と結びつけて理解してい

る。また、動脈血および静脈血

が流れている部分や、酸素の運

搬について理解している。血球

の種類など血液の成分や、血し

ょうと毛細血管からしみだした

もの（組織液）の関係について

理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

動脈血と静脈血の区別、肺循

環と体循環の区別、動脈と静

脈の区別などを整理してまと

めている。また、血球のはた

らきを図などとともにまとめ

ている。毛細血管で起こる酸

素、二酸化炭素、養分、不要

な物質のやりとりや、血液が

循環しなければならない意味

を説明している。 

動脈血と静脈血のちがいが、ふ

くまれている酸素の量のちがい

によることを示したうえで、動

脈血→静脈血の変化と、静脈血

→動脈血の変化が、どこで起こ

るのかを、肺呼吸、細胞による

呼吸という言葉を用いて説明で

きるよう助言・指導する。血液

循環が止まると、細胞の呼吸な

どにどのような影響が出るかを

考えさせる。 

9 

第 5 節 排出のしくみ 
・「レッツ スタート！」からだから排出されるものにはどのよう

なものがあるかについて、汗と尿のちがいなどについて話し合

う。 
・「？課題」尿はどこで何からつくられるのだろうか。 
・細胞の活動によって、血液中（組織液中）に不要物が存在する

ようになることについて説明を聞く。 
・アンモニアについて第 1 学年で学習した内容について復習す

る。アンモニアが、肝臓で無害な尿素に変えられることについ

ての説明を聞く。 
・p.142 図 2 を参考に、腎臓の位置、腎臓に運ばれる血液、腎臓

とぼうこうの結びつきなど、尿が排出されるまでのことについ

ての説明を聞く。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

142～143 知 〇 

尿は腎臓でつくられているこ

と、尿には尿素などの不要物が

ふくまれていることを理解して

いる。 

［発言分析・記述分析］ 

尿が腎臓でつくられているこ

と、尿をつくることによって

血液の成分にどのような変化

が起こるのかを説明してい

る。また、尿の成分を、血し

ょうの成分と対比させながら

説明している。 

腎臓とぼうこうの関係など、尿

に関係する器官をわかりやすく

示す。健康診断の際に行われる

尿検査を例に、尿を調べると血

しょうにふくまれる成分の変化

を間接的に知ることができるこ

となど、血液と尿の関係につい

て理解できるように助言・指導

する。 

10 

・「学びを生活や社会に広げよう」について考える。 
【動物の器官と細胞のはたらきを結びつけよう】 
・これまでの学習をふり返り、p.144 図 1 を見ながら、以下の内

容について話し合う。 
 ①細胞が生きていくために必要なものは何か。 
 ②細胞のはたらきによって生じるものは何か。 
・p.144 図 2 を見ながら、消化と吸収、呼吸、血液の循環、排出

の結びつきについて、以下の内容を話し合う。 
  さまざまな器官は、どのようなはたらきをするのか。 
  各部分の血液にふくまれている成分のちがいはどのようなも

のであり、どのように移動をするか。 

144 態 ◯ 

これまでの学習をふり返り、話

し合いを通して、細胞の活動と

器官のはたらきを結びつけて考

えている。p.144図 2に掲載され

ている情報を整理し、生命を維

持するはたらきについて理解を

深めようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

酸素、二酸化炭素、養分など

に注目して動物のからだのつ

くりとはたらきをとらえ直

し、各器官のはたらきと血液

循環の関係を、話し合いの中

で説明している。また、これ

までの学習をふり返り、細胞

がヒトのからだの基本単位と

なっていることの意味をとら

えようとしている。 

p.144図 2には、多くの要素が一

つにまとめられている。こうい

った要素を一度にとらえられな

い場合は、トレーシングペーパ

ーなどを利用して図を分解した

ものを示し、これらを関係づけ

て考えるよう助言・指導する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

11 

【植物と動物のからだを比べよう】 
・p.145 図 3 をもとに、植物の細胞と動物の細胞の共通点と相違

点について話し合う。 
・植物の細胞にしかない構造（葉緑体）と、養分の獲得のしかた

について思い出す。 
・p.145 図 4 を見ながら、植物と動物（p.144 図 2）を対比させ

て、養分の獲得のしかたと、養分の体内の移動について話し合

う。 
・植物（維管束）と動物（血管や血液循環）を対比させて、その

ちがいについて話し合う。 
・植物の器官（根、茎、葉）と動物の器官のちがいについてまと

める。例えば、冬に落葉する植物を例にして、植物と動物の養

分の獲得のしかたのちがいについて話し合う。 
・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 
・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

145～146 態 ◯ 

これまでの動物と植物に関する

学習を、細胞、養分の獲得とい

う 2 つの視点からふり返り、共

通点と相違点を図、表や文章を

使ってまとめ直すなど、ねばり

強く自らの学びを深めようとし

ている。 

［発言分析・行動観察］ 

細胞の共通点や相違点や、動

物と植物のからだのつくりや

はたらきの共通点や相違点を

ふり返りながら比較し、話し

合いを通して理解を深めてい

る。また、これまでに学習し

た内容を、図や表を使って説

明するなど、積極的に自らの

学びをふり返り、深めようと

している。 

植物に関する既習事項の整理が

できていない場合はデンプンを

キーワードにして、光合成など

をふり返ることができるよう助

言・指導する。また、水をキー

ワードとして、植物と動物、そ

れぞれの体内の水の移動を確認

できるように、からだを示す簡

単な模式図を提示し、学習をふ

り返ることができるよう助言・

指導する。 

 



23 
 

【単元 2】第 4章 刺激と反応 （教科書 p.147～159） 

章の目標 
章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・動物のからだのつくりとはたらきとの関係に着目しながら、刺激と反応について理解するととも

に、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 
・刺激と反応について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、その結果

を分析して解釈し、動物のからだのつくりとはたらきの規則性や関係性を見いだして表現する。

（思考・判断・表現） 
・刺激と反応に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度と、生命を尊

重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができるように

する。（主体的に学習に取り組む態度） 

動物のからだのつくりとはたら

きとの関係に着目しながら、刺

激と反応についての基本的な概

念や原理・法則などを理解して

いるとともに、科学的に探究す

るために必要な観察、実験など

に関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけてい

る。 

刺激と反応について、見通し

をもって解決する方法を立案

して観察、実験などを行い、

その結果を分析して解釈し、

動物のからだのつくりとはた

らきについての規則性や関係

性を見いだして表現している

など、科学的に探究してい

る。 

刺激と反応に関する事物・現象

に進んでかかわり、見通しをも

ったりふり返ったりするなど、

科学的に探究しようとしてい

る。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・「Before & After」小学校で学習したことなどをもとに自分の考

えを記述し、話し合う。 
第 1 節 刺激の受けとり 
・「レッツ スタート！」ライオンがえものをとらえるときにはた

らいている器官について考え、話し合う。 

・動物が外界から刺激を受けとっていることを理解する。 

・「？課題」刺激を受けとっている器官には、どのようなものが

あり、どのようなはたらきをするだろうか。 

・感覚器官について説明を聞き、理解する。 

・「考えよう」写真を見て、その動物の目のつく位置と生活のし

かたとの関係について考える。 

147～149 思  

刺激にはどのようなものがある

か、動物はその刺激をからだの

どこで受けとっているのかとい

うことを考え、それを話し合い

などで表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

写真資料や自らの経験から、

いくつかの刺激や感覚器官に

ついて具体例をあげている。

感覚器官がどのようなはたら

きをしているのかを理解し、

それを表現している。 

p.148図 1を参照させ、何をたよ

りにしてライオンはシマウマを

とらえることができているのか

を考えさせ、刺激と感覚器官の

関係について理解できるよう助

言・指導する。 

2 

・p.150、151 図 1 を見ながら、ヒトの感覚器官についての説明を

聞き、自分たちの身のまわりの刺激がどこで受容されているか

考える。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 
150～151 知  

ヒトの感覚器官について、それ

ぞれのはたらきについて理解す

るとともに、身のまわりでどの

ような刺激がどの感覚器官によ

って受けとられているのかを理

解している。 

［発言分析・行動観察］ 

ヒトの感覚器官について、そ

れぞれのはたらきについて理

解し、普段の生活のなかでの

いくつかの場面において、ど

のような刺激があり、それを

どの感覚器官で受けとってい

るのかを説明している。 

p.151 の調理場面においてどの

ような刺激があるか、ヒトの感

覚器官を一つずつあげていきな

がら、それぞれで受けとる刺激

の具体例を考えるよう助言・指

導する。 

3 

第 2 節 神経のはたらき 
・動物の感覚器官は刺激に対してどのように反応しているのかに

ついて考え、話し合う。 
・神経の種類とはたらきについて理解する。 
・「？課題」感覚器官で受けとられた刺激は、神経のどこを伝わ

り、どのようにして反応を引き起こすだろうか。 
【実験 5】刺激に対するヒトの反応時間の計測 
・実験 5 を行い、意識して起こる反応にかかる時間を調べる。 
・右手をにぎられてから、左手でとなりの人の右手をにぎるまで

152～153 知 〇 

中枢神経と末しょう神経のはた

らきについて理解しているとと

もに、実験 5 を実施し、その結

果を適切に記録している。 

［発言分析・記述分析］ 

中枢神経と末しょう神経につ

いて理解している。また、正

確に実験を行い、その実験結

果を記録し、平均値を求める

など適切に結果の処理をして

いる。 

p.152図 2などを参照し、それぞ

れの神経のちがいを理解させ

る。また、実験の目的を明らか

にして説明し、正しく実験がで

きるよう助言・指導する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

にかかった時間の意味を考察する。 

4 

・実験結果をもとに、刺激から反応までの流れを理解する。 

・反射について理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 154～155 思 〇 

実験 5 の結果から、刺激から反

応までの流れを適切に説明し、

反射の特徴についても理解し、

まとめている。 

［発言分析・記述分析］ 

 

実験5の結果をもとに、刺激か

ら反応までの流れを、これま

での学習内容と関連づけなが

ら、適切に説明している。ま

た、反射の特徴についても理

解している。 

実験 5 で行った操作が、刺激か

ら反応までの流れのどの段階に

当てはまるのかを一つずつ説明

し、全体の流れが理解できるよ

う助言・指導する。 

5 

第 3 節 骨と筋肉のはたらき 

・図 1を見て、骨格のようすと運動の関係について話し合う。 

・p.156 図 2 を参考にして、ヒトの筋肉と骨に関する説明を聞く。 

・「？課題」うでやあしが動くとき、骨や筋肉は、どのようなは

たらきをするだろうか。 

・骨、筋肉、けんについての説明を聞く。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「おてがる科学」ニワトリの手羽先を使ってけんを引くと、手

羽先がのびるようすを確認する。このことから筋肉の収縮とけ

ん、さらに骨の動きについて考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに、自分の考えを

記述し、話し合う。 

・「学びを生活や社会に広げよう」p.159 の観察を行い、これまで

学習した内容を、生活や社会と結びつけて考える。 

156～159 

知 〇 

うでの曲げのばしの例などをも

とに、骨と筋肉のはたらきにつ

いて理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

 

からだを動かすときの骨と筋

肉のはたらきについて理解し

ている。また、これまで学習

したことをもとに、動物がど

のようにまわりのようすを知

り、そして反応するのかを説

明している。 

うでの曲げのばしの模型などを

利用し、筋肉が縮むことと骨格

が動くことをあわせて理解でき

るよう助言・指導する。 

態 〇 

これまでの学習をふり返りなが

ら、イカの解剖と観察について

計画を立て、自ら探究しようと

している。 

［発言分析・記述分析］ 

第 3章と第 4章で学習したこと

をふり返り、イカの解剖と観

察について注目すべき点を理

解したうえで、これからの探

究の計画などをノートやワー

クシートに適切に記述してい

る。 

これまで学習してきたことをあ

げさせ、イカの解剖ではどのよ

うな点に注目できるかを具体的

に考えることができるよう助

言・指導する。 
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【単元3】第1章 気象の観測 （教科書 p.168～194） 

 
章の目標 

 

章の観点別評価規準 
知識・技能（知） 

 
思考・判断・表現（思） 

 
主体的に学習に取り組む態度（

態） 
 
・気象要素と天気の変化との関係に着目しながら、気象要素、気象観測、霧や雲の発生などについての

基本的な原理・法則などを理解するとともに、それらの観察・実験の技能を身につける。（知識・技

能） 
・気象観測について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、その結果を分析

して解釈し、天気の変化についての規則性や関係性などを見いだして表現する。（思考・判断・表現） 
・気象観測に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度と生命を尊重し、自

然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的

に学習に取り組む態度） 

 
気象要素と天気の変化との関係
に着目しながら、気象要素、気
象観測、霧や雲の発生などにつ
いての基本的な概念や原理など
を理解しているとともに、科学
的に探究するために必要な観察
、実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に
つけている。 

 
気象観測について、見通しをも
って解決する方法を立案して観
察、実験などを行い、その結果
を分析して解釈し、天気の変化
についての規則性や関係性を見
いだして表現しているなど、科
学的に探究している。 

 
気象観測に関する事物・現象に
進んでかかわり、見通しをもっ
たりふり返ったりするなど、科
学的に探究しようとしている。 
 

  
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時 
数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 
プロローグ 気象を観測する前に 
・気象要素には、気温、湿度、風向、風速、風力、気圧などがあるこ
と、また、それぞれの気象要素がどのような単位で表されるか説明
を聞き、理解する。 

168～169 知  
気象要素には気温、湿度、風向、
風速、風力、気圧などがあること
と、その表し方を理解している。 

［発言分析・行動観察］ 

気象の状況は気象要素を用いて
表すことができ、それぞれ決ま
った単位を使って表すことを理
解している。 

気象のようすを表す際に用いる
用語を、具体的にイメージさせ
、どのような表し方ができるか
気付かせる。 

2 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自分の

考えを記述し、話し合う。 
第1節 圧力と大気圧 
・「レッツ スタート！」図1をもとに、鉛筆の芯に接している指の方が

、軸に接している指よりも、力を大きく感じるのはなぜか、気づい
たことを話し合う。 

・「？課題」圧力とは、何だろうか。 
・「調べよう」の結果から、圧力が接した部分の面積に関係があること

を見いだす。 
・圧力とその単位について説明を聞き、理解する。 

170～173 思  

物体に接している面積によって、

圧力が異なることを見いだしてい

る。 
［発言分析・記述分析］ 

物体に接する面積を変える実験
から、質量が同じでも接する面
積によって圧力が変わることを
見いだして表現している。 

物体に接する面積が変わると圧
力の大きさが変化することから
、圧力を求める式では、分母が
力のはたらく面積になることに
着目するよう助言・指導する。 

3 

・「例題」の考え方を参考にして、「練習」を行う。 
・図1のゴムボールの実験の説明を聞き、空気にも質量があることと

、空気の重さによって圧力が生じることについて理解する。 
・「調べよう」の結果から、大気圧の大きさを知る。 
・図2の説明を聞き、大気圧の大きさは高度が高くなるほど小さくな

ることを知る。 
・気圧の単位は「hPa」を用いることについて説明を聞く。 

174～175 態 ○ 

圧力について、具体的な数値の計
算をするなどして自らの学習を調
整しようとしている。 

［ワークシート・小テスト］ 

圧力について、圧力の式を用い
て正確な計算にねばり強く取り
組み、圧力を実生活の具体的な
物理現象と結びつけようとして
いる。 

具体的な実生活での体験例をあ
げることで、圧力について感覚
的に理解できるよう助言・指導
する。 

4 

・図 1 から、あらゆる方向から大気圧がはたらいていることを理解す

る。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

176～177 知  

あらゆる方向から大気圧がはたら
いていることを理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

各実験の結果にもとづいて、空
気には質量があり、その質量に
よる大気圧があらゆる方向から
はたらいていることを見いだし
て理解している。 

演示実験や映像を使って実験を
紹介し、圧力によって物体が空
気から力を受けることを想像す
るよう助言・指導する。 

5 

第2節 気圧と風 
・「導入」図1のように落ち葉がひらひらと舞うようすから、風とは何
か考え、話し合う。 
・「？課題」気圧と風には、どのような関係があるのだろうか。 
・等圧線と、高気圧・低気圧について説明を聞く。 
・「基礎操作」等圧線の読み方について知る。 

178 知 ○ 

天気図で、各地の気圧の値は等圧

線を用いて表され、時間とともに

変化することを理解している。ま

た、風が気圧と関係していること

を理解している。 

気圧の値を天気図の等圧線から
読みとり、任意の２地点間の気
圧の高低のようすを、把握して
いる。また、「高」「低」の記号
がなくても高気圧・低気圧を指
摘することができる。 

気圧を等圧線で表すことが、地
図などで学習する等高線と似て
いることを示し、高さと同じよ
うに気圧もその高低が表されて
いることを助言・指導する。 
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時 
数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 

指導の手立て 
［発言分析・記述分析］ 

6 

・「？に対する自分の考えは？」等圧線と風のふき方について、どのよ
うなことがいえるか考える。 

・気圧と風についての説明を聞き、理解する。 
・高気圧・低気圧と風のふき方についての説明を聞く。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

179 知  

風が、気圧の高いところから低い
ところへとふくことを見いだして
いる。また、低気圧や高気圧が鉛
直方向の空気の流れに関係してつ
くられていることを見いだしてい
る。 

［発言分析・記述分析］ 

風が、気圧の高いところから低
いところへ空気が動くことを天
気図などから見いだしている。
また、低気圧と高気圧の鉛直方
向の空気の動きをもとに、地表
付近の気圧の高低について考え
表現している。 

天気図上での気圧の高低の読み
とりについて確認し、その後風
のふき方に注目させるなど、気
圧と風の関係を2段階に分けて助
言・指導する。 

7 

第3節 気象の観測 
・「導入」図１のように雨が降り始めると、気象要素がどのように変化

するか、話し合う。 
・「？課題」気象要素と天気の変化には、どのような関係があるのだろ

うか。 
・「基礎操作」気象観測のしかたと天気図の記号について、説明を聞き

、理解する。 

180、182～
185 思  

雨が降り始めると、気象要素がど
のように変化するかを考え、表現
している。 

［発言分析・記述分析］ 

生活経験をもとに、雨が降り始
めたときに、気象要素がどのよ
うに変化し、どのように降雨に
関わっているのか、表現してい
る。 

雨の降り始めに関する自分の生
活経験を確認させ、気象要素と
の関連に結びつけられるよう助
言・指導する。 

8 

・学校内で気象観測をすると、どのようなことがわかるか話し合い、
気象観測の計画を立てる。 181、182～

185 知 ○ 
それぞれの気象要素について、気

象観測の方法を理解し、気象観測

の計画を立てている。 
［記述分析］ 

それぞれの気象要素について、
気象観測の方法を理解し、それ
をふまえて具体的な気象観測の
計画を立案している。 

実際の気象観測機器を提示した
り、映像で示したりしながら、
どのように気象要素を記録でき
るか説明する。 

9 

【観察 1】校内の気象観測 
・観察1を行い、気象要素がどのように変化し、どのようにかかわり合
っているのかを調べる。 

 
181～185 知  

気象観測を計画に沿って行い、そ

の結果を記録・整理している。 
［行動観察］ 

気象観測の結果を適切な方法で
もれなく記録し、その結果をま
とめている。また、ほかの班の
データを共有し、図や表に整理
している。 

気象観測方法について復習し、
班ごとに確認するよう助言・指
導する。 

10 

・気象観測の結果をまとめる。 
・観測できない時間については、気象庁のサイトなどから近隣の気象
データを調べる。調べたデータと観測結果を1つのグラフにまとめて
表現し、比較する。 

181～185 思  

各気象要素について、既存のデー
タから補うなどして、気象要素の
時間変化をデータとしてまとめて
整理している。 

［行動観察］ 

各気象要素について、さらに時
間を変えて気象観測を行ったり
、ほかのデータで補ったりして
、時間変化をとらえて、データ
を整理している。 

気象庁などのデータベースへの
アクセス方法などを、ICT機器
などを用いて提示するなどして
助言・指導する。 

11 

・観察１のステップ１～２の結果から、校内のどこで観測しても雲量
、天気は同じであること、観測場所によって気温、湿度、風向、風
力が異なることを見いだす。 

・「理由を考えよう」それぞれの班の気象観測の結果が異なる理由を考
える。 

・天気と気象要素について説明を聞く。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

186～187 思 ○ 

各気象要素について、既存のデー

タから補うなどして、気象要素の

時間変化をデータとしてまとめて

整理している。 
［行動観察］ 

各気象要素について、さらに時
間を変えて気象観測を行ったり
、ほかのデータで補ったりして
、時間変化をとらえて、データ
を整理している。 

図やグラフに正しく実験結果を
表現し、比較できるようにワー
クシートなどを工夫し、それぞ
れの気象要素の変化に着目する
よう助言・指導する。 

12 

第 4 節 水蒸気の変化と湿度 
・「レッツ スタート！」水を入れたコップに、水滴がつく理由を話し

合う。 
・露点についての説明を聞き、理解する。 
・「？課題」水蒸気が水滴に変化する条件は、何だろうか。 
・「？に対する自分の考えは？」水蒸気が水滴に変化し始める温度（露

点）は、気温や湿度とどのように関係しているか考える。 

188 思  

水蒸気が水になるときの条件を調
べる実験を計画し、課題解決に向
けて進んで関わろうとしている。 

［発言分析・記述分析］ 

水蒸気が水滴に変わる現象を身
近な例を通して示し、それを探
究するための実験計画を、でき
るだけ正確な測定が行えるよう
に粘り強く取り組もうとしてい
る。 

身のまわりで関係しそうな現象
を多くあげて共有し、温度や気
体の水蒸気について着目するこ
とで、課題解決に向けて見通し
を持たせるよう助言・指導する
。 

13 

【実験1】露点の測定 
・「実験1」を行い、水蒸気が水滴に変わる条件について調べる。 

189 態 ○ 

実験計画にもとづいて実験を行

い、測定した条件と値を比較し

て、実験データを得ている。 
［行動観察・ワークシート］ 

実験計画にもとづいて実験を行
い、金属製のコップの中の水の
温度を、適切にコントロールし
て露点を正確に測定し、仮説を
検証するための実験データを得
ている。 

どのように実験すればよいのか
班で検討させながら、複数回デ
ータをとるよう助言・指導する
。 
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時 
数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 

指導の手立て 

14 

・ステップ2で、窓の開閉をするなどして、気温や湿度などの条件を
変えたとき、実験結果にどのような変化があったかを班で話し合い
、水蒸気が水滴に変わる条件を考察する。 

・飽和水蒸気量についての説明を聞き、理解する。 
・「考察しよう」同じ気温で天気がちがう日の、水滴の生じ方のちがい

について考える。 
                          

189～191 思  

実験で得られたことをもとにし

て、なぜ温度が下がると水蒸気が

凝結するのかを、説明している。 
［発言分析・行動観察］ 

空気を冷やしていくと、水蒸気
が水滴になるという現象を、飽
和水蒸気量の考え方と関連づけ
てまとめて表現している。 

飽和水蒸気量のグラフとともに
、p.190図1のように水蒸気を可
視化して、量的な比較をしやす
い形で指導する。 

15 

・湿度の求め方についての説明を聞き、理解する。 
・「例題」の考え方を参考にして、「練習」を行う。 
・p.192図1を用いて、気温が変化したときの湿度の変化について話し
合う。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 
・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認する。 
・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記述し

、話し合う。 

191～193 思 ○ 

湿度について正確に理解し、グラ

フでの変化や身近な現象において

も湿度の考え方を適用して説明し

ている。 
［ワークシート・小テスト］ 

実験結果をグラフで表現し、日
常で起こる現象を飽和水蒸気量
や湿度という考え方を用いて説
明している。 

溶解度や百分率など、これまで
学習した関連する内容を復習し
ながら、助言・指導する。 
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【単元 3】第 2章 雲のでき方と前線 （教科書 p.195～199） 

章の目標 
章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・気象要素と天気の変化との関係に着目しながら、霧や雲の発生、前線の通過と天気の変化などに

ついての基本的な原理・法則などを理解するとともに、それらの観察・実験の技能を身につけ

る。（知識・技能） 
・天気の変化について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、実験などを行い、その結果

を分析して解釈し、天気の変化についての規則性や関係性などを見いだして表現する。（思考・

判断・表現） 
・天気の変化に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度と、生命を尊

重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができるように

する。（主体的に学習に取り組む態度） 

気象要素と天気の変化との関係

に着目しながら、霧や雲の発

生、前線の通過と天気の変化な

どについての基本的な原理・法

則などを理解するとともに、科

学的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

天気の変化について、見通し

をもって解決する方法を立案

して観察、実験などを行い、

その結果を分析して解釈し、

天気の変化についての規則性

や関係性を見いだして表現し

ているなど、科学的に探究し

ている。 

天気の変化に関する事物・現象

に進んでかかわり、見通しをも

ったりふり返ったりするなど、

科学的に探究しようとしてい

る。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し、話し合う。 
第 1 節 雲のでき方 
・「レッツ スタート！」積乱雲が現れたときの天気はどのような

ものか考える。 
・「？課題」雲はどのようなしくみで発生するのだろうか。 
・「構想」実験室で雲を発生させるには、自然界のどのような点

を再現すればよいだろうか。 
【実験 2】気圧の低いところで起こる変化 
・実験 2を行い、気圧が下がると空気にどのような変化が生じるか

調べる。 

195～197 思 ○ 

水蒸気をふくむ空気のかたまり

が、気圧の低い場所に移動した

ときの空気の変化について調べ

る実験を実施する技能を身につ

け、結果を正確に記述し、どの

ような自然現象を再現したもの

か考えている。 

［行動観察・記述分析］ 

水蒸気をふくむ空気のかたま

りが気圧の低い場所に移動

し、空気のかたまりが膨張

し、気温が下がり、水滴が生

じた際の、気圧計や温度計の

計測値とともに、透明なふく

ろの中のようすの変化を適切

に記述し、実際の自然現象と

関連付けて考察している。 

実験の目的を十分に理解させ、

地上の空気のかたまりが上昇し

た際の変化を再現していること

を想像させ、気圧計や温度計な

どの測定値を正確に記録すると

ともに、透明なふくろのようす

の変化をよく観察するよう助

言・指導する。 

2 

・実験結果から、気圧が下がると空気の体積が膨張し、温度が下

がることを確認する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「説明しよう」雲から地表に降った雨や雪は、その後どうなる

か説明する。 
・水の循環について説明を聞く。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 198～199 

思 ○ 

実験結果から、空気のかたまり

が上昇する場面を具体的に示し

ながら、雲ができる現象を科学

的に考察している。 

［発言分析・記述分析］ 

実験結果から、雲ができる場

所は、上昇気流が発生してい

る場所であることがわかり、

雲ができる現象を気圧、飽和

水蒸気量と気温（露点）を用

いて説明している。 

実験結果を、気圧の減少→温度

の下降→飽和水蒸気量の減少→
露点→結露の過程と結びつけ

て、ひとつひとつ段階をふんで

理解させるよう助言・指導す

る。 

知  

水が地球全体に循環しているこ

とを理解している。 

［記述分析・ペーパーテスト］ 

雲粒が集合し雨粒（又は雪

粒）が形成され、降雨となっ

て地上にもどるなど、水が地

球全体を姿を変えながら循環

していることを理解してい

る。 

雨がどこから降ってきて、どこ

に行くのか、これまでの学習や

実生活から考えるよう助言・指

導する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

3 

第 2 節 気団と前線 
・「導入」p.200 図 1 の演示実験で、なぜ冷たい空気があたたかい

空気の下に移動するのか考える。 
・性質の異なる空気は密度がちがうためすぐには混じり合わない

ことの説明を聞き、理解する。 

・気団と前線についての説明を聞き、前線と雲の関係性を理解す

る。 

・「？課題」前線の周辺ではどのようなことが起こるのだろう

か。 

・「？に対する自分の考えは？」前線のまわりで空気が移動する

ことで、天気にどのような変化が起こるか考える。 

・雲と前線についての説明を聞き、理解する。 

200～201 
 知  

演示実験の結果より、暖気と寒

気はすぐには混じり合わず、境

の面をつくることを理解し、暖

気と寒気の接し方のちがいによ

り、種類の異なる前線がつくら

れることを理解している。 

［発言分析・ペーパーテスト］ 

演示実験の結果より、暖気と

寒気は密度が異なるため、接

してもすぐには混じり合わず

前線をつくること、前線には

暖気と寒気の接し方により異

なる種類の前線がつくられる

こと、前線付近には雲ができ

ることが多いことを説明して

いる。 

身のまわりにある、暖気と寒気

がすぐには混じり合わない例

（暖房による室内の温度差等）

をあげさせ、実体験と結びつけ

る。映像資料や立体模型など視

覚的にわかる教材・教具を用い

ながら助言・指導する。 

4 

・「調べようの A」で前線が通過する前後の、気象要素の変化を読

みとり、前線の通過と気象要素を関連づけて考える。 
・温帯低気圧の説明を聞き、理解する。 
 

201～202 思 ○ 

前線が通過する前後の気象要素

の変化を説明している。また、

温帯低気圧の付近では天気が急

激に変化することを説明してい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

気象要素の時間変化のようす

をグラフから読みとり、前線

の通過のしくみと関連づけて

説明している。温帯低気圧が

前線をともなうことが多いこ

とから、周辺では雲が発生し

たり、急激な気温の変化が起

こったりすることを説明して

いる。 

水を加熱したときに発生する対

流など、温度差によって生じる

垂直方向の移動の例を示す。前

線付近の空気の流れを確認さ

せ、上昇気流が発生しているこ

とを理解させ、温帯低気圧周辺

の天気を再度説明するよう助

言・指導する。 

5 

・温暖前線の通過にともなう天気の変化について、巻末付録のペ

ーパークラフトを作成して考える。 
・温帯低気圧と前線、寒冷前線と天気の変化、温暖前線と天気の

変化、閉そく前線の説明を聞き、理解する。 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
 

202～
203、巻

末付録 
態 ○ 

寒冷前線および温暖前線が通過

したときの天気の変化に興味を

もち、自分たちの住む地域で前

線が通過したとき、どのような

天気の変化が生じるのか科学的

に探究しようとしている。 

［発言分析・記述分析］ 

前線が通過した際の天気の変

化に興味をもち、寒冷前線や

温暖前線のまわりにできる雲

の特徴や天気の変化の説明と

関連づけて自分たちの住む地

域での天気の変化について説

明している。また、ペーパー

クラフトを作成して、前線に

ともなう天気の変化を主体的

に調べている。 

寒冷前線が通過する際に撮影し

た映像資料などを視聴した後、

自分たちの生活のなかで、同じ

ような天気の変化が起こってい

ないか思い出させて、天気の変

化と自分たちの生活との関連を

調べるように促す。 

6 

・「調べようの B」に取り組む。 
・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 
・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結び付けて考える。 
・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し、話し合う。 

201、204 思 ○ 

データから、気象要素のグラフ

を作成し、グラフから気象要素

の変化を読みとっている。ま

た、読みとった気象要素の変化

から、通過した前線の種類を推

定している。 

［記述分析・ペーパーテスト］ 

データから、気象要素のグラ

フを正確につくり、各気象要

素の変化を読みとっている。

各気象要素が急激に変化して

いる箇所を指摘している。ま

た、その気象要素の変化のし

かたから前線の種類を推定し

ている。 

どのような気象要素の変化がわ

かれば、前線の通過を推定でき

るか、今までの学習をふり返ら

せる。また、各気象要素の数値

をていねいにグラフ化させ、急

激な変化が生じている箇所を指

摘させる。その変化が生じた原

因を考えるよう助言・指導す

る。 
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【単元 3】第 3章 大気の動きと日本の天気 （教科書 p.205～221） 

章の目標 
章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・気象要素と天気の変化との関係に着目しながら、日本の天気の特徴、大気の動きと海洋の影響、

自然のめぐみと気象災害などについての基本的な原理・法則などを理解するとともに、それらの

観察・実験の技能を身につける。（知識・技能） 
・日本の気象、自然のめぐみと気象災害について、見通しをもって解決する方法を立案して観察、

実験などを行い、その結果を分析して解釈し、天気の変化や日本の気象についての規則性や関係

を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 
・日本の気象、自然のめぐみと気象災害に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しよ

うとする態度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、自然を総合的

に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

気象要素と天気の変化との関係

に着目しながら、日本の天気の

特徴、大気の動きと海洋の影

響、自然のめぐみと気象災害に

ついての基本的な原理・法則な

どを理解するとともに、科学的

に探究するために必要な観察、

実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身につ

けている。 

日本の気象、自然のめぐみと

気象災害について、見通しを

もって解決する方法を立案し

て観察、実験などを行い、そ

の結果を分析して解釈し、日

本の気象についての規則性や

関係性、天気の変化や日本の

気象との関係性を見いだして

表現しているなど、科学的に

探究している。 

日本の気象、自然のめぐみと気

象災害に関する事物・現象に進

んでかかわり、見通しをもった

りふり返ったりするなど、科学

的に探究しようとしている。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し、話し合う。 
第 1 節 大気の動きと天気の変化 
・「導入」p.206 図 1 などから、北半球での大気の流れはどのよう

になっているか考えさせる。 
・「？課題」なぜ日本付近では西から東へ天気が変わるのだろう

か。 
・気象現象は、地表から約 10 km までの大気の下層のごく一部で

起こり、その中で地球規模の大気の動きが起こること、特に中

緯度は偏西風の影響を受けていることを理解する。 
・「！課題」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

205～207 知 〇 

天気予報で用いられる天気図や

気象衛星画像などの資料をもと

に、低気圧や雲の移動をとら

え、地球規模の大気の循環や偏

西風と関連づけて理解してい

る。 

［記述分析］ 

天気予報で用いられる天気図

や気象衛星画像などの資料を

もとに、日々刻々と変化する

天気の状況の多様性と、その

中に見られる規則性について

見いだし、地球規模の大気の

循環や偏西風と関連づけて理

解している。 

天気図や  気象衛星画像のよう

に、広範囲の気象の状況が時間

とともに変化するようすを、時

間的・空間的な見方からとらえ

るために、例えば、1 つの低気

圧や雲のかたまりなどに注目し

て、時間の経過とともにどのよ

うに変化するかをとらえられる

よう助言・指導する。 

2 

第 2 節 日本の天気と季節風 
・「導入」p.208 図 1 から、風のふく向きが反対になる理由を考え

る。 
・「？課題」日本列島付近でふく季節風の風向が、冬と夏で風向

が変わるのはなぜだろうか。 
・季節風、海陸風の説明を聞き、理解する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

208～209 思 〇 

季節風や海陸風が生じるしくみ

を、陸と海で太陽のエネルギー

を受けとったときのあたたまり

方がちがうことと関連づけて説

明している。 

［発言分析・記述分析］ 

季節風や海陸風が生じるしく

みについての仮説を立て、そ

の妥当性を検討しながら説明

するとともに、季節風と海陸

風について、それらの類似点

や時間的・空間的な視点から

相違点を見いだしている。 

地表と海面のあたたまり方のち

がいや、あたためられた空気の

動き方など、必要となる既習事

項を活用できるよう助言・指導

する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

3 

第 3 節 日本の天気の特徴 
・「レッツ スタート！」日常生活をふり返り、季節に特徴的な気

象について考え、話し合う。 
・「？課題」日本の四季に見られる特徴的な天気は、どのように

して生じるのだろうか。 
・冬の日本海側の天気の特徴と太平洋側の天気の特徴について考

える。 
・日本の夏と冬の天気を、影響している気団に着目して、特徴を

まとめる。 

210～211 知 〇 

日本付近の夏と冬の天気を、影

響している気団に着目して、特

徴を理解している。 

［記述分析・ペーパーテスト］ 

日本付近の夏や冬に見られる

天気の特徴を、それぞれの季

節に日本付近に影響を与える

高気圧や気団の特徴などと関

連づけて理解している。 

日本の夏には日本の南の太平洋

上に、日本の冬にはユーラシア

大陸のなかに、それぞれ高気圧

が長期間存在することに気づか

せ、それらが日本付近の天気に

どのように影響しているか理解

できるよう助言・指導する。 

4 

・春と秋の天気を、影響している気団の有無を判断して、特徴を

まとめる。 
・梅雨と梅雨前線、秋雨前線の説明を聞き、理解する。 
・台風についての説明を聞き、理解する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 212～213 知 〇 

日本の春と秋、梅雨の天気や台

風の特徴について、偏西風や天

気に影響を与える気団等と関連

づけて理解している。 

［ペーパーテスト・記述分析］ 

日本の春と秋、梅雨の天気や

台風の特徴について、日々

刻々と変化する天気の状況の

多様性と、その中に存在する

規則性を見いだし、偏西風や

それぞれの季節に影響を与え

る高気圧や気団等と関連づけ

て説明している。 

日本の春と秋には、低気圧や高

気圧が西から東へ移動し、天気

が西から東へ変化することに気

づかせ、上空をふいている偏西

風が影響していることを理解で

きるよう助言・指導する。 

5 

第 4 節 天気の変化の予測 
・「レッツ スタート！」天気予報があることによる恩恵について

考え、話し合う。 
・「？課題」翌日の天気を予想するには、どのようにすればよい

だろうか。 
・「調べ方を考えよう」翌日の天気を予想するためには、どのよ

うなデータが必要か検討する。 

214 思  

天気の変化の予測について、目

的意識をもって話し合い、翌日

の天気を予想するにはどのよう

にすればよいか、科学的な根拠

にもとづき自分の考えをまと

め、表現している。 

   ［発言分析・記述分析］ 

天気の変化の予測について、

目的意識をもって話し合い、

翌日の天気を予想するにはど

のようなデータを用いてどの

ように予想すればよいかを構

想し、科学的な根拠にもとづ

いて自分の考えをまとめ、表

現している。 

天気を予想するための手順を整

理し、現在の天気の状況をもと

にして、過去数日間の天気の移

り変わりを参考に、今後どのよ

うな天気図になるか、また、ど

のような天気になるか予想する

ことができるように、思考の過

程について助言・指導する。 

6 

・【実習 1】翌日の天気の予想 
・実習 1を行い、自分たちの住む地域の翌日の天気がどのように変

化していくのか予想する。 
214〜215 態 〇 

翌日の天気がどのようになる

か、天気の予測に進んでかかわ

り、よりよい予測のために見通

しをもって、ねばり強く取り組

んでいる。 

［発言分析・行動観察］ 

翌日の天気がどのようになる

か、天気の予測に進んでかか

わり、よりよい予測のために

見通しをもって取り組むとと

もに、探究の過程をふり返

り、妥当性を検討しながら、

ねばり強く取り組んでいる。  

単なる当て推量や憶測ではな

く、根拠にもとづいて予想でき

るよう助言・指導する。 

7 

・「解決方法を考えよう」天気予報が外れた場合は、その原因を

検討する。より正確な天気予報ができるように、方法を改善

し、天気予報を作成する。 
・天気予報のしくみについての説明を聞き、理解する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

216～217 思 〇 

自分たちで作成した天気予報に

ついて、予想した内容や根拠を

ふり返り、改善している。 

 ［発言分析・記述分析］ 

予想した内容を、実際の天気

がどうであったか、その状況

と比較することで、自分の予

想を検証し、より正確な天気

の予想ができるように改善し

ている。 

予想に使用したデータや図など

を用いて、予想するまでの思考

の過程をふり返ることができる

よう助言・指導する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

8 

第 5 節 気象現象がもたらすめぐみと災害 
・「導入」p.218 図 1、p.219 図 2 から気象現象がもたらすめぐみ

や災害について考え、話し合う。 
・「？課題」気象現象によって、どのようなめぐみや災害がもた

らされるのだろうか。 
・p.219 図 2 から、どのような気象災害が、どのような場所で、ど

のような原因によって発生しているか、インターネットなどの

情報や資料を集めて調べる。 
・気象災害の被害を少なくするために、災害の発生するしくみを

知り、適切な行動をとることが必要であることを理解する。 

218～219 態  

気象現象と日常生活とのつなが

りについて課題をもち、気象現

象がもたらすめぐみや災害に関

する事物や現象を進んで調べ、

科学的に探究しようとしてい

る。 

 ［発言分析・行動観察］ 

気象現象がもたらすめぐみや

災害にはどのようなものがあ

り、どのような特徴があるか

を明らかにするための具体的

な課題を設定し、解決に向け

てねばり強く取り組んでい

る。 

気象現象によって、どのような

災害が起こるのかを明らかにす

るために、必要となる情報や資

料を集めることができるよう助

言・指導する。 

9 

・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 
・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 
・「学びを生活や社会に広げよう」各節で学んだことを確認し

て、考えたことをノートに記述し、話し合う。 
・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し、話し合う。 

220 思 〇 

気象現象がもたらすめぐみと災

害について、多面的、総合的に

とらえ、自然と人間とのかかわ

り方について自分の考えを表現

している。 

 ［発言分析・記述分析］ 

気象現象がもたらすめぐみや

災害について、多面的、総合

的にとらえ、日常生活や社会

とのつながりと関連づけなが

ら、自然と人間とのかかわり

方について、自分の考えを表

現している。 

気象災害については、被害が発

生する前に天気予報やニュース

報道などを用いて的確に情報を

収集し、それを分析することに

よって、科学的な根拠にもとづ

いて、災害の危険について判断

できるよう助言・指導する。 
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【単元 4】第 1章 静電気と電流 （教科書 p.231～242） 

章の目標 
章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・静電気の性質および静電気と電流には関係があること、それらの観察、実験などに関する技能を

身につける。また、静電気と放電を関連させ、放射線の性質と利用について理解する。（知識・

技能） 
・静電気や放電に関する経験から課題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、静電気

の性質や放電について規則性や関係性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 
・静電気に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養う。また、静

電気と放電を関連させ、放射線についてもその性質と利用について関心をもつことができるよう

にする。（主体的に学習に取り組む態度） 

静電気と電流に関する事物・現

象を日常生活や社会と関連づけ

ながら、静電気と電流の性質に

ついての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているととも

に、科学的に探究するために必

要な観察、実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技

能を身につけている。 

静電気と電流について、問題

を見いだし見通しをもって観

察、実験などを行い、静電気

と電流の性質や規則性を見い

だして表現しているなど、科

学的に探究している。 

静電気と電流に関する事物・現

象に進んでかかわり、見通しを

もったりふり返ったりするな

ど、科学的に探究しようとして

いる。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し、話し合う。 
第 1 節 静電気と放電 
・「導入」p.232 図 1 をもとに、身近な静電気の現象について話し

合う。 
・第 1学年で学んだ電気を通す物、通さない物とは関係なく、物が

電気をもつことを確認する。 
・日常生活のなかで静電気が起こっていることに気づく。 

・「？課題」静電気には、どのような性質があるのだろうか。 

・「？に対する自分の考えは？」静電気についてのたがいの経験

を話し合い、静電気の性質について考える。 

231～232 知 〇 

日常生活のなかでの静電気につ

いてのたがいの経験を出し合

い、静電気が起こる条件に気づ

き、説明している。 

［発言分析・記述分析］ 

こすれ合う、乾燥している、

引き合ったりはなれ合ったり

するなど、日常生活のなかで

の静電気についてのたがいの

経験を出し合い、静電気が起

こる条件に気づき、適切に説

明している。 

日常生活のなかでの静電気につ

いてのほかの生徒の発言に、静

電気が起こる条件がふくまれて

いることを確認するよう助言・

指導する。 

2 

【実験 1】静電気の性質 
・実験 1を行い、物体どうしが反発し合ったり引き合ったりする場

合を調べる。 
・電気をもったものの間には引力や斥力がはたらくことを確かめ

る。 

233 思 〇 

静電気の性質を調べる実験を行

い、引き合う場合とはなれ合う

場合について気づき、まとめて

いる。 

［行動観察・記述分析］ 

静電気の性質を調べる実験を

適切に行い、引き合う場合と

はなれ合う場合について見い

だし、適切に表現している。 

静電気の性質を調べる実験につ

いて、引き合う場合とはなれ合

う場合を確認させ、自分の考え

を表現できるよう助言・指導す

る。 

3 

・p.234 図 1、図 2 を参考に、電気には 2 種類あり、それぞれ＋、

－とすること、同符号どうしには斥力、異符号どうしには引力

がはたらくことを確認する。 
・静電気が生じる理由について説明を聞き、理解する。 
・p.235 図 3、図 4、図 5 をもとに、放電について確認する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

234～235 思  

電気に 2 種類の性質があるの

は、－の電気の移動が静電気力

の原因であることを知り、この

ことによって＋と－ができ、引

き合ったりはなれ合ったりする

ことを表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

電気の性質について、－の電

気の移動が静電気力の原因で

あり、引き合ったりはなれ合

ったりすることを見いだし、

適切に表現している。 

電気の性質について、－の電気

の移動が静電気力の原因であ

り、引き合ったりはなれ合った

りすることを確認させ、自分の

考えを表現できるよう助言・指

導する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

4 

第 2 節 電流の正体 
・「レッツ スタート！」放電が一瞬で起こることを確認する。 
・「？課題」電流とは、何が流れているものなのだろうか。 
・真空放電を観察し、真空放電についての説明を聞く。 
・真空放電が起こる条件が高電圧、真空に近いことなどに気づ

く。 

・陰極線を観察し、陰極線について説明を聞く。 

236～237 知  

真空放電や陰極線の観察から、

放電が起こる条件や、陰極線は

－の電気を帯びたものの流れで

あることを理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

真空放電や陰極線の観察か

ら、放電が起こる条件や、陰

極線は－の電気を帯びたもの

の流れであることなどを理解

し、適切に説明している。 

真空放電や陰極線の観察から、

放電が起こる条件や、陰極線は

－の電気を帯びたものの流れで

あることなどを確認させ、自分

の考えを説明できるよう助言・

指導する。 

5 

・電子や電流の正体について説明を聞き、理解する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「ここがポイント」電流と電子の流れの向きが逆であることを

確認する。 
 

238～239 思 〇 

電流は＋から－に流れるもので

あることをおさえたうえで、電

流の正体である電子は－から＋

に流れることを見いだし、区別

して表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

電子は－から＋に流れている

ことに気づいたうえで、科学

の進歩の歴史的経緯から、電

流は＋から－に流れるものと

して理解し、電子の移動と電

流の向きを区別して適切に表

現している。 

電流は＋から－に流れるものと

しておさえ、電流の正体は－か

ら＋に流れる電子の流れである

ことと区別して考えるよう助

言・指導する。 

6 

第 3 節 放射線の性質と利用 
・「レッツ スタート！」身のまわりには放射線が利用されている

ものがあり、放射線には複数の種類があることを確認する。 
・「？課題」放射線には、どのような性質があり、どのように利

用されているだろうか。 
・p.240 図 2 や p.241 図 3 を参考に、放射線の種類、放射線の性質

とその利用について調べてまとめる。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 
・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し、話し合う。 

240～242 態 〇 

放射線の存在を知り、その性質

と利用について、まとめようと

している。 

［発言分析・行動観察］ 

放射線の存在を知り、その性

質と利用について、話し合い

ながら有用性と人体への影響

が出る可能性の両方をふくめ

てまとめようとしている。 

放射線の存在を知り、その性質

と利用について例をあげて確認

し、まとめられるよう助言・指

導する。 
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【単元 4】第 2章 電流の性質 （教科書 p.243～266） 

章の目標 
章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・電気に関する観察、実験を通じて、回路の各点に流れる電流や、各部分の電圧について調べる技

能を身につけるとともに、電流、電圧のはたらきを理解する。（知識・技能） 
・電気に関する観察、実験を見通しをもって行い、電流と電圧に関する規則性や関係性を見いだし

て表現する。（思考・判断・表現） 
・電気に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うとともに、日

常生活と関連づけて考察できるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

電流に関する事物・現象を日常

生活や社会と関連づけながら、

回路 と電流・電圧、電流・電圧

と抵抗、 電気とそのエネルギー

についての基本的な概念や 原
理・法則などを理解していると

ともに、科学的に探究するため

に必要な実験などに関する基本

操作や記録などの基本的な技能

を身につけている。 

電流に関する現象について、

見通しをもって解決する方法

を立案して実験などを行い、

その 結果を分析して解釈し、

電流のはたらきを理解して、

電流と電圧の規則性や関係性

を見いだして表現しているな

ど、科学的に探究している。 

電流に関する事物・現象に進ん

でかかわり、見通しをもったり

ふり返ったりするなど、科学的

に 探究しようとしている。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し、話し合う。 
第 1 節 回路のつなぎ方 
・「レッツ スタート！」豆電球 2 個、乾電池 2 個と導線を準備し

て、さまざまなつなぎ方を考えてノートにかき出し、発表す

る。 
・p.244「これまでに学んだこと」を参考に、乾電池のつなぎ方

を確認する。 
・「ここがポイント」電気器具は大きく分けると、3 つの部分か

らなり立つという共通の特徴があることを確認する。 
・p.245 図 2 を参考に、豆電球やモーター、電子オルゴール、

LED などに乾電池をつなげ、乾電池の向きによってはたらき

が異なるものがあることを確認する。 
・「？課題」回路に電流が流れるためには、どのような条件が必

要だろうか。 

243～245 知  

豆電球と乾電池と導線をどのよ

うにつないだらよいかについて

考え、ノートにかき出す活動を

通じて、さまざまなつなぎ方が

あることに気づき、異なる回路

や同じ回路について整理し、説

明している。 

［発言分析・記述分析］ 

回路を複数かいたり、つない

だりすることができ、異なる

回路と同じ回路を区別して説

明している。また、回路に電

流が流れていない場合の原因

を分析できている。 

回路を正しくかいたり、つない

だりできない場合には、ほかの

生徒の発表などを聞いて、考え

方を学ばせ、再度、回路をかい

たり、つないだりする活動を行

うよう助言・指導する。 

2 

・豆電球 2 個の回路について確認し、直列回路や並列回路につい

て理解する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・p.246 表 1 をもとに、電気用図記号や回路図について確認す

る。 
・「基礎操作」電流計の使い方について確認し、p.247の写真にあ

るような回路を実際につくり、電流値を読みとる。 
245～247 知  

豆電球 2 個で、直列回路と並列

回路をそれぞれ組み立てること

ができ、明るさのちがいや、豆

電球を 1 つ外したらどうなるか

について調べ、説明している。 

［行動観察・記述分析］ 

豆電球 2 個の直列回路と並列

回路を理解しており、明るさ

のちがいや豆電球を 1 つ外し

た場合について調べ、回路図

で適切に説明している。 

回路を正しく組み立てられてい

ない場合は、電球を外す、また

は電池を入れていない状態にお

いて、回路を生徒に再度組ませ

てみて、どの理解の段階にある

かを見極めて助言・指導する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

3 

第 2 節 回路に流れる電流 
・「レッツ スタート！」豆電球 1個の回路で、豆電球の前後の電

流値を測定し、ちがいがないことを確かめる。 
・p.247「基礎操作」電流計の使い方を復習し、電流の単位はア

ンペア（記号 A）であることの説明を聞く。 
・「？課題」 直列回路と並列回路の各点を流れる電流の大きさ

は、どのようになるだろうか。 
・ p.248「レッツ スタート!」と p.248 図 2 をもとに、直列回路、

並列回路の各点の電流値の予想とその結果を考える。 

248 態  

豆電球 1 個の回路で、豆電球の

前後での電流値を測定し、その

結果をもとに、直列回路と並列

回路の各点を流れる電流につい

て予想し、その理由を考えよう

としている。 

［発言分析・行動観察］ 

直列回路と並列回路の各点を

流れる電流値について、話し

合いながらねばり強く考えよ

うとしている。 

豆電球の前後の電流値が異なる

予想をしている場合は、その理

由をたずね、どのような考え方

をしているかを把握して、「レ

ッツ スタート！」の結果のふり

返りをさせるなど助言・指導す

る。 

4 

【実験 2】直列回路と並列回路を流れる電流 
・実験 2 を行い、豆電球 2 個を用いた直列回路、並列回路の各点

の電流値を測定し、各点の電流値の関係性を調べる。 
・「モデルを使って考えよう」回路の中で電流は分かれたり合流

したりするが、増えたり減ったりすることはないことを確認す

る。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「例題」回路図を流れる電流の大きさを求める。 

249～251 思 ○ 

直列回路と並列回路の各点を流

れる電流値を測定して、その関

係性を見いだしている。 

［行動観察・記述分析］ 

直列回路と並列回路の各点を

流れる電流値を測定して、そ

の関係性を見いだし、適切に

表現している。 

直列回路と並列回路の各点を流

れる電流値を測定したうえで、

その関係性を見いだせていない

場合は、測定値のふり返りをさ

せたり、どのような関係性を見

いだせるか、再度考察させたり

するなど助言・指導する。 

5 

第 3 節 回路に加わる電圧 
・p.252 図 1 をもとに乾電池のはたらきについて考え、乾電池に

書かれている数値のちがいで、豆電球の明るさについて話し合

う。また、乾電池に書いてある「1.5V」が回路に電流を流そう

とするはたらきの電圧を表していることを確認する。 
・「基礎操作」電圧計の使い方について確認する。 
・「？課題」直列回路や並列回路の各区間に加わる電圧は、どの

ようになるだろうか。 

252～253 知  

電圧計の使い方を理解して、直

列回路と並列回路の電圧の値を

調べ、記録している。 

［発言分析・記述分析］ 

電圧計の使い方を理解し、直

列回路、並列回路の電圧値を

予想したうえで、豆電球 1 個

と乾電池 1 個を使って、回路

の中で電圧がどのように変化

するか調べ、結果をもとにそ

の理由を説明している。 

電圧計の使い方の理解が不十分

な場合は、基礎操作の内容を再

読させるなど助言・指導する。

どの区間の電圧を調べようとし

ているかを明確にする。 

6 

【実験 3】直列回路と並列回路に加わる電圧 
・実験 3 を行い、豆電球 2 個を用いた直列回路、並列回路の各区

間の電圧値を測定し、各区間の電圧値の関係性を調べる。 

253 態 ○ 

直列回路と並列回路の各区間の

電圧を測定して、その関係性に

ついて考えようとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

直列回路と並列回路の各区間

の電圧を測定して、その関係

性を見いだすために話し合い

ながらねばり強く考えようと

している。 

直列回路と並列回路の各区間の

電圧を測定したうえで、その関

係性を見いだせていない場合

は、測定値のふり返りをさせた

り、どのような関係性を見いだ

せるか、再度考察させたりする

など助言・指導する。既に完成

している回路に対して、はかり

たい区間に電圧計を並列につな

ぎ足すように指導する。 

7 

・「モデルを使って考えよう」水流モデルを用いて、抵抗の直列

回路と並列回路における電圧の関係を理解する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「例題」回路図に加わる電圧の大きさを求める。 
 

254～255 思  

豆電球の直列回路と並列回路の

それぞれの回路図と、水流モデ

ルの対応関係を理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

水流モデルを用いて抵抗の直

列回路と並列回路におけるそ

れぞれの電圧の関係を見いだ

し、電圧は水流モデルの高低

差に相当することと関連させ

て、適切に説明している。 

豆電球の直列回路と並列回路に

おけるそれぞれの電圧の関係

を、水流モデルと関連させて理

解できていない場合は、どのよ

うに考えているかを問い、必要

な助言・指導を行う。 

8 
第 4 節 電圧と電流の関係 
・「導入」p.256 図 1 をもとに抵抗器や電熱線に流れる電流とそ

のときに加わる電圧を調べる。 
256～257 思 ○ 

電圧と電流の関係を調べる実験

を見通しをもって行い、その結

果を記録して、関係性を見いだ

電圧と電流の関係性を調べる

実験計画を立てている。その

際、変化させる量、変化させ

実験への見通しが立っていない

場合は、何を変化させて、何を

測定しようとしているかを問
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

・「？課題」抵抗器に加える電圧とそのときに流れる電流の大き

さには、どのような関係があるだろうか。 
・「調べ方を考えよう」これまでの学習から電圧と電流が無関係

ではないことを予想し、電圧と電流の関係性を調べる実験計画

を立てる。 
【実験 4】電圧と電流の関係 
・実験 4 を行い、抵抗器に加える電圧を変化させたときの電流の

大きさを調べ、結果をグラフにかく。 

して表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

ない量とそれにともなって変

化する量を明確にし、見通し

をもって実験を行っている。

また、その結果を正しく記録

し、電圧と電流の関係性を見

いだし、適切に表現してい

る。 

い、状況を整理させるなど助

言・指導する。 

9 

・実験の結果から、電圧と電流の規則性を見いだし、電流は電圧

に比例するという結論を得る。 
・実験結果を電圧を表す式に変形し、その傾きが 1 A の電流を流

すために必要な電圧であることを確認する。その値を抵抗とい

い、電流の流れにくさを表す数値であることを理解する。 
・「ここがポイント」オームの法則の関係式を理解する。 
・導体、不導体について、説明を聞く。 

258～259 思  

実験結果から、電圧と電流が比

例関係にあることを見いだして

いる。 

［発言分析・記述分析］ 

実験結果から、電圧と電流が

比例関係にあることを見いだ

しているとともに、実験結果

から得られた電流を表す式を

電圧を表す式に変形して、V＝

RI の関係を見いだし、抵抗が

電流の流れにくさを表す量で

あることを適切に表現してい

る。 

電圧を表す式への変形ができな

い場合は、グラフの縦軸と横軸

を入れかえさせ、入れかえた後

のグラフの形がどうなっている

かについて考えさせたりするな

ど助言・指導する。 

10 

・直列回路においては全体の抵抗値は和になること、並列回路に

おいては全体の抵抗値は各抵抗値よりも小さくなることを

p.249実験 2、p.253実験 3の具体的な数値でそれぞれ確認し、

その理由を考える。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「例題」抵抗の大きさを求めるために必要な値をグラフ

（p.258 図 1）から読みとり、オームの法則の式に代入して求

める。 

259 思 ○ 

抵抗の直列回路と並列回路にお

いて、抵抗値の関係性を見いだ

している。 

［発言分析・記述分析］ 

2つの抵抗の直列回路における

全体の抵抗値と、それぞれの

抵抗値の関係性を見いだし、

並列回路における全体の抵抗

値が、それぞれの抵抗値より

も小さいことを適切に表現し

ている。 

抵抗値の関係性を見いだすこと

ができない場合は、それぞれの

抵抗値と全体の抵抗値には、ど

のような関係がありそうかな

ど、再度、注目すべき点を明確

にさせるための助言・指導を行

う。 

11 

第 5 節 電気エネルギー 
・「レッツ スタート！」教室や理科室にある電気製品はコンセ

ントプラグにさすと何ができるかについて考え、意見を出し

合う。 
・「考えよう」ドライヤーは電気エネルギーを何のエネルギーに

変えているか意見を出し合う。 
・「？課題」電熱線に電圧を加えたときに発生する熱の量は、何

によって変化するだろうか。 
・「？に対する自分の考えは？」異なる種類の電熱線を用意し

て、同じ電圧を加えたときに、どの電熱線から発生する熱の

量が最も大きくなるか、理由とともに考え、意見を出し合

う。 

260～261 態 ○ 

異なる種類の電熱線に同じ電圧

を加えたときに発生する熱の量

の大小関係について理由ととも

に考えようとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

理由とともに自分の仮説を検

討し、わかりやすく説明して

いる。また、他の考えも参考

にし、自分の考えを再構成し

ながらねばり強く考えようと

している。 

発生する熱の量は、何の大きさ

が要因（原因）になっていそう

かを、教科書を再読させたり、

学習のふり返りをさせたりする

などして、助言、指導する。 

12 

・「調べ方を考えよう」異なる種類の電熱線に、同じ電圧を加え

たときに発生する熱の量を比較するためには、どのような条件

で実験を行えばよいか、方法を検討する。 
 

261 思 ○ 

発生する熱の量の大きさを比較

するために、そろえる条件と、

変える条件を区別しながら、実

験方法を検討している。 

［発言分析・記述分析］ 

発生する熱の量を測定するた

めの方法を見いだし、何の量

をはかればよいかを明確に

し、実験の方法を立案してい

る。 

実験方法を図やことばで書き出

して、変化する可能性がありそ

うな量を明確にさせ、それと測

定するための方法の見通しがも

てるように助言、指導を行う。 

13 【実験 5】電熱線の発熱と電流の大きさの関係 
・実験 5 を行い、電熱線に同じ電圧を加えたときの、水の上昇温

262～263 思 ○ 
同じ電圧を加えたときに、変化

した条件を見つけ、上昇温度の

電流の大きさと上昇温度の関

係を実験結果から見いだし、

実験結果から、適切な結論が得

られない場合は、実験の方法や
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

度を測定する。 
 

結果と結びつけて結果を整理し

ている。 

［行動観察・記述分析］ 

適切に表現している。異なる

考えが出た場合、自分やほか

の生徒の考えを十分に検討し

て改善し、適切に表現してい

る。 

注意点についてふり返りをさ

せ、必要に応じて、再度、実験

を行わせるなど助言・指導す

る。 

14 

・「考察しよう」それぞれの電熱線に流した電流の時間と上昇温

度の関係、流れた電流の大きさと上昇温度の関係を比較す

る。結果が予想と異なった場合は、その理由を考察する。 
・「ここがポイント」電力と熱量、電力量についての説明を聞

く。 
・「解決方法を考えよう」電力量＞熱量となる理由と、少しでも

等しくなるための工夫を検討する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 
・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 
・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを

記述し、話し合う。 

264～266 知  

発生する熱の量が電熱線を流れ

る電流の大きさや電流を流す時

間に関係していることを理解し

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

水の上昇温度は電流を流す時

間と電力の両方に比例してい

ることが実験結果をもとに説

明している。 

p.264 の表 1 のように結果を整

理させ、何の値と、何の値がそ

れぞれ関係をもっているかを検

討し、水の上昇温度は何の大き

さに関係しているのかを明確に

できるように助言・指導を行

う。 
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【単元 4】第 3章 電流と磁界 （教科書 p.267～283） 
章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度

（態） 
・磁界と磁力線との関係、電流の磁気作用に関する基本的な概念を観察、実験を通して理解すると

ともに、それらの観察、実験の技能を身につける。（知識・技能） 
・電流と磁界に関する観察、実験を見通しをもって行い、実験結果を分析して解釈し、電流と磁界

の規則性や関係性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 
・電流と磁界に関する事物・現象に進んでかかわり、科学的に探究しようとする態度を養うととも

に、自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

電流と磁界に関する事物・現象

を日常生活や社会と関連づけな

がら、磁界と磁力線との関係、

電流の磁気作用に関する基本的

な概念を観察、実験を通して理

解しているとともに、科学的に

探究するために必要な基礎操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

電流と磁力線との関係、電流

の磁気作用について見通しを

もって観察、実験などを行

い、実験結果を分析して解釈

し、電流と磁界の関係性を見

いだして表現するなど、科学

的に探究している。 

電流と磁界に関する事物・現象

に進んでかかわり、見通しをも

ったりふり返ったりするなど、

科学的に探究しようとしてい

る。 

 
重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 
記録…記録に残す評価 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験をもとに自

分の考えを記述し、話し合う。 
第 1 節 電流がつくる磁界 
・「導入」磁石のまわりの磁界をまわりに置いた方位磁針の向き

や鉄粉の模様で調べる。 
・「これまでに学んだこと」小学校で電磁石をつくったことを確

認する。 
・磁界や磁力線について説明を聞き、p.268 図 1、「ここがポイン

ト」をもとに、磁界の向きや磁力線について理解する。 
・「？課題」コイルのまわりの磁界のようすは、どのようになっ

ているのだろうか。 
・「？に対する自分の考えは？」電磁石は鉄しんをぬいてコイル

だけにすると、コイルの内側の磁界はどうなるかを予想する。 

267～268 知  

磁石や電磁石について、これま

でに学んだことや生活経験をも

とに自分の考えを説明してい

る。 
［発言分析・記述分析］ 

磁界や磁力線が表しているこ

とを正しく理解し、説明して

いる。 

これまでの経験や学んだことか

ら、磁界には、方位磁針が示す

ような方向性と、磁石から遠ざ

かると磁力が弱くなるような強

弱があることを確認する。これ

らのようすを表す線が磁力線で

あることを写真や図を使って確

認させ、磁界や磁力線が表して

いることを正しく理解できるよ

う助言・指導する。 

2 

【実験 6】コイルを流れる電流がつくる磁界 
・実験 6を行い、コイルがつくる磁界を観察し、電流による磁界の

でき方について調べる。 269 知 〇 

コイルがつくる磁界の観察を正

しく行い、電流による磁界ので

き方を記録している。 
［行動観察・記述分析］ 

コイルがつくる磁界の観察を

正しく行い、電流による磁界

のでき方を記録して、適切に

説明している。 

コイルがつくる磁界の観察方法

を確認し、電流による磁界ので

き方を記録できるよう助言・指

導する。 

3 

・実験結果から、方位磁針の向きと鉄粉の模様から磁界のでき方

の規則性を見いだす。 
・実験結果や p.270図 1、2、3を参考にして、コイルのまわりやコ

イルの内部の磁界、直線状の 1本の導線のまわりにできる磁界に

ついて説明を聞き、電流による磁界のでき方を知る。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「ここがポイント」電流のまわりの磁界の向きについて説明を

聞き、理解する。 

270～271 思 〇 

実験結果から、電流の向きと磁

界の向きの関係を見いだしてい

る。 
［発言分析・記述分析］ 

実験結果から、電流の向きと

磁界の向きの関係をまとめ、

適切に表現している。また、

コイルがつくる磁界を強くす

る方法について、自分の考え

を適切に表現している。 

実験結果をふり返りながら電流

の向きと磁界の向きの関係を確

認し、コイルがつくる磁界を強

くする方法について、実験をふ

り返ることで考えを表現できる

よう助言・指導する。 



40 
 

時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

4 

第 2 節 電流が磁界から受ける力 
・「レッツ スタート！」モーターのコイルが動く理由を身近なも

のでモーターをつくって動かして考える。 
・p.272 図 1、2 からモーターやスピーカーの中にコイルと磁石が

入っていることを知る。 
・「？課題」磁界の中に入れたコイルに電流を流すと、コイルは

どうなるだろうか。 
・「？に対する自分の考えは？」p.272 図 3 や「レッツ スター

ト！」をもとに、磁界の中のコイルに電流を流すとどうなるか

考える。 

272 知  

磁石やクリップなど、身のまわ

りにある物を使ってモーターを

つくり、コイルを回転させるこ

とができている。 
［行動観察・記述分析］ 

磁石やクリップなど、身のま

わりにある物を使ってモータ

ーをつくり、コイルを回転さ

せることができている。ま

た、磁界の中にあるコイル

（導線）に電流を流すと、コ

イル（導線）が動くことを予

想できている。 

モーターの中にコイルと磁石が

入っていることと、回転部が金

属板に接触している部分(整流子

とブラシ)があることを見つけら

れるよう助言する。 

5 

【実験 7】磁界の中で電流を流したコイルのようす 
・実験 7を行い、磁界の中においたコイルに電流を流すとどうなる

か調べる。 
・磁界の向き、電流の向き、コイルが力を受ける向きを確認し、

それぞれの関連性について考える。 

273 知 〇 

磁界の中においた導線に電流を

流すとどうなるか観察して、磁

界の向き、電流の向き、力を受

ける向きを記録している。 
［行動観察・記述分析］ 

磁界の中においた導線に電流

を流すとどうなるか観察し

て、磁界の向き、電流の向

き、力を受ける向きを正しく

記録し、適切に説明してい

る。 

磁界の中においた導線に電流を

流すとどうなるか、磁界の向

き、電流の向き、力を受ける向

きを確認して記録できるよう助

言・指導する。 

6 

・実験結果から、磁界の向き、電流の向き、コイルが受ける力の

向きの関係をまとめる。 

・p.274 図 1 をもとに、磁界の中の電流が受ける力の規則性につい

ての説明を聞く。 
・モーターのしくみについて、磁界の向き、電流の向き、力の向

きの関係と関連づけながら説明を聞く。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

274～275 思 
〇 

 

コイルを流れる電流の向きと磁

界の向きに関する実験結果をも

とに、磁界の向き、電流の向

き、力の向きの関係を見いだし

ている。 
［発言分析・記述分析］ 

モーターについて、連続的に

回転するように力をはたらか

せるために、磁界の向き、電

流の向き、力の向きの関係を

利用して、整流子とブラシを

使って電流の向きを変えてい

ることを見いだして、適切に

表現している。 

磁界の向き、電流の向き、力の

向きの関係を適切に表現できる

よう助言する。また、それらの

関係を利用して連続的にモータ

ーが回転するように、整流子と

ブラシを使って電流の向きを変

えていることに気づけるよう助

言・指導する。 

7 

第 3 節 発電のしくみ 
・「導入」p.276 図 1、2 を参考に、発電機にはモーターのように

コイルと磁石が使われていることを確認する。 
・「？課題」コイルと磁石で電流をつくり出すにはどのようにす

ればよいだろうか。 
・「調べ方を考えよう」磁界の中で電流を流すと力が発生するこ

とから、逆に磁界の中で力をはたらかせるとどうなるか考え

る。 

276 思  

発電式懐中電灯では、コイルの

中と磁石を近づけたり遠ざけた

りすると電流をつくり出すこと

ができることから、磁界の中で

力をはたらかせると電流が発生

するのではないかと推測してい

る。  

［発言分析・記述分析］ 

磁界の中でコイルを動かした

ときに、電流が発生するので

はないかと推測しているとと

もに、その調べ方について自

分の考えを適切に表現してい

る。 

手回し発電機などでモーターを

回せば電流をつくり出すことが

できることを確認させて、磁界

の中で力をはたらかせると電流

が発生するのではないかと推測

できるよう助言・指導する。 

8 

【実験 8】コイルと磁石による電流の発生 
・「基礎操作」検流計の使い方を確認する。 
・実験 8を行い、コイルに棒磁石を近づけたり遠ざけたりすること

で、電流が流れるか調べる。また、電流を大きくするにはどう

したらよいか調べる。 

277 知 〇 

コイルに棒磁石を近づけたり遠

ざけたりすることで、電流が流

れることや、その電流を大きく

する方法について調べ、記録し

ている。 
［行動観察・記述分析］ 

コイルに棒磁石を近づけたり

遠ざけたりすることで電流が

流れることや、その電流を大

きくする方法について調べ、

適切に記録し、説明してい

る。 

コイルに棒磁石を近づけたり遠

ざけたりすることで、電流が流

れることを確認させ、その電流

を大きくする方法を考えられる

よう助言・指導する。 

9 

・実験結果から、磁石とコイルが近づくときとはなれるときで

は、電流の向きが変わることや、コイルの巻き数が多いほど、

また磁界の変化が大きいほど誘導電流は大きくなることを確認

する。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 

278～279 思 〇 

電磁誘導と誘導電流について理

解し、磁石とコイルが近づくと

きとはなれるときでは、電流の

向きが変わることを見いだして

いる。 
［発言分析・記述分析］ 

電磁誘導と誘導電流について

正しく理解し、磁石とコイル

が近づくときとはなれるとき

では、電流の向きが変わるこ

とを見いだし、それらの関係

を適切に表現している。 

電磁誘導と誘導電流の説明を再

度行うなど、磁石とコイルが近

づくときとはなれるときでは電

流の向きが変わることを確認さ

せ、それらの関係を表現できる

よう助言・指導する。 
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時

数 主な学習活動 頁 重点 記録 評価規準と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への 
指導の手立て 

10 

第 4 節 直流と交流 
・「レッツ スタート！」p.280 図 1、2 から乾電池から得られる電

流と、家庭用のコンセントから得られる電流のちがいを考え

る。 
・「？課題」乾電池からの電流とコンセントからの電流は、どの

ようにちがうのだろうか。 
・「？に対する自分の考えは？」発光ダイオードを直流、交流そ

れぞれの電源につなぎ、点灯のようすのちがいについて考え

る。 
・直流は電流が一定の向きに流れていること、交流は電流の向き

が連続的に交互に変化していることを知る。 

280～281 思  

直流と交流のちがいについて実

験を行い、交流は電流の向きが

連続的に交互に変化している電

流であることを見いだしてい

る。 
［発言分析・記述分析］ 

発光ダイオードの点灯のちが

いやオシロスコープの観察か

ら、交流は電流の向きが連続

的に交互に変化している電流

であることを見いだして適切

に表現している。 

発光ダイオードの点灯のちがい

やオシロスコープの画像のちが

いを説明し、交流は電流の向き

が連続的に交互に変化している

電流であることを表現できるよ

う助言・指導する。 

11 

・発電所から家庭までの送電のしくみや工夫についての説明を聞

く。 
・「！結論」自分の考えをまとめ、確認する。 
・「学びをいかして考えよう」について考える。 282 知 〇 

発電所から家庭までの送電のし

くみと、エネルギー損失を小さ

く送電するために、交流の特徴

を利用していることを例をあげ

て説明することができる。 
［発言分析・記述分析］ 

発電所からの高電圧を変圧器

で電圧を下げて家庭には配電

していることや抵抗を小さく

するための送電線の工夫など

を理解し、説明することがで

きる。 

発電所から家庭に電気が届くま

での送電のしくみをおさえて、

交流の利点を説明するなど助

言・指導する。 

12 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを確認す

る。 
・「学びを生活や社会に広げよう」学習した内容を、生活や社会

と結びつけて考える。 
・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の考えを記

述し、話し合う。 
283 態 〇 

学習したことをふり返り、学

習したことが私たちの生活に

どのように役に立っているか

具体例をもとに考えようとし

ている。 
［発言分析・行動観察］ 

学習したことをふり返り、

電流によって磁界ができる

ことや、磁界の変化によっ

て電流が流れることが、私

たちの生活にどのように役

に立っているか具体的な例

を挙げながら話し合い、ね

ばり強く考えようとしてい

る。 

ほかの生徒の意見を参考にし

て、自分の考えがもてるよう

に、学習したことをふり返り、

具体的な例を参考にして考える

ことができるよう助言・指導す

る。 
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令和７年度 沖縄県立八重山特別支援学校 中学部 Ⅰ課程  

２学年 音楽科 年間指導計画 
配当時数：35 時間 担当者：      

月 学期 題材 時数 教材名 学習指導要領の

内容 

教科書の

ページ 

４ 

１
学
期
（１
２
時
間
） 

前
期
（１
８
時
間
） 

曲想と音楽の構造との

関わりを理解して合唱し

よう 

３ 明日を向いて 歌唱─ア，イ，ウ p10 

翼をください p14 

My Voice!  

５ 言葉の抑揚を生かして、

創作表現を工夫しよう 

３ リズムゲーム、リズムアンサンブ

ル、リズムチャレンジ 

創作─ア，イ，ウ p32 

My Melody p30 

６ 曲想と音楽の構造との

関わりを理解して、その

魅力を味わおう 

３ ◎フーガ ト短調 鑑賞─ア，イ p36 

７ リコーダーの音色と奏法

との関わりを理解して、

器楽表現を工夫しよう 

３ ◆リコーダー 

LESSON２、３ 

＊適宜教材を選択して扱ってもよ

い。 

器楽─ア，イ，ウ  

９ 

２
学
期
（１
３
時
間
） 

曲想と歌詞の内容との

関わりを理解して、歌唱

表現を工夫しよう 

４ 夏の思い出（共通教材） 歌唱─ア，イ，ウ p18 

サンタ ルチア p26 

My Voice!  

１０ オペラに親しみ、その魅

力を味わおう 

２ ◎「アイーダ」から 鑑賞─ア，イ p48 

指揮をしてみよう！ p46 

１１ 

後
期
（１
７
時
間
） 

日本の歌のよさや美しさ

を感じ取って、歌唱表現

を工夫しよう 

２ 歌い継ごう 日本の歌 

＊適宜教材を選択して扱う。 

歌唱─ア，イ，ウ  

１２ 歌舞伎に親しみ、その魅

力を味わおう 

５ ◎歌舞伎「勧進帳」 鑑賞─ア，イ p56 

長唄「勧進帳」から p58 

◆「寄せの合方」によるリズムアン

サンブル 

 

１ 

３
学
期
（１
０
時
間
） 

世界の諸民族の音楽の

特徴を理解して、その魅

力を味わおう 

２ ◎世界の諸民族の音楽 鑑賞─ア，イ p70 

音の重なり方や反復、変

化を生かして、創作表現

を工夫しよう 

Let’s Create! 創作─ア，イ，ウ p34 

２ 曲想を感じ取って、器楽

表現を工夫しよう 

４ ◆SessionⅠ 器楽─ア，イ，ウ  

３ 仲間とともに、表情豊か

に合唱しよう 

４ 心通う合唱 

＊適宜教材を選択して扱う。 

歌唱─ア，イ，ウ  

合計 ３５    

※国歌「君が代」の指導については，各校の実態に応じて学習内容や扱い時数をご設定ください。 

 



a b c

１
学
期

４
 
～
 
７
月

13

動画（映像メディ
ア）

絵（想像画）

写真・絵（写真に
描く）

香りを表す（貼り
絵）

鑑賞

○

○

○

○
　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

２
学
期

９
月
　
～
　
　
月

15

絵の具について

絵本

陶芸

鑑賞

デザイン（フォン
トやレイアウト）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

３
学
期

1
月
 
～
 
３
月

7

暮らしと美術

立体

染色

美術とテクノロ
ジー

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

令和7年度中学部2学年（Ⅰ課程）美術年間指導計画(時数：35)

指導目標

35

・iPadを用いて、テーマに応じた
動画制作をする。

・物語を鑑賞し、想像を広げて絵
に表す。

・iPadの写真アプリのマークアッ
プ機能を用いて絵や写真をもとに
絵を描き加える。
・香りをテーマに貼り絵に表す。

・自分の作品の掲示の仕方を考え
鑑賞する。

・ICTを活用して表現している
実例を調べる。

・ダンボールを使って立体物
を制作する。

・染についての基礎的学習。
絞り染め技法で手ぬぐいを制
作する。

・iPadによる絵を動かす活動
に取り組む。

年間授業時数

・基礎的操作方法を知り、
構成や効果を試みながら作
る。

・テーマに応じて想像を広
げて描く
・基礎的操作方法を知り想
像を広げて構成を考え、写
真や加工を工夫して表す。
・香りをテーマに造形要素
が与える印象を考えて表
す。
・作品を掲示し鑑賞し自分
の作品に愛着を持つ。

（評価）　Ａ：達成できた　Ｂ：やや達成できた　Ｃ：達成できなかった

・ICTを活用して表現する
実例を知る。

・ダンボールに親しみ、簡
単な立体を制作する。

・染色について知り、絞り
染めを体験し親しむ。

・写真やにiPadに親しみ、
造形方法として楽しむ。

評価方法評価の観点

・形や色彩の違いに気づき、材料や
用具を使い、表したいことに合わせ
て表し方を工夫してつくることがで
きる。

・日常生活の中で経験したことや感じ
たことから表したいことを思いついた
り、作品の面白さを感じ取ったりする
ことができる。

b 思考・判断・表現a 知識・技能　

・つくりだす喜びを味わうとともに、自分の
見方や感じ方をを広げることができる。美術
で学んだことを生活や学習に活用することが
できる。

学年・教育課程（課程）

2年　Ⅰ課程

・造形的な視点について理解し、ICT機器を含め自分が使いやすい道具を知り、使い方を身に着
け、表したいことに合わせて工夫できるようにする。
・表したいことを考えたり、美術に対する見方や感じ方を深めることができるようにする。
・美術に親しみ、前向きに活動に参加できるようにする。

評価の観点

c 主体的に学習に取り組む態度

教科・領域名 美術
作成責任者

月学期
・授業態度
・発問評価
・ワークシー
ト
・作品

学習内容単元の目標単元名
時数
配当

・絵の具のよさ、色世界の
広がりを味わう。

・物語を想像し、造形要素
や言葉を効果的に用いて構
成する。
・粘土に親しみながら扱い
方を知り、陶芸文化にふれ
る。
・様々な社会資源へアクセ
スする方法を知り美術文化
に親しむ。
・自作した詩などに合った
造形イメージを考える。

・絵の具のにじみを味わう描画を
制作する。色について学習する。

・iPadを用いて物語を制作する。

・粘土で作りたいものを作る。平
面的な陶芸を制作。

・美術館のオンラインサービスな
どを用いて鑑賞、お気に入りをコ
レクションする。
・自作した詩をフォントやレイア
ウト、挿絵などを工夫し印刷物を
つくる。

１
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令和７年度 沖縄県立八重山特別支援学校 中学部 Ⅰ課程  

２学年 保健体育科 年間指導計画 
配当時数：105 時間 担当者：      

月 学

期 

単元・領域及び内容 時数 単元及び領域の目標 単元・領域の評価基準 

４ 

１ 

学
期
（ 

３９
時
間 

） 

体つくり運動 

ア 体ほぐしの運動 

イ 体の動きを高める 

運動 

６ 

 

 

 

 

 

（知・技）体つくり運動を通して，体を

動かす楽しさや心地よさを味わい，

体つくり運動の意義と行い方，体の

動きを高める方法などを理解し，目

的に適した運動を身に付け，組み合

わせること。 

（思・判・表）自己の課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組

み方を工夫するとともに，自己や仲

間の考えたことを他者に伝えること。  

（学・人）体つくり運動に積極的に取

り組むとともに，仲間の学習を援助し

ようとすること，一人一人の違いに応

じた動きなどを認めようとすること，

話合いに参加しようとすることなど

や，健康・安全に気を配ること。 

（知・技）体つくり運動の意義と行い

方，体の動きを高める方法などにつ

いて理解している。 

（思・判・表） 自己の課題を発見し，

合理的な解決に向けて運動の取り

組み方を工夫しているとともに，自己

や仲間の考えたことを他者に伝えて

いる。 

（学・人）体つくり運動に積極的に取

り組もうとするとともに，話合いに参

加しようとすることなどをしたり，健

康・安全に気を配ったりしている。 

５ 

体育理論 

スポーツの意義や効果と

学び方や安全な行い方 

３ 

 

（知・技）運動やスポーツの意義や効

果と学び方や安全な行い方について

理解すること。 

（思・判・表）運動やスポーツの意義

や効果と学び方や安全な行い方に

ついて，自己の課題を発見し，よりよ

い解決に向けて思考し判断するとと

もに，他者に伝えること。  

（学・人）運動やスポーツの意義や効

果と学び方や安全な行い方について

の学習に積極的に取り組むこと。 

（知・技）運動やスポーツの意義や効

果と学び方や安全な行い方について

理解している。 

（思・判・表）運動やスポーツの意義

や効果と学び方や安全な行い方に

ついて，自己の課題を発見し，よりよ

い解決に向けて思考し判断している

とともに，他者に伝えている。 

（学・人）運動やスポーツの意義や効

果と学び方や安全な行い方について

の学習に積極的に取り組もうとして

いる。 

６ 水泳 ３０ （知・技）水泳について，記録の向上

や競争の楽しさや喜びを味わい，水

泳の特性や成り立ち，技術の名称や

行い方，その運動に関連して高まる

体力などを理解すること。 

（思・判・表）泳法などの自己の課題

を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫するととも

に，自己の考えたことを他者に伝え

ること。 

（学・人）水泳に積極的に取り組むと

ともに，ルールやマナーを守ろうとす

ること，分担した役割を果たそうとす

ること，一人一人の違いに応じた課

題や挑戦を認めようとすることなど

や，水泳の事故防止に関する心得を

遵守するなど健康・安全に気を配る

こと。 

（知・技）水泳について，記録の向上

や競争の楽しさや喜びを味わい，水

泳の特性や成り立ち，技術の名称や

行い方，その運動に関連して高まる

体力などについて理解している。 

（思・判・表）泳法などの自己の課題

を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫しているとと

もに，自己の考えたことを他者に伝

えている。  

（学・人）水泳に積極的に取り組もう

とするともに，ルールやマナーを守ろ

うとすること，分担した役割を果たそ

うとすること，一人一人の違いに応じ

た課題や挑戦を認めようとすること

などをしたり，水泳の事故防止に関

する心得を遵守するなど健康・安全

に気を配ったりしている。 

７ 
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９ 

２ 

学
期
（ 

４２
時
間 

） 

ダンス 

ア 創作ダンス 

ウ 現代的なリズムの 

ダンス 

１２ （知・技）ダンスについて，感じを込め

て踊ったりみんなで踊ったりする楽し

さや喜びを味わい，ダンスの特性や

由来，表現の仕方，その運動に関連

して高まる体力などを理解するととも

に，イメージを捉えた表現や踊りを通

した交流をすること。 

（思・判・表）表現などの自己の課題

を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫するととも

に，自己や仲間の考えたことを他者

に伝えること。  

（学・人）ダンスに積極的に取り組む

とともに，仲間の学習を援助しようと

すること，交流などの話合いに参加

しようとすること，一人一人の違いに

応じた表現や役割を認めようとする

ことなどや，健康・安全に気を配るこ

と。 

（知・技）ダンスについて，感じを込め

て踊ったりみんなで踊ったりする楽し

さや喜びを味わい，ダンスの特性や

由来，表現の仕方，その運動に関連

して高まる体力などについて理解し

ている。 

（思・判・表）表現などの自己の課題

を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫しているとと

もに，自己や仲間の考えたことを他

者に伝えている。  

（学・人）ダンスに積極的に取り組もう

とするとともに，仲間の学習を援助し

ようとすること，交流などの話合いに

参加しようとすること，一人一人の違

いに応じた表現や役割を認めようと

することなどをしたり，健康・安全に

気を配ったりしている。 

１０ 健康な生活と病気の予

防 

１ 生活習慣病とその 

予防 

２ がんとその予防 

３ 喫煙と健康 

４ 飲酒と健康 

５ 薬物乱用と健康 

６ 喫煙・飲酒・薬物 

乱用のきっかけ 

８ （知・技）健康な生活と疾病の予防に

ついて理解を深めること。 

（思・判・表）健康な生活と疾病の予

防について，課題を発見し，その解

決に向けて思考し判断するとともに，

それらを表現すること。  

（学・人）生涯を通じて心身の健康の

保持増進を目指し，明るく豊かな生

活を営む態度を養う。  

（知・技）健康な生活と疾病の予防，

について，個人生活を中心として科

学的に理解しているとともに，基本

的な技能を身に付けている。 

（思・判・表） 健康な生活と疾病の予

防について，課題を発見し，その解

決に向けて思考し判断しているとと

もに，それらを表現している。 

（学・人）健康な生活と疾病の予防に

ついての学習に自主的に取り組もう

としている。 

陸上競技 

ア 短距離走・リレー 

７ （知・技）陸上競技について，記録の

向上や競争の楽しさや喜びを味わ

い，陸上競技の特性や成り立ち，技

術の名称や行い方，その運動に関

連して高まる体力などを理解すると

ともに，基本的な動きや効率のよい

動きを身に付けること。 

（思・判・表）動きなどの自己の課題

を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫するととも

に，自己の考えたことを他者に伝え

ること。  

（学・人）陸上競技に積極的に取り組

むとともに，勝敗などを認め，ルール

やマナーを守ろうとすること，分担し

た役割を果たそうとすること，一人一

人の違いに応じた課題や挑戦を認

めようとすることなどや，健康・安全

に気を配ること。 

（知・技） 

陸上競技について，記録の向上や

競争の楽しさや喜びを味わい，陸上

競技の特性や成り立ち，技術の名称

や行い方，その運動に関連して高ま

る体力などについて理解している。 

（思・判・表）動きなどの自己の課題

を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫しているとと

もに，自己の考えたことを他者に伝

えている。 

（学・人）陸上競技に積極的に取り組

もうとするとともに，勝敗などを認め，

ルールやマナーを守ろうとすること，

分担した役割を果たそうとすること，

一人一人の違いに応じた課題や挑

戦を認めようとすることなどをしたり，

健康・安全に気を配ったりしている。 

１１ 
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１２ 球技 

ア ゴール型 

１５ （知・技）球技について，勝敗を競う

楽しさや喜びを味わい，球技の特性

や成り立ち，技術の名称や行い方，

その運動に関連して高まる体力など

を理解するとともに，基本的な技能

や仲間と連携した動きでゲームを展

開すること。 

（思・判・表）攻防などの自己の課題

を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫するととも

に，自己や仲間の考えたことを他者

に伝えること。  

（学・人）球技に積極的に取り組むと

ともに，フェアなプレイを守ろうとする

こと，作戦などについての話合いに

参加しようとすること，一人一人の違

いに応じたプレイなどを認めようとす

ること，仲間の学習を援助しようとす

ることなどや，健康・安全に気を配る

こと。 

（知・技）球技について，勝敗を競う

楽しさや喜びを味わい，球技の特性

や成り立ち，技術の名称や行い方，

その運動に関連して高まる体力など

について理解している。 

（思・判・表）攻防などの自己の課題

を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫しているとと

もに，自己や仲間の考えたことを他

者に伝えている。  

（学・人）球技に積極的に取り組もう

とするとともに，フェアなプレイを守ろ

うとすること，作戦などについての話

合いに参加しようとすること，一人一

人の違いに応じたプレイなどを認め

ようとすること，仲間の学習を援助し

ようとすることなどをしたり，健康・安

全に気を配ったりしている。 

１ 

３ 
学
期
（ 

２４
時
間 

） 

傷害の防止 

１ 傷害の原因と防止 

２ 交通事故の現状と 

原因 

３ 交通事故の防止 

４ 犯罪被害の防止 

５ 自然災害に備えて 

６ 応急手当の意義と 

基本 

８ （知・技）傷害の防止について理解を

深めるとともに，応急手当をするこ

と。 

（思・判・表）傷害の防止について，

危険の予測やその回避の方法を考

え，それらを表現すること。 

（学・人）生涯を通じて心身の健康の

保持増進を目指し，明るく豊かな生

活を営む態度を養う。 

（知・技）傷害の防止について、個人

生活を中心として科学的に理解して

いるとともに，基本的な技能を身に

付けている。 

（思・判・表）傷害の防止について，

危険の予測やその回避の方法を考

えているとともに，それらを表現して

いる。  

（学・人）傷害の防止についての学習

に自主的に取り組もうとしている。 

２ 球技 

ウ ベースボール型 

１６ （知・技）球技について，勝敗を競う

楽しさや喜びを味わい，球技の特性

や成り立ち，技術の名称や行い方，

その運動に関連して高まる体力など

を理解するとともに，基本的な技能

や仲間と連携した動きでゲームを展

開すること。 

（思・判・表）攻防などの自己の課題

を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫するととも

に，自己や仲間の考えたことを他者

に伝えること。  

（学・人）球技に積極的に取り組むと

ともに，フェアなプレイを守ろうとする

こと，作戦などについての話合いに

参加しようとすること，一人一人の違

いに応じたプレイなどを認めようとす

ること，仲間の学習を援助しようとす

ることなどや，健康・安全に気を配る

こと。 

（知・技）球技について，勝敗を競う

楽しさや喜びを味わい，球技の特性

や成り立ち，技術の名称や行い方，

その運動に関連して高まる体力など

について理解している。 

（思・判・表）攻防などの自己の課題

を発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫しているとと

もに，自己や仲間の考えたことを他

者に伝えている。  

（学・人）球技に積極的に取り組もう

とするとともに，フェアなプレイを守ろ

うとすること，作戦などについての話

合いに参加しようとすること，一人一

人の違いに応じたプレイなどを認め

ようとすること，仲間の学習を援助し

ようとすることなどをしたり，健康・安

全に気を配ったりしている。 

３ 

合計 １０５   
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令和７年度 八重山特別支援学校 中学部 技術家庭 技術分野 ２年 
 年間指導計画 

配当時間：３５時間   対象生徒２年  担当者：  

 

＊（知）…知識・技能 （思）…思考・判断・表現 （態）…主体的に学習に取り組む態度 

＊★…「主体的に学習に取り組む態度」は，複数の学習内容にまたがる長期的な評価規準となる。 

 

 4 月 5 月 6 月 7 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 

第
1
学
年 

題
材 

技術分野

のガイダ

ンス 

A(1)アイ 
材料と加工の技術

の原理・法則と 
仕組み 

A(2)アイ 

材料と加工の技術による問題解決 

A(3)アイ 

社会の発

展と材料と

加工の技

術 

B(1)アイ 
生物育成の技術

の原理・法則と
仕組み 

B(2)アイ 
生物育成の技術による問題

解決 

B(3)アイ 

社会の発

展と生物

育成の技

術 

時数 2 5 13 2 4 7 2 

学
習
内
容 

・ 技 術 分

野の学

習の見

通し 

・ 学 習 内

容の紹

介 

・身の回りの材料と
加工の技術 

・木材，金属，プラス

チックの特性 
・材料に適した加工

方法 

・丈夫な製品を作る
ために 

・材料と加工の技術

の工夫の読み取り 

・問題の発見，課題の設定 
・製作品の構想，設計 
・製図 

・製作の計画 
・作業手順を考えた製作 
・問題解決の評価，改善・修正 

・材料と加

工の技術

の最適化 

・ こ れ か ら

の材料と

加工の技

術 

・生物育成の技術

とは 

・作物の育成環境

を調節する技術 

・作物の成長を管

理する技術 

・動物を育てる技術 

・水産生物を育てる

技術 

・生物育成の技術

の工夫の読み取り 

・問題の発見，課題の設定 
・生物の育成計画 
・成長に合わせた適切な育成 

・問題解決の評価，改善・修
正 

・生物育成

の 技 術

の 最 適

化 

・ こ れ か ら

の生物育

成の技術 

第
2
学
年 

題
材 

D(1)アイ,D(2)ア 

情報の技術の 
原理・法則と仕組み 

D(2)アイ 

双方向性のあるコンテンツの 
プログラミングによる問題解決 

C(1)アイ 
エネルギー変換の技

術の 

原理・法則と仕組み 

C(2)アイ 

エネルギー変換の技術による 
問題解決 

C(3)アイ 

社会の発

展とエネ

ルギー変

換の技術 

時数 5 10 5 13 2 

学
習
内
容 

・情報の技術とは 

・情報のデジタル化 
・情報通信ネットワ
ークの仕組み 

・安全に利用するた
めの情報モラル 

・安全に利用するた

めの情報セキュリ
ティ 

・情報の技術の工

夫の読み取り 

・双方向性のあるコンテンツとは 

・問題の発見，課題の設定 
・コンテンツの構想 
・コンテンツのプログラムの制作 

・問題解決の評価，改善・修正 

・エネルギー変換の技術とは 

・発電の仕組みと特徴 
・電気を供給する仕組み 
・電気回路について考えよう 

・電気機器を安全に使用するための技術 
・運動エネルギーへの変換と利用 
・回転運動を伝える仕組み 

・機械が動く仕組み 
・機械の共通部品と保守点検の大切さ 
・エネルギー変換の技術の工夫の読

み取り 

・問題の発見，課題の設定 

・電気回路または機構モデルの 
設計・製作 

・問題解決の評価，改善・修正 

・エネルギ

ー 変 換

の 技 術

の 最 適

化 

・これから

のエネ

ルギー

変換の

技術 

第
3
学
年 

題
材 

D (3)アイ 
計測・制御のプログラミングによる問題解決 

★統合的な問題解決 

D(4)アイ 

社会の発展と情

報の技術 

 

時数 15 2.5 

学
習
内
容 

・計測・制御システムとは 

・問題の発見，課題の設定 
・計測・制御システムの構想 
・計測・制御システムのプログラムの制作 

・問題解決の評価，改善・修正 

・情報の技術の

最適化 

・これからの情報

の技術 

 

備考 
・「技術の見方・考え方」を働かせた深い学びになるように配慮する。 
・生物育成の技術による問題解決については，年間を通して適切な時期に実施する。 

 

 

 

 

配
当
時
数 

A B C D 計 

22 13 20 32.5 87.5 

 

身の回りの整理を整理しよう 

ライントレースを使って自動運転をしよう 
（microbit・Maqeen を活用して） 

行事を彩る草花を育てよう 

パン屋さんのホームページ作り 
（Life is tech!を活用） 

停電時の防災ライトが欲しい 
（ラジオライト製作） 
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１ 

～ 

５ 

4
編
1
章 

情
報
の
技
術
の
原
理
・
法
則
と
仕
組
み 

①情報の技術とは
何だろう 

 

D(1) 
アイ 

・生活や社会，産業のさまざ
まな場面でコンピュータな
どの情報の技術が利用され
ていることを知る。 

・コンピュータを構成するハ
ードウェアとソフトウェア
についてまとめる。 

 
［他教科］ 
・（小）社会 5年：我が国の
情報と産業との関わり 

・（小）理科 6年：電気の利
用 

・数学 2年：データの分布の
比較 

・家や学校，工場などの場面
を例示して，コンピュータ
となどの情報の技術が利用
されていることを確認す
る。 

・身の回りにあるコンピュー
タの種類や形状，機能など
をまとめさせる。 

・アナログ情報とデジタル情
報の違いについて考えさせ
る。 

・情報の技術によって実現で
きることを挙げさせる。 

・小学校では，どのようなプ
ログラミング体験を行った
か思い出させる。 

・情報の表現や記録ができる
仕組みを理解している。
（知） 

★主体的に情報の技術につい
て考えようとしている。
（態）。 

 

②情報のデジタル 
化 

D(1) 
アイ 

・コンピュータは全ての情報
を数値化して処理している
ことを知る。 

・情報のデジタル化の方法を
まとめる。 

・画像をデジタル化する方法
やデータ量との関係につい
てまとめる。 

・文字情報のデジタル化を例
にデジタル化の方法を確認
させる。 

・画像のデジタル化を例に，
デジタル化とデータ量につ
いて確認させる。 

・情報のデジタル化の仕組
み，デジタル化の方法とデ
ータ量の関係について理解
している。（知） 

③情報通信ネット
ワークの仕組み 

D(1) 
アイ 
 

D(2) 
ア 

・情報通信ネットワークの仕
組みについてまとめる。 

・情報通信ネットワークを使
って，情報をやりとりする
仕組みについて知る。 

・家庭や学校におけるLANを
例に，情報通信ネットワー
クを構成するために必要な
機器や接続できる情報機器
について説明する。 

・電子メールやSNSなど身近
な例を取り上げ，情報通信
ネットワークを使って，情
報をやりとりする仕組みに
ついて説明する。 

・情報通信ネットワークの構
成について理解している。
（知） 

・情報通信ネットワーク上で
の情報を利用する仕組みに
ついて理解している。
（知） 

④安全に利用する
ための情報モラ
ル 

 

D(1) 
アイ 

・情報の特性について考え，
情報が社会に与える影響に
ついて調べる。 

・望ましい情報社会のための
態度について考える。 

 
［家庭分野］ 
・消費生活・環境 
［他教科］ 
・国語 1年：情報の整理（引
用の仕方） 

・道徳：情報モラル 

・デジタル化された情報のプ
ラス面，マイナス面につい
て考えさせ，マイナス面へ
の対策として，どのような
仕組みや態度が必要かを考
えさせる。 

・著作権を含めた知的財産権
の保護の必要性を伝え，知
的な創造活動や発明のため
にも，必要な権利であるこ
とを考えさせる。 

・情報の特性を理解して，情
報を安全に利用することが
できる技能を身に付けてい
る。（知） 

★情報が社会に与える影響を
理解して，望ましい情報社
会のために取るべき態度を
身に付けようとしている。
（態） 

⑤安全に利用する
ための情報セキ
ュリティ 

 

D(1) 
アイ 

・情報セキュリティを実現す
るための3つの要素を知
る。 

 ・機密性 
 ・完全性 
 ・可用性 
・情報通信ネットワークにお
けるサイバーセキュリティ
の重要性について考える。 

・セキュリティ対策のための
ソフトウェアやシステムが
あることを知る。 

・情報セキュリティに関する
トラブルの例から，危険性
について確認させる。 

・身の回りにあるコンピュー
タやスマートフォンなどの
セキュリティ対策について
調べさせる。 

・情報通信ネットワークへの
不正侵入やデータの改ざん
などを防ぐサイバーセキュ
リティの重要性について考
えさせる。 

・情報セキュリティの基本的
な知識について理解してい
る。（知） 

★情報の安全を確保するため
に必要な判断や対応をする
力を身に付けようとしてい
る。（態） 

⑥情報の技術の工
夫を読み取ろう 

D(1) 
イ 

・情報の技術に込められた問
題解決の工夫について考え
る。 

・身近なシステムや自動化の
技術の問題解決の工夫など
から，「技術の見方・考え
方」について気付いたこと
をまとめる。 

・情報の技術に込められた問
題解決の工夫について，社
会からの要求，安全性，環
境への負荷，経済性などに
着目させ，技術が最適化さ
れてきたことに気付かせ
る。 

・利用者の視点だけではな
く，開発者の視点でも考え
られるように配慮する。 

・情報の技術に込められた工
夫を読み取り，「技術の見
方・考え方」に気付くこと
ができる。（思） 

 



3 

 

６ 
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１
５ 

4
編
2
章 

双
方
向
性
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
問
題
解
決 

①双方向性のある
コンテンツのプ
ログラミングと
は何だろう 

D(2) 
アイ 

・双方向性のあるコンテンツ
にはどのようなものがある
か調べる。 

・双方向性のあるコンテンツ
の基本的な仕組みについて
考える。 

・コンテンツに利用されてい
るメディアの例とその特徴
を整理させる。 

・情報処理の手順を表現する
図として，アクティビティ
図やフローチャートについ
て説明する。 

・双方向性のあるコンテンツ
の基本的な仕組みを理解し
ている。（知） 

★主体的に情報の技術につい
て考え，理解しようとして
いる。（態） 

②問題を発見し，
課題を設定しよ
う 

D(2) 
アイ 

・双方向性のあるコンテンツ
のプログラミングによって
解決できる問題を見つけ
る。 

・発見した問題を解決するた
めの課題を設定する。 

・「技術の見方・考え方」を
働かせて問題を見いだすこ
とができるように配慮す
る。 

・身近なコンテンツが解決し
ている問題を参考に，必要
な機能，対象者，使用する
環境，使用時の安全性など
についても考えさせる。 

・「技術の見方・考え方」を
働かせて，問題を発見し，
自分なりの課題を設定する
力を身に付けている。
（思） 

③コンテンツを構
想しよう 

D(2) 
アイ 

・問題を解決するためのコン
テンツに必要な情報を収集
し，解決策を具体化する。 

 ・構想の具体化 
 ・情報処理の手順の整理 
 ・必要な機能の整理 

・利用者の立場を意識し，メ
ディアの特徴を生かして，
利用しやすい構成になるよ
うに考えさせる。 

・アクティビティ図を用いる
ことで，複数の情報処理の
手順を統合して全体の構想
を確認できることを伝え
る。 

・グループでコンテンツを制
作する場合は，役割分担と
制作計画を立てさせる。 

・制作環境や制作時間を考慮
させる。 

・使用するメディアを複合す
る方法とその効果的な利用
方法を構想する力を身に付
けている。（思） 

★自分なりの新しい考え方や
捉え方によって，知的財産
を創造するとともに，他者
のアイディアを尊重し，そ
れらを保護・活用しようと
している。（態） 

④コンテンツのプ
ログラムを制作
しよう 

D(2) 
アイ 

・安全で適切なプログラムの
制作と動作の確認，デバッ
グを行う。 

・使用する人のことを考えて
プログラムを制作する。 

 
［他教科］ 
・（小）算数 5年：正多角形
をかく手順を考えよう（プ
ログラミング体験） 

・美術：表現（コンピュータ
における映像メディアの活
用） 

・文字，音声，静止画，動画
などコンテンツの制作に必
要な素材を準備させる。 

・アクティビティ図を確認し
ながらプログラムを制作さ
せる。 

・完成したプログラムを実行
して，目的の動作をしてい
るか確かめさせる。異なる
場合は理由を考えさせ，デ
バッグさせる。 

・著作権や個人情報の扱いな
ど情報モラルの重要性を考
えながら制作させる。 

・安全で適切なプログラムの
制作と動作の確認，デバッ
クができる技能を身に付け
ている。（知） 

・情報処理の手順を具体化す
る力を身に付けている。
（思） 

★他者と協働して，粘り強く
取り組もうとしている。
（態） 

⑤問題解決の評
価，改善・修正 

D(2) 
アイ 

・双方向性のあるコンテンツ
のプログラミングによる問
題解決を振り返り，解決結
果及び解決過程を評価し，
改善・修正する方法につい
て考える。 

 

・問題解決の評価の観点を決
め，その評価の観点に基づ
いて評価させる。 

 ・見やすさ 
 ・操作のしやすさ 
 ・制作工程が適切か 
 ・誤りが少ないか 
 ・著作権への配慮 など 

・コンテンツのプログラムの
制作の過程や問題解決の結
果を評価し，改善及び修正
する力を身に付けている。
（思） 

★自らの問題解決を振り返
り，よりよいものとなるよ
うに改善・修正しようとし
ている。（態） 
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６ 

～ 

２
０ 

3
編
1
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エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術
の
原
理
・
法
則
と
仕
組
み 

①エネルギー変換
の技術とは何だ
ろう 

 

C(1) 
アイ 

・生活や社会の中で利用され
ているエネルギー変換の技
術について調べる。 

・エネルギー変換効率につい
て知る。 

 
［家庭分野］ 
・消費生活・環境 
［他教科］ 
・（小）理科 6年：電気の利用 
・社会（地理）：資源・エネ
ルギーと産業 

・理科 2年：電気エネルギー 
・理科 3年：エネルギーと物質 

・身の回りの製品のエネルギ
ー変換の流れを考えさせ
る。 

・身の回りの製品のエネルギ
ー損失に気付かせる。 

・エネルギー変換効率を高め
ることは，環境への負荷を
減らすことにつながること
を伝える。 

・生活や社会の中で利用され
ているエネルギー変換の技
術について理解している。
（知） 

★主体的にエネルギー変換の
技術について考えようとし
ている。（態） 

②発電の仕組みと
特徴 

C(1) 
アイ 

・発電の仕組みと特徴につい
てまとめる。 

・さまざまな発電方法のプラ
ス面，マイナス面について
調べ，適切な発電構成割合
について自分なりに考え
る。 

 
［他教科］ 
・（小）理科 5年：電流がつ
くる磁力 

・（小）理科 6年：電気の利用 
・理科 2年：電流，電流と磁界 
・理科 2年：電磁誘導と発電 
・理科 3年：自然環境の保全
と科学技術の利用 

・さまざまな発電方式の特
徴，エネルギー変換効率，
二酸化炭素排出量，発電に
かかる費用などを比較しな
がら，適切な発電方法につ
いて自分なりに考えさせ
る。 

・発電の仕組みと特徴につい
て理解している。（知） 

・さまざまな発電方法に込め
られた技術の工夫について
考えている。（思） 

③電気を供給する
仕組み 

 

C(1) 
アイ 

・電源の種類と特徴について
まとめる。 

・送電・配電について調べ
る。 

 
［他教科］ 
・理科 2年：電流とその利用 
・理科 3年：化学変化と電池 

・コンセントや電池を例に，
電源の種類を調べさせる。 

・発電所からの送電・配電の
仕組みについて調べさせ
る。 

・電源の種類と特徴や，送
電・配電の仕組みを理解し
ている。（知） 

・送電・配電の技術の工夫に
ついて考えている。（思） 

④電気回路につい
て考えよう 

 

C(1) 
アイ 

・電気エネルギーを利用する
仕組みを調べる。 

・電気回路について，電気用
図記号を用いた回路図で表
す。 

 
［他教科］ 
・（小）理科 3年：電気の通り道 
・（小）理科 4年：電流の働き 
・（小）理科 6年：電気の利用 
・理科 2年：電流 

・身の回りにある電気機器を
調べさせ，電気エネルギー
を利用する仕組みをまとめ
させる。 

・身の回りの機器の回路を調
べさせ，回路図にまとめさ
せる。 

・電気回路の仕組みについて
理解している。（知） 

・簡単な電気回路を回路図で
表すことができる技能を身
に付けている。（知） 

⑤電気機器を安全
に使用するため
の技術 

 

C(1) 
アイ 

・電気を安全に使うための技
術の工夫について調べ，ま
とめる。 

 ・漏電 
 ・感電 
・電気機器の安全な使い方に
ついて考える。 

 
［家庭分野］ 
・消費生活・環境 
［他教科］ 
・理科 2年：電流 

・電気機器の構造や安全に関
する表示を観察して，その
意味を調べさせ，適切な使
用方法についてまとめさせ
る。 

・電気による事故を防ぐ方法
を具体的にまとめさせる。 

・漏電・感電の危険性につい
て知らせ，電気機器を安全
に使用するための技術の工
夫についてまとめさせる。 

・電気機器の安全な使い方に
ついて理解している。
（知） 

・電気による事故を防ぐ方法
について考えている。
（思） 



5 

 

⑥運動エネルギー
への変換と利用 

 

C(1) 
アイ 

・機械が運動を伝える仕組み
について調べる。 

・機械の運動の種類とエネル
ギー変換についてまとめ
る。 

 ・直線運動 
 ・回転運動 
 ・揺動運動 
 
［他教科］ 
・（小）理科 6年：てこの規
則性 

・理科 3年：力学的エネルギー 

・自転車や身の回りの機器な
どに使用されている運動を
伝える仕組みや部品を調べ
させる。 

・機械が運動を伝える仕組み
について理解している。
（知） 

・運動の種類とエネルギー変
換について理解している。
（知） 

⑦回転運動を伝え
る仕組み 

 

C(1) 
アイ 

・回転運動を伝える仕組みの
特徴と用途を調べる。 

・回転速度と回転力の関係を
調べる。 

 
［他教科］ 
・理科 3年：運動の規則性 

・自転車を例に，回転運動を
伝える仕組みを調べ，回転
速度と回転力の関係につい
てまとめさせる。 

・回転運動を伝える仕組みの
特徴と用途を理解してい
る。（知） 

⑧機械が動く 
仕組み 

 

C(1) 
アイ 

・往復直線運動や揺動運動な
どを伝えるリンク機構やカ
ム機構の仕組みを調べる。 

・流体を用いて動く機械や熱
エネルギーで動く機械を調
べる。 

・自転車や身の回りの機器な
どに使われている往復直線
運動や揺動運動を伝えるた
めのリンク機構やカム機構
の仕組みと利用例を調べさ
せる。 

・油圧ショベルやパワーアシ
ストロボットなどの流体を
用いて動く機械や，蒸気機
関などの熱エネルギーで動
く機械の仕組みについて調
べさせる。 

・リンク機構やカム機構につ
いて理解している。（知） 

・熱や水，空気などの流体を
用いたエネルギー変換の特
性について理解している。
（知） 

⑨機械の共通部品
と保守点検の大
切さ 

 

C(1) 
アイ 

・機械の共通部品について知
る。 

・機械を安全に利用するため
に保守点検が必要であるこ
とを知る。        

・身近な機械の保守点検をす
る。 

 
［他教科］ 
・保健体育：交通事故などに
よる傷害の防止 

・機械の共通部品があること
で作業効率が上がることに
気付かせる。 

・飛行機や自転車の点検など
から，保守点検（メンテナ
ンス）の大切さに気付かせ
る。 

・機械の共通部品と保守点検
の大切さについて理解して
いる。（知） 

⑩エネルギー変換
の技術の工夫を
読み取ろう 

C(1) 
イ 

・エネルギー変換の技術に込
められた問題解決の工夫に
ついて考える。 

・身近な製品の問題解決の工
夫などから，「技術の見
方・考え方」について気付
いたことをまとめる。 

・エネルギー変換の技術に込
められた問題解決の工夫に
ついて，社会からの要求，
安全性，環境への負荷，経
済性などに着目させ，技術
が最適化されてきたことに
気付かせる。 

・エネルギー変換の技術に込
められた工夫を読み取り，
「技術の見方・考え方」に
気付くことができる。
（思） 

２
１ 

～ 

３
３ 

3
編
2
章 

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

の
技
術
に
よ
る
問
題
解
決 

①問題を発見し，
課題を設定しよ
う 

C(2) 
アイ 

・生活や社会における光，
熱，動力などのエネルギー
変換の技術によって解決で
きる問題を見つける。 

・発見した問題を解決するた
めの課題を設定する。 

・「技術の見方・考え方」を
働かせて問題を見いだすこ
とができるように配慮す
る。 

・「あったらいいな」「不便だ
な」の視点で問題を見つけ
させる。 

・問題発見・課題設定のため
に，5W1H を用いて整理させ
る。 

 ・いつ ・誰が ・どこで 
 ・何を ・何のために 
 ・どのように 

・「技術の見方・考え方」を
働かせて，問題を発見し，
自分なりの課題を設定する
力を身に付けている。
（思） 



6 

 

②電気回路を設
計・製作しよう 

 

C(2) 
アイ 

・設計要素を検討する。 
 ・電源 
 ・制御 
 ・負荷 
・構想をまとめ，製作に必要
な図を描く。 

・プロトタイプ（試作），シ
ミュレーションを行う。 

・目的の電気回路が決まった
ら，安全に配慮し，製作，
実装，点検・調整を行う。 

 
［他教科］ 
・（小）理科 3年：電気の通り道 
・（小）理科 4年：電流の働き 
・（小）理科 6年：電気の利用 
・理科 2年：電流 

・使用目的・使用条件に合わ
せて設計要素を検討させ
る。 

・機能面だけでなく，安全性
や環境への負荷についても
考えさせる。 

・適切な工具の使い方を指導
し，製作，実装，点検・調
整を行わせる。 

・知的財産を創造，保護及び
活用することの大切さや技
術に関わる倫理観について
考えさせる。 

・構想に基づいて設計し，電
気回路の回路図や組立図に
まとめることができる技能
を身に付けている。（知） 

・構想に基づいて，製作の計
画を立てる力を身に付けて
いる。（思） 

★自分なりの新しい考え方や
捉え方によって，知的財産
を創造するとともに，他者
のアイディアを尊重し，そ
れらを保護・活用しようと
している。（態） 

★他者と協働して，粘り強く
取り組もうとしている。
（態） 

③機構モデルを設
計・製作しよう 

 

C(2) 
アイ 

・設計要素を検討する。 
 ・動力源 
 ・運動を伝える仕組み 
 ・仕事をする仕組み 
・構想をまとめ，製作に必要
な図を描く。 

・プロトタイプ（試作），シ
ミュレーションを行う。 

・目的の機構の動きが決まっ
たら，安全に配慮し，製
作，実装，点検・調整を行
う。 

 
［他教科］ 
・（小）理科 6年：てこの規
則性 

・理科 3年：力学的エネルギー 
・理科 3年：運動の規則性 

・使用目的・使用条件に合わ
せて設計要素を検討させ
る。 

・機能面だけでなく，安全性
や環境への負荷についても
考えさせる。 

・適切な工具の使い方を指導
し，製作，実装，点検・調
整を行わせる。 

・知的財産を創造，保護及び
活用することの大切さや技
術に関わる倫理観について
考えさせる。 

・構想に基づいて設計し，機
構モデルの回路図や組立図
にまとめることができる技
能を身に付けている。
（知） 

・構想に基づいて，製作の計
画を立てる力を身に付けて
いる。（思） 

★自分なりの新しい考え方や
捉え方によって，知的財産
を創造するとともに，他者
のアイディアを尊重し，そ
れらを保護・活用しようと
している。（態） 

★他者と協働して，粘り強く
取り組もうとしている。
（態） 

④問題解決の評
価，改善・修正 

C(2) 
アイ 

・エネルギー変換の技術によ
る問題解決を振り返り，解
決結果及び解決過程を評価
し，改善・修正する方法に
ついて考える。 

 

・問題解決の評価の観点を決
め，その評価の観点に基づ
いて評価させる。 

 ・機能 
 ・利便性（使いやすさ） 
 ・安全性 
 ・環境への配慮 
 ・費用 など 

・製作の過程や問題解決の結
果を評価し，改善及び修正
する力を身に付けている。
（思） 

★自らの問題解決を振り返
り，よりよいものとなるよ
うに改善・修正しようとし
ている。（態） 

34
～
35 

3
編
3
章 

社
会
の
発
展
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術 

①エネルギー変換
の技術の最適化 

C(3) 
アイ 

・自分の問題解決における最
適化の場面を振り返り，社
会の問題解決における最適
化と比較する。 

 ・社会からの要求 
 ・安全性 
 ・環境への負荷 
 ・経済性 
・エネルギー変換の技術のプ
ラス面，マイナス面につい
て考え，これからどのよう
に技術の最適化を図ってい
くとよいかをまとめる。 

・社会におけるエネルギー変
換の技術は，さまざまな制
約条件の基で折り合いをつ
け，効果が最も目的に合っ
たものになるように工夫さ
れていることに気付かせ
る。 

 
・エネルギー変換の技術は，
生活や社会を豊かにする光
の側面がある一方で，環境
への負荷や事故の危険性な
どの影の側面があることも
伝える。 

・エネルギー変換の技術の概
念について理解している。
（知） 

・エネルギー変換の技術の最
適化について考えている。
（思） 

②これからのエネ
ルギー変換の技
術 

 

C(3) 
アイ 

・持続可能な社会の構築のた
めに，これからのエネルギ
ー変換の技術について考え
る。 

 
［他教科］ 
・理科 3年：自然環境の保全
と科学技術の利用 

・よりよい生活や持続可能な
社会の構築に向けて，技術
を評価し，選択，管理・運
用，改良・応用していくこ
との大切さについて考えさ
せる。 

 

・よりよい生活の実現や持続
可能な社会の構築に向け
て，エネルギー変換の技術
を評価し，適切な選択，管
理・運用，改良，応用につ
いて考えている。（思） 

★よりよい生活の実現や持続
可能な社会の構築に向け
て，エネルギー変換の技術
を工夫し創造しようとして
いる。（態） 
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令和 7年度 八重山特別支援学校 中学部 技術家庭 家庭科分野 ２年 
 年間指導計画 

配当時間：３５時間 担当者： 対象生徒 
＊（知）…知識・技能 （思）…思考・判断・表現 （態）…主体的に学習に取り組む態度 

                        

時

間 
指導項目 

指導 

要領 
学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

8 
２
編
１
章 

衣
服
の
選
択
と
手
入
れ 

①どうして 

衣服を着る

のだろう 

B(4) 

ア 

・衣服の目的に応じた着方や個

性を生かした着方を考えなが

ら，衣服の働きをまとめる。 

・目的に応じて衣服の着方が違

う点に着目させ，衣服の社会

生活上の働きを考えさせる。 

[小]衣服の保健衛生上や生活活

動上の働き 

・衣服と社会生活との関わりに

ついて理解している。（知） 

・目的に応じた着用について理

解している。（知） 

②私らしさと

T.P.O． 

～着方の 

工夫～ 

B(4) 

ア 

・個性を生かした服装について

知り，自分らしい着方を考え

る。 

・色や形などの調和や自分らし

さを考えた着方を工夫させ

る。 

・個性を生かす着用について理

解している。（知） 

・自分らしい着方について考

え，工夫している。（思） 

・目的に応じた着用を踏まえた

自分らしい着方について，工

夫し創造し，実践しようとし

ている。（態） 

③日本の衣文化 B(4) 

ア 

・日本の伝統的な衣文化につい

て知り，和服と洋服の構成や

着方の違いに気付く。 

・和服の構成やたたみ方から，

和服の特徴や文化について理

解させる。 

・衣服と社会生活との関わり

（和服）について理解してい

る。(知) 

・衣文化の継承について，課題

の解決に主体的に取り組もう

としている。（態） 

④衣服計画と 

必要な衣服の

選択 

B(4) 

アイ 

・衣服調べをして，必要な衣服

の数量を把握し，過不足や処

分の仕方を考える。 

 

 

・手持ちの衣服の活用を考えな

がら，表示や縫製の良否，手

入れの方法や価格など，既製

服の適切な選択方法を知る。 

・衣服の入手については，購入

するだけでなく，環境に配慮

する視点から，譲り受けた

り，リフォームしたりする方

法にも触れる。 

・衣服を自分で管理する大切さ

を知らせ，既製服の適切な選

択方法を理解させる。 

・衣服の適切な選択について理

解している。(知) 

・衣服の計画的な活用の必要性

について理解している。(知) 

・衣服の選択について問題を見

いだして課題を設定し，解決

策を構想し，実践を評価・改

善し，考察したことを論理的

に表現するなどして課題を解

決する力を身に付けている。

（思） 

⑤衣服の手入れ B(4) 

アイ 

・衣服の洗濯や補修などの手入

れの必要性を理解し，衣服の

材料や状態に応じた手入れの

方法を知る。 

・衣服を快適に着用するために

手入れが必要であることに気

付かせ，手入れの実習をさせ

る。 

・洗濯については，手洗いを基

礎とし，洗濯機を適切に使用

できるようにする。 

[小]手洗いによる洗濯 

・衣服の材料や状態に応じた日

常着の手入れについて理解し

ているとともに，適切にでき

る。(知) 

・材料や状態に応じた日常着の

手入れの仕方（洗濯，収納，

補修，アイロンなど）につい

て問題を見いだして課題を設

定し，解決策を構想し，実践

を評価・改善し，考察したこ

とを論理的に表現するなどし

て課題を解決する力を身に付

けている。（思） 

・材料や状態に応じた日常着の

手入れの仕方（洗濯，収納，

補修，アイロンなど）につい

て，課題の解決に主体的に取

り組んだり，振り返って改善

したりして，生活を工夫し創

造し，実践しようとしてい

る。（態） 
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時

間 
指導項目 

指導 

要領 
学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

9 ２
編
２
章 

生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に 

①作って楽しい

布作品 

B(5) 

アイ, 

C(2)  

・生活の中で，あるといいなと

思うものを考えさせる。 

・製作に必要な材料や用具，製

作手順や時間などの見通しを

持つ。 

・身の回りの生活を快適にした

り，資源や環境に配慮したり

するなど，自分や家族，地域

の人々の生活を豊かにする具

体的な物を製作する。 

・補修の技能を生かした製作品

を考えさせる。 

・計画内容を確認し，安全で能

率よく実践できるよう，今後

の学習の見通しを持たせる。 

・手縫いやミシン縫い，アイロ

ンなど基礎的・基本的な知識

や技能を活用させる。 

・完成後の製作品や，それを活

用している姿を想像しながら

製作に臨ませると，学習意欲

が高まる。 

・製作を通して，自分や家族の

生活を豊かにすることの大切

さを実感させる。 

[小]布を用いた製作 

・製作する物に適した材料や縫

い方について理解している。

(知) 

・用具を安全に取り扱い，製作

が適切にできる。(知) 

・資源や環境に配慮し，生活を

豊かにするための布を用いた

物の製作計画や製作について

問題を見いだして課題を設定

し，解決策を構想し，実践を

評価・改善し，考察したこと

を論理的に表現するなどして

課題を解決する力を身に付け

ている。（思） 

・資源や環境に配慮し，生活を

豊かにするための布を用いた

物の製作について，課題の解

決に主体的に取り組んだり，

振り返って改善したりして，

生活を工夫し創造し，実践し

ようとしている。（態） 

②持続可能な 

衣生活を目

指して 

B(4)，

(5)，

C(2) 

・持続可能な衣生活を目指し

て，衣服計画を立て，衣服の

活用や管理の方法を工夫す

る。 

・衣生活の自立に向けて，自分

にできることを具体的に考え

させる。 

・持続可能な衣生活を目指し

て，課題とその解決方法につ

いて考え，工夫している。

（思） 

・よりよい衣生活を目指して，

衣服の選択と手入れや生活を

豊かにするための布を用いた

製作について，工夫し創造

し，実践しようとしている。

（態） 

5 
３
編
１
章 

住
ま
い
の
役
割
と
安
全
な
住
ま
い
方 

①もしも住まい

がなかったら 

B(6) 

ア 

・住まいの役割や基本的な機能

について考える。 

・自分や家族の生活と住まい方

との関わりを考える。 

・住空間と生活行為との関係を

理解させ，家族がどのような

生活を重視するかで住まい方

が異なることに気付かせる。 

・家族の生活と住空間との関わ

りについて理解している。

（知） 

・住居の基本的な機能について

理解している。（知） 

②住まいと気候

風土の関わり 

B(6) 

ア 

・和式の住まい方が現代にも受

け継がれていることを理解す

る。 

・日本では各地の気候に合わせ

た住まいの特徴があることに

気付く。 

・住まいや住まい方は気候風土

や文化によって異なり，日本

国内でも違いがあることに気

付かせる。 

 

・和式の住まい方や日本各地の

住まいの特徴などと住空間の

関わりについて理解してい

る。（知） 

・住文化の継承について，課題

の解決に主体的に取り組もう

としている。（態） 

③健康で快適な

室内環境 

B(6) 

アイ 

・健康で快適な室内環境の条件

を知り，改善方法を考える。 

・室内の空気の汚染が及ぼす影

響を取り上げ，室内環境を整

える必要性に気付かせ，改善

方法を考えさせる。 

[小]整理・整頓や清掃の仕方，

暑さ・寒さ，通風・換気，

採光，音 

・室内の空気環境など，家族の

健康・快適・安全を考えた住

空間の整え方について理解し

ている。（知） 

・室内の空気環境など，家族の

健康・快適・安全を考えた住

空間の整え方について考え，

工夫している。（思） 

・室内の空気環境など，家族の

健康・快適・安全を考えた住

空間の整え方について，課題

の解決に主体的に取り組もう

としている。（態） 



3 
 

時

間 
指導項目 

指導 

要領 
学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

④家族の住まい

を安全・安心

に 

B(6) 

アイ 

・家庭内事故とその原因につい

て知り，安全に住むために改

善できることを考える。 

・家庭内事故の具体例から，安

全管理の方法を考えさせる。 

・家庭内の事故の予防や対策な

ど家族の安全を考えた住空間

の整え方について理解してい

る。（知） 

・家庭内の事故の予防や対策な

ど家族の安全を考えた住空間

の整え方について考え，工夫

している。（思） 

・家庭内の事故の予防や対策な

ど家族の安全を考えた住空間

の整え方について，課題の解

決に主体的に取り組んだり，

振り返って改善したりして，

生活を工夫し創造し，実践し

ようとしている。（態） 

⑤災害への対策 B(6) 

アイ 

・住まいの災害対策について知

り，災害に備えてできること

を考える。 

・災害の特徴を知らせ，住まい

の災害対策を具体的に考えさ

せる。 

・自然災害への備え方など家族

の安全を考えた住空間の整え

方について理解している。

（知） 

・自然災害への備え方など家族

の安全を考えた住空間の整え

方について考え，工夫してい

る。（思） 

・自然災害への備え方など家族

の安全を考えた住空間の整え

方について，課題の解決に主

体的に取り組んだり，振り返

って改善したりして，生活を

工夫し創造し，実践しようと

している。（態） 

⑥持続可能な 

住生活を 

目指して 

B(6)，

C(2) 

・持続可能な住生活のために，

課題を見つけ，改善方法を考

える。 

・具体例を挙げて，持続可能に

住まうためにできることを考

えさせる。 

・持続可能な住生活を目指し

て，課題とその解決方法につ

いて考え，工夫している。

（思） 

・よりよい住生活を目指して，

住居の機能と安全な住まい方

について，工夫し創造し，実

践しようとしている。（態） 

5 
４
編
１
章 

私
た
ち
の
消
費
生
活 

①消費者として

の自覚 

 

 

C(1) 

ア 

・自分や家族の消費生活を振り

返り，適切な消費行動につい

て考える。 

・契約の意味について理解す

る。 

・自分の消費に使える金銭には

限りがあることや優先順位を

考えた計画的な支出が必要で

あることに気付かせる。 

[小]物や金銭の大切さ，計画的

な使い方，買い物の仕組み 

・物資・サービスについて理解

している。(知) 

・売買契約の仕組みについて理

解している。（知） 

②購入方法と 

支払い方法 

 

 

C(1) 

ア 

・具体的な買い物の場面を取り

上げ，購入方法や支払い方法

について考える。 

・購入方法や支払い方法につい

て理解させる。 

[小]買い物の仕組み 

・購入方法や支払い方法の特徴

を理解している。(知) 

③バランス良く

計画的な金銭

の管理 

C(1) 

ア 

・計画的な金銭管理の必要性を

理解する。 

 

・三者間契約の仕組みについて

理解する。 

・バランスの良い金銭管理のた

めに，自分や家族の中での優

先順位について考えさせる。 

・社会（公民）とも関連させな

がら，三者間契約の仕組みや

特徴について理解させる。 

[小]物や金銭の計画的な使い方 

・計画的な金銭管理の必要性に

ついて理解している。（知） 

・自分に合った金銭管理の方法

を考え，工夫している。

（思） 

・計画的な金銭管理について，

課題の解決に主体的に取り組

んだり，振り返って改善した

りして，生活を工夫し創造

し，実践しようとしている。

（態） 



4 
 

時

間 
指導項目 

指導 

要領 
学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

④消費者トラブ

ルとその対策 

C(1) 

ア 

・消費者に関わるトラブルなど

の実際の例を取り上げ，その

解決方法について考える。 

・消費者トラブルの解決方法を

グループで話し合い，発表す

る。 

・中学生に関わりの深いトラブ

ル事例を取り上げて，調べさ

せるなど，生徒が主体的に学

習できるように工夫する。 

・消費生活センターやクーリン

グ・オフ制度などについて理

解させる。 

・消費者トラブルの事例とその

対応について理解している。

（知） 

・消費者トラブルを未然に防い

だり解決したりするための方

法を考え，工夫している。

（思） 

・消費者トラブルの対応につい

て，課題の解決に主体的に取

り組み，生活を工夫し創造

し，実践しようとしている。

（態） 

⑤何を考えて決

めますか 

～意思決定

のプロセス

～ 

C(1) 

アイ 

・商品（物資やサービス）を適

切に選択，購入する方法につ

いて考える。 

・商品の選択，購入をするとき

に必要な情報を収集し，整理

する。 

・商品の活用方法についても考

える。 

・意思決定のプロセスを用いて

商品購入についてシミュレー

ションさせる。 

・本当に必要かどうか判断する

ことの大切さに気付かせる。 

・商品の表示やマークについて

知らせる。 

・多くの情報の中から適切な情

報を収集・整理し，物資やサ

ービスの適切な選択ができる

ようにする。 

・商品（物資・サービス）の選

択に必要な情報の収集・整理

が適切にできる。（知） 

・商品（物資・サービス）の選

択について問題を見いだして

課題を設定し，解決策を構想

し，実践を評価・改善し，考

察したことを論理的に表現す

るなどして課題を解決する力

を身に付けている。（思） 

・商品（物資・サービス）の選

択について，課題の解決に主

体的に取り組んだり，振り返

って改善したりして，生活を

工夫し創造し，実践しようと

している。（態） 

5 
４
編
２
章 

責
任
あ
る
消
費
者
に
な
る
た
め
に 

①消費者として

できること 

～権利と責任  

～ 

C(2) 

アイ 

・実際の消費生活と結び付け，

消費者の権利や責任について

理解する。 

 

・消費者の権利と責任について

は，中学生の消費行動や具体

的な事例と関わらせて考えさ

せる。 

・消費者基本法の趣旨を説明す

る。 

・消費者の基本的な権利と責任

について理解している。

（知） 

・自立した消費者としての消費

行動について考え，工夫して

いる。（思） 

・消費者の権利と責任につい

て，課題の解決に主体的に取

り組み，工夫し創造し，実践

しようとしている。（態） 

②省エネルギー

と持続可能な

社会 

C(2) 

アイ 

・自分や家族のエネルギー消費

が環境に与える影響について

知らせ，エネルギー消費を減

らす方法について考える。 

・家庭でできる省エネルギーに

ついて具体的に考えさせる。 

・自分や家族の生活の仕方が身

近な環境に与える影響につい

て考えやすくするために，具

体的な事例などを提示する。 

 

・自分や家族の消費生活が環境

や社会に及ぼす影響について

理解している。（知） 

・自立した消費者としての環境

に配慮した生活について考

え，工夫している。（思） 

・自立した消費者としての環境

に配慮した生活について，課

題の解決に主体的に取り組

み，工夫し創造し，実践しよ

うとしている。（態） 

③持続可能な 

消費生活を

目指して 

C(1), 

(2) 

・持続可能な社会を目指して，

自分や家族ができることを考

える。 

・持続可能な社会を目指して，

自分の生活の在り方を考え，

工夫し実践することの大切さ

を理解させる。 

・環境に配慮した消費生活が持

続可能な社会を形成する基盤

であることに気付かせる。 

・これからの生活を展望して，

１人１人が環境に配慮した生

活を送る必要性に気付かせ

る。 

・持続可能な消費生活を目指し

て，課題とその解決方法につ

いて考え，工夫している。

（思） 

・自立した消費者としての社会

や環境について，課題の解決

に主体的に取り組み，工夫し

創造し，実践しようとしてい

る。（態） 



5 
 

時

間 
指導項目 

指導 

要領 
学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

3 
５
編
１
章 

家
族
・
家
庭
と
地
域 

①私たちの生活

と家族・家庭

の機能 

A(1) 

ア 

・家庭や家族の基本的な機能に

ついて考える。 

・家庭や家族の大切さについて

考える。 

・自分の成長を振り返る。 

・家庭や家族の機能として，子

どもを育てる機能や心の安ら

ぎなどの精神的な機能がある

ことを取り上げ，それらは衣

食住などの生活の営みによっ

て支えられていることに気付

かせる。 

・家族や家庭生活との関わりに

ついて理解している。（知） 

・家族・家庭の基本的な機能に

ついて理解している。（知） 

・家族や地域の人々と協力・協

働して家庭生活を営む必要が

あることに気付いている。

(知) 

・自分や家族がになう家族・家

庭の基本的な機能を考え，生

活を工夫している。（思） 

②中学生として

の自立 

A(1) 

ア 

・自分と家族との生活を振り返

り，中学生としての自立につ

いて考える。 

・中学生になった自分と家族の

生活を振り返り，家庭におけ

る自分の役割に気付かせる。

その際，小学校での学習内容

や，家庭分野のガイダンスの

ページを活用するなど，家族

や地域の一員としてできるこ

とを具体的に考えられるよう

に工夫する。 

[小]家庭の仕事 

・自分の成長と家族や家庭生活

との関わりについて理解して

いる。（知） 

・家族や地域の人々と協力・協

働して家庭生活を営む必要が

あることに気付いている。

（知） 

・自立に向けて中学生の自分に

できることを考え，工夫して

いる。（思） 

③家庭生活と 

地域との 

関わり 

A(1) 

ア 

・地域の活動などを調べ，自分

や家族がどのように関わって

いるか考える。 

・家庭生活は，地域の人々との

つながりの中で成り立ってお

り，相互の関わりによって生

活をよりよくできることに気

付かせる。 

・日常生活から，具体的な事例

を挙げさせ，地域の人々との

関わりを考えさせる。 

・地域の人々と協力・協働して

家庭生活を営む必要があるこ

とに気付いている。（知） 

・地域の幼児や高齢者など，自

分と異なる立場の存在に気付

いている。（知） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



令和７年度用　Sunshine English Course 2　年間指導計画  指導者：

　　生活に密接する話題について、課題を解決するために、相手に考えが伝わるように配慮しながら、説明や質問ができる。

2学期
制

3学期
制

月
配当
時数

単元名 言語材料 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

前
期
中
間

1
学
期
中
間

4
月

4
Program 1
New Start

未来表現

動名詞

【知識】
・未来表現や動名詞の意味や働きを
理解している。

【技能】
・未来表現や動名詞の意味や働きの
理解をもとに、予定や楽しんだこと
などについて伝え合う技能を身に付
けている。

・自分の考えや気持ちを相手にわ
かってもらうために、誘いたい遊び
やイベントについて、具体的な内容
とともに伝えている。

・自分の考えや気持ちを相手にわ
かってもらうために、誘いたい遊び
やイベントについて、具体的な内容
とともに伝えようとしている。

4
月

1
Step 1
簡単な表現で
言いかえよう

言い方がわからない単
語を自分の知っている
単語で言いかえるため
のポイント

【知識】
・言い方がわからない単語を自分が
知っている表現を使って説明する方
法を理解している。

【技能】
・言い方がわからない単語を自分が
知っている表現を使って説明する方
法を理解し、伝える技能を身に付け
ている。

5
月

8
PROGRAM 2
Koshien
Project in
Africa

接続詞 that

接続詞 when

接続詞 if

【知識】
・接続詞の意味や働きを理解してい
る。

【技能】
・接続詞の意味や働きの理解をもと
に、自分が思っていることや過去の
ある時点にしたことなどについて伝
え合う技能を身に付けている。

・自分の小さなころの思い出を相手
に伝えるために、当時したことや自
分の考えなどを具体的な内容ととも
に伝えている。

・自分の小さなころの思い出を相手
に伝えるために、当時したことや自
分の考えなどを具体的な内容ととも
に伝えようとしている。

5
月

1
Power-Up 1
天気予報を聞
こう

willなど（復習） 【知識】
・天気予報で使う語句や表現を理解
している。

【技能】
・天気予報で使う語句や表現の理解
をもとに、内容を聞き取る技能を身
に付けている。

・カナダの天気を知るために，天気
予報を聞いて、地名、天気、気温な
ど必要な情報を捉えている。

・カナダの天気を知るために，天気
予報を聞いて、地名、天気、気温な
ど必要な情報を捉えようとしてい
る。

6
月

1
Step 2
魅力を伝える
ためのコツを
知ろう

魅力を効果的に伝える
ポイント

【知識】
・おすすめのものの魅力について、
効果的な伝え方を理解している。

【技能】
・おすすめのものの魅力について、
効果的に伝える技能を身に付けてい
る。

前
期
期
末

1
学
期
期
末

6
月

8
Program 3
Taste of
Culture

不定詞 【知識】
・不定詞（名詞的・副詞的・形容詞
的用法）の意味や働きを理解してい
る。

【技能】
・不定詞（名詞的・副詞的・形容詞
的用法）の意味や働きの理解をもと
に、したいことや行動の目的などに
ついて伝え合う技能を身に付けてい
る。

・地域のイベントで売りたいものに
ついて、自分の考えを相手にわかっ
てもらうために、その目的や具体的
な内容とともに伝えている。

・地域のイベントで売りたいものに
ついて、自分の考えを相手にわかっ
てもらうために、その目的や具体的
な内容とともに伝えようとしてい
る。

7
月

4
Our Project 4
海外でヒット
するラーメン
のCMを作ろう

（これまでの復習） 【知識】
・既習の言語材料の意味や働きを理
解している。

【技能】
・既習の言語材料の意味や働きの理
解をもとに、「ラーメンの魅力を伝
える」というプレゼンテーションを
行なう技能を身に付けている。

・グループで考えたラーメンの魅力
が相手に伝わるように、考えや情報
を整理して効果的にプレゼンテー
ションを行っている。

・グループで考えたラーメンの魅力
が相手に伝わるように、考えや情報
を整理して効果的にプレゼンテー
ションを行おうとしている。

学年目標



2学期
制

3学期
制

月
配当
時数

単元名 言語材料 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

前
期
期
末
（

続
き
）

1
学
期
期
末
（

続
き
）

7
月

4
Reading 1
The Three
Dolls

（これまでの復習） 【知識】
・場面や登場人物の心情を表す表現
を理解している。

【技能】
・場面や登場人物の心情を表す表現
を理解し、読み取る技能を身に付け
ている。

・物語について自分の考えを伝える
ために、The Three Dollsの物語を読
んで、その概要や登場人物の心情を
捉えている。

・物語について自分の考えを伝える
ために、３つの人形の特徴を読み取
り、そのよい点について説明してい
る。

・物語について自分の考えを伝える
ために、The Three Dollsの物語を読
んで、その概要や登場人物の心情を
捉えようとしている。

・物語について自分の考えを伝える
ために、３つの人形の特徴を読み取
り、そのよい点について説明しよう
としている。

7
月

1
Power-Up 2
電話をかけよ
う

電話で使う表現 【知識】
・電話で使う語句や表現を理解して
いる。

【技能】
・電話で使う語句や表現を理解し、
用件を聞き取ったり情報を伝えたり
する技能を身に付けている。

・電話の相手に遠足に持ってくるべ
きものがわかるように、理由も含め
て伝えている。

・困っている友だちを助けるため
に、必要な情報を整理して伝えてい
る。

・電話の相手に遠足に持ってくるべ
きものがわかるように、理由も含め
て伝えようとしている。

・困っている友だちを助けるため
に、必要な情報を整理して伝えよう
としている。

２
学
期
中
間

9
月

8
PROGRAM 4
Leave Only
Footprints

感情の原因を表す不定
詞

must

have to ～

【知識】
・感情の原因を表す不定詞、mustや
have to ～の意味や働きを理解してい
る。

【技能】
・感情の原因を表す不定詞、mustや
have to ～の意味や働きの理解をもと
に、うれしかったことやしなければ
ならないことなどについて伝え合う
技能を身に付けている。

・修学旅行を快適に過ごすために、
クラスメートが納得できるような
ルールを書いている。

・修学旅行を快適に過ごすために、
クラスメートが納得できるような
ルールを書こうとしている。

9
月

1
Power-Up 3
レストランで
食事をしよう

レストランでの対話表
現
（I'd like to have ～. /
Anything else?）

【知識】
・レストランへの入店から注文まで
に使う表現を理解している。

【技能】
・レストランへの入店から注文まで
に使う表現を理解し、おすすめメ
ニューなどを聞き取る技能を身に付
けている。

・レストランで食事をするために、
自分が食べたいものやおすすめのメ
ニューなどについて、伝えたり、た
ずねたりしている。

・レストランで食事をするために、
自分が食べたいものやおすすめのメ
ニューなどについて、伝えたり、た
ずねたりしようとしている。

後
期
中
間

10
月

1
Step 3
わかりやすい
見出しをつけ
よう

パンフレットやポス
ターにわかりやすい見
出しをつけるポイント

【知識】
・読み手にわかりやすい見出しをつ
けるための具体的な方法を理解して
いる。

【技能】
・読み手にわかりやすい見出しにす
るための具体的な方法を理解し、表
現する技能を身に付けている。

10
月

8
PROGRAM 5
Work
Experience

how to ～

動詞（lookなど）＋形
容詞［名詞］

動詞（giveなど）＋人
＋もの

【知識】
・how to ～、<look＋形容詞>、<give
＋人＋もの>の意味や働きを理解して
いる。

【技能】
・how to ～、<look＋形容詞>、<give
＋人＋もの>の意味や働きの理解をも
とに、やり方、人やものの様子など
について伝え合う技能を身に付けて
いる。

・相談にきた人の悩みを解決するた
めに、悩んでいる内容を理解し、実
行しやすいアドバイスを伝えてい
る。

・相談にきた人の悩みを解決するた
めに、悩んでいる内容を理解し、実
行しやすいアドバイスを伝えようと
している。

２
学
期
期
末

11
月

8
PROGRAM 6
High-Tech
Nature

比較級

最上級

as ～ as ...

【知識】
・比較表現の意味や働きを理解して
いる。

【技能】
・比較表現の意味や働きの理解をも
とに、身近な事柄について自分の考
えを伝え合う技能を身に付けてい
る。

・自分の考えや気持ちが相手に伝わ
るように、自分が取り組めそうな省
エネ対策について、現状と比較しな
がらわかりやすく伝えている。

・自分の考えや気持ちが相手に伝わ
るように、自分が取り組めそうな省
エネ対策について、現状と比較しな
がらわかりやすく伝えようとしてい
る。



2学期
制

3学期
制

月
配当
時数

単元名 言語材料 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

後
期
中
間
（

続
き
）

２
学
期
期
末
（

続
き
）

11
月

1
Power-Up 4
メールで近況
報告をしよう

メールで使う表現
（過去形）

【知識】
・メール文で使う表現や時間制を理
解している。

【技能】
・メール文で使う表現や時間制の理
解をもとに、受信したメールの概要
を読み取る技能を身に付けている。

・自分の近況を相手に伝えるため
に、最近の出来事について自分の感
想などを含めながら、簡単な語句や
文などを用いてまとまりのある文章
を書いている。

・自分の近況を相手に伝えるため
に、最近の出来事について自分の感
想などを含めながら、簡単な語句や
文などを用いてまとまりのある文章
を書こうとしている。

12
月

1 Step 4
相手にわかり
やすい説明を
しよう

相手が知らない事柄に
ついてわかりやすく説
明するためのポイント

【知識】
・わかりやすい説明に必要な要素
や、説明する順序を理解している。

【技能】
・わかりやすい説明に必要な要素
や、説明する順序を理解し、相手が
知らない事柄について簡単な語句や
文を用いて伝える技能を身に付けて
いる。

12
月

4
Our Project 5
日本のおすす
めスポットを
紹介しよう

（これまでの復習） 【知識】
・既習の言語材料の意味や働きを理
解している。
【技能】
・既習の言語材料の意味や働きの理
解をもとに、日本のおすすめスポッ
トについて書く技能を身に付けてい
る。

・日本に住む外国の人たちにおすす
めスポットの魅力が伝わるように，
効果的な見出しをつけたり、説明文
の順序に工夫をしたりしながらグ
ループでポスターを作成している。

・日本に住む外国の人たちにおすす
めスポットの魅力が伝わるように，
効果的な見出しをつけたり、説明文
の順序に工夫をしたりしながらグ
ループでポスターを作成しようとし
ている。

後
期
期
末

12
月

4
Reading 2
Friendship
beyond Time
and Borders

（これまでの復習） 【知識】
・時間の経過や人物の心情を表す表
現を理解している。

【技能】
・時間の経過や人物の心情を表す表
現の理解をもとに、トルコと日本の
友情関係について、概要や要点を読
み取る技能を身に付けている。

・トルコと日本間の友好関係につい
て理解するために、トルコと日本に
関する英文を読んで、概要や要点を
捉えている。

・自分の考えを伝えるために国と国
が友好関係を築くために大切なこと
について理由も含めて簡単な語句や
文などを用いて書いている。

・トルコと日本間の友好関係につい
て理解するために、トルコと日本に
関する英文を読んで、概要や要点を
捉えようとしている。

・自分の考えを伝えるために国と国
が友好関係を築くために大切なこと
について理由も含めて簡単な語句や
文などを用いて書こうとしている。

学
年
末

1
月

8
PROGRAM 7
Unique
Animals

likeを使う比較表現

teach [tell] ＋人＋how
to ～

【知識】
・likeを使う比較表現や<teach [tell]
＋人＋how to ～>の意味や働きを理解
している。

【技能】
・likeを使う比較表現や<teach [tell]
＋人＋how to ～>の意味や働きの理解
をもとに、自分の考えを伝えたり、
何かの仕方をたずねたりする技能を
身に付けている。

・クイズ大会で高得点を得るため
に、動物の特徴についてわかりやす
い語句や表現を使って順序も考慮し
ながら書いている。

・クイズ大会で高得点を得るため
に、動物の特徴についてわかりやす
い語句や表現を使って順序も考慮し
ながら書こうとしている。

2
月

8
PROGRAM 8
A Hope for
Lasting Peace

受け身 【知識】
・受け身の意味や働きを理解してい
る。

【技能】
・受け身の意味や働きの理解をもと
に、身の回りのものについて伝える
技能を身に付けている。

・自分が好きなキャラクターについ
て相手にわかってもらえるように、
由来や好きな理由など、さまざまな
情報をまとめて詳しく伝えている。

・自分が好きなキャラクターについ
て相手にわかってもらえるように、
由来や好きな理由など、さまざまな
情報をまとめて詳しく伝えようとし
ている。

2
月

1
Power-Up 5
飛行機のアナ
ウンスを聞こ
う

空港や飛行機内での英
語表現

【知識】
・空港アナウンスで使われる表現
や、運行状況や到着地の天候につい
ての表現を理解している。

【技能】
・空港アナウンスで使われる表現
や、運行状況や到着地の天候につい
ての表現を聞き取る技能を身に付け
ている。



2学期
制

3学期
制

月
配当
時数

単元名 言語材料 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

後
期
期
末
（

続
き
）

学
年
末
（

続
き
）

2
月

1
Step 5
説得力のある
説明をしよう

客観的な事実や具体的
な理由をまじえた説明
のポイント

【知識】
・客観的事実や具体的な理由を述べ
るなど、説得力のある説明の仕方を
理解している。

【技能】
・客観的事実や具体的な理由を述べ
るなど、説得力のある説明をする技
能を身に付けている。

3
月

4
Our Project 6
My Heroの
魅力を
伝えよう

（これまでの復習） 【知識】
・既習の言語材料の意味や働きを理
解している。

【技能】
・既習の言語材料の意味や働きの理
解をもとに、自分が尊敬する人物に
ついてのスピーチ原稿を書く技能を
身に付けている。

・自分が尊敬する人物の魅力を伝え
るために、その人物に関する情報を
簡単な語句や文を用いて書いてい
る。

・自分が尊敬する人物の魅力を伝え
るために、その人物に関する情報を
簡単な語句や文を用いて書こうとし
ている。

3
月

4
Reading 3
Apollo 13

（これまでの復習） 【知識】
・場面や登場人物の心情を表す表現
を理解している。

【技能】
・場面や登場人物の心情を表す表現
の理解をもとに、アポロ13号が当時
おかれていた状況と乗組員の心情を
時系列にそって読み取る技能を身に
付けている。

・アポロ13号の帰還を可能にしたも
のは何かを理解するために、アポロ
13号に関する英文を読んで、概要や
要点をとらえている。

・アポロ13号に関する英文を読んで
自分が感じたり，考えたりしたこと
を相手に伝えるために、理由も含め
て簡単な語句や文で書いている。

・アポロ13号の帰還を可能にしたも
のは何かを理解するために、ア
+C13:I28ポロ13号に関する英文を読
んで、概要や要点をとらえようとし
ている。

・アポロ13号に関する英文を読んで
自分が感じたり，考えたりしたこと
を相手に伝えるために、理由も含め
て簡単な語句や文で書こうとしてい
る。

合計 98 時間



令和７年度 八重山特別支援学校 中学部 特別の教科 道徳 ２学年 年間指導計画 
配当時間：３５時間 担当者： 対象生徒 

学校の教育目標：幼児児童生徒一人一人の特性や発達段階に応じた教育を行い、学びの連続性を重視し、個々の能力や可能性を最大限に伸ばし、自立し社会参加できる人間の育成を目指す。 

中学部目標：①決まりを守り最後まで頑張る生徒。 ②素直で思いやりを持ち、みんなと協力する生徒。 ③健康で明るく、すすんで挨拶ができる生徒。 

 

月 教材名 内容項目 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問） 
評価のポイント 

（□ねらいについて，◇指導方法について） 
各教科等 

4

月 

（ 3

時

間） 

1 自分の弱さと戦え D-(22) よりよく生きる喜び 自分の弱さの克服 

自らの弱さを自覚し，それを

克服しようとする強さをもっ

て，人間として気高く生きよう

とする態度を育む。 

○「自分の弱さと戦え」とはどういうことだと思うか。 

○国枝さんが当初，勝てなかったのはなぜだろう。 

○クインさんは，なぜ「俺は最強だ！」と叫ばせたのだろう。 

◎国枝さんが，精神面で殻を破るために必要だったことはなん

だろう。 

○自分の弱さを克服するために，どんなことが大切か考えてみ

よう。 

□自分の弱さや醜さを克服し，強さや気高

さに変える思いをもとうとする発言や記述

が見られたか。 

◇教材をとおして多面的・多角的な視点で

議論させることができたか。 

保健体育，総

合 的 な 学 習

の時間 

2 
おばちゃんのくれた〝お

まじない〟 

C-

(13)  
勤労 働くということ 

働く喜びを得て自分の仕事

に誇りをもつことが充実した

生き方につながることを理解

して，主体的に将来の生き

方を考えようとする実践意欲

を育てる。 

○「働く」と聞いて，どんなことをイメージするか。 

○今まで雑に仕事をしてきたことに愕然としたとき，「私」はどん

なことを考えただろう。 

○おばちゃんがなくなり，病院中に響き渡るほど大声で泣いた

とき，「私」はどんな思いだっただろう。 

◎「私」は，おばちゃんがかけてくれたおまじないとどう向き合っ

てきたのだろう。 

○将来就くであろう職業に，どんなことを求めているのかを考え

てみよう。 

□働く喜びや自分の仕事への誇り，充実

感の面から仕事について理解し，自分なり

に将来の生き方を考えようとする発言や

記述が見られたか。 

◇「私」の心情の変化と生徒の勤労観とが

結びつくように問いかけ，将来の生き方に

ついて多面的・多角的に考えさせることが

できたか。 

総 合 的 な 学

習の時間，特

別活動 

3 
挨拶は言葉のスキンシッ

プ 
B-(7)  礼儀 心を形に 

心と形が一つになった礼儀

や作法の意義に気づき，相

手を尊重する心を込めて，

形に表していこうとする態度

を養う。 

○「私」はどうして職場体験学習に積極的になれなかったのだ

ろう。また，「私」はどんな気持ちで職場体験学習に臨んでいた

のだろう。 

○店長さんに「お客様にどんなときに喜んでもらったの？」と聞

かれ，なぜ「私」は答えることができなかったのだろう。 

◎店長さんが「私」たち二人に伝えたかったのは，どんな思いだ

ろう。 

○心の込もった挨拶をすることがなぜ大切なのだろう。 

○挨拶に込められている心について考えてみよう。 

□礼儀が，相手を尊重し敬愛する気持ち

につながり，コミュニケーションの基本にな

ることを理解し，「…の気持ちで挨拶した

い。」「形式だけの挨拶にならないように気

をつける。」のような今後の実践につなが

る前向きな発言や記述が見られたか。 

◇ふだんの自分の挨拶を振り返り，礼儀

の意義について深く考えさせることができ

たか。 

国語，総合的

な 学 習 の 時

間，特別活動 

5

月 

（ 3

時

間） 

4 最後のパートナー D-(19) 生命の尊さ 支え合う生命 

生命がかけがえのないもの

であることを理解し，自他の

生命を尊重する心を育て，

周りの人と支え合って生きる

ことに感謝する心情を養う。 

○盲導犬はどのように育てられるか，知っているか。 

○「もうすぐ死ぬとわかっている犬をなぜ預かるの。」と尋ねら

れたとき，西田さんはどんなことを考えたのだろう。 

○西田さんは，松尾さんの手紙からどんな気持ちを受け取った

のだろう。 

◎「もう，引退犬には関わりたくない。」と思っていた西田さん

が，ボランティアを続けていこうと思ったのは，なぜだろう。 

○自分の周りにある支え合う生命について，考えたことをまと

めてみよう。 

□周りの人たちや動植物が互いに支え合

っているといった生命の尊さに関わる発言

や記述が見られたか。 

◇生命の尊さ，生命のつながりや支え合

い，人間や動植物なども同じ生命であると

いうことを，教材提示や発問によって多面

的・多角的に考えさせることができたか。 

理科，総合的

な 学 習 の 時

間 

5 五月の風―カナ― A-(1)  自主，自律，自由と責任 自分を信じて 

周囲に惑わされず，自分で

考え決めたことを大切にし，

誠実に実行していこうとする

判断力を育成する。 

○「五月の風」と聞いて，どんな風をイメージするか。 

○カナは一人でミカたちを待っているとき，どんな気持ちだった

だろう。 

○カナはその日の夜，部屋で一人になったとき，どんなことを考

えていただろう。 

◎カナはベランダにいたとき，次の日ミカに会って，何を伝えよ

うと考えていたのだろう。 

○自分で考え行動するとき，大切なことについて考えてみよう。 

□周囲に惑わされず，自分で考え決めた

ことを大切にし，誠実に実行することにつ

いて，自分なりに考えた発言や記述が見

られたか。 

◇共感的に考えさせながら，自分の意思

に従って行動しようとするカナの考え方に

気づかせることができたか。 

技術・家庭，

特別活動 



   

 

月 教材名 内容項目 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問） 
評価のポイント 

（□ねらいについて，◇指導方法について） 
各教科等 

6 五月の風―ミカ― B-(8)  友情，信頼 本当の友達 

友達からの信頼に対して誠

実に応え，互いに励まし合

い，高め合う本当の友達に

なろうとする実践意欲を育て

る。 

○ミカがカナに連絡しなかったことについて，どんな問題が考え

られるだろう。 

○カナからの電話で，ミカの胸がドキドキして，カナの心細そう

な声が耳から離れなかったのはなぜだろう。 

◎ミカが「私はカナの信頼に応えていない。」と思ったのはなぜ

なのかを話し合おう。 

○相手にとって本当の友達になるためには，どんなことが大切

だと思うか，まとめてみよう。 

□信頼し合える本当の友達とはどんな友

達かを考え，よりよい友人関係を築いてい

こうとする発言や記述が見られたか。 

◇問題解決的な学習をとおして，互いに

励まし合い，高め合う本当の友達につい

て考えさせることができたか。 

技術・家庭，

総 合 的 な 学

習の時間，特

別活動 

6

月 

（ 4

時

間） 

7 リスペクト アザース 
C-

(11)  
公正，公平，社会正義 

個性を尊重する社

会 

他者の個性と人権を尊重す

る大切さに気づき，差別や偏

見のない社会の実現に努め

ようとする実践意欲を育む。 

○「食のタブー（牛）（豚）」について知っているか。 

○人間関係のトラブルが起こり，行動への注意ではなく「他の

人のことを尊重しなさい」と言われたとき，「僕」はどんなことを

考えただろう。 

○日本に来て，これまでのサンディエゴでの常識が通用しなか

ったとき，「僕」はどう考えたのだろう。 

◎「僕」はどんな思いから「人権尊重の社会を作っていくのは，

僕たちひとりひとりの考え方による」と言うのだろう。 

○差別や偏見を生む原因はどんなところにあるだろう。いろい

ろな角度から考えてみよう。 

□｢他の人のことを尊重する｣という考え方

をとおして，歴史的な背景，風土などを踏

まえてアメリカと日本の考え方を比べ，公

正，公平な社会をめざし，よりよい生き方，

考え方を模索するような発言や記述が見

られたか。 

◇考え方の違いを比較，整理することをと

おして，生徒一人ひとりのよりよい生き方

につながるように考えさせることができた

か。 

社会，特別活

動 

8 名乗り出なかった友 B-(6)  思いやり，感謝 さりげない優しさ 

相手の立場を尊重したさりげ

ない親切やいたわりの行動

が多様な感謝を生むことを

理解し，潤いのある温かな

人間関係を築こうとする態度

を養う。 

○地域の高齢者などに，思いやりのある行動をとった経験はあ

るか。 

○全校集会で友達三人の顔を見ることができなかった「僕」の

心の内は，どんなものだろう。 

◎一か月後の朝会で，初めて「僕」の胸に熱いものが込み上げ

てきたのは，どうしてだろう。 

○「僕」が「今度は僕の番だ。」と思ったのは，何を感じたからだ

ろう。 

○思いやりのある行動をするために，大切なことはなんだろう。 

□さりげない思いやりの心と感謝の心をも

つ大切さについて発言や記述が見られた

か｡ 

◇「僕」の思いだけでなく，お年寄りの女性

や多くの人の思いから多面的・多角的に

考えさせることができたか。 

社会，総合的

な 学 習 の 時

間，特別活動 

9 戦争を取材する A-(5)  真理の探究，創造 真実を追い求める 

真理や真実を求めることでよ

りよい社会が実現されること

を理解し，理想の実現をめざ

して，よりよく生きようとする

実践意欲を育てる。 

○「戦争」や「紛争地」と聞いてどんな状況を思い浮かべるか。

また，山本さんの写真を見てどんなことを感じるか。 

○ジャーナリストの仕事を選んだ山本さんに対して，あなたはど

う感じただろう。 

○医師の活躍を見て，山本さんが自分をちっぽけな存在だと感

じたのはどうしてだろう。 

○息子をなくした父親からの感謝の言葉を聞いて，山本さんは

どんなことに気づいたのだろう。 

◎山本さんが厳しい紛争地帯で仕事を続けたのは，どんな思

いからだろう。 

○真実を追い求めようとするとき，どんなことが大切だろう。 

□山本さんの悩みを自分との関わりで考

え，真実を明らかにし，理想の実現に向か

ってよりよく生きようとする発言や記述が

見られたか。 

◇問い返しの発問などから，真実を明らか

にする価値を深く考えさせることができた

か。 

社会，総合的

な 学 習 の 時

間 

10 海と空―樫野の人々― 
C-

(18)  
国際理解，国際貢献 国際社会の一員 

同じ世界に生きる人間とし

て，国や時代を超えて助け

合う重要性を理解し，世界平

和と人類の発展に貢献しよう

とする実践意欲を育てる。 

○トルコは，どんな国なのだろう。 

○「私」がどうしても樫野に行きたかったのは，なぜだろう。 

○エルトゥールル号の人々を救助した樫野の人々の思いは，ど

んなものだったのだろう。 

◎「海と空」をつなぐ水平線と同じように，二つの救援活動をつ

なぐものとはなんだろう。 

○国際人として生きていくために，私たちはどんなことを大切に

すればよいだろう。 

□「同じ人間として他国と尊重し合うことが

大切である。」「国際人としてこんな生き方

をしたい。」といった発言や記述が見られ

たか。 

◇板書や発問などから教材中の行為や心

情について深く考えさせることができた

か。 

社会，総合的

な 学 習 の 時

間 



   

 

月 教材名 内容項目 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問） 
評価のポイント 

（□ねらいについて，◇指導方法について） 
各教科等 

7

月 

（ 2

時

間） 

11 美しい鳥取砂丘 
C-

(10)  
遵法精神，公徳心 規則の役割 

互いに住みよい社会をめざ

す精神の大切さを理解し，調

和と規律を保つための法や

きまりを進んで守ろうとする

態度を育てる。 

○私たちはなぜ，何を求めて観光をするのだろう。 

○「美しい鳥取砂丘」では何が問題になっているのか，考えて

みよう。 

○落書きをしている人は，どんな気持ちで落書きをしているの

だろう。 

◎落書きの問題を解決するためには，どんな考え方が大切だ

ろう。そう考えた理由も含めてグループで話し合おう。 

○公共の施設や場所を大切にするために，私たちにはどんな

ことができるか考えてみよう。 

□社会には法やきまりが守られない状況

があるが，知恵を出し合って粘り強くよい

方向に改善していこうとする視点での発言

や記述が見られたか。 

◇話し合いを深めるなかで，「なぜ規則が

守られないのか。」「どうすれば少しでもよ

いほうに改善できるのか。」といった意見

を，多面的・多角的な視点から出させるこ

とができたか。 

社会，理科，

特別活動 

12 和樹の夏祭り 
C-

(16)  

郷土の伝統と文化の尊

重，郷土を愛する態度 

地域の伝統の大切

さ 

地域の伝統と文化を形成，

維持するのは自分たちであ

るという自覚をもって，郷土

の発展に努めようとする実

践意欲を育てる。 

○みんなが考える「この町の誇り」とはなんだろう。  

○和樹は，なぜ祭りが大好きなのだろう。 

○地域の夏祭りの中止を聞いて，和樹はどんなことを考えただ

ろう。 

○「楽しんどるか？」という剛に「それは，こっちのセリフじゃ。」

と返した和樹は，どんなことを考えていただろう。 

◎「俺らの祭り」という一言が，和樹の心に引っかかったのはな

ぜだろう。 

○地域の伝統を絶やさないために必要なことはなんだろう。 

□地域社会の一員として，郷土の発展に

努めようとする発言や記述があったか。 

◇生徒自身が生活する地域社会を想起さ

せ，その中での自己の生き方を考えさせ

ることができたか。 

社会，総合的

な 学 習 の 時

間，特別活動 

9

月 

（ 4

時

間） 

13 ハイタッチがくれたもの 
C-

(15)  

よりよい学校生活，集団

生活の充実 
私たちでつくる校風 

集団で協力し合う大切さに

気づき，狭い仲間意識を超

え，よりよい校風をつくろうと

する実践意欲を育てる。 

○「いじめゼロサミット」とは，どんな取り組みなのだろう。 

○生徒会のみんなへ呼びかけても誰も賛成してくれなかったと

き，裕司はどんな気持ちになっただろう。 

○「みんな大切な仲間だ。」と感じた裕司は，どんなことに気づ

いたのだろう。 

◎裕司が，もう一度，ハイタッチを提案しようと決心できたの

は，どんな思いからだろう。 

○学校のよさや伝統を後輩たちに伝えていくには，どうしたらよ

いだろう。 

□自己中心的な考えや狭い仲間意識を超

え，互いに理解し協力し合ってよい学校を

つくることが大切だといった発言や記述が

見られたか。 

◇問い返しや補助発問などから，多面的・

多角的に深く考えさせることができたか。 

特別活動 

14 ヨシト 
C-

(11)  
公正，公平，社会正義 

いじめへの公正な

態度 

同調圧力に流され差別や偏

見を傍観してしまう人間の弱

さに気づき，集団の一人とし

て差別や偏見を許さず正義

を実現しようとする態度を育

てる。 

○「空気が読めない」という表現を，どんなときに使っているか。 

○「ヨシト」では何が問題になっているのか，考えてみよう。 

○タカフミに言えなかったときの「僕」と，ヨシトにティッシュを渡

したときの「僕」の違いを考えてみよう。 

◎人はなぜ，自分と異なる人を排除しようとすることがあるのだ

ろう。上で考えたことをもとに，どんな考え方が大切かグループ

で話し合おう。 

○公正な態度を貫くために大切なことについてまとめてみよう。 

□自分の学校生活などを振り返って，偏っ

た見方や考え方によって生じている不公

平に気づき，それらをなくすよう努力してい

こうとする発言や記述が見られたか。 

◇発問構成や問題解決的な学習によっ

て，正義と公正さを重んじ，不公平を許さ

ない「僕」の姿に共感させることができた

か。 

特別活動 

15 ネット将棋 A-(1)  自主，自律，自由と責任 責任ある言動 

誠実に行動することの大切

さを理解し，自主的に行動し

て，その結果に責任をもとう

とする態度を育てる。 

○将棋の終わり方を知っているか。 

○いやそうな顔もせず駒を片づける敏和を見て，「僕」はどんな

ことを思っていただろう。 

○「僕」がネット将棋からいきなりログアウトしたのは，どうして

だろう。 

◎敏和のツッコミに笑えなかった「僕」は，どんなことを考えたの

だろう。 

○インターネット上の責任について考えてみよう。 

□善悪の判断を正しく行い，目には見えな

い相手であっても誠実に行動しようとする

発言や記述が見られたか。 

◇発問や補助発問などから，多面的・多

角的に考えさせることができたか。 

保健体育，技

術・家庭，総

合 的 な 学 習

の時間 



   

 

月 教材名 内容項目 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問） 
評価のポイント 

（□ねらいについて，◇指導方法について） 
各教科等 

16 樹齢七千年の杉 D-(21) 感動，畏敬の念 自然の偉大さ 

自然の美しさや神秘さ，偉大

さを感じ，人間の力をはるか

に超えたものをおそれ敬おう

とする心情を育てる。 

○これまで山や海などで「美しいな。大きいな。」と心を打たれ

た経験はあるか。 

○樹齢七千年の杉の存在を聞いた「私」は，どう思っただろう。 

○縄文杉が「七千年の命」を育んできているということから，

「私」はどんなことを思っただろう。 

◎「死の瞬間まで，命の火を，ほうほうと燃やす。美しい生き

方」とはどんな生き方だろう。 

○自然の美しさや偉大さに接したとき，どんな思いになるか，考

えてみよう。 

□自然のかけがえのなさや偉大さを感じ

とり，畏敬の念を深めているような発言や

記述があったか。 

◇感動した体験を想起させたり写真を活

用したりすることで，生徒自身に関わりの

あることとして考えさせることができたか。 

理科 

10

月 

（ 4

時

間） 

17 「自分」ってなんだろう A-(3)  向上心，個性の伸長 自己を見つめる 

人それぞれにかならず固有

のよさがあることを理解し，

その発見と自己受容，自己

理解に努め，自分らしく生き

ようとする態度を育む。 

○あなたのよいところを考えてみよう。 

○グループになって，自分以外の人のよいところを「言葉のプレ

ゼント」として書こう。 

○自分への「言葉のプレゼント」を，みんなから言ってもらおう。 

○「『自分』ってなんだろう」を読み，自分が「宝石になる」ために

大切にしたいことを書き出してみよう。 

◎自分が「宝石になる」ために大切にしたいことはなんだろう。

意見を発表し合い，話し合ってみよう。 

○自分自身のよさを知ることで，これからの自分がどう変わっ

ていきそうか，考えてみよう。 

□自分には自分のよさがあり，他人にもよ

さがあることを発見して，自分に自信をも

とうとする発言や記述が見られたか。 

◇互いのよさを伝え合うことで，将来に向

けて社会に役立つ自分の姿を発見できる

ように促すことができたか。 

美術，総合的

な 学 習 の 時

間，特別活動 

18 小さな工場の大きな仕事 
C-

(13)  
勤労 社会への貢献 

それぞれの職業が社会の発

展に貢献していることを理解

し，将来の生き方について考

えを深めようとする実践意欲

を養う。 

○将来，どんな職業に就きたいか。 

○「僕」は，自分の家の仕事についてどのように思っていたのだ

ろう。 

○職場体験のとき，「僕」はどんな気持ちで弁当を置いていった

のだろう。 

◎父の「黒い手が，誇らしく見えました。」と「僕」が感じたのは，

どうしてだろう。 

○あなたにとって，「働く」とはどんなことかを考えてみよう。 

□自己の資質・能力を生かして社会に貢

献することに意味があるといった職業観に

関わる発言や記述が見られたか。 

◇友達との話し合いをとおして「僕」の心

情の変化に気づかせ，深く考えさせること

ができたか。 

理科，総合的

な 学 習 の 時

間，特別活動 

19 体験ナースをとおして D-(19) 生命の尊さ 輝く生命 

かけがえのない生命を与え

られていることに気づいて感

謝し，自他の生命を尊重しよ

うとする心情を培う。 

○「命」とはどんなものか。どんなときに感じるか。 

○緊張した「私」が病院でナースキャップをつけてもらったとき，

気持ちがキュッと引き締まった。どんな気持ちだったのだろう。 

○「私」は赤ちゃんにミルクを与えながら，どんなことを感じたの

だろう。 

○「私」は，初めての出産で心細いはずの母親の満面の笑みを

見て，どんなことを考えたのだろう。 

◎「私」が母から出生の様子を聞いたときの，胸が「ギュッと締

めつけられるような思い」とは，どんな思いだろう。 

○生命の重さや尊さについて，考えたことをまとめてみよう。 

□生命の尊さを理解し，生命の尊厳につ

いて理解を深めた発言や記述が見られた

か。 

◇発問構成から，「私」の生命に対する思

いに共感させることができたか。 

保健体育，総

合 的 な 学 習

の時間 

20 行動する建築家 坂 茂 
C-

(12)  
社会参画，公共の精神 

社会のためにできる

こと 

社会参画の意識を高め，公

共の精神をもってよりよい社

会の実現のために貢献しよ

うとする態度を育む。 

○東日本大震災後の避難所では，どんな生活が送られていた

と思うか。 

○坂さんは，どんな思いから間仕切りシステムを考案したのだ

ろう。 

○建築家としての評価が高まったにもかかわらず，坂さんの心

が晴れなかったのはなぜだろう。 

◎坂さんは，どんな思いから被災地を飛び回り，ボランティアと

して支援活動をしたのだろう。 

○あなたはどんなことで社会に貢献しようと思っているだろう

か。 

□社会に参画することの意義を理解し，積

極的に社会に関わっていこうとする発言や

記述が見られたか。 

◇よりよい社会の実現のためにどのように

社会に参画すればよいか，多面的・多角

的に考えさせることができたか。 

社会，数学，

美術，総合的

な 学 習 の 時

間，特別活動 



   

 

月 教材名 内容項目 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問） 
評価のポイント 

（□ねらいについて，◇指導方法について） 
各教科等 

11

月 

（ 4

時

間） 

21 さよなら，ホストファミリー 
C-

(17)  

我が国の伝統と文化の

尊重，国を愛する態度 
私の中の日本 

国際社会に生きる日本人と

しての自覚や，我が国の伝

統と文化への誇りをもち，そ

のよさを発展させ，発信して

いこうとする実践意欲を育て

る。 

○ニュージーランドについて知っているか。 

○ソニアがニュージーランドに誇りをもっているのは，どうしてだ

ろう。 

○知子が，ソニアに対抗するように日本を大切に思うようになっ

たのは，どんな気持ちからだろう。 

◎ソニアの考え方に触れ，知子が日本人としての意識を深めて

いったのはなぜだろう。 

○生活の中にある日本の伝統や文化を伝えていくためには，

どんなことが大切だろう。 

□国際社会に生きる日本人としての自覚

を深め，日本のよさの理解や伝統と文化

の継承に努めようとする発言や記述が見

られたか。 

◇知子と生徒自身の姿が重ね合わさるよ

うに，知子の生き方をとおして深く考えさせ

ることができたか。 

社 会 ， 外 国

語，総合的な

学習の時間 

22 夜のくだもの屋 B-(6)  思いやり，感謝 思いやりへの感謝 

人間は多くの人々のさりげな

い善意や思いやりによって

支えられ，守られていること

に気づき，それに感謝しよう

とする態度を育てる。  

○暗い夜道を一人で歩くときはどんな気持ちだろう。 

○くだもの屋のあかりを見たときの少女は，どんな気持ちだった

だろう。 

○見舞いの品を買いに行ったときに，少女が思わず息をのん

だのはどうしてだろう。 

◎少女が，「ふたたび，声もなかった。」のはどうしてだろう。 

○人の思いやりに気づくには何が大切だろう。 

□周りの人の優しさや思いやりに気づき，

それに感謝する発言や記述があったか。 

◇登場人物の思いを多面的・多角的に深

く考えさせることができたか。 

国語，音楽，

特別活動 

23 初心 A-(4)  
希望と勇気，克己と強

い意志 
初心に返る 

目標や希望をもった当初の

志の大切さを理解し，その達

成をめざして，困難などがあ

っても強い意志でやり遂げよ

うとする実践意欲を育てる。 

○井上康生さんについて知っていることを挙げよう。 

○父に「僕は柔道をするために生まれてきたと思う。」と言った

康生さんは，どのような気持ちだったのだろう。 

○大会で畳にたたきつけられたとき，康生さんはどのような気

持ちだったのだろう。 

○康生さんはどのような思いで「これからの康生を見ていてくだ

さい。」と心の中で答えたのだろう。 

◎表彰台で母の遺影を掲げたとき，康生さんはどんなことを考

えていたのだろう。 

○「初心に返る」ためには，どんなことが大切なのだろう。 

□目標達成のために努力したり困難を乗

り越えたりすることの意義について，発言

や記述が見られたか。 

◇問い返しの発問などから，多面的・多角

的に深く考えさせることができたか。 

社会，保健体

育，特別活動 

24 ライバル B-(8)  友情，信頼 真の友情 

生涯にわたる尊敬と信頼に

支えられた真の友情につい

て深く理解し，互いに認め，

高め合う友情を育もうとする

態度を育てる。 

○ライバルとは，どういう存在だろう。 

○啓介が康夫の見舞いになかなか行けなかったのは，どんな

気持ちだったからだろう。 

○見舞いに来た啓介に対し，康夫がつらくあたってしまったの

はなぜだろう。 

◎「このままではいけない」と考えた康夫が，啓介に対して伝え

たかった思いとは，どんなことだろう。 

○康夫からの手紙を読んだ啓介は，どんな内容の返事を書い

ただろう。 

○真の友情とは，どんなものだろう。 

□啓介と康夫の心の葛藤に共感し，真の

友情について深く考えているような姿勢

が，発言や記述に見られたか。 

◇ロールレタリング（役割を交換して手紙

を書く手法）などを効果的に取り入れて，

啓介と康夫の葛藤に共感させることができ

たか。 

保健体育，特

別活動 

12

月 

（ 2

時

間） 

25 オーストリアのマス川 
C-

(10)  
遵法精神，公徳心 規則を守る 

規則は幸福な社会を実現す

るためにあることを理解し，

それを遵守しようとする判断

力を育む。 

○世の中には，どんな規則があるか。また，そのきまりは必要

だと思うか。 

○最初にニジマスが釣れたときの「僕」は，どんな気持ちだった

だろう。 

○グレーリングを釣ったときの「僕」は，どんな気持ちだっただろ

う。 

◎釣った魚を川に放つとき，「僕」はどんなことを考えたのだろ

う。 

○なぜ規則を守らなければならないのだろう。 

□規則の必要性や守らないことによる影

響を，自分の生活の問題として考えている

ような発言や記述が見られたか。 

◇「僕」のさまざまな心情や葛藤する気持

ちに共感させながら，「私」を大切にしなが

らも「公」を多面的・多角的に考えさせるこ

とができたか。 

社 会 ， 外 国

語，特別活動 



   

 

月 教材名 内容項目 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問） 
評価のポイント 

（□ねらいについて，◇指導方法について） 
各教科等 

26 よみがえれ，えりもの森 D-(20) 自然愛護 自然環境を守る 

人間は自然界のつながりの

中で多くの恩恵を受けている

ことを理解し，そのありがた

さに感謝するとともに，自然

を守り大切にしようとする態

度を育む。 

○自然のすごさや素晴らしさを感じたことがあるか。 

○「おれたちの手で，海とふるさとを，よみがえらせるべ。」と常

雄さんが決意したのはなぜだろう。 

○さまざまな困難に直面したとき，常雄さんたちはどんなことを

思っただろう。 

◎「えりもの人たちの森づくりは，おわらない。」に込められた筆

者の思いを考えてみよう。 

○自然とどう関わっていくことが大切だろうか。自分にできるこ

とを具体的に考えてみよう。 

□人間が自然界のつながりの中で生かさ

れていることに気づき，自然を守り行動し

ようとする発言や記述が見られたか。 

◇問い返しの発問などから自然と人間の

関係について深く考えさせることができた

か。 

理科，総合的

な 学 習 の 時

間 

1

月 

（ 3

時

間） 

27 ダショー・ニシオカ 
C-

(18)  
国際理解，国際貢献 真の国際協力 

それぞれの国の伝統と文化

に各国民が誇りをもっている

ことを理解し，日本人として

国際協力を積極的に行おう

とする実践意欲を培う。 

○西岡さんはどんな思いで，ヒマラヤの国々で仕事をすること

を希望したのだろう。 

○ブータンの人々に新しい農業のやり方が受け入れられなかっ

たとき，西岡さんはどんなことを考えていたのだろう。 

○シェムガンの開発のために，八百回もの話し合いを重ねた西

岡さんの粘りは，どこからきたのだろう。 

◎西岡さんはどんな思いで「国際協力とは，一時的な物の援助

であってはならない。」と考えたのだろう。 

○国際協力を行うには，どんな姿勢が必要だろう。 

□国際協力とは，一時的な物資の援助で

はなく，その国が自立して成長していける

ように継続的かつ相互理解に基づいた双

方向的なものでなければならないことにつ

いて考え，日本人として国際協力を積極

的に行おうとする発言や記述が見られた

か。 

◇異文化を理解する・理解してもらうには

時間と労力が必要であり，相手の立場で

考えることが不可欠であることに気づくよう

指導できたか。 

社会，外国語 

28 コトコの涙 B-(9)  相互理解，寛容 わかり合うこと 

人にはさまざまな考え方が

あることを理解し，自分の考

えを伝えつつ，わかり合い，

他者に学ぼうとする謙虚な

態度を育てる。 

○高齢化や少子高齢社会について知っているか。 

○コトコが笹岡さんに声をかけたのは，どんな考えからだろう。 

○マサシが怒ったことに対し田島さんから慰められ，涙をぬぐっ

たコトコはどんな気持ちだったのだろう。 

◎しばらく止まることがなかったコトコの涙には，どんな意味が

あるのだろう。 

○田島さんの話を聞いたコトコは，今後，笹岡さんにどのように

接するだろう。 

○人とわかり合うために，大切にすべきことはなんだろう。 

□自分の考えを伝えつつ，わかり合い，他

者に学ぼうとすることの大切さに気づいて

いるような発言や記述があったか。 

◇生徒の意見を取り上げて問い返すこと

によって，話し合いを深めることができた

か。 

総 合 的 な 学

習の時間 

29 門掃き 
C-

(12)  
社会参画，公共の精神 美しいしきたり 

社会連帯の根底にある相互

扶助や思いやりの心を理解

し，よりよい社会を生み出す

主体者として行動しようとす

る態度を養う。 

○地域に，風習やしきたりがあるか。どのようなものか。 

○「ちゃんとお隣さんとの境も掃くんやで！ 挨拶もしてな！」と

母から言われたときの「僕」の気持ちを考えよう。 

○加藤さんの凛とした姿を見て，「僕」はどんなことを考えただ

ろう。 

◎「僕」が「門掃き」をとおして気づいたのはどんなことだったの

だろう。 

○身近にできる目配り，気配りにどんなものがあるだろう。 

□「門掃き」に込められた社会連帯の大切

さについて深く考えているような発言や記

述が見られたか。 

◇他者との助け合い，目配り，気配り，社

会連帯についての発言や感想を引き出す

ことができたか。 

社会，数学，

特別活動 

2

月 

（ 4

時

間） 

30 避難所にて A-(2)  節度，節制 調和のある生活 

調和のある生活や節制を心

がけるために，周りの人の生

活を見つめることで自分の

生活を見直し，思慮深く内省

しようとする実践意欲を養

う。 

○（震災時の避難所の写真を見せて）これはなんの写真だと思

うか。 

○「よろずボランティア相談所」に居づらくなって，「私」たちがそ

の場を離れたのはなぜだろう。 

○弟がポリタンクを運んでいる姿に，「私」が心を揺さぶられた

のはなぜだろう。 

◎「私」たち三人が避難所の皆さんへの貼り紙で伝えたかった

のはどんなことだろう。 

○調和のある充実した生活を送るために，大切なことをまとめ

よう。 

○「しあわせ運べるように」にはどのようなメッセージが込めら

れているだろう。 

□周りの人たちが困難な状況を乗り越え

生活するために力を合わせていることに

気づき，自分もそうした生き方を大切にし

ていこうとする発言や記述が見られたか。 

◇写真や動画などを提示することで，当時

は幼くて何もできなかった人々や，ボラン

ティア活動に従事した人々の思いに共感

させることができたか。 

技術・家庭，

総 合 的 な 学

習の時間，特

別活動 



   

 

月 教材名 内容項目 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問） 
評価のポイント 

（□ねらいについて，◇指導方法について） 
各教科等 

31 
命を見つめて―猿渡瞳

さんの六百四十六日― 
D-(19) 生命の尊さ 懸命に生きる 

限りある生命を懸命に生きる

ことの大切さを理解し，互い

に支え合って生きようとする

実践意欲を育てる。 

○「生きている」と感じるのは，どんなときか。 

○直美さんから病気のことを聞かされた瞳さんは，どんな気持

ちだっただろう。 

○医師と治療方針を話し合う瞳さんは，どんなことを考えていた

のだろう。 

◎瞳さんの命を支え続けたのは，どんな思いだったのだろう。 

○限りある命を懸命に生きることの素晴らしさについて考えて

みよう。 

□かけがえのない生命を大切にし，互い

に支え合って生きることに感謝しようとす

る発言や記述が見られたか。 

◇瞳さんの状況や作文をもとに，問い返し

や深める発問を行い，生命の尊さについ

て深く考えさせることができたか。 

保健体育，総

合 的 な 学 習

の時間 

32 足袋の季節 D-(22) よりよく生きる喜び 強く気高く生きる 

人間にある弱さや醜さを自

覚しながらも，強く気高く，人

間として生きる喜びを見いだ

そうとする態度を深める。 

○「私」は日々どのような生活をしていたのだろう。 

○「私」の弱さや醜さが表れている場面を挙げてみよう。 

○上で挙げた場面には，「私」のどんな弱さや醜さが表れてい

るのだろう。 

◎弱さや苦しみを乗り越えていこうとする「私」の生き方から，

「人が強く気高く生きる」ということについて考えてみよう。グル

ープで話し合い，自分の考えをまとめよう。 

○おばあさんが「私にくれた心」とはなんだろう。 

○今日の学習から，自分の生き方に今後生かしていきたいこと

はなんだろう。 

□おばあさんの死から，「許しを得られな

い失敗は人間としてけっしてしない」と考え

生きてきた「私」の思いと深い人間性に共

感するような発言や記述が見られたか。 

◇問題解決的な学習や心情に共感させる

展開によって，前向きに生きようとする考

えを深めさせ，人間として後悔はけっして

しないと考えさせる授業構想であったか。 

国語 

33 恋する涙 B-(8)  友情，信頼 友情と好意 

真の友情は悩みや葛藤を乗

り越えることで培われるもの

であることを理解し，相手に

信頼される自分になろうとす

る実践意欲を高める。 

○恋と聞いて何を思い浮かべるか。 

○友達にうちあけられた「私」の心の中は，どのようだったのだ

ろう。 

○●●くんへの思いが「潮がひくようにさめてしまった」という

「私」をどう思うか。 

◎「私」が「恋はつぎつぎにミステリーを解きあかしてくれるステ

キな冒険」と言っている意味を考えてみよう。 

○友達とよりよい関係を築いていくために，どんなことが大切だ

ろう。 

□冷静に自分を見つめることで，友情を深

めていこうとする発言や記述が見られた

か。 

◇受容的な態度で生徒の意見を聞き，心

情円盤などを活用することで，全員が参加

できる授業を構築できたか。 

保健体育，特

別活動 

3

月 

（ 2

時

間） 

34 包む 
C-

(17)  

我が国の伝統と文化の

尊重，国を愛する態度 
日本文化の心 

我が国の優れた伝統と文化

についての理解を深め，そこ

に込められた「日本人の心」

に気づき，大切にしようとす

る心情を育てる。 

○「ふろしき」はどんなことに使うか，知っているか。 

○筆者は「包む」ということに対して，どのような思いをもってい

るだろう。 

○筆箱をハンカチで包んでみよう。 

○包めたら近くの人のところへ持っていき，包みをほどいてか

ら，心を込めて渡してみよう。 

◎「包む」という行為は，どんな心の表れなのだろう。包んで渡

した体験をもとに話し合おう。 

○包むことを大切にするほかに，日本の文化の特質として何が

あるか考えてみよう。 

□我が国の伝統と文化のよさに興味をも

ち，「日本人の心」の奥深さに気づく発言

や記述があったか。 

◇ふろしき包みの体験などをとおして，ふ

ろしきのよさを伝統と文化の観点から見つ

めさせることができたか。 

社会，技術・

家庭，総合的

な 学 習 の 時

間，特別活動 

35 きいちゃん 
C-

(14)  

家族愛，家庭生活の充

実 
家族のきずな 

自分も家族にとってかけがえ

のない存在であることに気づ

き，家族の一員としての役割

を果たそうとする心情を育て

る。 

○家族は，あなたにとってどんな存在か。 

○きいちゃんがいつもさびしそうだったのは，どうしてだろう。 

○きいちゃんは，なぜ「生まれてこなければよかったのに…

…。」と言ったのだろう。 

○結婚式に出られなくなったきいちゃんは，どんな思いでゆか

たをぬい続けたのだろう。 

◎きいちゃんが「生んでくれてありがとう。」とお母さんに話した

のは，なぜだろう。 

○家族を大切にするとは，どういうことだろう。  

□きいちゃんの心の変化や言動をとおし

て，きいちゃんの家族のそれぞれの思い

を感じとるだけでなく，生徒自身の家族へ

の思いや，将来の家庭生活の在り方に思

いをはせている発言や記述があったか。 

◇きいちゃんの心の変化が生き方の変容

につながっていったことについて，十分に

意見を交換させることができたか。 

社会，技術・

家庭 

 



中学部　２年（Ⅰ課程）　総合的な学習の時間　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

なし/ワークシート　視覚的教材（写真、PPな
ど）　ICT機器

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

２
学
期

15

【宿泊学習の事前学習】
【運動会事前・事後学習】
【中高体育校外学習】
【性教育】
【職場見学・体験】
【キャリアパスポート】
【クリーンデイ】

・宿泊学習の日程について見通しをもつ。
・運動会に向けて日程や内容、自分の役割を知
る。
・学習を振り返り達成感を味わう。
・自分の将来へ向けて考え、体験する。

・清掃活動を通して将来の職業観を養う。

３
学
期

7

【クリーンデイ】
【職場見学】
【交流共同学習】
【キャリアパスポート】

・清掃活動を通して将来の職業観を養う。
・就業への興味や関心を持ち、意欲を育てる。
・同年代の友達と交流を深める。
・自分の将来へ向けて考えることができる。

留意
点

引継
ぎ等

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題を探求することができ
る。
(思判表力)実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表
現することができる。
(学･人)探究的な学習に主体的・協働的に取り組み、互いのよさを生かしながら積極的に社会に参画しようとする

1
学
期

令和７年度

単位数
／配当時数 児童生徒

1／35

(知及技）体験的な活動を
通して、課題の解決に必要
な知識及び技能を身につけ
る。

(思判表力)身近な生活の中
にある課題に気付き、自分
なりに考えたり、それをま
とめて表現したりできるよ
うにする。

(学･人)主体的・協働的に
取り組む中で、互いの良さ
に気付き、自ら積極的に他
者と関わり合って社会に参
画しようとする態度を養
う。

(知・技）探究的な学習の
過程において、課題の解決
に必要な知識及び技能を身
に付け、課題を探求するこ
とができる。

(思･判･表)実社会や実生活
の中から問いを見いだし、
自分で課題を立て、情報を
集め、整理・分析して、ま
とめ・表現することができ
る。

(主学)探究的な学習に主体
的・協働的に取り組み、互
いのよさを生かしながら積
極的に社会に参画しようと
する。

【総合開き】
【クリーンデイ】
【避難訓練】
【交流・共同学習】
【プール清掃】
【キャリアパスポート】
【職場見学・体験】

・総合学習活動に意欲や目標をもつ。
・清掃活動を通して将来の職業観を養う。
・防災時の基礎知識や避難方法を理解する。
・同年代の友達と交流を深める。
・プールを綺麗にしてプール学習の意欲を高め
る。
・自分の将来へ向けて考え、体験する。

13



令和７年度 八重山特別支援学校 中学部 特定の教科 道徳 ２学年 年間指導計画 
配当時間：３５時間 担当者： 対象生徒 

学校の教育目標：幼児児童生徒一人一人の特性や発達段階に応じた教育を行い、学びの連続性を重視し、個々の能力や可能性を最大限に伸ばし、自立し社会参加できる人間の育成を目指す。 

中学部目標：①決まりを守り最後まで頑張る生徒。 ②素直で思いやりを持ち、みんなと協力する生徒。 ③健康で明るく、すすんで挨拶ができる生徒。 

 

月 教材名 内容項目 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問） 
評価のポイント 

（□ねらいについて，◇指導方法について） 
各教科等 

4

月 

（ 3

時

間） 

1 自分の弱さと戦え D-(22) よりよく生きる喜び 自分の弱さの克服 

自らの弱さを自覚し，それを

克服しようとする強さをもっ

て，人間として気高く生きよう

とする態度を育む。 

○「自分の弱さと戦え」とはどういうことだと思うか。 

○国枝さんが当初，勝てなかったのはなぜだろう。 

○クインさんは，なぜ「俺は最強だ！」と叫ばせたのだろう。 

◎国枝さんが，精神面で殻を破るために必要だったことはなん

だろう。 

○自分の弱さを克服するために，どんなことが大切か考えてみ

よう。 

□自分の弱さや醜さを克服し，強さや気高

さに変える思いをもとうとする発言や記述

が見られたか。 

◇教材をとおして多面的・多角的な視点で

議論させることができたか。 

保健体育，総

合 的 な 学 習

の時間 

2 
おばちゃんのくれた〝お

まじない〟 

C-

(13)  
勤労 働くということ 

働く喜びを得て自分の仕事

に誇りをもつことが充実した

生き方につながることを理解

して，主体的に将来の生き

方を考えようとする実践意欲

を育てる。 

○「働く」と聞いて，どんなことをイメージするか。 

○今まで雑に仕事をしてきたことに愕然としたとき，「私」はどん

なことを考えただろう。 

○おばちゃんがなくなり，病院中に響き渡るほど大声で泣いた

とき，「私」はどんな思いだっただろう。 

◎「私」は，おばちゃんがかけてくれたおまじないとどう向き合っ

てきたのだろう。 

○将来就くであろう職業に，どんなことを求めているのかを考え

てみよう。 

□働く喜びや自分の仕事への誇り，充実

感の面から仕事について理解し，自分なり

に将来の生き方を考えようとする発言や

記述が見られたか。 

◇「私」の心情の変化と生徒の勤労観とが

結びつくように問いかけ，将来の生き方に

ついて多面的・多角的に考えさせることが

できたか。 

総 合 的 な 学

習の時間，特

別活動 

3 
挨拶は言葉のスキンシッ

プ 
B-(7)  礼儀 心を形に 

心と形が一つになった礼儀

や作法の意義に気づき，相

手を尊重する心を込めて，

形に表していこうとする態度

を養う。 

○「私」はどうして職場体験学習に積極的になれなかったのだ

ろう。また，「私」はどんな気持ちで職場体験学習に臨んでいた

のだろう。 

○店長さんに「お客様にどんなときに喜んでもらったの？」と聞

かれ，なぜ「私」は答えることができなかったのだろう。 

◎店長さんが「私」たち二人に伝えたかったのは，どんな思いだ

ろう。 

○心の込もった挨拶をすることがなぜ大切なのだろう。 

○挨拶に込められている心について考えてみよう。 

□礼儀が，相手を尊重し敬愛する気持ち

につながり，コミュニケーションの基本にな

ることを理解し，「…の気持ちで挨拶した

い。」「形式だけの挨拶にならないように気

をつける。」のような今後の実践につなが

る前向きな発言や記述が見られたか。 

◇ふだんの自分の挨拶を振り返り，礼儀

の意義について深く考えさせることができ

たか。 

国語，総合的

な 学 習 の 時

間，特別活動 

5

月 

（ 3

時

間） 

4 最後のパートナー D-(19) 生命の尊さ 支え合う生命 

生命がかけがえのないもの

であることを理解し，自他の

生命を尊重する心を育て，

周りの人と支え合って生きる

ことに感謝する心情を養う。 

○盲導犬はどのように育てられるか，知っているか。 

○「もうすぐ死ぬとわかっている犬をなぜ預かるの。」と尋ねら

れたとき，西田さんはどんなことを考えたのだろう。 

○西田さんは，松尾さんの手紙からどんな気持ちを受け取った

のだろう。 

◎「もう，引退犬には関わりたくない。」と思っていた西田さん

が，ボランティアを続けていこうと思ったのは，なぜだろう。 

○自分の周りにある支え合う生命について，考えたことをまと

めてみよう。 

□周りの人たちや動植物が互いに支え合

っているといった生命の尊さに関わる発言

や記述が見られたか。 

◇生命の尊さ，生命のつながりや支え合

い，人間や動植物なども同じ生命であると

いうことを，教材提示や発問によって多面

的・多角的に考えさせることができたか。 

理科，総合的

な 学 習 の 時

間 

5 五月の風―カナ― A-(1)  自主，自律，自由と責任 自分を信じて 

周囲に惑わされず，自分で

考え決めたことを大切にし，

誠実に実行していこうとする

判断力を育成する。 

○「五月の風」と聞いて，どんな風をイメージするか。 

○カナは一人でミカたちを待っているとき，どんな気持ちだった

だろう。 

○カナはその日の夜，部屋で一人になったとき，どんなことを考

えていただろう。 

◎カナはベランダにいたとき，次の日ミカに会って，何を伝えよ

うと考えていたのだろう。 

○自分で考え行動するとき，大切なことについて考えてみよう。 

□周囲に惑わされず，自分で考え決めた

ことを大切にし，誠実に実行することにつ

いて，自分なりに考えた発言や記述が見

られたか。 

◇共感的に考えさせながら，自分の意思

に従って行動しようとするカナの考え方に

気づかせることができたか。 

技術・家庭，

特別活動 



   

 

月 教材名 内容項目 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問） 
評価のポイント 

（□ねらいについて，◇指導方法について） 
各教科等 

6 五月の風―ミカ― B-(8)  友情，信頼 本当の友達 

友達からの信頼に対して誠

実に応え，互いに励まし合

い，高め合う本当の友達に

なろうとする実践意欲を育て

る。 

○ミカがカナに連絡しなかったことについて，どんな問題が考え

られるだろう。 

○カナからの電話で，ミカの胸がドキドキして，カナの心細そう

な声が耳から離れなかったのはなぜだろう。 

◎ミカが「私はカナの信頼に応えていない。」と思ったのはなぜ

なのかを話し合おう。 

○相手にとって本当の友達になるためには，どんなことが大切

だと思うか，まとめてみよう。 

□信頼し合える本当の友達とはどんな友

達かを考え，よりよい友人関係を築いてい

こうとする発言や記述が見られたか。 

◇問題解決的な学習をとおして，互いに

励まし合い，高め合う本当の友達につい

て考えさせることができたか。 

技術・家庭，

総 合 的 な 学

習の時間，特

別活動 

6

月 

（ 4

時

間） 

7 リスペクト アザース 
C-

(11)  
公正，公平，社会正義 

個性を尊重する社

会 

他者の個性と人権を尊重す

る大切さに気づき，差別や偏

見のない社会の実現に努め

ようとする実践意欲を育む。 

○「食のタブー（牛）（豚）」について知っているか。 

○人間関係のトラブルが起こり，行動への注意ではなく「他の

人のことを尊重しなさい」と言われたとき，「僕」はどんなことを

考えただろう。 

○日本に来て，これまでのサンディエゴでの常識が通用しなか

ったとき，「僕」はどう考えたのだろう。 

◎「僕」はどんな思いから「人権尊重の社会を作っていくのは，

僕たちひとりひとりの考え方による」と言うのだろう。 

○差別や偏見を生む原因はどんなところにあるだろう。いろい

ろな角度から考えてみよう。 

□｢他の人のことを尊重する｣という考え方

をとおして，歴史的な背景，風土などを踏

まえてアメリカと日本の考え方を比べ，公

正，公平な社会をめざし，よりよい生き方，

考え方を模索するような発言や記述が見

られたか。 

◇考え方の違いを比較，整理することをと

おして，生徒一人ひとりのよりよい生き方

につながるように考えさせることができた

か。 

社会，特別活

動 

8 名乗り出なかった友 B-(6)  思いやり，感謝 さりげない優しさ 

相手の立場を尊重したさりげ

ない親切やいたわりの行動

が多様な感謝を生むことを

理解し，潤いのある温かな

人間関係を築こうとする態度

を養う。 

○地域の高齢者などに，思いやりのある行動をとった経験はあ

るか。 

○全校集会で友達三人の顔を見ることができなかった「僕」の

心の内は，どんなものだろう。 

◎一か月後の朝会で，初めて「僕」の胸に熱いものが込み上げ

てきたのは，どうしてだろう。 

○「僕」が「今度は僕の番だ。」と思ったのは，何を感じたからだ

ろう。 

○思いやりのある行動をするために，大切なことはなんだろう。 

□さりげない思いやりの心と感謝の心をも

つ大切さについて発言や記述が見られた

か｡ 

◇「僕」の思いだけでなく，お年寄りの女性

や多くの人の思いから多面的・多角的に

考えさせることができたか。 

社会，総合的

な 学 習 の 時

間，特別活動 

9 戦争を取材する A-(5)  真理の探究，創造 真実を追い求める 

真理や真実を求めることでよ

りよい社会が実現されること

を理解し，理想の実現をめざ

して，よりよく生きようとする

実践意欲を育てる。 

○「戦争」や「紛争地」と聞いてどんな状況を思い浮かべるか。

また，山本さんの写真を見てどんなことを感じるか。 

○ジャーナリストの仕事を選んだ山本さんに対して，あなたはど

う感じただろう。 

○医師の活躍を見て，山本さんが自分をちっぽけな存在だと感

じたのはどうしてだろう。 

○息子をなくした父親からの感謝の言葉を聞いて，山本さんは

どんなことに気づいたのだろう。 

◎山本さんが厳しい紛争地帯で仕事を続けたのは，どんな思

いからだろう。 

○真実を追い求めようとするとき，どんなことが大切だろう。 

□山本さんの悩みを自分との関わりで考

え，真実を明らかにし，理想の実現に向か

ってよりよく生きようとする発言や記述が

見られたか。 

◇問い返しの発問などから，真実を明らか

にする価値を深く考えさせることができた

か。 

社会，総合的

な 学 習 の 時

間 

10 海と空―樫野の人々― 
C-

(18)  
国際理解，国際貢献 国際社会の一員 

同じ世界に生きる人間とし

て，国や時代を超えて助け

合う重要性を理解し，世界平

和と人類の発展に貢献しよう

とする実践意欲を育てる。 

○トルコは，どんな国なのだろう。 

○「私」がどうしても樫野に行きたかったのは，なぜだろう。 

○エルトゥールル号の人々を救助した樫野の人々の思いは，ど

んなものだったのだろう。 

◎「海と空」をつなぐ水平線と同じように，二つの救援活動をつ

なぐものとはなんだろう。 

○国際人として生きていくために，私たちはどんなことを大切に

すればよいだろう。 

□「同じ人間として他国と尊重し合うことが

大切である。」「国際人としてこんな生き方

をしたい。」といった発言や記述が見られ

たか。 

◇板書や発問などから教材中の行為や心

情について深く考えさせることができた

か。 

社会，総合的

な 学 習 の 時

間 



   

 

月 教材名 内容項目 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問） 
評価のポイント 

（□ねらいについて，◇指導方法について） 
各教科等 

7

月 

（ 2

時

間） 

11 美しい鳥取砂丘 
C-

(10)  
遵法精神，公徳心 規則の役割 

互いに住みよい社会をめざ

す精神の大切さを理解し，調

和と規律を保つための法や

きまりを進んで守ろうとする

態度を育てる。 

○私たちはなぜ，何を求めて観光をするのだろう。 

○「美しい鳥取砂丘」では何が問題になっているのか，考えて

みよう。 

○落書きをしている人は，どんな気持ちで落書きをしているの

だろう。 

◎落書きの問題を解決するためには，どんな考え方が大切だ

ろう。そう考えた理由も含めてグループで話し合おう。 

○公共の施設や場所を大切にするために，私たちにはどんな

ことができるか考えてみよう。 

□社会には法やきまりが守られない状況

があるが，知恵を出し合って粘り強くよい

方向に改善していこうとする視点での発言

や記述が見られたか。 

◇話し合いを深めるなかで，「なぜ規則が

守られないのか。」「どうすれば少しでもよ

いほうに改善できるのか。」といった意見

を，多面的・多角的な視点から出させるこ

とができたか。 

社会，理科，

特別活動 

12 和樹の夏祭り 
C-

(16)  

郷土の伝統と文化の尊

重，郷土を愛する態度 

地域の伝統の大切

さ 

地域の伝統と文化を形成，

維持するのは自分たちであ

るという自覚をもって，郷土

の発展に努めようとする実

践意欲を育てる。 

○みんなが考える「この町の誇り」とはなんだろう。  

○和樹は，なぜ祭りが大好きなのだろう。 

○地域の夏祭りの中止を聞いて，和樹はどんなことを考えただ

ろう。 

○「楽しんどるか？」という剛に「それは，こっちのセリフじゃ。」

と返した和樹は，どんなことを考えていただろう。 

◎「俺らの祭り」という一言が，和樹の心に引っかかったのはな

ぜだろう。 

○地域の伝統を絶やさないために必要なことはなんだろう。 

□地域社会の一員として，郷土の発展に

努めようとする発言や記述があったか。 

◇生徒自身が生活する地域社会を想起さ

せ，その中での自己の生き方を考えさせ

ることができたか。 

社会，総合的

な 学 習 の 時

間，特別活動 

9

月 

（ 4

時

間） 

13 ハイタッチがくれたもの 
C-

(15)  

よりよい学校生活，集団

生活の充実 
私たちでつくる校風 

集団で協力し合う大切さに

気づき，狭い仲間意識を超

え，よりよい校風をつくろうと

する実践意欲を育てる。 

○「いじめゼロサミット」とは，どんな取り組みなのだろう。 

○生徒会のみんなへ呼びかけても誰も賛成してくれなかったと

き，裕司はどんな気持ちになっただろう。 

○「みんな大切な仲間だ。」と感じた裕司は，どんなことに気づ

いたのだろう。 

◎裕司が，もう一度，ハイタッチを提案しようと決心できたの

は，どんな思いからだろう。 

○学校のよさや伝統を後輩たちに伝えていくには，どうしたらよ

いだろう。 

□自己中心的な考えや狭い仲間意識を超

え，互いに理解し協力し合ってよい学校を

つくることが大切だといった発言や記述が

見られたか。 

◇問い返しや補助発問などから，多面的・

多角的に深く考えさせることができたか。 

特別活動 

14 ヨシト 
C-

(11)  
公正，公平，社会正義 

いじめへの公正な

態度 

同調圧力に流され差別や偏

見を傍観してしまう人間の弱

さに気づき，集団の一人とし

て差別や偏見を許さず正義

を実現しようとする態度を育

てる。 

○「空気が読めない」という表現を，どんなときに使っているか。 

○「ヨシト」では何が問題になっているのか，考えてみよう。 

○タカフミに言えなかったときの「僕」と，ヨシトにティッシュを渡

したときの「僕」の違いを考えてみよう。 

◎人はなぜ，自分と異なる人を排除しようとすることがあるのだ

ろう。上で考えたことをもとに，どんな考え方が大切かグループ

で話し合おう。 

○公正な態度を貫くために大切なことについてまとめてみよう。 

□自分の学校生活などを振り返って，偏っ

た見方や考え方によって生じている不公

平に気づき，それらをなくすよう努力してい

こうとする発言や記述が見られたか。 

◇発問構成や問題解決的な学習によっ

て，正義と公正さを重んじ，不公平を許さ

ない「僕」の姿に共感させることができた

か。 

特別活動 

15 ネット将棋 A-(1)  自主，自律，自由と責任 責任ある言動 

誠実に行動することの大切

さを理解し，自主的に行動し

て，その結果に責任をもとう

とする態度を育てる。 

○将棋の終わり方を知っているか。 

○いやそうな顔もせず駒を片づける敏和を見て，「僕」はどんな

ことを思っていただろう。 

○「僕」がネット将棋からいきなりログアウトしたのは，どうして

だろう。 

◎敏和のツッコミに笑えなかった「僕」は，どんなことを考えたの

だろう。 

○インターネット上の責任について考えてみよう。 

□善悪の判断を正しく行い，目には見えな

い相手であっても誠実に行動しようとする

発言や記述が見られたか。 

◇発問や補助発問などから，多面的・多

角的に考えさせることができたか。 

保健体育，技

術・家庭，総

合 的 な 学 習

の時間 



   

 

月 教材名 内容項目 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問） 
評価のポイント 

（□ねらいについて，◇指導方法について） 
各教科等 

16 樹齢七千年の杉 D-(21) 感動，畏敬の念 自然の偉大さ 

自然の美しさや神秘さ，偉大

さを感じ，人間の力をはるか

に超えたものをおそれ敬おう

とする心情を育てる。 

○これまで山や海などで「美しいな。大きいな。」と心を打たれ

た経験はあるか。 

○樹齢七千年の杉の存在を聞いた「私」は，どう思っただろう。 

○縄文杉が「七千年の命」を育んできているということから，

「私」はどんなことを思っただろう。 

◎「死の瞬間まで，命の火を，ほうほうと燃やす。美しい生き

方」とはどんな生き方だろう。 

○自然の美しさや偉大さに接したとき，どんな思いになるか，考

えてみよう。 

□自然のかけがえのなさや偉大さを感じ

とり，畏敬の念を深めているような発言や

記述があったか。 

◇感動した体験を想起させたり写真を活

用したりすることで，生徒自身に関わりの

あることとして考えさせることができたか。 

理科 

10

月 

（ 4

時

間） 

17 「自分」ってなんだろう A-(3)  向上心，個性の伸長 自己を見つめる 

人それぞれにかならず固有

のよさがあることを理解し，

その発見と自己受容，自己

理解に努め，自分らしく生き

ようとする態度を育む。 

○あなたのよいところを考えてみよう。 

○グループになって，自分以外の人のよいところを「言葉のプレ

ゼント」として書こう。 

○自分への「言葉のプレゼント」を，みんなから言ってもらおう。 

○「『自分』ってなんだろう」を読み，自分が「宝石になる」ために

大切にしたいことを書き出してみよう。 

◎自分が「宝石になる」ために大切にしたいことはなんだろう。

意見を発表し合い，話し合ってみよう。 

○自分自身のよさを知ることで，これからの自分がどう変わっ

ていきそうか，考えてみよう。 

□自分には自分のよさがあり，他人にもよ

さがあることを発見して，自分に自信をも

とうとする発言や記述が見られたか。 

◇互いのよさを伝え合うことで，将来に向

けて社会に役立つ自分の姿を発見できる

ように促すことができたか。 

美術，総合的

な 学 習 の 時

間，特別活動 

18 小さな工場の大きな仕事 
C-

(13)  
勤労 社会への貢献 

それぞれの職業が社会の発

展に貢献していることを理解

し，将来の生き方について考

えを深めようとする実践意欲

を養う。 

○将来，どんな職業に就きたいか。 

○「僕」は，自分の家の仕事についてどのように思っていたのだ

ろう。 

○職場体験のとき，「僕」はどんな気持ちで弁当を置いていった

のだろう。 

◎父の「黒い手が，誇らしく見えました。」と「僕」が感じたのは，

どうしてだろう。 

○あなたにとって，「働く」とはどんなことかを考えてみよう。 

□自己の資質・能力を生かして社会に貢

献することに意味があるといった職業観に

関わる発言や記述が見られたか。 

◇友達との話し合いをとおして「僕」の心

情の変化に気づかせ，深く考えさせること

ができたか。 

理科，総合的

な 学 習 の 時

間，特別活動 

19 体験ナースをとおして D-(19) 生命の尊さ 輝く生命 

かけがえのない生命を与え

られていることに気づいて感

謝し，自他の生命を尊重しよ

うとする心情を培う。 

○「命」とはどんなものか。どんなときに感じるか。 

○緊張した「私」が病院でナースキャップをつけてもらったとき，

気持ちがキュッと引き締まった。どんな気持ちだったのだろう。 

○「私」は赤ちゃんにミルクを与えながら，どんなことを感じたの

だろう。 

○「私」は，初めての出産で心細いはずの母親の満面の笑みを

見て，どんなことを考えたのだろう。 

◎「私」が母から出生の様子を聞いたときの，胸が「ギュッと締

めつけられるような思い」とは，どんな思いだろう。 

○生命の重さや尊さについて，考えたことをまとめてみよう。 

□生命の尊さを理解し，生命の尊厳につ

いて理解を深めた発言や記述が見られた

か。 

◇発問構成から，「私」の生命に対する思

いに共感させることができたか。 

保健体育，総

合 的 な 学 習

の時間 

20 行動する建築家 坂 茂 
C-

(12)  
社会参画，公共の精神 

社会のためにできる

こと 

社会参画の意識を高め，公

共の精神をもってよりよい社

会の実現のために貢献しよ

うとする態度を育む。 

○東日本大震災後の避難所では，どんな生活が送られていた

と思うか。 

○坂さんは，どんな思いから間仕切りシステムを考案したのだ

ろう。 

○建築家としての評価が高まったにもかかわらず，坂さんの心

が晴れなかったのはなぜだろう。 

◎坂さんは，どんな思いから被災地を飛び回り，ボランティアと

して支援活動をしたのだろう。 

○あなたはどんなことで社会に貢献しようと思っているだろう

か。 

□社会に参画することの意義を理解し，積

極的に社会に関わっていこうとする発言や

記述が見られたか。 

◇よりよい社会の実現のためにどのように

社会に参画すればよいか，多面的・多角

的に考えさせることができたか。 

社会，数学，

美術，総合的

な 学 習 の 時

間，特別活動 



   

 

月 教材名 内容項目 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問） 
評価のポイント 

（□ねらいについて，◇指導方法について） 
各教科等 

11

月 

（ 4

時

間） 

21 さよなら，ホストファミリー 
C-

(17)  

我が国の伝統と文化の

尊重，国を愛する態度 
私の中の日本 

国際社会に生きる日本人と

しての自覚や，我が国の伝

統と文化への誇りをもち，そ

のよさを発展させ，発信して

いこうとする実践意欲を育て

る。 

○ニュージーランドについて知っているか。 

○ソニアがニュージーランドに誇りをもっているのは，どうしてだ

ろう。 

○知子が，ソニアに対抗するように日本を大切に思うようになっ

たのは，どんな気持ちからだろう。 

◎ソニアの考え方に触れ，知子が日本人としての意識を深めて

いったのはなぜだろう。 

○生活の中にある日本の伝統や文化を伝えていくためには，

どんなことが大切だろう。 

□国際社会に生きる日本人としての自覚

を深め，日本のよさの理解や伝統と文化

の継承に努めようとする発言や記述が見

られたか。 

◇知子と生徒自身の姿が重ね合わさるよ

うに，知子の生き方をとおして深く考えさせ

ることができたか。 

社 会 ， 外 国

語，総合的な

学習の時間 

22 夜のくだもの屋 B-(6)  思いやり，感謝 思いやりへの感謝 

人間は多くの人々のさりげな

い善意や思いやりによって

支えられ，守られていること

に気づき，それに感謝しよう

とする態度を育てる。  

○暗い夜道を一人で歩くときはどんな気持ちだろう。 

○くだもの屋のあかりを見たときの少女は，どんな気持ちだった

だろう。 

○見舞いの品を買いに行ったときに，少女が思わず息をのん

だのはどうしてだろう。 

◎少女が，「ふたたび，声もなかった。」のはどうしてだろう。 

○人の思いやりに気づくには何が大切だろう。 

□周りの人の優しさや思いやりに気づき，

それに感謝する発言や記述があったか。 

◇登場人物の思いを多面的・多角的に深

く考えさせることができたか。 

国語，音楽，

特別活動 

23 初心 A-(4)  
希望と勇気，克己と強

い意志 
初心に返る 

目標や希望をもった当初の

志の大切さを理解し，その達

成をめざして，困難などがあ

っても強い意志でやり遂げよ

うとする実践意欲を育てる。 

○井上康生さんについて知っていることを挙げよう。 

○父に「僕は柔道をするために生まれてきたと思う。」と言った

康生さんは，どのような気持ちだったのだろう。 

○大会で畳にたたきつけられたとき，康生さんはどのような気

持ちだったのだろう。 

○康生さんはどのような思いで「これからの康生を見ていてくだ

さい。」と心の中で答えたのだろう。 

◎表彰台で母の遺影を掲げたとき，康生さんはどんなことを考

えていたのだろう。 

○「初心に返る」ためには，どんなことが大切なのだろう。 

□目標達成のために努力したり困難を乗

り越えたりすることの意義について，発言

や記述が見られたか。 

◇問い返しの発問などから，多面的・多角

的に深く考えさせることができたか。 

社会，保健体

育，特別活動 

24 ライバル B-(8)  友情，信頼 真の友情 

生涯にわたる尊敬と信頼に

支えられた真の友情につい

て深く理解し，互いに認め，

高め合う友情を育もうとする

態度を育てる。 

○ライバルとは，どういう存在だろう。 

○啓介が康夫の見舞いになかなか行けなかったのは，どんな

気持ちだったからだろう。 

○見舞いに来た啓介に対し，康夫がつらくあたってしまったの

はなぜだろう。 

◎「このままではいけない」と考えた康夫が，啓介に対して伝え

たかった思いとは，どんなことだろう。 

○康夫からの手紙を読んだ啓介は，どんな内容の返事を書い

ただろう。 

○真の友情とは，どんなものだろう。 

□啓介と康夫の心の葛藤に共感し，真の

友情について深く考えているような姿勢

が，発言や記述に見られたか。 

◇ロールレタリング（役割を交換して手紙

を書く手法）などを効果的に取り入れて，

啓介と康夫の葛藤に共感させることができ

たか。 

保健体育，特

別活動 

12

月 

（ 2

時

間） 

25 オーストリアのマス川 
C-

(10)  
遵法精神，公徳心 規則を守る 

規則は幸福な社会を実現す

るためにあることを理解し，

それを遵守しようとする判断

力を育む。 

○世の中には，どんな規則があるか。また，そのきまりは必要

だと思うか。 

○最初にニジマスが釣れたときの「僕」は，どんな気持ちだった

だろう。 

○グレーリングを釣ったときの「僕」は，どんな気持ちだっただろ

う。 

◎釣った魚を川に放つとき，「僕」はどんなことを考えたのだろ

う。 

○なぜ規則を守らなければならないのだろう。 

□規則の必要性や守らないことによる影

響を，自分の生活の問題として考えている

ような発言や記述が見られたか。 

◇「僕」のさまざまな心情や葛藤する気持

ちに共感させながら，「私」を大切にしなが

らも「公」を多面的・多角的に考えさせるこ

とができたか。 

社 会 ， 外 国

語，特別活動 



   

 

月 教材名 内容項目 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問） 
評価のポイント 

（□ねらいについて，◇指導方法について） 
各教科等 

26 よみがえれ，えりもの森 D-(20) 自然愛護 自然環境を守る 

人間は自然界のつながりの

中で多くの恩恵を受けている

ことを理解し，そのありがた

さに感謝するとともに，自然

を守り大切にしようとする態

度を育む。 

○自然のすごさや素晴らしさを感じたことがあるか。 

○「おれたちの手で，海とふるさとを，よみがえらせるべ。」と常

雄さんが決意したのはなぜだろう。 

○さまざまな困難に直面したとき，常雄さんたちはどんなことを

思っただろう。 

◎「えりもの人たちの森づくりは，おわらない。」に込められた筆

者の思いを考えてみよう。 

○自然とどう関わっていくことが大切だろうか。自分にできるこ

とを具体的に考えてみよう。 

□人間が自然界のつながりの中で生かさ

れていることに気づき，自然を守り行動し

ようとする発言や記述が見られたか。 

◇問い返しの発問などから自然と人間の

関係について深く考えさせることができた

か。 

理科，総合的

な 学 習 の 時

間 

1

月 

（ 3

時

間） 

27 ダショー・ニシオカ 
C-

(18)  
国際理解，国際貢献 真の国際協力 

それぞれの国の伝統と文化

に各国民が誇りをもっている

ことを理解し，日本人として

国際協力を積極的に行おう

とする実践意欲を培う。 

○西岡さんはどんな思いで，ヒマラヤの国々で仕事をすること

を希望したのだろう。 

○ブータンの人々に新しい農業のやり方が受け入れられなかっ

たとき，西岡さんはどんなことを考えていたのだろう。 

○シェムガンの開発のために，八百回もの話し合いを重ねた西

岡さんの粘りは，どこからきたのだろう。 

◎西岡さんはどんな思いで「国際協力とは，一時的な物の援助

であってはならない。」と考えたのだろう。 

○国際協力を行うには，どんな姿勢が必要だろう。 

□国際協力とは，一時的な物資の援助で

はなく，その国が自立して成長していける

ように継続的かつ相互理解に基づいた双

方向的なものでなければならないことにつ

いて考え，日本人として国際協力を積極

的に行おうとする発言や記述が見られた

か。 

◇異文化を理解する・理解してもらうには

時間と労力が必要であり，相手の立場で

考えることが不可欠であることに気づくよう

指導できたか。 

社会，外国語 

28 コトコの涙 B-(9)  相互理解，寛容 わかり合うこと 

人にはさまざまな考え方が

あることを理解し，自分の考

えを伝えつつ，わかり合い，

他者に学ぼうとする謙虚な

態度を育てる。 

○高齢化や少子高齢社会について知っているか。 

○コトコが笹岡さんに声をかけたのは，どんな考えからだろう。 

○マサシが怒ったことに対し田島さんから慰められ，涙をぬぐっ

たコトコはどんな気持ちだったのだろう。 

◎しばらく止まることがなかったコトコの涙には，どんな意味が

あるのだろう。 

○田島さんの話を聞いたコトコは，今後，笹岡さんにどのように

接するだろう。 

○人とわかり合うために，大切にすべきことはなんだろう。 

□自分の考えを伝えつつ，わかり合い，他

者に学ぼうとすることの大切さに気づいて

いるような発言や記述があったか。 

◇生徒の意見を取り上げて問い返すこと

によって，話し合いを深めることができた

か。 

総 合 的 な 学

習の時間 

29 門掃き 
C-

(12)  
社会参画，公共の精神 美しいしきたり 

社会連帯の根底にある相互

扶助や思いやりの心を理解

し，よりよい社会を生み出す

主体者として行動しようとす

る態度を養う。 

○地域に，風習やしきたりがあるか。どのようなものか。 

○「ちゃんとお隣さんとの境も掃くんやで！ 挨拶もしてな！」と

母から言われたときの「僕」の気持ちを考えよう。 

○加藤さんの凛とした姿を見て，「僕」はどんなことを考えただ

ろう。 

◎「僕」が「門掃き」をとおして気づいたのはどんなことだったの

だろう。 

○身近にできる目配り，気配りにどんなものがあるだろう。 

□「門掃き」に込められた社会連帯の大切

さについて深く考えているような発言や記

述が見られたか。 

◇他者との助け合い，目配り，気配り，社

会連帯についての発言や感想を引き出す

ことができたか。 

社会，数学，

特別活動 

2

月 

（ 4

時

間） 

30 避難所にて A-(2)  節度，節制 調和のある生活 

調和のある生活や節制を心

がけるために，周りの人の生

活を見つめることで自分の

生活を見直し，思慮深く内省

しようとする実践意欲を養

う。 

○（震災時の避難所の写真を見せて）これはなんの写真だと思

うか。 

○「よろずボランティア相談所」に居づらくなって，「私」たちがそ

の場を離れたのはなぜだろう。 

○弟がポリタンクを運んでいる姿に，「私」が心を揺さぶられた

のはなぜだろう。 

◎「私」たち三人が避難所の皆さんへの貼り紙で伝えたかった

のはどんなことだろう。 

○調和のある充実した生活を送るために，大切なことをまとめ

よう。 

○「しあわせ運べるように」にはどのようなメッセージが込めら

れているだろう。 

□周りの人たちが困難な状況を乗り越え

生活するために力を合わせていることに

気づき，自分もそうした生き方を大切にし

ていこうとする発言や記述が見られたか。 

◇写真や動画などを提示することで，当時

は幼くて何もできなかった人々や，ボラン

ティア活動に従事した人々の思いに共感

させることができたか。 

技術・家庭，

総 合 的 な 学

習の時間，特

別活動 



   

 

月 教材名 内容項目 主題名 ねらい 主な発問（◎は中心発問） 
評価のポイント 

（□ねらいについて，◇指導方法について） 
各教科等 

31 
命を見つめて―猿渡瞳

さんの六百四十六日― 
D-(19) 生命の尊さ 懸命に生きる 

限りある生命を懸命に生きる

ことの大切さを理解し，互い

に支え合って生きようとする

実践意欲を育てる。 

○「生きている」と感じるのは，どんなときか。 

○直美さんから病気のことを聞かされた瞳さんは，どんな気持

ちだっただろう。 

○医師と治療方針を話し合う瞳さんは，どんなことを考えていた

のだろう。 

◎瞳さんの命を支え続けたのは，どんな思いだったのだろう。 

○限りある命を懸命に生きることの素晴らしさについて考えて

みよう。 

□かけがえのない生命を大切にし，互い

に支え合って生きることに感謝しようとす

る発言や記述が見られたか。 

◇瞳さんの状況や作文をもとに，問い返し

や深める発問を行い，生命の尊さについ

て深く考えさせることができたか。 

保健体育，総

合 的 な 学 習

の時間 

32 足袋の季節 D-(22) よりよく生きる喜び 強く気高く生きる 

人間にある弱さや醜さを自

覚しながらも，強く気高く，人

間として生きる喜びを見いだ

そうとする態度を深める。 

○「私」は日々どのような生活をしていたのだろう。 

○「私」の弱さや醜さが表れている場面を挙げてみよう。 

○上で挙げた場面には，「私」のどんな弱さや醜さが表れてい

るのだろう。 

◎弱さや苦しみを乗り越えていこうとする「私」の生き方から，

「人が強く気高く生きる」ということについて考えてみよう。グル

ープで話し合い，自分の考えをまとめよう。 

○おばあさんが「私にくれた心」とはなんだろう。 

○今日の学習から，自分の生き方に今後生かしていきたいこと

はなんだろう。 

□おばあさんの死から，「許しを得られな

い失敗は人間としてけっしてしない」と考え

生きてきた「私」の思いと深い人間性に共

感するような発言や記述が見られたか。 

◇問題解決的な学習や心情に共感させる

展開によって，前向きに生きようとする考

えを深めさせ，人間として後悔はけっして

しないと考えさせる授業構想であったか。 

国語 

33 恋する涙 B-(8)  友情，信頼 友情と好意 

真の友情は悩みや葛藤を乗

り越えることで培われるもの

であることを理解し，相手に

信頼される自分になろうとす

る実践意欲を高める。 

○恋と聞いて何を思い浮かべるか。 

○友達にうちあけられた「私」の心の中は，どのようだったのだ

ろう。 

○●●くんへの思いが「潮がひくようにさめてしまった」という

「私」をどう思うか。 

◎「私」が「恋はつぎつぎにミステリーを解きあかしてくれるステ

キな冒険」と言っている意味を考えてみよう。 

○友達とよりよい関係を築いていくために，どんなことが大切だ

ろう。 

□冷静に自分を見つめることで，友情を深

めていこうとする発言や記述が見られた

か。 

◇受容的な態度で生徒の意見を聞き，心

情円盤などを活用することで，全員が参加

できる授業を構築できたか。 

保健体育，特

別活動 

3

月 

（ 2

時

間） 

34 包む 
C-

(17)  

我が国の伝統と文化の

尊重，国を愛する態度 
日本文化の心 

我が国の優れた伝統と文化

についての理解を深め，そこ

に込められた「日本人の心」

に気づき，大切にしようとす

る心情を育てる。 

○「ふろしき」はどんなことに使うか，知っているか。 

○筆者は「包む」ということに対して，どのような思いをもってい

るだろう。 

○筆箱をハンカチで包んでみよう。 

○包めたら近くの人のところへ持っていき，包みをほどいてか

ら，心を込めて渡してみよう。 

◎「包む」という行為は，どんな心の表れなのだろう。包んで渡

した体験をもとに話し合おう。 

○包むことを大切にするほかに，日本の文化の特質として何が

あるか考えてみよう。 

□我が国の伝統と文化のよさに興味をも

ち，「日本人の心」の奥深さに気づく発言

や記述があったか。 

◇ふろしき包みの体験などをとおして，ふ

ろしきのよさを伝統と文化の観点から見つ

めさせることができたか。 

社会，技術・

家庭，総合的

な 学 習 の 時

間，特別活動 

35 きいちゃん 
C-

(14)  

家族愛，家庭生活の充

実 
家族のきずな 

自分も家族にとってかけがえ

のない存在であることに気づ

き，家族の一員としての役割

を果たそうとする心情を育て

る。 

○家族は，あなたにとってどんな存在か。 

○きいちゃんがいつもさびしそうだったのは，どうしてだろう。 

○きいちゃんは，なぜ「生まれてこなければよかったのに…

…。」と言ったのだろう。 

○結婚式に出られなくなったきいちゃんは，どんな思いでゆか

たをぬい続けたのだろう。 

◎きいちゃんが「生んでくれてありがとう。」とお母さんに話した

のは，なぜだろう。 

○家族を大切にするとは，どういうことだろう。  

□きいちゃんの心の変化や言動をとおし

て，きいちゃんの家族のそれぞれの思い

を感じとるだけでなく，生徒自身の家族へ

の思いや，将来の家庭生活の在り方に思

いをはせている発言や記述があったか。 

◇きいちゃんの心の変化が生き方の変容

につながっていったことについて，十分に

意見を交換させることができたか。 

社会，技術・

家庭 

 



担当者 教科書／副教材

「国語☆☆☆☆」（文部科学省）／
「はじめての国語辞典」（小学館）
「くもんの小学ドリル」（くもん出版）
「しまくとぅば読本　中学生」（沖縄県）ほか

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

52

(知・技）
授業や図書室利用のルールやマ
ナーを知る。
(学・人)
自分の目標を立て、学習意欲を高
める。
(知・技)
姿勢や筆記用具の持ち方を正しく
し、文字の形に注意しながら、丁
寧に書く。
(思･判･表)
文章を読んで分かったことを伝え
たり、感想を持つ。
(知・技)
基本的なはがきの書き方を知る。

(知・技）
授業や図書室利用のルールやマ
ナーを理解している。
(主学)
自分の目標を持ち、学習意欲を高
めようとしている。
(知・技)
正しい姿勢や筆記用具の持ち方を
身に付け、文字の形に注意しなが
ら、丁寧に書くことができる。
(思･判･表)
文章を読んで分かったことを伝え
たり、感想を持ったりしている。
(知・技)
基本的なはがきの書き方を身に付
けている。

・授業オリエンテーション
・図書館オリエンテーショ
ン
・書写（硬筆）
・平和学習～6.23慰霊の日
～
・暑中見舞いを書こう

・授業のルールやマナーを知る。読む、書く、聞
く、話すことについての自分の目標を立てる。
・図書室利用のルールやマナー知る。
・友達や先生の名前を書いたり、教科書やホワイ
トボードの字をノートに視写したりする。字を書
く際の正しい姿勢を身に付ける。
・絵本や新聞記事を通して、慰霊の日について学
習し、ワークシートにまとめる。
・基本的なはがきの書き方を学ぶ。

２
学
期

60

(思･判･表)
話す事柄を決め、内容の大体が伝
わるように話す。
(思･判･表)
文章に対する感想を持ち、文の構
成、語句の使い方に気を付けて書
く。
(知・技)
読書の良さに気づき、標語にまと
める。
(知・技)
昔話や童歌を通して、方言の響き
やリズムに親しむ。
(知・技)
基本的な年賀状の書き方を知る。

(思･判･表)
話す事柄を決め、内容の大体が伝
わるように話している。
(思･判･表)
文章に対する感想を持ち、文の構
成、語句の使い方に気を付けて書
いている。
(知・技)
読書の良さに気づき、標語にまと
めている。
(知・技)
昔話や童歌を通して、方言の響き
やリズムに親しんでいる。
(知・技)
基本的な年賀状の書き方を身に付
けている。

・夏休みを振り返ろう
・読書感想文を書こう
・読書標語を作ろう
・方言に親しむ
・年賀状を書こう

・夏休みの課題（日記）を読み返し、夏休みの思
い出を発表する。
・好きな本を読み、感想文にまとめる。原稿用紙
の使い方を知る。
・５７５のリズムで読書標語を作る。
・昔話や童歌を通して、方言に親しむ。
・基本的な年始の挨拶を知る。十二支や月の異名
について知る。

３
学
期

28

(知・技)姿勢や用具の用い方を正
しくし、筆使いに注意しながら、
丁寧に書く。
(学・人)お世話になった人を思い
浮かべ、感謝の気持ちを言葉で表
現する。
(知・技)ローマ字の決まりを知
り、ローマ字入力する。

(知・技)正しい姿勢や用具の用い
方を身に付け、筆使いに注意しな
がら、丁寧に書くことができる。
(主学)お世話になった人を思い浮
かべ、感謝の気持ちを言葉で表現
しようとしている。
(知・技)ローマ字の決まりを知
り、ローマ字入力できる。

・書写（毛筆）「永字八
法」
・感謝の気持ちを表そう
・ローマ字の学習

・毛筆の用具の名前や用具の使い方を知る。基本
的な筆使いを身に付ける。
・お世話になった先輩や先生に、感謝の気持ちを
綴る。
・ローマ字の決まりを理解し、パソコンやタブ
レットにローマ字入力をする。

(知・技)明瞭な発声・発音を身に
付ける。
(知・技)語のまとまりに気を付け
て音読する。
(知・技)日常的に使用する漢字を
読む。
(思･判･表)
様々な文章を読み、内容の大体を
捉える。

(知・技)明瞭な発声・発音を身に
付けている。
(知・技)語のまとまりに気を付け
て音読している。
(知・技)日常的に使用する漢字を
読むことができる。
(思･判･表)
様々な文章を読み、内容の大体を
捉えている。

・声のエクササイズ（発
声）
・音読（季節の詩）
・読字力テスト
・文章読解（物語・説明
文）

・正しい姿勢や口形に気を付けて発声する。
・月ごとの詩を音読、朗読する。
・個々の習得度に合わせて、小学校１～６年の漢
字の読みテストに取り組む。
・簡単な文章を読み（読み聞かせ、一斉読み、黙
読）、登場人物やできごとや話題の順序、内容の
理解を確かめる。

令和７年度　中学部　１～３年（Ⅱ課程Ａ1）　国語科　年間指導計画

通
年

単位数
／配当時

数
児童生徒

４／１４０

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
日常生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。
　
(思判表力)
日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

(学･人)
言葉がもつよさに気付くとともに、言語感覚を養い、国語を大切にしてその能力の向上を図る態度を養う。



留意点
引継ぎ等

・始業の挨拶時に、着席の姿勢や学習道具の準備が整っていることを確認し、学習に向かう気持ちを整えさせる。
・季節行事や学校行事などの身近な話題を挙げ、学習内容との関係性を示しながら、学習への関心・意欲を高めさせる。
・予め学習目標と活動の流れ、本時の着地点を示すことで、学習活動に見通しを持たせる。
・学習内容と関わりのある絵本や詩などを、読み聞かせたり、一斉音読したりして、学習への意欲・関心を高めさせる。
・体を動かしたり、声を出したりする言葉遊び・ゲーム・発声練習を取り入れ、学習活動にメリハリをつける。
・活動の進捗に合わせて、個別の支援や発展的な課題の提示を行う。
・既習の漢字の復習・定着のために日々の学習に取り組ませる。
・学習課題に応じて、適宜ICT機器を活用する。



担当者 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

26

２
学
期

30

３
学
期

14

令和７年度　中学部　１～３年（Ⅱ課程Ｂ）　国語科　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

・リラックスできるよう教室環境を設定する。
・安全に活動できるよう座席配置や教師の配置を工夫する。
・感覚（視覚・聴覚・触覚）に訴える活動を仕組む。
・他者（生徒・教師）との関わり合いが生まれるような活動を仕組む。

単位数
／配当時

数
児童生徒

２／７０

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
・身近な人の話し掛けに慣れ、言葉が事物の内容を表していることを感じる。
・言葉のもつ音やリズムに触れたり、言葉が表す事物やイメージに触れたりする。
(思判表力)
・身近な人からの話し掛けに注目する。
・教師と一緒に絵本などを見て身近な事物に気付き注目する。
(学･人)
・日常生活の人との関わりの中で、言葉の持つ楽しさを味わっている。

(知・技)
・身近な人の話し掛けに慣れ、言
葉が事物の内容を表していること
を感じる。
(知・技)
・自分の名前が呼ばれたことが分
かり、声のする方向を見たり、手
を挙げたり、意図を持って声を出
したりする。
(思･判･表)
身近な人からの話し掛けに注目し
て、応じて答えたりする。
(知・技)
言葉のもつ音やリズムに触れた
り、言葉が表す事物やイメージに
触れる。
(知・技)
読み聞かせや手遊び歌を通して、
言葉のもつ楽しさに触れる。
(思･判･表)
絵本や動画などを観て、示された
身近な事物や生き物に気付き、注
目する。
(思･判･表)
教師や絵本、動画に出てくる登場
人物の動きを模倣する。
(知・技)
いろいろな筆記具に触れ、線を書
いたり、色を塗ったりする。
(学・人)
特定の人の声や音、音楽などを聴
き、反応や表情で快情動を伝え
る。
(学・人)
読み聞かせや手遊び歌の繰り返し
の表現で流れを理解し、反応や表
情で期待感を示そうとしている。

(知・技)
・身近な人の話し掛けに慣れ、言
葉が事物の内容を表していること
を感じている。
(知・技)
・自分の名前が呼ばれたことが分
かり、声のする方向を見たり、手
を挙げたり、意図を持って声を出
したりしている。
(思･判･表)
身近な人からの話し掛けに注目し
て、応じて答えたりしている。
(知・技)
言葉のもつ音やリズムに触れた
り、言葉が表す事物やイメージに
触れたりしている。
(知・技)
読み聞かせや手遊び歌を通して、
言葉のもつ楽しさに触れている。
(思･判･表)
絵本や動画などを観て、示された
身近な事物や生き物に気付き、注
目している。
(思･判･表)
教師や絵本、動画に出てくる登場
人物の動きを模倣している。
(知・技)
いろいろな筆記具に触れ、線を書
いたり、色を塗ったりしている。
(主学)
特定の人の声や音、音楽などを聴
き、反応や表情で快情動を伝えよ
うとしている。
(主学)
読み聞かせや手遊び歌の繰り返し
の表現で流れを理解し、反応や表
情で期待感を示そうとしている。

・始まり、終わりの号令
・出席確認
・手遊び歌
・読み聞かせ
・季節の制作

・ＡＡＣ機器やアプリを活用して挨拶をする。
・歌「あなたのお名前は？」にのせて呼名・出席
確認を行う。
・手遊び歌を聴き、教師と一緒に動きを模倣す
る。
・季節の行事や地域の伝統について、読み聞かせ
を聴いたり、動画を視聴したりする。
・季節の制作を通して、様々な筆記具に触れる。



担当者 教科書／副教材

社会☆☆☆☆

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

13

15

7

①沖縄県内の歴史的事象や人物について写真や資
料を使って学習する。
②沖縄本島をはじめ、離島の行事やしまくとぅば
などについて比較しながら学ぶ。
③身の回りの公共施設や公共物の利用の仕方、必
要性について学ぶ。
④日本や沖縄であった自然災害や事故を例に挙
げ、身を守るすべについて学習する。
・手話や視覚教材（図、写真、動画、タブレット
端末活用等）を使用して授業内容の説明や学習を
サポートする。
・生徒の反応に合わせて、立体地図や触れる教材
を使って、地域の特徴や感覚的な学び（視覚、聴
覚、触覚、音や香り）を組み合わせた学習を行
う。

①学級や学校の中で、協力しなが
ら生活する必要性を理解し、その
ための知識や技能を身に付ける。
(知及技）
②家庭や学校、地域社会でのきま
りは、社会生活で送るために必要
なことであることを理解する。
(知及技）

①学級や学校の中で、協力しなが
ら生活する必要性を理解し、その
ための知識や技能を身に付けよう
としている。(知・技）
②家庭や学校、地域社会でのきま
りは、社会生活で送るために必要
なことであることを理解しようと
している。(知・技）

①生徒会選挙と連携した取
り組み
②社会の決まり、ルール・
マナーについて

①生徒会選挙を通しての主権者教育。
②社会生活の中でのルールを知り、自分の役割に
ついて考える活動。
・手話や視覚教材（図、写真、動画、タブレット
端末活用等）を使用して授業内容の説明や学習を
サポートする。
・生徒の反応に合わせて、立体地図や触れる教材
を使って、地域の特徴や感覚的な学び（視覚、聴
覚、触覚、音や香り）を組み合わせた学習を行
う。

①授業のきまりを学び、それを
守ることの大切さを知ろうとし
ている。(思･判･表)
②身近な地域の様子について知
ろうとしている。(思･判･表)
③学んだ身近な地域の様子を地
図にまとめられている。(知・
技）
④沖縄戦について学び、平和に
ついて考えようとしている。
(主学)

①授業のきまりを学び、それを
守ることの大切さを知る。(思
判表力)
②身近な地域の様子について知
る。(思判表力)
③学んだ身近な地域の様子を地
図にまとめる。(知及技）
④沖縄戦について学び、平和に
ついて考える。(学･人)

①沖縄県内の主な歴史を手がかり
に、先人の働きや出来事、文化遺
産などを知る。(知及技）
②県内の文化財や年中行事の様子
を捉え、それらの特色を考え、表
現する。(思判表力)
③公共施設や公共物の役割とその
必要性を理解する。(知及技）
④自然災害や事故に着目して、危
険から身を守る活動と働きを考え
る。(思判表力)

①沖縄県内の主な歴史を手がかり
に、先人の働きや出来事、文化遺
産などを知ろうとしている。
(知・技）
②県内の文化財や年中行事の様子
を捉え、それらの特色を考え、表
現しようとしている。(思･判･表)
③公共施設や公共物の役割とその
必要性を理解しようとしている。
(知・技）
④自然災害や事故に着目して、危
険から身を守る活動と働きを考え
ようとしている。(思･判･表)

①沖縄の歴史、伝統や文化
を知る
②沖縄の歴史、伝統や文化
を知る
③公共施設について知ろう
④地域の安全について考え
よう

令和7年度　中学部　1 2 3年（Ⅱ課程 Aグループ）　社会科　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時数

児童生徒

2/70

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）地域や我が国の地理的環境について、身近なできごとや体験を通して理解できるようにする。
　
(思判表力)社会的事象について、自分の生活と結びつけて具体的に考え、表現できるようにする。
　
(学･人)社会に主体的に関わることを学び、地域社会の一員として生きていく自覚を養う。

1
学
期

２
学
期

３
学
期

①授業の約束事の確認。
②石垣島の地理や歴史、公共施設などを写真や資
料を使って学ぶ。
③②で学んだ石垣島についての様々なことを地図
にしてまとめる。
④当時のビデオや写真を見て、戦争の悲惨さにつ
いて知り平和について考える。
・手話や視覚教材（図、写真、動画、タブレット
端末活用等）を使用して授業内容の説明や学習を
サポートする。
・生徒の反応に合わせて、立体地図や触れる教材
を使って、地域の特徴や感覚的な学び（視覚、聴
覚、触覚、音や香り）を組み合わせた学習を行
う。

①授業の進め方・約束
②自分の住んでいる地域・
石垣島
③自分の住んでいる地域の
マップを作ろう
④慰霊の日



担当者 教科書／副教材

社会☆☆☆☆

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

13

15

7

①沖縄県内の歴史的事象や人物について写真や資
料を使って学ぶ。
②沖縄本島をはじめ、離島の行事やしまくとぅば
などについて比較しながら学ぶ。
③身の回りの公共施設や公共物の利用の仕方につ
いて学ぶ。
④日本や沖縄であった自然災害や事故を例に挙
げ、身を守るすべについて学習する。
・視覚教材（図、写真、動画、タブレット端末活
用等）を使用して授業内容の説明や学習をサポー
トする。
・生徒の反応に合わせて、立体地図や触れる教材
を使って、地域の特徴や感覚的な学び（視覚、聴
覚、触覚、音や香り）を組み合わせた学習を行
う。

①学級や学校の中で、協力しなが
ら生活する必要性を理解し、その
ための知識や技能を身に付ける。
(知及技）
②家庭や学校、地域社会でのきま
りは、社会生活で送るために必要
なことであることを理解する。
(知及技）

①学級や学校の中で、協力しなが
ら生活する必要性を理解し、その
ための知識や技能を身に付けよう
としている。(知・技）
②家庭や学校、地域社会でのきま
りは、社会生活で送るために必要
なことであることを理解しようと
している。(知・技）

①生徒会選挙と連携した取
り組み
②社会の決まり、ルール・
マナーについて

①生徒会選挙を通しての主権者であることを知
る。
②社会生活の中でのルールを知り、自分の役割に
ついて考える。
・視覚教材（図、写真、動画、タブレット端末活
用等）を使用して授業内容の説明や学習をサポー
トする。
・生徒の反応に合わせて、立体地図や触れる教材
を使って、地域の特徴や感覚的な学び（視覚、聴
覚、触覚、音や香り）を組み合わせた学習を行
う。

①授業のきまりを学び、それを
守ることの大切さを知ろうとし
ている。(思･判･表)
②身近な地域の様子について知
ろうとしている。(思･判･表)
③学んだ身近な地域の様子を地
図にまとめられている。(知・
技）
④沖縄戦について学び、平和に
ついて考えようとしている。
(主学)

①授業のきまりを学び、それを
守ることの大切さを知る。(思
判表力)
②身近な地域の様子について知
る。(思判表力)
③学んだ身近な地域の様子を地
図にまとめる。(知及技）
④沖縄戦について学び、平和に
ついて考える。(学･人)

①沖縄県内の主な歴史を手がかり
に、先人の働きや出来事、文化遺
産などを知る。(知及技）
②県内の文化財や年中行事の様子
を捉え、それらの特色を考え、表
現する。(思判表力)
③公共施設や公共物の役割とその
必要性を理解する。(知及技）
④自然災害や事故に着目して、危
険から身を守る活動と働きを考え
る。(思判表力)

①沖縄県内の主な歴史を手がかり
に、先人の働きや出来事、文化遺
産などを知ろうとしている。
(知・技）
②県内の文化財や年中行事の様子
を捉え、それらの特色を考え、表
現しようとしている。(思･判･表)
③公共施設や公共物の役割とその
必要性を理解しようとしている。
(知・技）
④自然災害や事故に着目して、危
険から身を守る活動と働きを考え
ようとしている。(思･判･表)

①沖縄の歴史、伝統や文化
を知る
②沖縄の歴史、伝統や文化
を知る
③公共施設について知ろう
④地域の安全について考え
よう

令和7年度　中学部　1 2 3年（Ⅱ課程Bグループ）　社会科　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時数 児童生徒

2/70

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）地域や我が国の地理的環境について、身近なできごとや体験を通して理解できるようにする。
　
(思判表力)社会的事象について、自分の生活と結びつけて具体的に考え、表現できるようにする。
　
(学･人)社会に主体的に関わることを学び、地域社会の一員として生きていく自覚を養う。

1
学
期

２
学
期

３
学
期

①授業の約束事の確認。
②石垣島の地理や歴史、公共施設などを写真や資
料を使って学ぶ。
③②で学んだ石垣島についての様々なことを地図
から探し、発表できる。
④当時のビデオや写真を見て、戦争の悲惨さにつ
いて知る。
・視覚教材（図、写真、動画、タブレット端末活
用等）を使用して授業内容の説明や学習をサポー
トする。
・生徒の反応に合わせて、立体地図や触れる教材
を使って、地域の特徴や感覚的な学び（視覚、聴
覚、触覚、音や香り）を組み合わせた学習を行
う。

①授業の進め方・約束
②自分の住んでいる地域・
石垣島
③自分の住んでいる地域の
マップを一緒に作ろう
④慰霊の日



担当者 教科書／副教材

数学 ☆☆☆～☆☆☆☆☆
[特別支援学校中学部知的障害者用

(文部科学省著作教科書 中学部数学科)］

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

39

（知・技）重さの単位［グラム（ｇ）
キログラム（㎏）が分かり測定でグラ
ム（ｇ）を使うことができる。
（思判表）数のまとまりに着目し、数
の大きさの比べ方や数え方を考えるこ
とができる。
（学・人）表やグラフから数量の大小
や多少を読み取り、データから読み取
れることを話し合うことができる。

（知・技）体重や物の重さを表す単位
がグラム（ｇ）と分かり、グラム
（ｇ）を用いて測定している。
（思判表）10のまとまり、100のまと
まりなど、学習したことを生かして
1000のまとまりに気付き表現してい
る。
（主学）数量の大小や多少に気づき、
その理由を考え話し合うことができ
る。

Ｃ測定
ア　量の単位と測定

Ａ数と計算
ア　整数の表し方

Dデータの活用
ア　身の回りにあるデータを
簡単な表やグラフで表した
り、読み取ったりすること

・重さを比べよう！

・1000より大きい数を数えよう！

・グラフを読み取り話し合おう！

２
学
期

45

（知・技）正方形、長方形、直角三角
形の特徴(辺と頂点、直角)を知り、違
いや共通点に気付く。
（思判表）数のまとまりに着し、思考
する範囲を広げながら数の大きさの比
べ方や数え方を考え、日常生活に生か
すことができる。
（学・人）測りたいものや場所を決
め、目的に適した単位で量の大きさを
測定することができる。

（知・技）「辺・頂点の数」を調べた
り、「直角カード」を補助具として確
認したりしている。
（思判表）一つの金額を、使う硬貨を
変えながら、いろいろな揃え方をして
いる。
（主学）ペアで測りたいものや場所を
決め、適した単位を選択し測定してい
る。

B図形
ア　図形

A数と計算
ア　整数の表し方

C測定
ア　量の単位と測定

・同じ形に分けよう！

・お金を揃えてみよう！

・いろいろな長さを測ろう！

３
学
期

21

（知・技）コンパスを使って正三角形
や二等辺三角形を作図できる。
（思判表）伴って変わる二つの数量の
表からきまりを見つけ、表の空欄を埋
めることができる。
（学・人）面積の意味が分かり、いろ
いろな四角形の大きさを比べることが
できる。

（知・技）コンパスの特性を利用し
て、正三角形や二等辺三角形を描いて
いる。
（思判表）表を横に見たり、縦に見た
りして、きまりを見つけ、表の空欄を
埋めている。
（主学）方眼紙に好きな四角形を描
き、グループの人とマス目の数に着目
して大きさを比べることができる。

B図形
ア　図形

C変化と関係
ア　伴って変わる二つの量

B図形
イ　面積

・コンパスを使おう！

・変わり方のきまりを見つけよう！

・大きさを比べよう！

令和７年度　中学部　１～３年（Ⅱ課程Ａ1）数学科　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

※時刻やカレンダーワーク（暦）は、毎週の授業で行う。
※２学期、３学期の買い物学習に合わせて、お金（硬貨の種類等 ）の指導を行う。
※生徒の実態に応じた教材作成を行う。

単位数
／配当時

数
児童生徒

４/140

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質を理解し処理することができる。
　
(思判表力)日常の事象を数学的に考え、数学的な表現を用いて発表できる。
　
(学･人)数学的活動の楽しさに気づき、数学で学んだことを生活や学習に活用できる。



中学部　１・３年（Ⅱ課程Ｂ）数学科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

さんすう ☆.☆☆ [特別支援学校中学部知的障害
者用

(文部科学省著作教科書 小学部算数科)］

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

(知及技） 観点に基づいて仲間集めをした
り，１対１対応によって物の個数の多少を
比べたりすることができる。
(思判表力)物の個数の多少の比べ方を工夫
することができる。

(知・技）仲間集めをするときの観点を理
解している。

(主学)示された観点や自分で決めた観点を
もとに，仲間集めをしようとしている。

なかまあつめ ◎示された観点や自分で決めた観点に合わせて仲
間集めをし，名前を付ける。
◎観点を変えて，別の仲間集めをする。

(学･人)仲間集めや多少比較に親しみ，そ
のたのしさや良さを感じながら学ぼうとす
る。

(知・技）１対１対応によって物の集まり
の要素の個数が比較できることを理解し，
直接比較をすることができる。

(思･判･表)物の個数の多少を工夫して比べ
ている。

くらべよう ◎物の個数の多少を，比べる対象どうしを線で結
ぶ１対１対応によって比較する。
◎直接比較しにくい物の個数の多少を，操作しや
すい物に置き換えて，１対１対応によって比較す
る。

(知・技）１から５までの数の唱え方や，
数字の読み方を理解している。
(思･判･表)  身の回りの物を，色や形など
を捨象して個数に着目して捉えている。

５までのかず ◎１から５までの数を唱えたり，数えたり，数字
を読んだりする。

(知・技）６から10までの数の唱え方や数
え方，数字の読み方を理解している。
(思･判･表) 身の回りの物を，色や形など
を捨象して個数に着目して捉えている。

１０までのかず ◎６から１０までの数を唱えたり，数えたり，数
字を読んだりする。

３
学
期

7

(学･人) 数に親しみ，身の回りの
物を数字で表すなど，数字の書き
方，読み方を生活や学習に生かそ
うとする。

(思･判･表)身の回りの物の個数に
ついて説明している。
 (主学)身の回りにあるいろいろ
な物の個数を数えようとしてい
る。

かずをさがそう ◎１０までの数を用いて身の回りにある物の個数
を数える。

留意点
引継ぎ等

令和7年度　

単位数
／配当時

数
児童生徒

2/70

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質を理解し処理することができる。
　
(思判表力)日常の事象を数学的に考え、数学的な表現を用いて発表できる。
　
(学･人)数学的活動の楽しさに気づき、数学で学んだことを生活や学習に活用できる。

1
学
期

２
学
期

(知及技）10までの数の数え方，数字の書
き方，読み方，数の順序，系列や大小につ
いて理解し，10までの数について数えた
り，数字を読んだり書いたり，物の個数を
比べたりすることができる。

(思判表力)身の回りの物を，色や形などを
捨象して個数に着目して捉え，数の大きさ
や比べ方をブロックや絵などを用いて表す
ことができる。

(学･人) 数に親しみ，身の回りの物を数字
で表すなど，数字の書き方，読み方を生活
や学習に生かそうとする。

13

15



中学部１・２・３年（Ⅱ課程Aグループ）　理科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

教科書：理科(☆４、☆５）文部科学省出版

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

12

(知及技）身近な植物を観察する
ことができる。
(思判表力)植物の葉や花の形、色
について着目し比較したり、違い
について考えることができる。
(学･人)いろいろな植物の共通点
や採点を基に問題を見出す力や植
物を愛護しようとする。

(知・技）植物の葉や花の形、色
の違いを理解するとともに，器具
などを正しく扱って観察や採集を
行い、結果をわかりやすく記録す
る。
(思･判･表)植物の差異点や共通点
をもとに問題を見いだし，表現す
る。
(主学)身の回りの植物についてす
すんで関わり、他者と関わりなが
ら問題解決しようとするととも
に、学んだことを学習や生活に生
かそうとすることができる。

・自然の観察 ・校内にある植物を観察しよう！
・植物の名前をおぼえよう！
・植物には色、形、大きさなど、姿の違いを見つ
けよう！

8

(知及技）身近な昆虫を探したり
育てたりして観察することができ
る。
(思判表力)成長の過程に着目し、
調べる活動を通して、育ち方につ
いての理解や観察に関する技能を
身につけることができる。
(学･人)昆虫の飼育を通して、生
き物を大切にしようとする。

(知・技）虫眼鏡を正しく使い、
チョウの育ち方を確かめ、記録す
ることができる。
(思･判･表)チョウの育ちについ
て、差異点や共通点をもとに問題
を見いだし、その考えを他者に伝
わるように表現することができ
る。
(主学)継続的にチョウの世話をす
る中で、チョウの姿が変化する様
子に興味をもち，他者と関わりな
がら、すすんで問題を解決しよう
とする。

・昆虫の育ち方
[１]チョウの育ち方
[２]昆虫の体のつくり

・校内にいるオオゴマダラを見に行こう！
・幼虫は何を食べるかな？
・幼虫を捕りに行こう！
・成長過程を記録しよう！
・昆虫の体のつくり

２
学
期

7

(知及技）身近な植物を育て、観
察に関する理解や技能を身につけ
ることができる。
(思判表力)成長の過程に着目し、
育ち方について比較しながら調べ
差異点や共通点をもとに問題を見
いだして表現する。
(学･人)植物の栽培を通して、育
てるために必要なもの、条件に気
づき育てることができる。

(知・技）虫眼鏡やものさしを正
しく使い、育てている植物の育ち
を確かめ形や色、大きさなどの特
徴を捉え、記録することができ
る。
(思･判･表)育てている植物の育ち
について，差異点や共通点をもと
に問題を見いだし，その考えを他
者に伝わるように工夫して表現す
ることができる。
(主学)継続的に植物の世話をする
中で、ホウセンカの育ちに興味を
もち、他者と関わりながら、すす
んで問題を解決しようとする。

・植物の育ち方
[１]たねねぎ
[２]植物の育ち方と体のつ
くり

・葉を出したあと
・花をさかせたあと

4

(知及技）太陽と地面の様子との
関係について、影と太陽の位置関
係や地面のあたためられ方につい
ての理解や観察に関する技能を身
につけることができる。
(思判表力)日なたと日かげの様子
に着目して，それらを比較しなが
ら調べる活動を通して追究する中
で差異点や共通点をもとに問題を
見いだして表現する。
(学･人)太陽と地面の様子の観察
を通して、日常生活での事象に繋
げようとする。

(知・技）器具を正しく扱いなが
ら、影の向きと太陽の向きを確か
め，その結果をわかりやすく記録
することができる。
(思･判･表)影ができる向きについ
て、差異点や共通点をもとに問題
を見いだし、表現することができ
る。
(主学)身のまわりで見られる事象
をもとに、影のでき方について興
味をもち、他者と関わりながら、
すすんで問題を解決しようとす
る。

・地面の様子と太陽
[１]影のでき方と太陽の位
置
[２]日なたと日かげの地面
の様子
[３]太陽の進み方
[４]日光を当てたところの
明るさとあたたかさ

・影と太陽
・日なたと日かげ
・温度を計ろう
・光を集めよう

4

(知及技）磁石につく物や鉄の磁
化、磁石の極の特性についての理
解や実験に関する技能を身につけ
ることができる。
(思判表力)磁石の性質について，
磁石を身のまわりの物や他の磁石
に近づけたときの様子に着目し、
磁石の性質について追究する中で
差異点や共通点をもとに問題を見
いだして表現する。
(学･人)磁石の活用について考
え、生活の様々な場面で生かそう
とする。

(知・技）器具を正しく扱いなが
ら，磁石を物に近づけて何が磁石
につくかを確かめ，その結果をわ
かりやすく記録することができ
る。
(思･判･表)磁石につく物につい
て，差異点や共通点をもとに問題
を見いだし，その考えを他者に伝
わりやすいように工夫して表現す
ることができる。
(主学)身のまわりで見られる現象
をもとに，磁石につく物について
興味をもち，他者と関わりなが
ら，すすんで問題を解決しようと
する。

・じしゃくのふしぎ
[１]じしゃくに引き付けら
れるもの
[２]じしゃくと鉄

・じしゃく

留意点
引継ぎ等

令和７年度

単位数
／配当時

数
児童生徒

1/35

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）実験の流れを知り、観察のしかたを身に付けることができる。

(思判表力)身の回りの生物や植物の様子に関心を持ち、予想や仮説を立て発表することができる。
　
(学･人)自然事象に気づき、体験的に学んだことを日常生活で積極的に利用することができる。

1
学
期

３
学
期



中学部１・２・３年（Ⅱ課程Bグループ）　理科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

教科書：理科(☆４、☆５）文部科学省出版

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

12

(知及技）身近な植物を観察する
ことができる。
(思判表力)植物の葉や花の形、色
について着目し比較したり、違い
について考えることができる。
(学･人)いろいろな植物の共通点
や採点を基に問題を見出す力や植
物を愛護しようとする。

(知・技）植物の葉や花の形、色
の違いを理解するとともに，器具
などを正しく扱って観察や採集を
行い、結果をわかりやすく記録す
る。
(思･判･表)植物の差異点や共通点
をもとに問題を見いだし，表現す
る。
(主学)身の回りの植物についてす
すんで関わり、他者と関わりなが
ら問題解決しようとするととも
に、学んだことを学習や生活に生
かそうとすることができる。

・自然の観察 ・校内にある植物を観察しよう！
・植物の名前をおぼえよう！
・植物には色、形、大きさなど、姿の違いを見つ
けよう！

8

(知及技）身近な昆虫を探したり
育てたりして観察することができ
る。
(思判表力)成長の過程に着目し、
調べる活動を通して、育ち方につ
いての理解や観察に関する技能を
身につけることができる。
(学･人)昆虫の飼育を通して、生
き物を大切にしようとする。

(知・技）虫眼鏡を正しく使い、
チョウの育ち方を確かめ、記録す
ることができる。
(思･判･表)チョウの育ちについ
て、差異点や共通点をもとに問題
を見いだし、その考えを他者に伝
わるように表現することができ
る。
(主学)継続的にチョウの世話をす
る中で、チョウの姿が変化する様
子に興味をもち，他者と関わりな
がら、すすんで問題を解決しよう
とする。

・昆虫の育ち方
[１]チョウの育ち方
[２]昆虫の体のつくり

・校内にいるオオゴマダラを見に行こう！
・幼虫は何を食べるかな？
・幼虫を捕りに行こう！
・成長過程を記録しよう！
・昆虫の体のつくり

２
学
期

7

(知及技）身近な植物を育て、観
察に関する理解や技能を身につけ
ることができる。
(思判表力)成長の過程に着目し、
育ち方について比較しながら調べ
差異点や共通点をもとに問題を見
いだして表現する。
(学･人)植物の栽培を通して、育
てるために必要なもの、条件に気
づき育てることができる。

(知・技）虫眼鏡やものさしを正
しく使い、育てている植物の育ち
を確かめ形や色、大きさなどの特
徴を捉え、記録することができ
る。
(思･判･表)育てている植物の育ち
について，差異点や共通点をもと
に問題を見いだし，その考えを他
者に伝わるように工夫して表現す
ることができる。
(主学)継続的に植物の世話をする
中で、ホウセンカの育ちに興味を
もち、他者と関わりながら、すす
んで問題を解決しようとする。

・植物の育ち方
[１]たねまき
[２]植物の育ち方と体のつ
くり

・葉を出したあと
・花をさかせたあと

4

(知及技）太陽と地面の様子との
関係について、影と太陽の位置関
係や地面のあたためられ方につい
ての理解や観察に関する技能を身
につけることができる。
(思判表力)日なたと日かげの様子
に着目して，それらを比較しなが
ら調べる活動を通して追究する中
で差異点や共通点をもとに問題を
見いだして表現する。
(学･人)太陽と地面の様子の観察
を通して、日常生活での事象に繋
げようとする。

(知・技）器具を正しく扱いなが
ら、影の向きと太陽の向きを確か
め，その結果をわかりやすく記録
することができる。
(思･判･表)影ができる向きについ
て、差異点や共通点をもとに問題
を見いだし、表現することができ
る。
(主学)身のまわりで見られる事象
をもとに、影のでき方について興
味をもち、他者と関わりながら、
すすんで問題を解決しようとす
る。

・地面の様子と太陽
[１]影のでき方と太陽の位
置
[２]日なたと日かげの地面
の様子
[３]太陽の進み方
[４]日光を当てたところの
明るさとあたたかさ

・影と太陽
・日なたと日かげ
・温度を計ろう
・光を集めよう

4

(知及技）磁石につく物や鉄の磁
化、磁石の極の特性についての理
解や実験に関する技能を身につけ
ることができる。
(思判表力)磁石の性質について，
磁石を身のまわりの物や他の磁石
に近づけたときの様子に着目し、
磁石の性質について追究する中で
差異点や共通点をもとに問題を見
いだして表現する。
(学･人)磁石の活用について考
え、生活の様々な場面で生かそう
とする。

(知・技）器具を正しく扱いなが
ら，磁石を物に近づけて何が磁石
につくかを確かめ，その結果をわ
かりやすく記録することができ
る。
(思･判･表)磁石につく物につい
て，差異点や共通点をもとに問題
を見いだし，その考えを他者に伝
わりやすいように工夫して表現す
ることができる。
(主学)身のまわりで見られる現象
をもとに，磁石につく物について
興味をもち，他者と関わりなが
ら，すすんで問題を解決しようと
する。

・じしゃくのふしぎ
[１]じしゃくに引き付けら
れるもの
[２]じしゃくと鉄

・じしゃく

留意点
引継ぎ等

令和７年度

単位数
／配当時

数
児童生徒

1/35

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）実験の流れを知り、観察のしかたを身に付けることができる。

(思判表力)身の回りの生物や植物の様子に関心を持ち、予想や仮説を立て発表することができる。
　
(学･人)自然事象に気づき、体験的に学んだことを日常生活で積極的に利用することができる。

1
学
期

３
学
期



中学部　１～３年（Ⅱ課程Aグループ）　音楽科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

音楽 ☆☆☆
[特別支援学校中学部知的障害者用

(文部科学省著作教科書 中学部数学科)］

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

5

(知及技）歌詞やリズムを意識し
て歌う。
(思･判･表)いろいろなパターンの
動きを覚えて表現する。
(学･人)友人と動きを合わせて楽
しく踊ることができる。

(知・技）歌詞やリズムを意識し
て歌おうとしている。
(思･判･表)いろいろなパターンの
動きを覚えて表現している。
(学･人)友人と動きを合わせて楽
しく踊っている。

身体表現 ・歌詞やメロディーを覚える。
・ダンスの動きを１つずつ確認しながら表現す
る。
・両手に旗を持ってみんなでダンスをする。

11

(知及技）楽譜を見て簡単な楽曲
を演奏することができる。
(思･判･表)テンポに合わせて演奏
することができる。
(学･人)鍵盤楽器を演奏すること
の楽しさに気付くことができる。

(知・技）楽譜を見て簡単な楽曲
を演奏している。
(思･判･表)テンポに合わせて演奏
している。
(学･人)鍵盤楽器を演奏すること
の楽しさに気付いている。

器楽 ・鍵盤で音階を演奏する。
・個人で演奏する曲に取り組む。
・キーボードで合奏をする。

10

(知及技）画面の音符を見ながら
自分の身体を鳴らすことができ
る。
(思･判･表)好きな音符を組み合わ
せてリズムを作ることができる。
(学･人)みんなで表現することの
楽しさを味わうことができる。

(知・技）画面の音符を見ながら
自分の身体を鳴らしている。
(思･判･表)好きな音符を組み合わ
せてリズムを作っている。
(学･人)みんなで表現することの
楽しさを味わおうとしている。

身体表現 ・画面を見ながら、音楽に合わせて身体のいろい
ろな部分の音を鳴らす。
・好きな音符を選び創作をする。
・組み合わせたリズムを演奏する。

15

(知及技)歌詞やリズムを意識して
歌う。
(思･判･表)手話で表現することが
できる。
(学・人)演奏や表現を友人と合わ
せて楽しく表現できる。

(知・技)歌詞やリズムを意識して
歌っている。
(思･判･表)手話で表現しようとし
ている。
(学・人)演奏や表現を友人と合わ
せて楽しく表現している。

身体表現 ・音楽を聴いて旋律やリズムを覚える。
・歌詞を１つ１つ確認しながら手話に取り組む。
・音楽に合わせて手話で表現する。

15

(知及技)楽器を使って自分のパー
トの音を演奏することができる。
(思･判･表)周りの音を聴きながら
演奏することができる。
(学・人)鍵盤や打楽器で合奏でき
る。

(知・技)楽器を使って自分のパー
トの音を演奏している。
(思･判･表)周りの音を聴きながら
演奏している。
(学・人)鍵盤や打楽器で合奏して
いる。

合奏 ・個人練習を行い、自分のパートのリズムや旋律
を覚える。
・パート練習を通して、周りと音を合わせて練習
に取り組む。
・メロディーパートと伴奏パートに分けて練習を
行い、全体合奏をする。

7

(知及技)音楽の特徴や背景につい
て知ることができる。
(思･判･表)曲や演奏のよさを感じ
取って聴くことができる。
(学・人)音楽のよさや美しさを味
わって聴くことができる。

(知・技)音楽の特徴や背景につい
て知ろうとしている。
(思･判･表)曲や演奏のよさを感じ
取って聴こうとしている。
(学・人)音楽のよさや美しさを味
わって聴こうとしている。

鑑賞 ・作曲家や曲の特徴について確認をする。
・クラシック音楽が現代音楽にリメイクされてい
る曲などを紹介し、おもしろさに気付くことがで
きるようにする。
・様々なジャンルの曲に取り組み、興味関心が高
められるようにする。

7

(知及技)三線を良い姿勢で弾くこ
とができる。
(思･判･表)工工四を見ながら演奏
することができる。
(学・人)曲を聴きながらタイミン
グを合わせて三線の弦を鳴らすこ
とができる。

(知・技)三線を良い姿勢で弾いて
いる。
(思･判･表)工工四を見ながら演奏
している。
(学・人)曲を聴きながらタイミン
グを合わせて三線の弦を鳴らして
いる。

器楽 ・三線の正しい持ち方や姿勢を確認する。
・開放弦の３つの音を鳴らして演奏する。
・音楽に合わせて演奏する。

令和７年度

単位数
／配当時

数
児童生徒

70

留意点
引継ぎ等

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等

評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
音楽表現を楽しむために必要な身体表現、器楽、歌唱、音楽づくりの技能を身につける。
(思判表力)
音や音楽を味わいながら聴くことができる。
(学･人)
進んで音や音楽に関わり、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。

1
学
期

２
学
期

３
学
期



中学部１～３年（Ⅱ課程）Aグループ　美術科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

なし

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

留意点
引継ぎ等

・用具の名称を確認したり、使い方の実演を提示したりする。
・制作に用いる材料を提示し、触れる時間を設けたり、工夫する方法を参考作品や動画を通して伝えたりする。
・主体的に取り組めるよう、生徒の関心のある素材を選ぶ。

令和7年度

単位数
／配当時

数
児童生徒

2/70

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）造形的な視点について気づき、材料や用具の扱い方に親しむとともに、表し方を工夫する技能を身に付けるようにする。

(思判表力)表したいことや表し方などについて考えたり、身近な作品から自分の見方や感じ方を広げたりすることができるように
する。

(学･人)美術を楽しむ心情を育み、生活や社会に生かそうとする態度を養う。

1
学
期

２
学
期

３
学
期

13
週

(知・技）
・顔の角度、表情やしぐさ、背景な
どに注目して表す。
・インク、ローラーなど、版画で使
う用具の扱い方を身に付ける。

(思･判･表)
・今の気持ちや顔のイメージなどを
基に、構想を練る。
・材料を基に、自画像の表し方を発
想する。

(主学)
・今の気持ちを見つめ、自画像で表
すことに関心を持ち、意欲的に取り
組もうとする。
・主体的に制作活動に取り組み、自
分なりに工夫しようとする。

(知・技）
・顔の特徴に注目して、自分なりに
表し方を工夫している。
・版画で使う用具の扱い方を身につ
けている。

(思･判･表)
・心情や顔の雰囲気などを基に、絵
の構想を練っている。
・材料の特性を基に、表し方を発想
している。

(主学)
・主体的に、表すことに取り組んで
いる。

「自画像をつくろう」
・版画で表現する
（版の制作、刷り、着彩）

・版画で使う用具の特性を知る。
・用具の扱い方を身につける。
・自分と向き合い、表し方を発想する。
・他者の作品を鑑賞する。

15
週

(知・技)
・水彩絵の具を使って、工夫して表
すことができる。

(知・技）
・粘土の特性や質感に注目して表
す。

(思･判･表)
・学校行事の内容を基に、表したい
ことを発想することができる。

(思･判･表)
・紙粘土の感触を基に、表したいこ
とを発想することができる。

(主学)
・水彩絵の具や粘土の特性を生かし
てつくることに関心を持ち、意欲的
に取り組もうとする。

(知・技）
・水彩絵の具を使って、自分なりに
表し方を工夫している。

(知・技）
・粘土の特徴に注目して表してい
る。

(思･判･表)
・学校行事の内容を基に、表したい
ことを発想している。

(思･判･表)
・紙粘土の感触を基に、表したいこ
とを
発想している。

(主学)
・主体的に、表すことに取り組んで
いる。

「学校行事のポスターをつく
ろう」
・絵画で表現する

「小物をつくろう」
・立体で表現する

・水彩絵の具や粘土の特性を知る。
・用具の扱い方を身につける。
・学校行事のポスターの表し方を発想する。
・他者の作品を鑑賞する。

7
週

(知・技）
・１年間で制作した作品を、工夫し
て作品集にまとめることができる。

(思･判･表)
・心に残っている１年間の思い出を
発想し、絵に表すことができる。

(主学)
・卒業式の壁画を作る活動に、楽し
く取り組もうとする。

(知・技）
・１年間で制作した作品を、工夫し
て作品集にまとめている。

(思･判･表)
・心に残っている１年間の思い出を
発想し、絵に表している。

(主学)
・卒業式の壁画を作る活動に、楽し
く取り組んでいる。

「作品集をつくろう」
・作品をのり付けする

「卒業式の壁画をつくろう」
・体育館の装飾を制作する。

・材料や用具の特性を知る。
・１年間のまとめとして、作品集を制作す
る。
・他者の作品を鑑賞する。



中学部１～３年（Ⅱ課程）Bグループ　美術科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

なし

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

7
週

(知・技）
・１年間で制作した作品を、作品集
にまとめることができる。

(思･判･表)
・心に残っている出来事を思い出
し、絵に表すことができる。

(主学)
・卒業式の壁画を作る活動に、楽し
く取り組もうとする。

(知・技）
・１年間で制作した作品を、作品集
にまとめている。

(思･判･表)
・心に残っている出来事を思い出
し、絵に表している。

(主学)
・卒業式の壁画を作る活動に、楽し
く取り組んでいる。

「作品集をつくろう」
・作品をのり付けする

「卒業式の壁画をつくろう」
・体育館の装飾を制作する。

・のりの扱い方を身につける。
・作品集をつくる。
・卒業式の壁画をつくる。

(知・技）
・材料（小さくちぎった画用紙や
ボール紙、シールなどの身近な材
料）を、貼り付けて版をつくってい
る。
・版画で使う用具の扱い方を身につ
けている。

(思･判･表)
・身近な材料を貼り、面白さや楽し
さを感じ取っている。

(主学)
・主体的に制作活動に取り組み、自
分なりに工夫している。
・進んで鑑賞の活動に取り組んでい
る。

「版画をつくろう」
（版の制作、刷り、着彩）

・版画で使う材料を貼り付ける。
・版画で使う用具の扱い方を身につける。
・他者の作品を鑑賞する。

15
週

(知・技)
・水彩絵の具を使って、画用紙に色
を塗ることができる。

(知・技）
・粘土を使って、「ちぎる」「丸め
る」「広げる」などの動きができ
る。

(思･判･表)
・学校行事の内容を基に、絵（ポス
ター）に表すことができる。

(思･判･表)
・紙粘土の感触を味わい、表したい
ことを思い付くことができる。

(主学)
・水彩絵の具や粘土の特性を生かし
てつくることに関心を持ち、意欲的
に取り組もうとする。
・絵画の人物になりきる鑑賞活動
に、進んで取り組もうとする。

(知・技）
・水彩絵の具を使って、画用紙に色
を塗っている。

(知・技）
・粘土を使って、「ちぎる」「丸め
る」「広げる」などの動きをしてい
る。

(思･判･表)
・学校行事の内容を基に、絵（ポス
ター）に表している。

(思･判･表)
・紙粘土の感触を味わい、表したい
ことを思い付いている。

(主学)
・主体的に、表すことに取り組んで
いる。

・絵画の人物になりきる鑑賞活動
に、進んで取り組んでいる。

「学校行事のポスターをつく
ろう」
・絵画で表現する

「小物をつくろう」
・立体で表現する

・絵の具の扱い方を身につける。
・学校行事のポスターをつくる。
・小物（マグネット等）をつくる。
・他者の作品を鑑賞する。

留意点
引継ぎ等

・用具の名称を確認したり、使い方の実演を提示したりする。
・制作に用いる材料を提示し、触れる時間を設けたり、工夫する方法を参考作品や動画を通して伝えたりする。
・主体的に取り組めるよう、生徒の関心のある素材を選ぶ。

令和7年度

単位数
／配当時

数
児童生徒

2/70

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）造形的な視点について気づき、材料や用具の扱い方に親しむとともに、表し方を工夫する技能を身に付けるようにす
る。

(思判表力)表したいことや表し方などについて考えたり、身近な作品から自分の見方や感じ方を広げたりすることができるように
する。

(学･人)美術を楽しむ心情を育み、生活や社会に生かそうとする態度を養う。

1
学
期

２
学
期

３
学
期

13
週

(知・技）
・材料を貼り付けて版をつくること
ができる。

・インク、ローラーなど、版画で使
う用具の扱い方を身に付ける。

(思･判･表)
・身近な材料を貼り、表したいこと
を思いついたり、作品などの面白さ
や楽しさを感じ取ったりすることが
できる。

(主学)
・主体的に制作活動に取り組み、自
分なりに工夫しようとする。
・進んで鑑賞の活動に取り組もうと
する。



担当者 教科書/副教材

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価基準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

46

（知・技）運動の行い
方が分かり、基本的な
技能を身に付ける。

（思判表）自己の基礎
的運動能力や体力を知
り、課題を見つける。

（学・人）水泳のきま
りを守り、安全に留意
して泳ぐ。

（知・技）多様な動き
や水に親しみ、色々な
身体の動きを身につけ
たり、楽しさを感じる
ることができる。
（思判表）自己の課題
を見つけたり、目標を
設定したりすることが
できる。
（学・人）約束事をま
もり、安全に留意して
行動している。

①体つくり運動

②水泳

①体ほぐしの運動（体操、リズム運
動、集団遊び）、体の動きを高める運
動（ウォーキング、サーキット運
動）、体力テスト

②もぐる・浮く運動、
 浮いて進む運動、泳ぐ運動

2
学
期

54

（知・技）各種目の行
い方が分かり、基本的
な技能を身に付ける。

（思判表）自己やチー
ムの課題を見つけ、解
決方法を考えたり工夫
したりする。他者に伝
える。
（学・人）各種の運動
に進んで取り組み、き
まりや簡単なルールな
どを守り、楽しく運動
する態度を養う。

（知・技）・ボール運
動の初歩的技能（握
る・投げる・拾う・蹴
る）を身につける。・
決められたレーンや距
離を最後まで全力で
走ったり、合図に反応
してスタートすること
ができる。・曲のリズ
ムに合わせてダンスを
楽しむことができる。
（思判表）自己やチー
ムの課題を見つけ、目
標を設定したり、作戦
を考えたりすることが
できる。
（学・人）きまりや簡
単なルールを守り、友
達と協力して運動を楽
しむことができる。

①球技

②陸上運動

③ダンス

①ゴール型(サッカー、バスケット)、
ネット型(ソフトバレー、バドミント
ン)、ベースボール型(キックベースボー
ル)

②短距離走・リレー
（50・100m走、バトンパス）

③エイサー、創作ダンス

年間目標

（知・技）運動の特性や行い方及び健康・安全について分かり、基本的な動きや技能を身に付ける。
（思判表）運動や健康な生活における自分の課題を見付けたり、他者に伝える力を養う。
（学・人）運動に進んで取り組み、きまりや簡単なスポーツのルールなどを守り友達と協力することができ
る。

令和 ７年度  中学部 1・２・３年（Ⅱ課程A）  保健体育科 年間指導計画
単位数/
配当時数

生徒について

4/140



3
学
期

28

（知・技）各種目の行
い方が分かり、基本的
な技能を身に付ける。

（思判表）自己やチー
ムの課題を見つけ、解
決方法を考えたり工夫
したりする。

（学・人）各種の運動
に進んで取り組み、き
まりや簡単なルールな
どを守り、楽しく運動
する態度を養う。

（知・技）・ボール運
動の初歩的技能（握
る・投げる・拾う・蹴
る）を身につける。・
一定の距離や時間を自
分のペースで走った
り、歩いたりすること
ができる。
（思判表）自己やチー
ムの課題を見つけ、目
標を設定したり、作戦
を考えたりすることが
できる。
（学・人）きまりや簡
単なルールを守り、友
達と協力して運動を楽
しむことができる。

①陸上競技

②球技

①長距離走（時間走、決まった距離）

②ゴール型(サッカー、バスケット)、
ネット型(ソフトバレー、バドミント
ン)、ベースボール型(キックベースボー
ル)

通
年

12

（知・技）体の発育・
発達やけがの防止，病
気の予防などの仕方が
分かり、基本的な知識
及び技能を身に付け
る。
（思判表）自分の課題
を見付け、解決方法を
考えたり伝えたりでき
る。

（知・技）手洗い、う
がいや、衛生面におい
て、生活に必要な習慣
や態度を身に付けてい
る。
（思判表）自分の課題
について考えたり伝え
たりしている。

保健
①体の発育・発
達

②けがの防止

③病気の予防

①自分の体、性徴、身体各部の働き

②応急手当

③食事、運動、睡眠・休憩、身辺の清
潔、ストレスへの対処法

留意事項
引継ぎ等



担当者 教科書/副教材

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価基準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

46

（知・技）運動の行い
方が分かり、基本的な
技能を身に付ける。
（思判表）体を動かす
ことの楽しさや心地よ
さを表現できるように
する。
（学・人）水泳のきま
りを守り、安全に留意
して泳ぐ。

（知・技）多様な動きや水に親しみ、色々な身体の動
きを身につけたり、楽しさを感じることができる。
（思判表）言葉だけではなく、表情や身振りなど多様
な表現の方法で、楽しさや心地よさを他者に伝えるこ
とができる。
（学・人）約束事をまもり、教師と一緒に安全に行動
している。

①体つくり運動

②水泳

①体ほぐしの運動（体操、リズム運動、集団遊
び）、体の動きを高める運動（ウォーキング、
サーキット運動）

②もぐる・歩く・浮く運動

2
学
期

54

（知・技）各種目の行
い方が分かり、基本的
な技能を身に付ける。

（思判表）体を動かす
ことの楽しさや心地よ
さを表現できるように
する。
（学・人）各種の運動
に進んで取り組み、き
まりや簡単なルールな
どを守り、楽しく運動
する態度を養う。

（知・技）・ボール運動の初歩的技能（握る・投げ
る・拾う・蹴る）を身につける。・決められたレーン
や距離を最後まで全力で走ったり、合図に反応してス
タートすることができる。・曲のリズムに合わせてダ
ンスを楽しむことができる。

（思判表）言葉だけではなく、表情や身振りなど多様
な表現の方法で、楽しさや心地よさを他者に伝えるこ
とができる。

（学・人）きまりや簡単なルールを守り、教師や友達
と協力して運動を楽しむことができる。

①球技

②陸上運動

③ダンス

①ゴール型(サッカー、バスケット)、ネット型
(ソフトバレー、バドミントン)、ベースボール
型(キックベースボール)

②短距離走・リレー
（30・50・100m走、バトンパス）

③エイサー、創作ダンス

3
学
期

28

（知・技）各種目の行
い方が分かり、基本的
な技能を身に付ける。

（思判表）体を動かす
ことの楽しさや心地よ
さを表現できるように
する。
（学・人）各種の運動
に進んで取り組み、き
まりや簡単なルールな
どを守り、楽しく運動
する態度を養う。

（知・技）・ボール運動の初歩的技能（握る・投げ
る・拾う・蹴る）を身につける。・一定の距離や時間
を自分のペースで走ったり、歩いたりすることができ
る。
（思判表）言葉だけではなく、表情や身振りなど多様
な表現の方法で、楽しさや心地よさを他者に伝えるこ
とができる。

（学・人）きまりや簡単なルールを守り、友達と協力
して運動を楽しむことができる。

①陸上競技

②球技

①長距離走（時間走、決まった距離）

②ゴール型(サッカー、バスケット)、ネット型
(ソフトバレー、バドミントン)、ベースボール
型(キックベースボール)

通
年

12

（知・技）体の発育・
発達やけがの防止，病
気の予防などの仕方が
分かり、基本的な知識
及び技能を身に付け
る。
（思判表）自分の課題
を見付け、解決方法を
考えたり伝えたりでき
る。

（知・技）手洗い、うがいや、衛生面において、生活
に必要な習慣や態度を身に付けている。
（思判表）自分の課題について考えたり伝えたりして
いる。

保健
①体の発育・発
達

②けがの防止

③病気の予防

①自分の体、性徴、身体各部の働き

②応急手当

③食事、運動、睡眠・休憩、身辺の清潔

年間目標

（知・技）様々な運動や健康・安全に取り組み、基本的な動きや健康な生活に必要な事柄を身につける。
（思判表）運動や健康・安全における自分の課題に取り組んだり、他者に伝えたりする力を養う。
（学・人）運動に親しみ、健康の保持増進と体力の向上を目指し、友達と協力することができる。

留意事項
引継ぎ等

令和 ７年度  中学部 1・２・３年（Ⅱ課程B）  保健体育科 年間指導計画
単位数/
配当時数

生徒について

4/140



担当者 教科書／副教材

たのしい職業科、進路学習、プログラミング

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

2

(知及技）学習の概要を知ることがで
きる。働くうえでの心得を知る。
(思判表力)覚えた心得を活動内で実践
していくことができる。
(学･人)これからの学習活動に興味を
持つことができる。

(知・技）学習導入時の質問に対する
応答により確認。
(思･判･表)学習導入時の質問に対する
応答と心得の確認。
(主学)挨拶や返事、ミーティング時の
発表等の声の大きさや態度。

◎オリエンテーション ・オリエンテーション：職業分野についての学習内容
について説明。
・「働くための心得」の説明：「挨拶返事をきちんと
しよう」「時間を守ろう」「身なりをととのえよう」
「道具は安全に丁寧に使おう」「仲間と協力しよう」
「最後まで頑張ろう」を伝える。

(知及技)文字入力ができる｡インター
ネットを使い検索できる.
(思判表力)パソコンを使い発表ができ
る｡また､行事や商品の案内や必要な書
類作成ができる｡必要な情報を検索で
きる。
(学･人)パソコンに興味･関心を持つこ
とができる.自身の学習､余暇活動に取
り入れることができる。

(知・技)パソコンの基本操作ができる
(電源起動､文字入力、マウスの活用
等)｡
(思･判･表)チラシやポスターの作成が
できる｡発表やプレゼンができる｡パソ
コンを使い調べものができる｡
(主学)パソコンや情報機器を学習及び
余暇活動に取り入れている。

◎パソコン学習（情報基礎） ・ワード、エクセルの使用、基本操作
　（文字入力、表･図･写真の挿入、レイアウト 等）
・インターネット検索（調べもの練習）
・パワーポイントの使用

(知及技)鍋敷きやワゴンの工程を知る
ことができる。
(思判表力)安全に気をつけて背金を
持って任された工程を集中して取り組
むことができる。（安全面）
(学･人)ほうれんそうができる。

(知及技)工具や工程の名称、使い方を
知ることができる。
(思判表力)工夫しながら作業工程に取
り組むことができる。作業場の整理整
頓（安全面）
(主学)自ら挨拶できる。他者とのコ
ミュニケーションが進んでできる｡ほ
うれんそうができる。

◎木材加工 ・鍋敷き、キャスターワゴン等を作成
・けがき、ノコギリ引き、ペーパーがけ等
・販売準備

(知及技)育成物に適した生育環境が分
かる。
(思判表力)潅水や草取りのタイミング
がわかる。作物の収穫の時期が分か
る。
(学･人)花や作物の育成に興味･関心を
持つことができる。室外作業に慣れ
る。

(知・技)育成環境を保つことができ
る｡
(思･判･表)育成環境を保つため､潅水
や草取りをすることができる。作物の
成長を観察できる。
(主学)花や作物を丁寧に育てることが
できる。

◎農園芸作業 ・花、作物の育成
　育成環境の整備、潅水、収穫 等
・販売（計量、袋詰め 等）

(知及技)ホウキ､モップ､ワイパー等、
清掃用具の使い方が分かる｡場所ごと
の適した清掃方法が分かる｡道具の手
入れの仕方が分かる｡
(思判表力)場所ごとに適した用具と方
法で清掃できる｡
(学･人)清掃活動に興味･関心を持つこ
とができる｡

(知・技)清掃用具を正しく使い､各場
所をきれい片付けることができる｡用
具の手入れができる｡
(思･判･表)隙間等､細かな箇所まで清
掃できる｡道具を工夫してきれいにで
きる｡
(主学)自ら進んで清掃活動ができる｡

◎清掃活動 ・清掃道具の使い方（ホウキ、モップ、ワイパー
等）
・道具の手入れ
・清掃場所ごとの清掃方法（廊下､靴箱､広場､トイレ
等）
・車の洗い方

(知及技)接客マナー(言葉づかい､接客
姿勢 等)が分かる｡飲食物の準備がで
きる｡
(思判表力)お客様に丁寧に接すること
ができる｡道具を清潔に保つことがで
きる｡
(学･人)販売に興味･関心を持ち､お客
とのやり取りができる｡

(知及技)丁寧な接客対応ができる｡飲
食物の準備ができる(お茶､珈琲､茶菓
子等)
(思判表力)接客､受注､準備､片付けの
一連の流れができる。
(主学)自ら挨拶できる。他者とのコ
ミュニケーションが進んでできる｡

◎販売学習（接客） ・販売接客練習
　（案内、会計、言葉づかい 等）
・商品の準備
・活動環境の整備

(知及技)ルールを守り計画通りに買い
物やボランティア活動ができる。
(思判表力)校内での学習を活かし皆と
協力しながら楽しく活動ができる。
(学･人)学校外の環境に慣れ学習活動
ができる｡ボランティア活動に参加で
きる｡

(知・技）自ら計画ができる。計画通
りに取り組める｡校外の方への言葉づ
かい｡
(思･判･表)臨機応変な対応。困ったと
きの行動、協力できたか。
(主学)自ら挨拶できる。他者とのコ
ミュニケーションが進んでできる｡ボ
ランティア活動に参加できる｡

◎校外学習 ・買い物学習
・ボランティア活動（学校周辺の清掃活動 等

(知及技)働くための基本事項を覚え
る｡
(思判表力)働くための心得を学習内で
守ることができる｡
(学･人)働くことに興味･関心を持つこ
とができる｡

(知・技)心得の質問に答える。
(思･判･表)学校生活で心得を活かすこ
とができる(進んで挨拶､服装を整える
等)｡
(主学)自己の将来に興味･関心を持つ
ことができる｡

◎働くための心得 ・働くための心得
　｢挨拶、返事｣｢時間を守る｣｢身なり｣｢道具の使い方｣
　｢協力連携｣｢報告､連絡､相談｣｢言葉づかい｣　等

３
学
期

2

(知及技)これまでの学習を思い出すこ
とができる｡
(思判表力)自身の学習の振り返りがで
き､他者の前で発表できる｡
(学･人)学習を振り返り､自身の将来へ
の活動に取り入れることができる｡

(知・技)これまでの学習を思い出すこ
とができる｡
(思･判･表)学習の思い出を絵や写真､
パソコン等を使い､仲間の前で発表で
きる｡
(主学)自身の将来について興味･関心
を持ち学習できる｡

◎まとめ ・学習の振り返り
・発表

通
年

66

留意点
引継ぎ等

・学習能力や実態にあわせて学習計画を行う。
・学習の状態、状況に応じて、グループ分けを行い学習する場合もある。また、他の学習グループと協力して学習を行う場合もある。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）・学習の中で学習環境や（室内・外、調理環境 等）素材、道具の感覚を身に付け、将来必要な基盤を育てる。
　　　　 ・学習を通し、生活及び働くために必要な知識、技能、態度を身に付ける。
　　　　 ・道具や機械などの使い方を理解し、安全に衛生的に取り扱う技術を身に付ける。
(思判表力)・様々な環境や素材、道具の感覚を身に付け、喜びや、楽しむ感覚を育てる。
　　　　　・学習を通し日常生活や社会生活の基盤となる資質、態度を育てる。
　　　　　・学習を通し通し地域・社会への興味・関心を広げる。
(学･人)・学習の中で、将来への興味・関心を広げ、生活していく力と働く意欲を育てる。
　　　 ・社会生活の中で他者と協力するための態度を育てる。

令和7年度　中学部　１～３年（Ⅱ課程A）　職業・家庭/職業分野　年間指導計画

単位数
／配当時数 児童生徒

２/70



担当者 教科書／副教材

たのしい職業科、進路学習、プログラミング

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

2

(知及技）学習の概要を知ることがで
きる。働くうえでの心得を知る。
(思判表力)覚えた心得を活動内で実践
していくことができる。
(学･人)これからの学習活動に興味を
持つことができる。

(知・技）学習導入時の質問に対する
応答により確認。
(思･判･表)学習導入時の質問に対する
応答と心得の確認。
(主学)挨拶や返事、ミーティング時の
発表等の声の大きさや態度。

◎オリエンテーション ・オリエンテーション：職業分野についての学習内容
について説明。
・「働くための心得」の説明：「挨拶返事をきちんと
しよう」「時間を守ろう」「身なりをととのえよう」
「道具は安全に丁寧に使おう」「仲間と協力しよう」
「最後まで頑張ろう」を伝える。

(知及技)文字入力ができる｡インター
ネットを使い検索できる.
(思判表力)パソコンを使い発表ができ
る｡また､行事や商品の案内や必要な書
類作成ができる｡必要な情報を検索で
きる。
(学･人)パソコンに興味･関心を持つこ
とができる.自身の学習､余暇活動に取
り入れることができる。

(知・技)パソコンの基本操作ができる
(電源起動､文字入力、マウスの活用
等)｡
(思･判･表)チラシやポスターの作成が
できる｡発表やプレゼンができる｡パソ
コンを使い調べものができる｡
(主学)パソコンや情報機器を学習及び
余暇活動に取り入れている。

◎パソコン学習（情報基礎） ・ワード、エクセルの使用、基本操作
　（文字入力、表･図･写真の挿入、レイアウト 等）
・インターネット検索（調べもの練習）
・パワーポイントの使用

(知及技)鍋敷きやワゴンの工程を知る
ことができる。
(思判表力)安全に気をつけて背金を
持って任された工程を集中して取り組
むことができる。（安全面）
(学･人)ほうれんそうができる。

(知及技)工具や工程の名称、使い方を
知ることができる。
(思判表力)工夫しながら作業工程に取
り組むことができる。作業場の整理整
頓（安全面）
(主学)自ら挨拶できる。他者とのコ
ミュニケーションが進んでできる｡ほ
うれんそうができる。

◎木材加工 ・鍋敷き、キャスターワゴン等を作成
・けがき、ノコギリ引き、ペーパーがけ等
・販売準備

(知及技)育成物に適した生育環境が分
かる。
(思判表力)潅水や草取りのタイミング
がわかる。作物の収穫の時期が分か
る。
(学･人)花や作物の育成に興味･関心を
持つことができる。室外作業に慣れ
る。

(知・技)育成環境を保つことができ
る｡
(思･判･表)育成環境を保つため､潅水
や草取りをすることができる。作物の
成長を観察できる。
(主学)花や作物を丁寧に育てることが
できる。

◎農園芸作業 ・花、作物の育成
　育成環境の整備、潅水、収穫 等
・販売（計量、袋詰め 等）

(知及技)ホウキ､モップ､ワイパー等、
清掃用具の使い方が分かる｡場所ごと
の適した清掃方法が分かる｡道具の手
入れの仕方が分かる｡
(思判表力)場所ごとに適した用具と方
法で清掃できる｡
(学･人)清掃活動に興味･関心を持つこ
とができる｡

(知・技)清掃用具を正しく使い､各場
所をきれい片付けることができる｡用
具の手入れができる｡
(思･判･表)隙間等､細かな箇所まで清
掃できる｡道具を工夫してきれいにで
きる｡
(主学)自ら進んで清掃活動ができる｡

◎清掃活動 ・清掃道具の使い方（ホウキ、モップ、ワイパー
等）
・道具の手入れ
・清掃場所ごとの清掃方法（廊下､靴箱､広場､トイレ
等）
・車の洗い方

(知及技)接客マナー(言葉づかい､接客
姿勢 等)が分かる｡飲食物の準備がで
きる｡
(思判表力)お客様に丁寧に接すること
ができる｡道具を清潔に保つことがで
きる｡
(学･人)販売に興味･関心を持ち､お客
とのやり取りができる｡

(知及技)丁寧な接客対応ができる｡飲
食物の準備ができる(お茶､珈琲､茶菓
子等)
(思判表力)接客､受注､準備､片付けの
一連の流れができる。
(主学)自ら挨拶できる。他者とのコ
ミュニケーションが進んでできる｡

◎販売学習（接客） ・販売接客練習
　（案内、会計、言葉づかい 等）
・商品の準備
・活動環境の整備

(知及技)ルールを守り計画通りに買い
物やボランティア活動ができる。
(思判表力)校内での学習を活かし皆と
協力しながら楽しく活動ができる。
(学･人)学校外の環境に慣れ学習活動
ができる｡ボランティア活動に参加で
きる｡

(知・技）自ら計画ができる。計画通
りに取り組める｡校外の方への言葉づ
かい｡
(思･判･表)臨機応変な対応。困ったと
きの行動、協力できたか。
(主学)自ら挨拶できる。他者とのコ
ミュニケーションが進んでできる｡ボ
ランティア活動に参加できる｡

◎校外学習 ・買い物学習
・ボランティア活動（学校周辺の清掃活動 等

(知及技)働くための基本事項を覚え
る｡
(思判表力)働くための心得を学習内で
守ることができる｡
(学･人)働くことに興味･関心を持つこ
とができる｡

(知・技)心得の質問に答える。
(思･判･表)学校生活で心得を活かすこ
とができる(進んで挨拶､服装を整える
等)｡
(主学)自己の将来に興味･関心を持つ
ことができる｡

◎働くための心得 ・働くための心得
　｢挨拶、返事｣｢時間を守る｣｢身なり｣｢道具の使い方｣
　｢協力連携｣｢報告､連絡､相談｣｢言葉づかい｣　等

３
学
期

2

(知及技)これまでの学習を思い出すこ
とができる｡
(思判表力)自身の学習の振り返りがで
き､他者の前で発表できる｡
(学･人)学習を振り返り､自身の将来へ
の活動に取り入れることができる｡

(知・技)これまでの学習を思い出すこ
とができる｡
(思･判･表)学習の思い出を絵や写真､
パソコン等を使い､仲間の前で発表で
きる｡
(主学)自身の将来について興味･関心
を持ち学習できる｡

◎まとめ ・学習の振り返り
・発表

令和7年度　中学部　１～３年（Ⅱ課程B）　職業・家庭/職業分野　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

・体験的学習を中心に生徒の実態にあわせ活動計画を行う。
・学習の状態、状況に応じて、他の学習グループと協力して学習を行う場合もある。

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）・学習の中で、学習環境や（室内・外、調理環境 等）素材、道具の感覚を身に付け、将来必要な基盤を育てる。
　　　　 ・学習を通し、生活及び働くために必要な知識、技能、態度を身に付ける。
　　　　 ・道具や機械などの使い方を理解し、安全に衛生的に取り扱う技術を身に付ける。
(思判表力)・様々な環境や素材、道具の感覚を身に付け、喜びや、楽しむ感覚を育てる。
　　　　　・学習を通し日常生活や社会生活の基盤となる資質、態度を育てる。
　　　　　・学習を通し通し地域・社会への興味・関心を広げる。
(学･人)・学習の中で、将来への興味・関心を広げ、生活していく力と働く意欲を育てる。
　　　 ・社会生活の中で他者と協力するための態度を育てる。

通
年

66

単位数
／配当時数 児童生徒

２/70



中学部１～３年（Ⅱ課程B）　職業・家庭／家庭分野　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

「たのしい家庭科」（開隆堂）
「共に生きる家庭科」（開隆堂）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

6

（知及技）
「職業・家庭」の授業内容を知る。
（学・人）
担当教師に注目し、学習意欲を高め
る。
（思判表力）
他者に関心を持ち、ボールを渡す。

（知・技）
「職業・家庭」の学習内容のスライド
の方を関心を持って見ることができ
る。
（知・技）
自分の名前を呼んだ担当教師に気づ
き、反応することができる。
（思・判・表）
他者に関心を持ち、指示された人に
ボールを渡すことができる。

・オリエンテーション
・「職業・家庭」で何を学習
するの？
・まわりの人とよりよい関係
づくり

・「職業・家庭」を学ぶ意義について学ぶ。
・ボールを活用してまわりの人と積極的に関わろうと
するソーシャルスキルの向上を目指す。

8

（知及技）
人の成長過程のスライドの方を関心を
持って見る。
（思判表力）
新生児抱き人形に興味を持ち、優しく
触れる。

（知・技）
人の成長過程のスライドの方を関心を
持って見ることができる。
（思・判・表）
新生児人形に興味を持ち、優しく触れ
ることができる。

・自分の成長をふり返ろう
・子どもの成長

・新生児人形を使用した体験的な学習を行う。

12

（知及技）
簡単な調理や裁縫に必要な器具に触れ
ようとする。
（学・人）
味覚や嗅覚、触った感触で素材の良さ
を感じようとする。

（知・技）
簡単な調理や裁縫に必要な器具に触れ
ようとすることができる。
（主学）
味覚や嗅覚、触った感触で素材の良さ
を感じようとすることができる。

・調理実習の基礎
・沖縄の伝統的菓子「アガラ
サー」
・沖縄の行事食「ポーポー」
・被服実習の基礎

・沖縄の伝統的菓子や行事食に触れる。

14

（知及技）
衣生活に関連した絵カードや、絵本に
触れる。

（知・技）衣生活に関連した絵カード
や、絵本に触れることができる。

・季節に応じた被服の工夫

16

（知及技）
簡単な調理や裁縫に必要な器具に触れ
ようとする。
（学・人）
味覚や嗅覚、触った感触で素材の良さ
を感じようとする。

（知・技）
簡単な調理や裁縫に必要な器具に触れ
ようとすることができる。
（主学）
味覚や嗅覚、触った感触で素材の良さ
を感じようとすることができる。

・調理実習の基礎
・季節の果物を使った調理
「アップルパイ」
・被服実習の基礎

・旬の食材を使用することで季節感を感じることがで
きるようにする。

8

（知及技）
食生活に関連した絵カードや、絵本に
触れる。

（知・技）食生活に関連した絵カード
や、絵本に触れることができる。

・いろいろな食品を知ろう

6

（知及技）
簡単な調理や裁縫に必要な器具に触れ
ようとする。
（学・人）
調理の過程や出来上がりに対する関心
を高める。

（知・技）
簡単な調理や裁縫に必要な器具に触れ
ようとすることができる。
（主学）
行事を楽しむ調理を行うことを通し
て、調理の過程や出来上がりに対する
関心を高めることができる。

・調理実習の基礎
・行事食
・被服実習の基礎

・行事食に触れることで季節感を感じることができる
ようにする。

留意点
引継ぎ等

・始業時の挨拶時に、着席の姿勢や学習の準備が整っていることを確認し、学習に向かう気持ちを整えさせる。
・学習内容と関連した絵本を読み聞かせし、学習への意欲・関心を高めさせる。
・学習内容に応じて、適宜ICT機器を活用する。

令和７年度

単位数
／配当時

数
児童生徒

2／70

年間目標

(知及技）
家庭の中で自分の役割に気付き、生活の自立に必要な基礎的な理解を図り、それらに関わる技能を身に付ける。
　
(思判表力)
家庭生活に必要な事柄について触れ、課題や解決策に気付き、実践し、学習したことを伝えるなど日常生活における課題解決する力の基
礎を養う。
　
(学･人)
家族や地域の人々とのやり取りを通してよりよい生活の実現に向けて、生活を工夫しようとする実践的な態度を養う。

1
学
期

２
学
期

３
学
期



担当者 教科書／副教材

「たのしい家庭科」（開隆堂）
「共に生きる家庭科」（開隆堂）
「技術・家庭学習ノート」（沖縄県中学校技術・
家庭科研究会）ほか

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

6

（知及技）
「職業・家庭」の授業内容を知る。

（学・人）
自分の目標を立て、学習意欲を高め
る。
（思判表力）
まわりの人を大切にする気持ちを持
ち、よりよい関わり方について気付
き，それらを他者に伝える。

（知・技）
「職業・家庭」の学習内容を理解して
いる。
（主学）
自分の目標を持ち、学習意欲を高めよ
うとしている。
（思・判・表）
まわりの人を大切にする気持ちを持
ち、よりよい関わり方について気付
き，それらを他者に伝えることができ
る。

・オリエンテーション
・「職業・家庭」で何を学習
するの？
・自立と衣食住の大切さ
・まわりの人とよりよい関係
づくり

・「職業・家庭」を学ぶ意義について学ぶ。
・まわりの人とよりよい関係をつくるにはどうしたら
よいか考える手立てとして「ちくちくことば」「ふわ
ふわことば」について考える。
・すごろくを活用してまわりの人と積極的に関わろう
とするソーシャルスキルの向上を目指す。

8

（知及技）
自分の成長に気づき、成長過程を知
る。子どもの成長や適切な関わり方を
知る。
（思判表力）
妊娠中の生活を知ることで、母親の気
持ちを考える。

（知・技）
自分の成長に気づき、成長過程を知
る。子どもの成長や適切な関わり方を
理解している。
（思・判・表）
妊娠中の生活を知ることで、母親の気
持ちを考えることができる。

・自分の成長をふり返ろう
・子どもの成長

・模擬妊婦体験や新生児人形を使用した体験的な学習
を行う。
・自分の人生の中で、今どんな時期なのかを知り、過
去の自分、今の自分、未来の自分について思いを巡ら
せながら「わたし絵本」の制作を行う。

12

（知及技）
簡単な調理の仕方や手順について知
り、調理する。
（思判表力）（学・人）
調理計画に沿って，調理の手順や仕方
を工夫する。
（知及技）
安全に注意して小物製作を行う。

（知・技）
簡単な調理の仕方や手順について知
り、調理できる。
（思・判・表）（主学）
調理計画に沿って，調理の手順や仕方
を工夫している。
（知・技）
安全に注意して小物製作ができる。

・調理実習の基礎
・沖縄の伝統的菓子「アガラ
サー」
・沖縄の行事食「ポーポー」

・被服実習の基礎
・基礎縫い

・調理室や調理道具の使い方を学び、安全面・衛生面
に配慮した調理ができるようにする。
・沖縄の伝統的菓子や行事食に触れ、郷土の文化への
理解を深める。

・被服室や裁縫道具の使い方を学び、安全面に配慮し
た製作ができるようにする。

16

（知・技）
場面に応じた日常着の着方や手入れの
仕方などについて知り，実践する。
（思判表力）
日常着の着方や手入れの仕方に気付
き，工夫する。

（知・技）
場面に応じた日常着の着方や手入れの
仕方などについて知り，実践できる。
（思判表力）
日常着の着方や手入れの仕方に気付
き，工夫している。

・季節に応じた被服の工夫
・衣服の手入れの仕方

・季節に応じた被服の工夫を考える。
・衣服の手入れの仕方（アイロンのかけ方、たたみ
方、洗濯機の使い方）
・身の回りの整理整頓、身だしなみを整えることの大
切さを知る。

14

（知・技）
簡単な調理の仕方や手順について知
り、調理する。
（思判表力）（学・人）
調理計画に沿って，調理の手順や仕方
を工夫する。
（知・技）
安全に注意して小物製作を行う。

（知・技）
簡単な調理の仕方や手順について知
り、調理できる。
（思・判・表）（主学）
調理計画に沿って，調理の手順や仕方
を工夫している。
（知・技）
安全に注意して小物製作ができる。

・調理実習の基礎
・季節の果物を使った調理
「アップルパイ」
・パーティーをしよう「ピ
ザ」

・被服実習の基礎

・調理室や調理道具の使い方を学び、安全面・衛生面
に配慮した調理ができるようにする。
・旬の食材を使用することで季節感を感じることがで
きるようにする。
・パーティーを企画して実行する。

・被服室や裁縫道具の使い方を学び、安全面に配慮し
た製作ができるようにする。

8

（知及技）
健康な生活と食事の役割や日常の食事
の大切さを理解する。
（思判表力）
日常の食事の大切さや規則正しい食事
の必要性を考え，表現すること。

（知・技）
健康な生活と食事の役割や日常の食事
の大切さを理解している。
（思・判・表）
日常の食事の大切さや規則正しい食事
の必要性を考え，表現できる。

・バランスのよい食事をしよ
う
・簡単な朝食を考えよう

・食事の役割とはたらき、バランスについて知りる。
・栄養バランスを考えた簡単な朝食を考えてみる。

6

（知及技）
簡単な調理の仕方や手順について知
り、調理する。
（思判表力）（学・人）
調理計画に沿って，調理の手順や仕方
を工夫する。
（知及技）
安全に注意して小物製作を行う。

（知・技）
簡単な調理の仕方や手順について知
り、調理できる。
（思・判・表）（主学）
調理計画に沿って，調理の手順や仕方
を工夫している。
（知・技）
安全に注意して小物製作ができる。

・調理実習の基礎
・簡単な朝食の調理

・被服実習の基礎
・基礎縫い

・調理室や調理道具の使い方を学び、安全面・衛生面
に配慮した調理ができるようにする。
・栄養バランスを考えた簡単な朝食を作る。

・被服室や裁縫道具の使い方を学び、安全面に配慮し
た製作ができるようにする。

令和７年度　中学部１～３年（Ⅱ課程A）　職業・家庭／家庭分野　年間指導計画

留意点
引継ぎ等

・始業時の挨拶時に、着席の姿勢や学習の準備が整っていることを確認し、学習に向かう気持ちを整えさせる。
・季節行事等の身近な話題を挙げ、学習内容との関係性を示しながら、学習への関心・意欲を高めさせる。
・学習内容と関連した絵本を読み聞かせし、学習への意欲・関心を高めさせる。
・学習内容に応じて、適宜ICT機器を活用する。

単位数
／配当時

数
児童生徒

2／70

年間目標

(知及技）
家庭の中で自分の役割に気付き、生活の自立に必要な基礎的な理解を図り、それらに関わる技能を身に付ける。
　
(思判表力)
家庭生活に必要な事柄について触れ、課題や解決策に気付き、実践し、学習したことを伝えるなど日常生活における課題解決する力の基
礎を養う。
　
(学･人)
家族や地域の人々とのやり取りを通してよりよい生活の実現に向けて、生活を工夫しようとする実践的な態度を養う。

1
学
期

２
学
期

３
学
期



中学部　１～３年（Ⅱ課程Bグループ）　英語科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

Genki English 　　The singing walrus
すきるまドリル
Baby bus
Maple leaf learnig

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

12

2
学
期

15

3
学
期

8

留意点
引継ぎ等

・始業の挨拶時に、着席の姿勢や学習道具の準備が整っていることを確認し、学習に向かう気持ちを整えさせる。
・季節行事や学校行事などの身近な話題を挙げ、学習内容との関係性を示しながら、学習への関心・意欲を高めさせる。
・予め学習目標と活動の流れ、本時の着地点を示すことで、学習活動に見通しを持たせる。
・体を動かしたり、声を出したりする言葉遊び・ゲーム・発声練習を取り入れ、学習活動にメリハリをつける。
・個々の活動の進捗に合わせて、個別の支援や発展的な課題の提示を行う。
・五感を刺激する活動を多く取り入れる。

令和７年度

単位数
／配当時

数
児童生徒

35

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）
外国語の音声や歌を聞いて反応したり、楽しんだりする。
簡単な英語表現を発声したり、問いかけに答えたりする。
(思判表力)
外国語で話しかけられた際に反応したり注目したりすることができる。
外国語の意味に合わせて体を動かすことができる。
(学･人)
外国の映像に興味を示したり、外国の文化にすすんで触れようとしている。

（知及技）
他者からの外国語での呼びかけに反応し、
注意を向けることができる。

（知及技）
外国語の音声や音楽を聞いて外国語に慣
れ親しむ。

(知及技）
英語のリズムやアクセントを真似して発声す
ることができる。

（知及技）
外国語が指す物の意味を理解している。

(思判表力)
簡単な動作の英語表現に触れ、体を動かし
て表現することができる。

（思判表力）
身近で簡単な英語表現について、注目して
見聞きすることができる。

(学･人)
英語の歌や映像に興味を持ち、外国語に親
しんでいる。

（学・人）
外国の風景や映像に注目し、雰囲気を味わ
おうとしている。

（知及技）
他者からの外国語での呼びかけに反
応し、注意を向けることができる。

（知及技）
外国語の音声や音楽を聞いて外国語
に慣れ親しむ。

(知及技）
英語のリズムやアクセントを真似して
発声することができる。

（知及技）
外国語が指す物の意味を理解してい
る。

(思判表力)
簡単な動作の英語表現に触れ、体を
動かして表現することができる。

（思判表力）
身近で簡単な英語表現について、注目
して見聞きすることができる。

(学･人)
英語の歌や映像に興味を持ち、外国語
に親しんでいる。

（学・人）
外国の風景や映像に注目し、雰囲気を
味わおうとしている。

あいさつ
ウォームアップ

自己紹介

ボディーパーツ

カラー

クラスルームイング
リッシュ

リアクション

ハロウィン

クリスマス

カウントダウン

英語でじゃんけん

・あいさつの歌に合わせて身体を動かす。
・簡単な動詞を聞いて身体を動かす。

・”I’ｍ～.”に合わせて胸を叩いたり、自分を指し
たりして自己紹介をする。

・身体の部位を触って英語表現と結びつける。
・”Open””Close”の歌に合わせて身体を動か
す。

・色紙を掴んでとり、”I like ～.”と好きな色を言
う。

・教室にある物の英語表現を学習し、英語を聞い
て触れたり探したりする。

・様々な感嘆表現を用いて、表情や身振りを工夫
しながらリアクションする。

・ハロウィンの仮装をしてパーティーをする。

・スタンプや指、ちぎり絵などを用いて家族にクリ
スマスカードを作成する

・世界の新年のカウントダウンと花火を見て外国の
雰囲気を味わう。

・じゃんけんの札をつかんで英語でジャンケンをし
よう



中学部　１～３年（Ⅱ課程Aグループ）　英語科　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

Genki　English
すきるまドリル
Baby bus
Maple learnig

学
期

時
数

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

1
学
期

12

(知及技）
あいさつの英語表現を理解し、使う
ことができる。
英語の音声を聞き、発音やアクセン
トを真似て発言することができる。

（知及技）
アルファベットを識別することがで
き、正しい順番がわかる。

(思判表力)
自分の名前や好みなどを簡単な語
や基本的な表現を用いて表現するこ
とができる。

(学･人)
英語を話す楽しさを味わい、意欲的
に外国語に親しんでいる。

(知・技）
外国語を用いてあいさつや簡単なや
りとりをしようとしている。

(知・技)
アルファベットの音と形を覚えてい
る。アルファベットを読んだり書いた
りしようとしている。

(思･判･表)
コミュニケーションを行う目的や場
面、状況などに応じて情報や考えな
どを表現しようとしている。

(主学)
外国語に親しみを持ち、意欲的に外
国語を使う姿勢が見られる。

あいさつ

自己紹介

日付・曜日
数字１～３０

一般動詞

アルファベット

・あいさつの英語表現と、各国の「こんにち
は」をその国の言葉で言おう

・自己紹介プリントを用いて英語で自己紹介
をしよう

・日付と曜日の確認、自分の誕生月を英語で
言おう

・ジェスチャーゲームを通して一般動詞を覚
えよう

・アルファベットの歌を歌おう
・プリント学習で理解を深めよう

2
学
期

15

(知及技）
外国の文化や行事に触れ、関係する
英語表現を理解することができる。

（知及技）
既習事項から、簡単な文を用いて、
クリスマスカードを作ることができ
る。

(思判表力)
声の抑揚や表情を工夫して、場面に
合わせて英語でリアクションすること
ができる。

(学･人)
外国の行事に触れ、ゲームやクイズ
を通してすすんで理解を深めようと
している。

（知・技）
ハロウィンやクリスマス等の外国の
文化や行事について理解し、関係す
る英語表現や英単語を覚えて使おう
としている。

(知・技)
手紙を作成するときのルールを踏ま
えてカードを制作しようとしている。

(思･判･表)
表情や身振りを工夫して、場面から
状況や心情を考えて英語でリアク
ションしようとしている。

(主学)
ハロウィンやクリスマス等の外国の
文化や行事に触れ、意欲を持って活
動に参加しようとしている。

ハロウィン

クリスマス

リアクション

・ハロウィンの起源と日本との違いを知ろう

・クリスマスカード制作

・世界のクリスマスの過ごし方、ワードゲーム

・リアクション

3
学
期

8

(知及技）
新年のあいさつや、関連する単語を
理解し、使うことができる。

(知及技）
飲食店で用いる英語表現を使い、自
分の欲しいものを注文したり、店員
として注文に応じたりすることができ
る。

(思･判･表)
オーストラリアイングリッシュの特徴
について学習し、特徴を踏まえて言
語に親しむことができる。

(学･人)
学習した英語表現を用いて意欲的
に外国語を話すことができる。
１年間で学習した内容を振り返ること
ができる。

(知・技）
新年のあいさつや、関連する単語を
理解し、使おうとしている。

（知・技）
飲食店で使われる英語表現がわか
り、それらを用いてペアでやりとりし
ようとしている。

(思･判･表)
オーストラリアイングリッシュの特徴
について学習し、特徴を踏まえて言
語に親しもうとしている。

(主学)
相手の発言をよく聞こうとしたり自分
の考えを伝えようとしている。

新年のカウントダウン

オーストラリアについ
て

ハンバーガーショップ

1年間の総復習

・カウントダウンをして新年のお祝いをしよう

・オーストラリアについて学ぼう

・ハンバーガーショップの店員やお客さんに
なって英語でやりとりをしよう

・学習した単語や表現を復習しよう

留意点
引継ぎ等

・始業の挨拶時に、着席の姿勢や学習道具の準備が整っていることを確認し、学習に向かう気持ちを整えさせる。
・季節行事や学校行事などの身近な話題を挙げ、学習内容との関係性を示しながら、学習への関心・意欲を高めさせる。
・予め学習目標と活動の流れ、本時の着地点を示すことで、学習活動に見通しを持たせる。
・体を動かしたり、声を出したりする言葉遊び・ゲーム・発声練習を取り入れ、学習活動にメリハリをつける。
・個々の活動の進捗に合わせて、個別の支援や発展的な課題の提示を行う。

令和７年度

単位数
／配当時数

児童生徒

35

 

年間目標

(知及技）
英語を用いた活動を通して、身近な生活で見聞きする英語に興味や関心をもち、英語の音声や基本的な表現に慣れ親しむ。
(思判表力)
身近で簡単な事柄について、英語で聞いたり話したりして表現力を身に付ける。
(学･人)
英語を通して、その言葉の背景にある文化の多様性を知り、意欲的にコミュニケーションを図ろうとする態度を身に付ける。



担当者 教科書／副教材

私たちの未来　未来の私たち（開隆堂）
生きる力（日本文教出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

令和７年度　中学部　１年（Ⅱ課程A・B）　特別の教科　道徳　年間指導計画(時数：３５)

通
年

・相手のことを思いやり、
優しく接しようとしてい
る。

・働くことの大切さを知ろ
うとしている。

・自分の事は自分でやろう
とする意欲を持とうとして
いる。

・優しさ
・勤労、役割
・整理整頓

・意地悪をしてしまう気持ち、親切に
したいという気持ちを比較し、人に親
切にすることの良さや難しさをについ
て考える。
・自分の役割分担に対しては、責任を
持って最後までやり遂げる。
・自分の持ち物がわかり、所定の場所
に片付ける。
・汚れに気がつき、清潔にする。
・日常生活の中でできていることは、
進んで行う。

13

15

7

・友達や教師に対する親し
みの気持ちを伝えようとし
ている。
・学校生活で楽しみにして
いることを思い起こす、発
表している。
・日常生活の中で感謝の気
持ちを素直に表現しようと
している。

・あいさつ
・礼儀、作法
・学校生活

・名前を呼ばれたら「はい」と返事す
る。
・友達や教師に対し、場に応じて挨拶
をする。
・学校にはたくさんの楽しさがあるこ
とに気づく
・自分の成長を支えてくれる人々につ
いて考え、誰にどんな「ありがとう」
を伝えたいかを発表する。

・決まりの必要性に気づ
き、共有する場所や物を大
切にしようとする。
・自分の健康に気をつけ、
健全な態度で活動すること
ができる。
・友達と仲良くすること､
助け合うことについて考え
る。
・物事を最後まできちんと
や
り遂げる。
・自分が生きているからこ
そできるあたりまえのこと
を喜び命を大切にしようと
する。

・決まりの必要性に気づ
き、共有する場所や物を大
切にしようとしている。
・自分の健康に気をつけ、
健全な態度で活動しようと
している。
・友達と仲良くすること､
助け合うことについて考え
ようとしている。
・物事を最後まできちんと
やり遂げようとしている。
・自分が生きているからこ
そできるあたりまえのこと
を喜び命を大切にしようと
している。

・決まり
・健康安全
・友達
・向上心
・生命の尊重

・集団生活を通して、基本的な決まり
を守る。様々な状況を想定して決まり
や約束を守ることの意味を考える。
・怪我をした時や、気分が悪くなった
時は、教師にその状態を伝える。
・危険な場所では遊ばない。
・集団生活を描いた絵やお話を通して
仲良くしたり助け合うことの良さや大
切さを考える。
・中途半端で終わらず、最後までやり
ぬくことによって、達成感を味わう。
・「息をする」「食べる」「遊ぶ」な
ど生きていることで感じられる喜びを
考え話合う。
・食育を通して命について関心を持
つ。

留意点
引継ぎ等

①教育活動全体で指導し、家庭や地域社会との連携の下に取り組む。
②各教科との関連を計りながら取り組む

単位数
／配当時

数
児童生徒

１／３５

年間目標

・学校の教育活動全体を通し、それぞれの具体的な場において適切な指導を行い、明るく豊かな道徳的心情、実践意
欲と態度を育てる。

・友達や教師に対する親し
みの気持ちを伝えることが
できる。
・学校生活で楽しみにして
いることを思い起こす、発
表する。
・日常生活の中で感謝の気
持ちを素直に表現できる。

・相手のことを思いやり、
優しく接しようとする。

・働くことの大切さを知
る。

・自分の事は自分でやろう
とする意欲を持つ。



担当者 教科書／副教材

私たちの未来　未来の私たち（開隆堂）
生きる力（日本文教出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時

数
児童生徒

１／３５

年間目標

・学校の教育活動全体を通し、それぞれの具体的な場において適切な指導を行い、明るく豊かな道徳的心情、実践意
欲と態度を育てる。

・友達や教師に対する親しみの気
持ちを伝えることができる。
・学校生活で楽しみにしているこ
とを思い起こす、発表する。
・日常生活の中で感謝の気持ちを
素直に表現できる。

・相手のことを思いやり、優しく
接しようとする。

・働くことの大切さを知る。

・自分の事は自分でやろうとする
意欲を持つ。

令和７年度　中学部　２年（Ⅱ課程A・B）　特別の教科　道徳　年間指導計画(時数：３５)

通
年

・相手のことを思いやり、優しく
接しようとしている。

・働くことの大切さを知ろうとし
ている。

・自分の事は自分でやろうとする
意欲を持とうとしている。

・優しさ
・勤労、役割
・整理整頓

・意地悪をしてしまう気持ち、親切にしたいとい
う気持ちを比較し、人に親切にすることの良さや
難しさをについて考える。
・自分の役割分担に対しては、責任を持って最後
までやり遂げる。
・自分の持ち物がわかり、所定の場所に片付け
る。
・汚れに気がつき、清潔にする。
・日常生活の中でできていることは、進んで行
う。

13

15

7

・友達や教師に対する親しみの気
持ちを伝えようとしている。
・学校生活で楽しみにしているこ
とを思い起こす、発表している。
・日常生活の中で感謝の気持ちを
素直に表現しようとしている。

・あいさつ
・礼儀、作法
・学校生活

・名前を呼ばれたら「はい」と返事する。
・友達や教師に対し、場に応じて挨拶をする。
・学校にはたくさんの楽しさがあることに気づく
・自分の成長を支えてくれる人々について考え、
誰にどんな「ありがとう」を伝えたいかを発表す
る。

・決まりの必要性に気づき、共有
する場所や物を大切にしようとす
る。
・自分の健康に気をつけ、健全な
態度で活動することができる。
・友達と仲良くすること､助け合
うことについて考える。
・物事を最後まできちんとや
り遂げる。
・自分が生きているからこそでき
るあたりまえのことを喜び命を大
切にしようとする。

・決まりの必要性に気づき、共有
する場所や物を大切にしようとし
ている。
・自分の健康に気をつけ、健全な
態度で活動しようとしている。
・友達と仲良くすること､助け合
うことについて考えようとしてい
る。
・物事を最後まできちんとやり遂
げようとしている。
・自分が生きているからこそでき
るあたりまえのことを喜び命を大
切にしようとしている。

・決まり
・健康安全
・友達
・向上心
・生命の尊重

・集団生活を通して、基本的な決まりを守る。
様々な状況を想定して決まりや約束を守ることの
意味を考える。
・怪我をした時や、気分が悪くなった時は、教師
にその状態を伝える。
・危険な場所では遊ばない。
・集団生活を描いた絵やお話を通して仲良くした
り助け合うことの良さや大切さを考える。
・中途半端で終わらず、最後までやりぬくことに
よって、達成感を味わう。
・「息をする」「食べる」「遊ぶ」など生きてい
ることで感じられる喜びを考え話合う。
・食育を通して命について関心を持つ。



担当者 教科書／副教材

私たちの未来　未来の私たち（開隆堂）
生きる力（日本文教出版）

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

令和７年度　中学部　３年（Ⅱ課程A）　特別の教科　道徳　年間指導計画(時数：３５)

通
年

・相手のことを思いやり、優しく
接しようとしている。

・働くことの大切さを知ろうとし
ている。

・自分の事は自分でやろうとする
意欲を持とうとしている。

・優しさ
・勤労、役割
・整理整頓

・意地悪をしてしまう気持ち、親切にしたいとい
う気持ちを比較し、人に親切にすることの良さや
難しさをについて考える。
・自分の役割分担に対しては、責任を持って最後
までやり遂げる。
・自分の持ち物がわかり、所定の場所に片付け
る。
・汚れに気がつき、清潔にする。
・日常生活の中でできていることは、進んで行
う。

13

15

7

・友達や教師に対する親しみの気
持ちを伝えようとしている。
・学校生活で楽しみにしているこ
とを思い起こす、発表している。
・日常生活の中で感謝の気持ちを
素直に表現しようとしている。

・あいさつ
・礼儀、作法
・学校生活

・名前を呼ばれたら「はい」と返事する。
・友達や教師に対し、場に応じて挨拶をする。
・学校にはたくさんの楽しさがあることに気づく
・自分の成長を支えてくれる人々について考え、
誰にどんな「ありがとう」を伝えたいかを発表す
る。

・決まりの必要性に気づき、共有
する場所や物を大切にしようとす
る。
・自分の健康に気をつけ、健全な
態度で活動することができる。
・友達と仲良くすること､助け合
うことについて考える。
・物事を最後まできちんとや
り遂げる。
・自分が生きているからこそでき
るあたりまえのことを喜び命を大
切にしようとする。

・決まりの必要性に気づき、共有
する場所や物を大切にしようとし
ている。
・自分の健康に気をつけ、健全な
態度で活動しようとしている。
・友達と仲良くすること､助け合
うことについて考えようとしてい
る。
・物事を最後まできちんとやり遂
げようとしている。
・自分が生きているからこそでき
るあたりまえのことを喜び命を大
切にしようとしている。

・決まり
・健康安全
・友達
・向上心
・生命の尊重

・集団生活を通して、基本的な決まりを守る。
様々な状況を想定して決まりや約束を守ることの
意味を考える。
・怪我をした時や、気分が悪くなった時は、教師
にその状態を伝える。
・危険な場所では遊ばない。
・集団生活を描いた絵やお話を通して仲良くした
り助け合うことの良さや大切さを考える。
・中途半端で終わらず、最後までやりぬくことに
よって、達成感を味わう。
・「息をする」「食べる」「遊ぶ」など生きてい
ることで感じられる喜びを考え話合う。
・食育を通して命について関心を持つ。

留意点
引継ぎ等

単位数
／配当時

数
児童生徒

１／３５

年間目標

・学校の教育活動全体を通し、それぞれの具体的な場において適切な指導を行い、明るく豊かな道徳的心情、実践意
欲と態度を育てる。

・友達や教師に対する親しみの気
持ちを伝えることができる。
・学校生活で楽しみにしているこ
とを思い起こす、発表する。
・日常生活の中で感謝の気持ちを
素直に表現できる。

・相手のことを思いやり、優しく
接しようとする。

・働くことの大切さを知る。

・自分の事は自分でやろうとする
意欲を持つ。



中学部　1,2,3年（Ⅱ課程A・B）総合的な学習の時間　年間指導計画

担当者 教科書／副教材

なし/ワークシート　視覚的教材（写真、PPなど）
ICT機器

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容

２
学
期

15

【宿泊学習の事前学習】
【中高体育校外学習】
【クリーンデー】
【学部集会】
【職場見学、職場体験】
【進路講話】

３
学
期

7

【校外学習】
【職場見学、職場体
験】
【進路講話】
【交流共同学習】
【クリーンデー】

留意
点

引継
ぎ等

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

(知及技）探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題を探求することができ
る。
(思判表力)実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表
現することができる。
(学･人)探究的な学習に主体的・協働的に取り組み、互いのよさを生かしながら積極的に社会に参画しようとする。

1
学
期

令和7年度

単位数
／配当時数 児童生徒

1／35

(知及技）体験的な活動を
通して、課題の解決に必要
な知識及び技能を身につけ
る。

(思判表力)身近な生活の中
にある課題に気付き、自分
なりに考えたり、それをま
とめて表現したりできるよ
うにする。

(学･人)主体的・協働的に
取り組む中で、互いの良さ
に気付き、自ら積極的に他
者と関わり合って社会に参
画しようとする態度を養
う。

(知・技）探究的な学習の
過程において、課題の解決
に必要な知識及び技能を身
に付け、課題を探求するこ
とができる。

(思･判･表)実社会や実生活
の中から問いを見いだし、
自分で課題を立て、情報を
集め、整理・分析して、ま
とめ・表現することができ
る。

(主学)探究的な学習に主体
的・協働的に取り組み、互
いのよさを生かしながら積
極的に社会に参画しようと
する。

【総合開き】
【教室掲示物作成】
【避難訓練】
【交流・共同学習】
【クリーンデー】
【職場見学、職場体験】
【進路講話】

13

・係表や時間割表などを作成し、掲示する。
・防災時の基礎知識や避難方法を理解する。
・同年代の友達と交流を深める。
・清掃用具を上手に使うことができる。
・任された清掃場所をきれいにすることがで
きる。
・協力して仲良く活動する。
・場所がかわっても代表らしく挨拶や清掃等
ができる。
・キャリア教育でこれから求められる力を理
解し、日々の学習や生活にどのように活かす
かを考える。
・進級進学に向けての意識を高め、自分の将
来について考えるきっかけにする。
・宿泊学習の日程について見通しをもつ。
・成功に向けて友人と協力し最後まで活動に
参加することができる。
・学習を振り返り達成感を味わう。
・興味のある題材を選び、意欲的に活動に取
り組むことができる。
・就業への興味や関心を持ち、意欲を育て
る。



児童生徒 担当者名 教科書／副教材

学
期

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材の活動内容

1
学
期

13

・就任式、始業式、入学式、終業式
・学級開き、学年開き
・自己紹介、学級目標、個人目標、係活動
・キャリアパスポート
・幼児児童生徒会集会
・幼児児童生徒総会
・身体測定
・内科検診、歯科検診、心電図検査
・地震火災津波避難訓練
・不審者対策訓練
・１学期のまとめ、振り返り
・夏休みの過ごし方

２
学
期

15

・始業式、終業式
・夏休みの思い出発表
・個人目標、係活動
・キャリアパスポート
・幼児児童生徒会集会
・火災避難訓練
・宿泊学習
・八重山地区中学校総合文化祭（出品・上映）
・２学期のまとめ、振り返り
・冬休みの過ごし方

３
学
期

7

・始業式、卒業式、修了式、離任式
・新年の抱負
・個人目標、係活動
・八特祭
・幼児児童生徒会選挙
・お別れ遠足
・１年間のまとめ、キャリアパスポート
・進級に向けて

令和7年度　中学部　１～３年（Ⅱ課程Ａ・Ｂ）　特別活動　年間指導計画

【学級活動】

(知・技）
学級における集団活動や自律的な生活を送ること
の意義を理解し、そのために必要となることを理
解し身に付けている。

(思･判･表)
学級や自己の生活、人間関係をよりよくするため
課題を見いだし、解決するために話し合い、合意
形成を図ったり、意思決定したりして実践してい
る。

(主学)
人間関係をよりよく形成するとともに、将来の生
き方を描き、その実現に向けて、日常生活の向上
を図ろうとしている。

【生徒会活動】

(知・技）
生徒会やその中に置かれる委員会などの異年齢に
より構成される自治的組織における活動の意義に
ついて理解するとともに、その活動のために必要
なことを理解し行動の仕方を身に付けている。

(思･判･表)
生徒会において、学校全体の生活をよりよくする
ための課題を見いだし、その解決のために話合
い、合意形成を図ったり、意思決定したり、人間
関係をよりよく形成したりして実践している。

(主学)
多様な他者と協働し、学校や地域社会における生
活をよりよくしようとしている。

【学校行事】

(知・技）
各学校行事の意義について理解するとともに、行
事における活動のために必要なことを理解し、規
律ある行動の仕方や習慣を身に付けている。

(思･判･表)
学校行事を通して集団や自己の生活上の課題を結
びつけ、人間としての生き方についての考えを深
め、場面に応じた適切な判断をしたり、人間関係
や集団をよりよくしたりして実践している

(主学)
集団や社会の形成者としての自覚を持って多様な
他者を尊重しながら協働し、公共の精神を養い、
よりよい生活をつくろうとしている。

【学級活動】

(知・技）
学級における集団活動や自律的な生活を送ること
の意義を理解し、そのために必要となることを身
に付ける。

(思･判･表)
学級や自己の生活、人間関係をよりよくするため
課題を見いだし、解決するために話し合い、合意
形成を図ったり、意思決定したりできる。

(学・人)
人間関係をよりよく形成するとともに、将来の生
き方を描き、その実現に向けて、日常生活の向上
を図ろうとする態度を養う。

【生徒会活動】

(知・技）
生徒会やその中に置かれる委員会などの異年齢に
より構成される自治的組織における活動の意義に
ついて理解するとともに、その活動のために必要
なことを理解し行動の仕方を身に付ける。

(思･判･表)
生徒会において、学校全体の生活をよりよくする
ための課題を見いだし、その解決のために話合
い、合意形成を図ったり、意思決定したり、人間
関係をよりよく形成したりできる。

(学・人)
多様な他者と協働し、学校や地域社会における生
活をよりよくしようとする態度を養う。

【学校行事】

(知・技）
各学校行事の意義について理解するとともに、行
事における活動のために必要なことを理解し、規
律ある行動の仕方や習慣を身に付ける。

(思･判･表)
学校行事を通して集団や自己の生活上の課題を結
びつけ、人間としての生き方についての考えを深
め、場面に応じた適切な判断をしたり、人間関係
や集団をよりよくしたりできる。

(学・人)
集団や社会の形成者としての自覚を持って多様な
他者を尊重しながら協働し、公共の精神を養い、
よりよい生活をつくろうとする態度を養う。

単位数
／配当時数

１／３５

目標：(知及技)知識及び技能　　(思判表力)思考力、判断力、表現力等　　(学･人)学びに向かう力･人間性等
評価：(知・技)知識・技能　　  (思･判･表)思考･判断・表現　　         (主学)主体的に学習に取り組む態度

年間目標

（知及技）多様な他者と協議する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕
方を身に付けるようにする。
　
（思判表力）集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図ったり、意思
決定したりすることができるようにする。
　
（学･人）自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会における生活及び人間関係を
よりよく形成するとともに、人間としての生き方についての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。



留意点
引継ぎ等


